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本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残さ

れています。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統

を正しく理解するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国

民的財産であり、将来にわたつて大切に保存 し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっ

ては、環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護

との調和 も求められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発

事業によつてやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置

をとってまいりました。

本報告書は、床上浸水対策特別対策事業に関連して平成13・ 14・ 15・ 16年度に発掘調査され

た東磐井郡川崎村の河崎の柵擬定地の調査成果をまとめたものです。今回の調査では、縄文時

代後期～晩期の遺物包含層、8～9世紀代の集落跡、11世紀「前九年合戦」の時代の遺物、堀、12

世紀奥州藤原氏の時代に関連する遺物、中世の陶磁器、板碑、近世の屋敷跡などが発見され、

貴重な資料を提供することができました。東磐井郡においては、これまでこれらの時期の調査

例は少なく、地域の歴史に新たな一ページを書き加えることができました。本書が広 く活用さ

れ、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学術研究、教育

活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきまし

た国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所、川崎村教育委員会をはじめとする関係各位

に対し、深く感謝の意を表します。

平成18年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 合 田   武



例   言

1 本報告書は、岩手県東磐井郡川崎村門崎字川崎・字銚子地内に所在する河崎の柵擬定地の発掘調

査結果を収録 したものである。

2 本遺跡の発掘調査は、床上浸水対策特別対策事業に伴う事前の緊急発掘調査である。調査は岩手

県教育委員会 と国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 との協議を経て、(財)岩手県文化振

興事業団埋蔵文化財センターが担当した。

3 岩手県遺跡登録台帳に記載されている遺跡番号はOE09-1173、 遺跡略号はKSG-01(平成13年

度)、 KSG-02(平成14年度)、 KSG-03(平 成15年度)KSG-04(平成16年度)である。

4 野外の発掘調査期間は 4カ 年に渡っている。各年度の野外調査期間と調査面積は以下のとおりで

ある。

平成13年度  8月 1日 ～11月 19日  調査面積  1,000∬

平成14年度  4月 16日 ～11月 29日  調査面積  1,300ゴ

平成15年度  4月 14日 ～11月 28日  調査面積  17,340∬

平成16年度  4月 8日 ～ 8月 18日   調査面積  3,205∬

5 各年度の室内整理期間は以下のとおりである。

平成13年度  平成13年 11月 1日 ～平成14年 3月 31日

平成14年度  平成14年 11月 1日 ～平成15年 3月 31日

平成15年度  平成15年 11月 1日 ～平成16年 3月 81日

平成16年度  平成16年 11月 1日 ～平成17年 3月 31日

6 各年度の発掘調査、室内整理の担当は以下のとお りである。

平成13年度  溜 浩二郎 。原 美津子

平成14年度  溜 浩二郎・鈴木裕明

平成15年度  阿部 憲・亀沢盛行・林 勲・鈴木裕明・阿部孝明・羽柴直人・星 幸文

溜 浩二郎・米田 寛・川又 晋・村田 淳・立花 裕 。江藤 敦

平成16年度  羽柴直人・鈴木裕明・川又 晋・西澤正晴・小針大志

7 本報告書の執筆は上記の調査担当者が分担 しておこなった。各文の執筆者名はその文末に名前を

記している。編集も基本的には担当者が分担 しておこなったが、総合的な編集は羽柴と川又がおこ

なった。

8 委託業務は以下の機関・個人に委託した。

(1)基準点設置………………………………………株式会社総合土木コンサルタンツ

(2)空中写真…………………………………………東邦航空株式会社

(3)石質鑑定…………………………………………花商岩研究会

(4)樹種同定―……………………………… ……パリノ・サーヴェイ株式会社

(5)鉄製品保存処理………………………………」FEテ クノリサーチ株式会社

(6)鉄製品 。銅製品保存処理………………岩手県立博物館

(7)黒曜石産地同定………………………………古環境研究所

(8)土壌分析…………………………………… …古環境研究所

(9)人骨鑑定 。人骨精査指導………………奈良貴史 (国際医療福祉大学助教授 )



鈴木敏彦 (東北大学大学院歯学研究科助手)

(10)銅製品分析……………………………………松井敏也 (筑波大学 )

9 本報告書の作成にあたり、次の方々にご協力・ご指導をいただいた。 (敬称略)

井上雅孝 (滝沢村教育委員会 )、 藤沢良祐 (瀬戸市埋蔵文化財センター)、 本澤慎輔、及川司、菅原

計二、鈴木江利子 (以上平泉町教育委員会 )、 人重樫忠郎 (平泉町世界遺産推進室)、 千葉信胤 (平泉

町郷土館 )、 鹿野里絵 (衣川村教育委員会)、 及川真紀、依田恵美子 (前沢町教育委員会)、 斉藤邦雄 (平

泉町世界遺産推進室 )、 矢崎静香、矢崎木綿子、九山聡子、小原美紀子、小島一宣 (柳之御所遺跡調

査事務所 )、 大平聡 (宮城学院大学 )、 宮本升平 (胆江日々新聞社 )、 千葉周秋、平景子 (金 ヶ崎町教

育委員会)、 野坂晃平 (江刺藤原の里資料館 )、 岡田清― (東北福祉大学 )、 井出靖夫 (中央大学博士

後期課程 )、 入間田宣夫 (東北大学)、 大矢邦宣 (平泉町郷土館館長 )、 宇部則保 (八戸市教育委員会 )、

前川要 (中央大学 )、 吉田歓 (米沢女子短期大学)、 冨島義幸 (滋賀県立大学)、 大石直正 (東北学院大 )、

工藤雅樹 (福 島大学 )、 伊藤博幸、佐藤良和、遠藤栄一、小野寺摩耶 (水沢坦文)、 小泉和子 (昭和の

くらし博物館 )、 山本信夫 (福 岡県太宰府市)、 菅野成寛 (中尊寺仏教文化研究所 )、 吉井宏 (東北福

社大学 )、 室野秀文 (盛 岡市教育委員会 )、 村田晃― (宮城県教育委員会)、 人木光則 (盛岡市中央公

民館)、 久保智康 (京都国立博物館 )、 畠山篤雄 (千厩町教育委員会 )、 杉本良、小田嶋知代 (北上市

埋文)、 小野哲也 (厚真町教育委員会 )、 樋口靖 (岩手大学 )、 川又隆央 (岩沼市教育委員会)、 畠山喜

― (東山町松川 )、 上方和行、千田浩一、葛西清成 (ナ |1崎村教育委員会 )、 葛西長三郎、葛西成夫、葛

西信一、葛西功成、葛西直人 (サ |1崎村門崎)、 佐藤敏幸 (矢本町教育委員会)、 佐々木務、高木晃、小

原祐子 (岩手県立博物館 )、 岡陽一郎 (青山学院大学)、 五味文彦 (東京大学)、 狭川真― (元興寺文化

財研究所 )、 柴垣勇夫 (静岡大学 )、 津野仁 (と ちぎ生涯学習財団)、 伊藤玄三 (法政大学、一関市立

博物館 )、 宇田川健― (秋田埋文)、 田辺由美子 (千葉県立中央博物館 )、 小野隆志 (秋田市教育委員

会)、 吉川耕太郎 (秋 田埋文)、 水戸部秀樹 (山形埋文)、 百瀬正恒 (京都背精華女子大学)、 中村紀顕

(岩手日報社 )、 前川佳代 (奈良女子大 )、 遠藤祐太郎 (岩手大学 )

10 土層の観察は「新版標準土色帳」(農林水産省農林水産技術会議事務局監修、(財 )日 本色彩研究所

監修 1989)を 使用 した。

■ これまでに、調査成果の一部を現地説明会資料や調査略報等に発表しているが、本書と記載事項

が異なる場合はすべて本書が優先するものである。

調査で得 られた出土遺物や整理に係わる諸記録等については、すべて岩手県立坦蔵文化財セン

ターに保管 している。

12 川崎村は平成17年 9月 の市町村合併によリー関市となった。本報告書は平成17年 3月 における合

併前の市町村名を用いている。
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調査に至る経過

砂鉄川は、岩手県南部に位置し、「一関遊水地事業」箇所から約10km下流の諏訪前地点直上流で北上

川に合流する左支川である。流域面積は375.01Mで流域は典型的な山地流域であるが、最下流部は幅

数百mの細長い沖積地となり、川崎村・東山町の貴重な宅地や耕作地として利用されている。

河道及び沿川の状況は標高が13.0～ 140m程度と低 く、蛇行が著 しい無堤状態となっていることか

ら、洪水時には北上川本川の背水の影響により河川水位が上昇 し、水害常襲地帯となっている。

当地区の洪水被害の特徴 としては、北上川の水位上昇による被害のため、冠水時間が 3～ 4日 と非

常に長 く、また地形条件・土地利用条件から集落等が分断され孤立する家屋が多 く壊滅的被害が発生

する。このような状況を早期に解消するため、平成11～ 16年度の 6カ 年で重点的に投資を行い、築堤、

河道掘削、排水樋門、揚水機場、橋梁掛け替え、道路付け替え等の工事を実施 している。

この区間の埋蔵文化財包蔵地については、岩手県教育委員会が分布調査を実施し、1遺跡が確認され

ている。その結果に基づいて岩手県教育委員会は国土交通省岩手工事事務所 (現岩手河川国道事務所)

と協議を行い、発掘調査を財国法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受諸事業とすること

にした。

これにより岩手県教育委員会は、平成12年度埋蔵文化財調査事業について平成12年 1月 24日 付け

「教文第1074号」により財団法人岩手県文化振興事業団へ通知 し、それを受けて岩手県文化振興事業

国埋蔵文化財センターは、平成12年 4月 1日 付けの委託契約に基づいて平成12年 4月 6日 から河崎の

柵擬定地の発掘調査に着手した。平成12年度当初調査面積は4,680∬で終了面積は同じく4,680ゴであ

る。

なお、平成12年 12月 の試掘調査により、この箇所以外の同遺跡の発掘調査の必要性が確認され、平

成14年度は1,300だ、平成15年度には17,340だ、平成16年度は3,205だ の調査を実施した。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 )

Ⅱ 遺跡の立地と環境

1位 置

河崎の柵定地が所在する東磐井郡川崎村は岩手県南部、東磐井郡の西方に位置し、北は東磐井郡東

山町、南は東磐井郡藤沢町、西は一関市、西磐井郡花泉町、東は東磐井郡千厩町の 1市 4町に接して

いる。町の総面積は42.48kだで、面積は県内最小の村である。そのおよそ半分以上は山林原野が占め、

水田・畑地の割合は約 1割である。耕地の大部分は北上川支流の千厩川、砂鉄川の河川沿いに集中す

る。昭和31年に薄衣、門崎の 2か村が合併して川崎村が成立した。「ナ|1崎」の村名は前九年の役の「河

崎柵」の擬定地に由来する。合併時に8,000人 を超えた人口は、それ以降減少傾向にあって、現在はお

よそ4,900人 となっている。

河崎柵擬定地は川崎村門崎字川崎、同字銚子地内に所在する。その位置は、川崎村役場から北西へ

約 l km離れた北上川左岸である。地形図上の位置は、国土地理院発行の 5万分の 1地形図「千厩」(N

」-54-14-11)及 び、2万 5千分の 1地形図「一関」(NJ54-14-11-1)に ある。遺跡の経・緯度は北

-1-
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Ⅱ 遺跡の立地 と環境

緯38度 54分5秒、東経141度15分23秒である。

2地 形 ・ 地 質

北上山地の西南部に位置する川崎村は、村の西部の境界を南流する北上川の東～北岸に立地 してい

る。中央部を千厩川が東から西側へ貫流 し、村の西部では砂鉄サ||が北から南側に流れ北上川と合流す

る。北上川は県北部の岩手町御堂観音境内がその源とされ、宮城県石巻市で太平洋に注 ぐ延長243km、

流域面積 10,720kだ の東北地方最大の一級河川である。北上川の流域は盛岡以北を上流域、盛岡から前

沢町間が中流域、前沢町以南を下流域に区分されてお り、川崎村は下流域の上部に相当する。

北上川下流域上部は、北上河谷帯 (北上盆地)の南端部にあたり、東側が北上山地西縁部に接続 して

いる。西縁部は標高600m未満の束稲山山地、石蔵山山地とそれらに続 く束稲西麓丘陵、駒ヶ嶺丘陵、

門崎丘陵などからなってお り、南側で有壁丘陵に連続 している。有壁丘陵は北上川を挟んで北上山地

に接 しているために、県中央部を南流 していた北上川は流れを阻まれて北上山地西縁部と有壁丘陵に

挟まれた狐祥寺渓谷で南東方向に流れを変えていく。狐禅寺渓谷の西側は、北上川に向かって東流す

る磐井川によって形成された河岸段丘が奥羽山脈へ と続 き磐井川の左岸に衣川丘陵、右岸に達古袋丘

陵が広が り南東側で有壁丘陵に続いている。

遺跡周辺の地勢を概観すると比較的標高が低い山稜が連なってお り、北東側に烏兎山 (標高358m)、

北北東側に高烏兎山 (標高288m)、 北北西狽1に石蔵山 (標高358m)、 南南東側に南新山 (標高144m)が

望まれる。また北北西側には束稲山 (標高596m)の 山塊から南西方向に廷びる石蔵山山地、それに続

く門崎丘陵、砂鉄川を挟んだ北東側には弓折山山地と薄衣丘陵が続いている。本遺跡は門崎丘陵東狽1

の自然堤防上に立地 してお り、北上川と砂鉄川の合流点から西北約600mの地点にあたる。

地質は北上河谷帯西縁を南北に縦断する盛岡一白河構造線によって東西に大きく分けられる。表層

地質見ると西側は火山性の安山岩質岩石が広 く分布 し、その中に中新世の砂岩、鮮新世以降の花商岩

類 と砂岩等で構成されている。砂鉄川流域には石炭紀、二畳紀の長坂石灰岩が良く発達している。

岩手県農政部北上山系開発室 1975「北上山系開発地域土地分類基本調査 千厩」

岩手県農政部北上山系開発室 1978「北上山系開発地域土地分類基本調査 一関」

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2001「河崎の柵擬定地発掘調査報告書」第371集

3基 本 土 層

調査区が広大でまた堆積土層 も非常に厚 く、遺跡内の基本土層を単独地点で示すのは非常に難 し

い。また年度、地点も多岐に渡 り、調査員により、土層の把握も異なっている点がある。ここでは、

平成15年度のC区、D区の共通の基本土層とE区の基本土層を示す。

近世～古代の遺構検出面は 2面ある。 1面 目はC・ D区の 3層上面、E区の 2層上面である。それぞれ

この検出面よりやや下には十和田a降下火山灰層が存在 し、第 1検出面は十和田a火山灰降下以後10世

紀前半頃と判断できる。

第 2検出面はC・ D区の 5層上面、E区の 3層上面である。この面に散布する土師器、須恵器、遺構の

年代観から8世紀後半～ 9世紀初頭頃の面と判断される。第 1検出面との間には 1～ 2mの遺物の混

入のない砂が堆積 している。
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3 基本土層

C・ D区基本土層

150m

C・ D区基本土層 (Ⅱ F66付 近 )

1 10YR4/2～ 5/6灰黄褐色～黄掲色土 砂利が多量混入、
しまり弱い。

2 10YR3/2黒 褐色土 砂粒40%含む、 しまり弱い。
3 10YR5/6黄 褐色砂 しまり弱い、洪水堆積層、上位に

十和 a火山灰を含む。
4 10YR4/44B色砂 粘土粒10%混入、しまり弱い。
5 ЮYR4/4褐色砂 粘土粒 2%混入、しまり弱い。

第 2通悔検出面
6a 10YR4/43色土 炭化物粒 5%混入、しまり中程度。
6b 10YR4/4褐 色土 水酸化鉄を含む、しまり中程度。
7 ЮYR4/4褐色土 炭化物粒 5%混入、しまり中程度。
8 10Ⅲ rR4/43色 土 炭化物粒 2%混入、砂粒 5%混入、

しまり強し、
9 10YR4/4褐 色土 炭化物泣 1%、 水酸化鉄 2%含む、

しまり中程度。
10 10YR4/4褐 色砂 粘土粒 2%混入、しまり弱い。
11 10YR3/4暗 褐色土 炭化物粒10%混入、縄文土器を包

含する。

10C以降検出面

8-9C検出面

E区基本土届 (I A05付近 )

1 10YR4/41B色 土 礫、近代遺物など混入。
2 10YR5/4に ぶい責褐色砂 上部に十和田 a火山灰を含む。
3 10YR3/3暗 褐色土やや粘性がある。部分的に10YR4/2Fk黄

褐色土と炭化物粒を包含する。
4 10YR5/4に ぶい黄褐色砂 砂の粒子力Ⅶ い部分と細かい部

分がある。部分的に炭化物を含む。101rR6/1褐 灰色のグラ
イ化したした上が縞状に入る。

5 10YR4/4掲 色土 やや粘性がある。炭化物粒少量混入。
6 10YR4/6褐 色土 やや粘性がある。炭化物粒が少量混入、

縄文土器片を少量含む。
7 10YR4/6褐 色土 炭化物粒を多量混入。
8 101rR4/6褐 色砂 混入物ほとんどなし。
9 10YR4/6褐 色土 やや粘性がある。部分的に炭化物粒、
10YR7妖 黄褐色土多量に混入。
10 10YR4/6褐 色砂 混入物ほとんどない。
11 10YR4/3に ぶい黄褐色土 粘性あり炭化物粒少量混入、

しまりあり。
12(10YR4/3)にぶい黄褐色土 粘性あり炭化物粒微量混入、

縄文土器片包含。
13(10YR4/4)褐 色砂 湿っている、炭化物粒少量混入。
14(10YR4/4)褐 色土 粘性あり、しまりあり。部分的に

10YR4/2灰黄褐色土ブロック微霊混入。
15(10Y財 4)掲 色砂  しまりあり。混入物ほとんどなし。

E区基本上層

1

2

3

4

5

―
ー

8

9
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Ⅱ 遺跡の立地と環境
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3 基本土層

E区 においては 5層付近で後北上器が出上 してお り、弥生時代～古墳時代の層 と推測 される。また

C,D区では11層、E区では 6層下部に縄文土器片 を包含 しそれより下の層が縄文時代の包含層 となる。

C・ D区の11層 は地表面か ら 3m、 E区の 6層下部は地表面から3.8mの 深 さになる。縄文時代の土器包

含層の上層については、第 3分冊「縄文時代編」に詳 しく記 している。

4 周辺の歴史的環境

河崎の柵擬定地は川崎村門崎に所在する。門崎地区は藩政時代から昭和31年まで門崎村 として存続

してお り、行政単位としてまとまりを持つ地域である。ここでは門崎地区を中心とした歴史的環境に

ついてふれる。

(1)門崎地区の板碑

門崎地区には中世の石製の供養碑である板碑が多数存在する。岩手県内における板碑の分布をみる

と、県北部ではその数が非常に少なく、県南部に集中域があることが明瞭に看取できる。その中で門

崎地区を含む川崎村には98基の板碑が存在する。川崎村に隣接する藤沢町 (板碑数229基 )、 花泉町 (板

碑数375基)は岩手県内における板碑の最密集地帯で、この県南端の三町村だけで岩手県内全体の700/O

を占める数の板碑が存在する。川崎村の板碑数98基は、市町村別では県内第 3位の数になるが、面積

や藩政時代の村数を考慮にいれると、分布密度は 1位の花泉町、 2位の藤沢町に比較 してもむしろ高

いといえる。そして、さらに門崎地区には薄衣地区の36基を上回る62基の板碑が所在 しており、門崎

地区は岩手県内において最 も板碑が高密度に分布する地区と言っても過言ではない。

川崎村の板碑については「サ|1山訪寸石造文化財第一部石碁婆 (板碑)」 (川 崎村教育委員会1984)に まと

められている。本文も、これを参照、引用 した部分が多い。板碑の数量、所在地も基本的にはこの文

献に準拠 している。この文献によると門崎地区では 8カ 所に合計62基の板碑が所在する。

布佐の最明寺には境内に15基の板碑が所在する。この内紀年銘板碑は 6基あり、岩手県最古の紀年銘

を持つ建長人 (1256)年の板碑が存在する。この碑は双式碑 とされ、対 となる紀年銘のない胎蔵界大日

如来の種子 を持つ碑 も含め 1基 にカウン トしている。他の紀年銘板碑は永仁四(1296)年 、徳治三

(1308)年 、延慶二 (1309)年 、延慶三 (1310)年 、応安五 (1372)年 で、鎌倉期のものがほとんどであ

る。この他に紀年銘のないものが 9基存在する。

門崎駅裏堤端の鈴木広家墓地には19基が所在するが、紀年銘を持つものは存在せず、種子のみの小

型のものが多い。

千手堂の佐々木家宅地の板碑は、門崎村史 (F]山静寸史編纂委員会1956)に よると、「碑は昭和 6年佐々

木氏宅焼失路整理の際発見 したもので 6基あり・・」と記されている。紀年銘のある碑は 1基あり、

永和五 (1379)年 四月六 の銘がある。種子は勢至菩薩である。また紀年銘のない種子「勢至菩薩」の碑

には妙見大姉の文字があるが、門崎村史には「妙見大姉には金箔があった」とある。

千手堂梅ヶ森屋敷千葉養右衛門裏崖には 1基が所在 し、康永二 (1341)年 の紀年銘を持つ種子「阿弥

陀如来」の板碑である。父「平朝臣沙弥光連」の没35日 目に供養 した旨の意趣文が刻まれている。

千住堂千葉五郎氏宅裏には紀年銘の無い種字「阿弥陀如来」の碑が 1基ある。

千手堂寺屋敷の小野寺喜十郎氏宅地には紀年銘の無い種子「金剛界大日如来」の碑が 1基ある。「サ||

崎村石造文化財」(ナ |1山訪す教育委員会1984)で はこれら千手堂所在の板碑の所在地を「千手堂 観音堂」

と一括の所在地で示 している。この「観音堂」は千手堂に所在 していたが、文治五年 (あ るいは元和三
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

年)に焼亡 し、 6体の焼損仏がある旨の記述が「,|1崎村の主な仏像」 (サ |1山討す教育委員会1982)に記 さ

れている。安永風上記 には「観音堂 子名 千手堂・・本尊 木仏立像 御長一尺八寸」の記載があ

る。

神平の塚の森 には塚の上に板碑が立っているとされる。塚の森は塚に古 くか ら石の長持 ちが入 つて

いると伝えられているという。安永風上記には「一、古塚三つ・・ 塚の森 一、供養琢 高さ一文

廻り十三間半」と記されている。この塚の上に9基の碑が所在していたという。安永風土記には塚

の森に永和四(1378)年 10月 15日 銘の板碑が所在した旨が記されている。しかしこの永和四年の紀年銘

の板碑の所在が「ナ|1崎村石造文化財」の調査時に確認できなかったという。昭和31年刊行の「 F耳 崎村史」

でもすでに所在が不明と記されている。他に紀年銘の無い板碑が 8基所在している。

御滝の佐藤武家墓地には紀年銘の無い板碑が 3基所在している。種子は「阿弥陀如来」が 1基で、他

の 2基は種子不明である。鳥畑家墓地には紀年銘のない板碑が 2基所在する。種子は「胎蔵界大日如

来」と「阿弥陀如来」である。

妻神あるとされる板碑は、「岩手の石塔婆」(司東真雄1985)に、陰刻の地蔵絵と「二年」の文字が記

された碑が、「二十人分の人骨と馬一頭分の骨出土」という文を添え掲載されている。板碑の範疇に入

るものかは筆者には判断できない。

銚子葛西長三郎家墓地は今回の「河崎の柵擬定地」調査区内に所在する。「サ|1崎村石造文化財」では紀

年銘のある碑が 2基、紀年銘の無い碑が 2基の所在が記されている。紀年銘は文保二 (1318)年 と徳治

年中 (1306～ 1308)で ある。徳治碑は調査時には所在を確認できなかったと記されている。

(2)門崎地区の城館

岩手県中世城館跡分布調査報告書 (岩手県教育委員会 1986)に は門崎地区の中世城館が 6カ所 (1可

崎の柵擬定地を除く)記載されている。これをもとに門崎地区の中世城館を紹介する。

大河戸館は字千手堂に所在する。標高204mの 山稜頂部に立地 し、城域は東西200m× 南北150mの

範囲で東端には尾根を切る堀切がある。城主、年代を伝える文献は無 く、永禄年中秋山左京太夫頼童

の居館 (F]崎村史)、 前九年の役の安倍貞任の陣跡などの言い伝えがあるという。

布佐館は字布佐に所在する。」R岩ノ下駅の南約1.3kmの丘陵に立地し、北約250mに は岩手県最古の

板碑「建長の碑」の所在する最明寺がある。城域は東西260m、 南北180mと 推定される。「仙台領古城

書上」には「東西18間南北12間ニノ丸東西20間南北20間 城主布作伊豫守」と記されている。

古舘は字館畑に所在する。」R門崎駅の北東約 2 kmの 丘陵上に立地する。丘陵の裾に曹洞宗長松山

常堅寺がある。推定城域は東西350m、 南北310mである。尾根頂部を空堀で区切 られた 3つの郭があ

りそれを帯郭が取 り巻いている。言い伝えによると「 F弓 崎城」が完成するまでの居館であるという。ま

た「サ|1崎村の歴史」 (小林文夫1990)に は、「薄衣千葉氏 3代清竪の次男胤村 (1386年没)を 始祖 とする

前期門崎氏の居城が古舘と思われるが未詳」とある。

門崎城は字館畑に所在する。」R門崎駅の北東約1,7kmの丘陵上に立地する。北250mに は古舘があ

る。最高所に主郭を設け、段々に郭を持っている。南側は沢により急峻な崖になっている。「仙台領

古城書出」には「山門崎城東西18間南北30間ニノ丸東西15間南北12間城主門崎安芸。末孫御家中二在。

門崎長之助力」とある。砂鉄川流域では山吹城 (大東町大原)、 松川城 (東山町松川)と 並び最大級の城

館である。「河崎の歴史」では長坂城主 (東 山町長坂)千葉頼胤の五男胤重が後期間崎氏の始祖で、胤

重は当初気仙郡浜田城主となって「浜田氏」を名乗 り、その■代 目の千葉胤糸Lが浜田城より門崎城に移

り「門崎氏」を名乗った旨が記されている。
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4 周辺の歴史的環境

馬場館は宇千手堂に所在するが詳細不明であ―るも小館は宇館畑に所在する。標高2o～35車の丘陵端

部に立地し、規模150X50mと される。

引用参考文献

岩手県企画開発生 1978「 IIヒ上Ⅲ地開発抵域 土地分類基本調査 (一関)」 岩手県

岩手県教育委員会 1986「岩手県中世城館跡分布調査報告書」第82集

川崎村教育委員会1984「ナ川崎村石造文化財第‐部石塔婆 (板碑)」

,I卜崎村教育委員会1982-「川崎村の主な臨 Δ

門崎村誌編纂纂 会1956「 F]崎村調

金野清―ほか 1990「岩手県の地名」日本歴史地名体系3 平凡社

司東真雄1985「岩手の石塔婆Jモノグラム社
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4 周辺の歴史的環境
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Ⅱ 遺跡の立地と環境
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Ⅲ 調査 と整理の方法

1 野外調査の方法

グリッドの設定

グリッドは平面直角座標のX系 (日 本測地系)に沿って設定した。大グリッドは一辺50mと してい

る。東西ラインは西から東に向かってA、 B、 C、 D、 E、 F・ ・・。と50m毎 に付し、南北ラインは北

から南へ向かって 0、 I、 工、Ⅲ、Ⅳ、V・ ・・ 。と50m毎に付している。大グリッドの呼称は南北ラ

インのローマ数字と東西ラインのアルファベットの大文字との組み合わせで「ⅡB」、「ⅣD」 というよ

うに表す。大グリッドはさらに内部を一辺 5mの小グリッドに細分している。大グリッド内は100の

小グリッドに分割されている。月ヽグリッドは】ヒ西隅から01、 02、 03、 04、 05、 06、 07、 08、 09、 10と 東側

に向かって付し、2列 目は西から東に向かって11、 12、 13、 14、 15、 16、 17、 18、 19、 20と 付している。10

列目は91、 92、 93、 94、 95、 96、 97、 98、 99、 100と なる。各グリッドは大グリッドと小グリッドの組み

合わせで「 I B35」「ⅣF18」 とういうように呼称する。各グリッドの名称はそのグリッドの北西隅の杭

にその呼称を付 している。

大グリッド南北軸の Iと 工の境界ラインはX=
境界ラインはY=36400m(日 本測地系)である。

=36350m(日 本測地系)である。

調査区区分

調査年度が 4年 にわたり、調査区が広大なため、平成15年度調査時より便宜的に調査区を区分 し調

査をおこなった。調査区区分は第 9図 に示 してある。B区 は平成15年度調査区の大グリッドⅡB、 エ

C、 工D、 ⅢD付近である。この調査区は主に平成15年度の 2班 (担当 鈴木ほか)が担当した。C区は

大グリッドのⅡE、 ⅢE、 ⅣE付近である。平成15年度は主に 3班 (担当 米田、村田ほか)が担当した。

D区は大グリッドⅢF、 ⅣF、 ⅣE付近、本報告所掲載調査区の最 も東側に位置する。平成15年度は主

に4班 (担当 川又、江藤ほか)が担当した。C区 とD区 との境は村道川崎 3号線である。E区は調査区

全体の最 も西側に位置する。大グリッドの IA、 IB付近に相当する。平成15年度は 1班 (担当 羽

柴、星、立花ほか)の担当である。

平成13年 、平成14年度調査区は平成15年度に設定 した調査区をまたいで連続する遺構名を付 してお

り、調査区毎に報告するのは適切ではないと考え、平成13年度調査区、平成14年度調査区として報告

する。だが平成13・ 14年調査区であっても、表、文章中において、それぞれB区、C区、D区に相当す

る地点に対 して、各調査区の名称を用いている場合 もある。また平成15年度当初、E区の南に接する

三角形の平成13年度調査区を「A区」として設定 したが、本報告書では「A区」の名称を基本的に使用

していない結果となっている。

遺構の名称

遺構の名称は以下のように略号を付した。

掘立柱建物・ 。SB  竪穴住居・・SI  土坑

柱穴・・P  その他の遺構・・SX

-121705m(日 本測地系 )、 大グリッド東西軸Aと Bの

I A01グ リッドの北西隅杭の値はX=-121655m、 Y

-12-
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1 野外調査の方法

‖
郷∽年度調査区

幽
2001絨誰 区

熙
2001211112年 度調査区

図
2002年度調査区

鰯
2002年度B区

圏
劉∝年度C区

□
豹∝年度D区

□
豹∝年度E区

匡巨三∃
2004年度調査区

第 9図 調査区区分図

その他の遺構SXに は、畝間状遺構、自然の窪み ?状遺構などがある。また現地性焼土、沢跡、石組

み遺構には略号を付 していない。また、調査時にSKと したものの幾つかを検討の結果、掘立柱建物の

柱穴に変更 しているが、名称はSKの ままで報告 している。

また、調査年度、調査区が多岐にわたるため、遺構の名称の頭に調査年度、調査区名を冠 して遺構

名を区別している。平成13年度、平成14年度検出の遺構は「01SK10」 、「02SD 2」 というように呼称し

ている。平成15年度は調査区が多岐にわたるため「CttSD104」「EttS1 4」 というように呼称 している。

平成16年度調査は平成15年度の調査区に準拠し「BttSD 4」 、「CttS1 7」 というように呼称している。

平成13年 、平成14年調査区検出の竪穴住居跡は3棟あるが、いずれもC区 に相当する地区に位置し、

「CttS1 1」 、「CttS1 2」 、「CttS1 3」 の名称を付している。CttSD101、 CttSX lは 平成15年度D区か

ら検出されたが、調査時に「C区」の名称を冠した遺構名を付し、図面実測、写真撮影等をおこなった

ため、混乱を避けるため遺構名はそのままで掲載している。

粗掘り。遺構検出

雑物撤去後にトレンチを設定し、遺物の包含状況、遺構の確認面を把握した。その後、遺構確認面

まで重機を用いて表上を除去した。遺物を多く包含する層に関しては人力によって表上の除去をし

た。遺構の確認は表土を除去した面をジョレン、両刃鎌で、平滑にし、プランを確認するようにした。
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Ⅲ 調査 と整理の方法

遺構の精査

検出した遺構は、土層を観察するベル トを設定して掘 り下げることを基本 とした。掘立柱建物は、

平面プランを把握した後に、柱穴の断ち割りを行うようにした。

遺物の取り上げ

遺構外の遺物はグリッド毎に取り上げた。遺構内の遺物は必要と思われる場合、地点とレベルを記

録した。またそれ以外では可能な限り埋上の層位ごとに取り上げるように努めた。

実測・写真撮影

平面実測は簡易遣り方測量で、 5mグ リッドをlmに細分したメッシュを用いておこなった。原則

として1/20の縮尺を用い、必用に応じて任意の縮尺を用いた。

写真撮影は35mmモ ノクロームとカラースライドを主に使用した。撮影は埋土堆積状態や遺物の出土

状況、遺構の完掘状況などについて行った。また平成14年度から平成16年度の各調査終了時にはセス

ナ機により空中写真を撮影した。

2 室内整理の方法

出土遺物は水洗注記を行い、必用なものは接合、復元作業を実施 した。これらの作業終了後、報告

書掲載遺物を選び出し、登録をおこなった。

遺物実測は原則として実寸で行った。野外調査で作成した遺構実測図は、必要なものについては第

2原図を作成した。その後、これらの遺構,遺物実測図の トレースを行い、種別ごとに観察表と図版を

作成した。

撮影したフイルムはネガアルバムにベタ焼 きの写真と一組にして収納 した。カラースライ ドはスラ

イ ドファイルに撮影順に収納 した。また報告書掲載分の遺物の撮影を行い、写真図版を作成した。こ

れらの作業の終了後、原稿の執筆を行い、報告書を編集した。
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Ⅳ 平成13年度調査区の遺構

1 平成13年度調査区概観

平成13年度調査区は西側調査区と中央部調査区、東側調査区の 3地点に分かれている。西側調査区

は大グリッドの IA、 IB付近、中央部はIC、 Ⅲc付近でB区の南部に相当する。東側調査区はⅢD、

ⅢE付近で概ねC区の南部に相当する。西側調査区は平成13年度の単独年次の調査であるが、中央部、

東側調査区は平成14年度調査にまたがる調査区域である。

平成13年度の野外調査期間は 8月 1日 ～11月 9日 である。野外調査担当者は溜浩二郎である。調査

区全体の地形は、地形図が作製されていないため詳細は不明であるが、北上川に向かう緩斜面と推測

される。

報告書掲載の遺構図面の作成、文章記述は鈴木、川又、羽柴がおこなっているが、残された記録が

十分とはいえず、解釈に苦慮する点も多かった。野外調査者は01SX l～ 4に「竪穴状」名称 を冠 してい

た。しか し、これらの遺構が、住居跡、竪穴建物に成 り得る要素は全 く存在せず、また、その定義も

調査者は全 く示 していない。「竪穴状」の名称の使用は遺構の性格に誤解を招 く恐れがあるため、本報

告書では使用 しないことにした。形状からは土抗 (SK)に分類するのが妥当であろうが、これも混乱

を招 く恐れがあり、やむを得ず、「SX」 の遺構名を冠 して報告する。調査時の 1号竪穴状遺構、 2号

竪穴状遺構、3号竪穴状遺構、4号竪穴状遺構はそれぞれ、01SX l、 01SX 2、 01SX 3、 01SX 4の名称に

変更する。掲載 した遺構は竪穴住居 (SI)1棟、掘立柱建物 (SB)2棟、土坑 (SK)30基、上記のSX
遺構 4基、溝 (SD)4条である。

2竪 穴 住 居 (SI)

CttS1 1竪穴住居 (第 10図、写真図版10。 11)

〔位置〕平成13年度調査区のⅣE02グ リッドに位置する。平成13年度調査区の検出であるが、C区 に相

当する位置にあるので、C区の名称を冠した。

〔検出面〕第2検出面で検出したと推測される。

〔重複関係〕01SD 3と 重複し、これよりも古い。

〔形状・規模〕01SD 3に 切られ、遺構の1/2以上は失われている。残存部分から、平面形は方形と推

定される。規模は、残存する東西方向が35mである。検出面から床面までの深さは、北壁22cm、 東壁

18cmである。

〔埋土〕褐色～責掲色砂質土を主体とする。カマド周辺には、暗褐色粘土質土の只占床が施される。一

方、カマドから離れた場所には貼床がなく、埋土と床面・地山の区別が非常に困難である。

〔カマド〕東壁面のやや南側に位置する。煙道の主軸方向はN-30°―Wである。芯材の礫と、構築土

の暗褐色土が残存していた。構築土には土師器奏の小破片を含む。燃焼部焼土は、50× 45cmの 範囲で

広がり、床面から最大 5 cmの深さまで被熱している。

〔床面施設〕土坑 1基、小土坑2基を検出した。土坑はカマド脇に位置する。開口部径104cm、 深さ30

cmで、貯蔵穴と考えられる。小土坑 2基は、いずれも埋土に焼土ブロックを含む。柱穴は確認できな

かった。

-16-



A一-1920m

C―-1920m

‰
L MはN h

CttS1 01
A― B、 C― D
l 10YR5/4 にぶい黄褐色砂質土 粘性なし、しまりややあり。

灰黄褐色上を全体に3%合む。
2 10YR4れ 褐色砂質土 粘性なし、しまりややあり。

にぶい黄褐色砂質±10%、 炭化物物 (径 2m)を 1%含む。
3 10YR4/4 褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。

灰黄褐色砂質土 (径 5～30mI)ブ ロックを3%含む。
4 10Yる/4 にがい黄褐色砂質土 粘性なし、しまりややあり。

にぶい黄褐色砂質土を10%、 黒褐色土粒 (径 5m爾 )を 1%含 む。
5 10YM/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。

明赤掲色焼土粒 (径 2～ 3 mm)2%、 黒褐色土を斑状に5%
含む。

6 10YR4/3 にぶい黄褐色粘上質土 粘性ややあり。しまりなし。
にぶい赤掲色焼土 (径 50硲m)を 3%含む。
10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性なし、 しまりな し。

にぶい黄褐色土粒 (径20mm)を 10%、 にぶい赤褐色焼土粒 を 5%、
赤掲色焼土粒 (径 5～20mm)を 5%、 炭化物粒 (径 2～ 3 mm)

を微量含む。
10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性な し、 しまりなし。

灰黄褐色 土粒 (径 5～ 10m)を 2%含む。

10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性 なし、 しまりなし。

明赤褐色焼土粒 (径 1～ 2 mm)を 微量、灰責褐色土粒 (径 5 1Tr)

を 3%、 炭化物粒 (径 1～ 2 mal)を 微量含む。

10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性なし、 しまりな し。

黒褐色上を斑状に 3%、 明黄褐色焼土粒 (径 1～ 2mm)を 1%
含む。
10YR73 1こぶい黄褐色砂質±50%と 10YR「D/4 1こ ぶい黄掲色

粘土質±50%の混合土。粘性ややあ り しまりややあ り。

10YR4/4 褐色 砂 粘性なし、 しまりなし。

炭化物 (径 1～ 2mm)を 微量含む。

10YR6/6 明黄褐色土粘性な し、 しまりあ り。

黒褐色土を筋状に10～ 20%含む。住居の貼 り床。

I― 」
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘性なし、しまりあり。

炭化物片 (径 4～ 5 mm)を 1%、 明赤掲色焼土を徴量含む。
2 10YR4洛  にぶい黄褐色土 粘性なし、しまりあり。

橙色焼上を微量含む。
3 10YR4れ 掲色土 粘性なし、しまりあり。

栓色焼土粒 (径 4～ 8 mfF)を 1%、 炭化物物 (径 4～ 8 mm)を
1%、 黒褐色上を3%含む。

4 10YR4/3 にぶい責褐色砂質土 粘性なし、しまりあり。
にぶい黄掲色上を10%含む。

5 10YR3/4 暗褐色土 やや砂質 粘性なし、しまりあり。

暗赤褐色焼土を 1～ 2%、 炭化物を 1～ 2%含む。
6 10YM/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性なし、しまりあり。

暗赤褐色焼土を微量含む。
7 10YR3/4 にぶい黄帽色 砂 土粘性なし、しまりなし。

K― L

l 10YR4/3 にぶい黄掲色土 粘性なし、しまりあり。

赤褐色焼上を30%、 炭化物粒 (径 5～ 8 mm)を 微量合む。

M― N
l 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性なし、しまりあり。

赤掲色焼上を20～ 30%、 炭化物粒 (径 2～ 3 mm)を 微量含む。

Ⅳ 平成13年度調査区の遺構

E― F
l 10YR3/3 暗褐色土 粘性な し、 しまりあ り。

炭化物片 (径 5 mm)を 微量含む。

2 10YR3/4 暗褐色砂質土 粘性 なし、 しまりあ り。

炭化物片 (径 7～ 10mm)を 3%、 赤褐色焼土粒 を微量含む。

3 10YR3/4 暗褐色砂質土 粘性なし、 しまりあ り。

炭化物片 (径 6 mm)微量含む。 2層 より濃色。

4 10YRγ 3 暗褐色砂質土 粘性なし、 しまりあ り。

5 75YR3/3 暗掲色焼土 粘性 なし、 しまりあ り。

明赤褐色焼土を10%含む。

6 5YR4/4 にぶい赤褐色焼土 粘性なし、 しまりあ り。

7 10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘性あ り、 しまりあ り。

赤褐色焼土を10～ 20%含む。炭化物物微量含む。

8 10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘性なし、 しまりあ り。

炭化物粒 (径 2 mm)を 微量含む。

9 10YR76 明黄褐色土粘性な し、 しまりあ り。

黒褐色上 を筋状に10%含む。住居の貼 り床。

10 75YR3/3 暗褐色砂質土 粘性な し、 しまりややあ り。

カマ ドの燃焼痕。

G― H
l 10YR3/4 暗褐色土 粘性なし、 しまりあ り。

赤褐色焼上を 2～ 3%含む。

2 10YR3/3 暗褐色土 やや砂質 粘性な し、 しまりあ り。

赤褐色焼土を 1～ 2%含む。

3 10YR4/4 褐色土 粘性な し、 しまりあ り。

炭化物片 (径 6 mn)微量含む。
4 10Y昭/3 暗褐色 砂質土 粘性な し、 しまりあ り。

炭化物片 (径 4～ 7 mm)を 微量含む。

5 75YR3/3 暗褐色焼土 粘性 なし、 しまりあ り。

赤褐色焼土粒 を 2%含む。

6 10YR4れ  褐色土 粘性なし、 しまりあ り。

赤褐色焼土粒 を 1%含む。

7 5YR4れ  にぶい赤褐色焼土 粘性なし、 しまりあ り。

にぶい黄橙色土を20～ 30%合 む。カマ ドの構築土。

8 10YR6/4 にぶい黄褐色土 粘 りな し、 しまりあ り。

赤褐色焼土 (径 101rm)を 微量含む。カマ ドの構築土。

9 10YR6/6 明黄褐色土 やや砂質 粘性あ り、 しまりあ り。

赤褐色焼土 (径 8 mm)を 微量含む。

第 10図 CttSll(平成13年検出)
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2 掘立柱建物 (SB)

〔出土遺物〕土師器杯 2点 (1・ 2)、 須恵器杯4点 (3～ 6)、 土師器長胴甕4点 (7～ 10)、 須恵器長

頚壺 1点 (11)が出上した。

〔時期〕出土した土師器、須恵器から8世紀末～9世紀初頭と推測される。

2掘 立柱 建 物 (SB)

CttSB l掘立柱建物 (第 11図、写真図版12)

〔位置〕C区ⅣD10、 20、 ⅣE01、 02・ 11グ リッドに位置する。平成13年度調査区の検出であるが、C区

に相当する位置にあるので、C区の名称を冠した。

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔平面形式〕掘立柱建物である。規模は、桁行き940cm、 梁間484cmで 、面積は45.5だ (13.8坪 )である。

8個の柱穴 (Pl～ 7・ 13)を使用した。

〔柱穴〕柱痕は確認できなかった。礎盤はいずれの柱穴からも検出されなかった。

〔建物方位〕桁行きの軸方向は、N-73°一Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは、273cm(9.0尺 )を多用している。

〔重複関係〕CttSB 2と プランが重複し、P2がP14に 、P4がP16に 、P5がP17に 、P6がP19に 、そ

れぞれ切られ、本建物がCttSB 2よ りも古い。CttSB 3と もプランが重複するが、柱穴同士の直接の

切り合いはない。

〔出土遺物〕なし。

〔付属施設〕01SD 3が本建物構築の際の平場を造成するための掘り込みと推測される。

〔建物の性格〕不明である。

〔時期〕重複関係から、CttSB 2よ りも古い。所属時期は中世～近世と推測されるが詳細は不明である。

CttSB 2掘立柱建物 (第 12・ 13図、写真図版12)

〔位置〕C区ⅣD10、 20、 ⅣE01、 02。 11グ リッドに位置する。平成13年度調査区の検出であるが、C区

に相当する位置にあるので、C区の名称を冠した。

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔平面形式〕掘立柱建物である。規模は、桁行き954cm、 梁間621cmで、面積は59,24∬ (17.9坪 )であ

る。12個の柱穴 (P8～ 17・ 19。 20)を使用した。上屋柱と下屋柱からなる構造である。

〔柱穴〕柱痕は、確認できなかった。P8～ 10。 14～ 17・ 19の底面には礎盤が置かれていた。

〔建物方位〕桁行きの軸方向は、N-75°一Eである。

〔柱間寸法〕桁行きの柱間寸法は273cm(9,0尺 )、 378cm(12.5尺 )、 303cm(10.0尺 )と 不規則で、基準

寸法は見出せなかった。

〔重複関係〕CttSB lと プランが重複 し、P14がP2を 、P16がP4を 、P17がP5を 、P19がP6を 、そ

れぞれ切っている。SB 3と もプランが重複するが、柱穴同士の直接の切 り合いはない。

〔出土遺物〕P15か ら凝灰岩製の銭の模造品 (6014)が出土した。

〔付属施設〕01SD 3が本建物構築の際の平場を造成するための掘り込みと推測される。

〔建物の性格〕不明である。

〔時期〕重複関係から、CttSB lよ り新しい建物である。所属時期は中世～近世と推測されるが詳細

は不明である。
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Ⅳ 平成13年度調査区の遺構
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2 掘立柱建物 (SB)
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第12図  CttSB2① (平成13年検出)



Ⅳ 平成13年 度調査区の遺構
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第13図  CttSB2② (平成13年検出)



4 土坑 (SK)(SX)

4 土   坑 (SK)(SX)

01SK l土坑 (第 14図、写真図版13)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕C区ⅣE22グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開田部径159× 140cm、 底部径90× 88cmで、深さは30cmを 測る。

〔埋土〕5層 に分けられる。上位には暗褐色土、下位にはにぶい黄褐色粘土質上が堆積する。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01SK 2土坑 (第 14図、写真図版13)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕C区ⅣE01グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は楕円形である。開田部径138× 89cm、 底部径77× 70cmで、深さは24cmを 測る。

〔埋土〕6層 に分けられる。上～中位には粘性の強い灰黄褐色粘上が、底面付近には黒褐色土が堆積

する。角礫多く含む。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01SK 3土坑 (第 14図、写真図版13)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕C区ⅣE03グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は楕円形である。開口部径105× 82cm、 底部径72× 56cmで、深さは22cmを 測る。

〔埋土〕2層 に分けられる。灰黄褐色土を主体とし、下位には黄褐色砂が堆積する。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。
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01SKl

Ⅳ 平成13年度調査区の遺構

ギ
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ギ
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は
0                   2m

0                     21

01 SKl
l 10YR3/3 暗褐色土 粘性ややあり、しまりややあり。
2 10YR3/3 暗褐色砂質土 粘性なし、しまりややあり。

にぶい黄褐色粘土質土 (径 l mm)を 1%、 炭化物粒 (径 5m)を 1%、
水酸化鉄粒を1%含む。

3 10YR5/4 にぶい責褐色粘土質土 粘性ややあり、しまりややあり。
暗褐色砂質上を2%含む。

4 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土質土 粘性ややあり、しまりややあり。
5 10YR5/4 にぶい黄褐色砂質土 粘性なし、しまりややあり。

褐色砂質土を 1%含む。
K一機乱層

01SK5

01 SK3

01 SK3
1 19YR3/2 黒褐色砂質土 粘性なし、 しまりややあ り。
2 10Y船/2 黒褐色砂質土 粘性な し、 しまりややあ り。

褐色砂 を 3%、 炭化物粒 (径 5～ 101ndn)を 1%含む。

01 SK4
1 10YR3/2 黒褐色砂質土 粘性なし、しまりややあり。
2 10YR3/2 黒褐色砂質土 粘性なし、しまりややあり。

褐色砂を3%、 炭化物粒 (径 5～ 10「un)を 1%含む。
3 10YR2/3 黒褐色砂質土 粘性なし、しまりややあり。

褐色砂を1%、 皮化物絃 (径 5～ 10mn)を 2%含む。
4 10YR3/4 暗褐色砂 粘性なし、しまりややあり。

01 SK4

ⅡDで

4>

＼
く

Aユ聖型μ

ギ

E02

0               2m

01 SK5
1 10YR4/4 掲色土 粘性なし、しまりややあり。

暗褐色砂質±10%、 赤褐色焼土粒 (径 5～ 10mm)を 微量含む。
10YR4/4 褐色粘土質土 粘性なし、しまりややあり。
赤褐色焼土地 (径 5～ 7 tnm)を 1%、 災化物泣 (径 3～ 5 mH)を 1%
含む。
10YR4/4 褐色粘土質土 粘性なし、しまりなし。
にぶい黄褐色粘土質土、炭化物粒 (径 2～10mm)1～ 2%含む。
10Y貯3 にぶい責褐色粘土質±511%、 10YR4/4 褐色粘土質±511%
の混合土層。赤褐色焼土 (径 1～ 4aH)プ ロックを層全体に20%含む。
10YR5/4 1こ ぶい責掲色土 粘性ややあり、しまりややあり。
赤褐色焼土粒 (径 2～ 3 mm)を 1%含む。
10YR4/4 褐色粘土質±50%、 10YR5/4 1こ ぶい黄褐色粘土質±50%
の混合土層。粘性ややあり しまりなし。赤褐色焼土粒を 1%含む。

ギ
Ⅶ諺

01SK2

01 SK2
1 10YR4/2 灰黄褐色粘土質土 粘性あり、しまりあり。

掲色上を30%含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色粘土質土 粘性あり、しまりあり。

炭化物粒 (径 5an)を 微量含む。
3 10YR4/3 にぶい責褐色土 粘性あり、しまりあり。
4 10YR4/2灰 黄掲色土 粘性あり、しまりあり。
5 10YR4/2 灰黄掲色土 粘性あり、しまりあ り。
6 10YR4/2 灰黄褐色土 粘性あり、しまり|あ り。

赤褐色焼土粒を30%含 む。
K一攪乱層

第14図  01 SKl～ 01 SK5
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4 土坑 (SK)(SX)

01SK 4土坑  (第 14図、写真図版 13)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕C区ⅢD08グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径159× 140cm、 底部径90× 88cmで、深さは30cmを 測る。

〔埋土〕4層 に分けられる。黒褐色砂質土を主体とし、炭化物を少量含む。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。            ´

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01SK 5土坑 (第 14図、写真図版14)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕C区ⅣE02グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開田部径115× 107cm、 底部径80× 72cmで、深さは43cmを 測る。

〔埋土〕6層 に分けられる。褐色粘土質土を主体とし、中位には焼土粒が多く含まれる。

〔重複関係〕01SD 3に 切られる。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01SK 6 ・01SK 7二上坑  欠番

01SK 8土坑 (第 15図、写真図版14)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕平成13年西側調査区工A09グ リッドに位置する。

〔形状。規模〕平面形は円形である。開口部径112 X l12cm、 底部径■2× 106cmで、深さは72cmを 測る。

〔埋土〕2層 に分けられる。灰黄褐色砂質土を主体とし、底面には褐色粘土質上が堆積する。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01SK 9土坑 (第15図、写真図版14)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕平成13年西側調査区Ⅱ A10グ リッドに位置する。
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Ⅳ 平成13年度調査区の遺構

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径132× 116cm、 底部径121× 102cmで、深さは46cmを測る。

〔埋土〕灰黄褐色砂質土と褐色砂質上の混合上である。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01 SK10土坑 (第 15図、写真図版14)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕平成13年西側調査区I A10グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開回部径128X120cm、 底部径106× 100cmで、深さは54cmを測る。

〔埋土〕責褐色砂質土と褐色砂質上の混合上である。火山灰粒を微量含む。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01 SKll土坑 (第 15図、写真図版15)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕平成13年西側調査区Ⅱ A10グリッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径149× 126cm、 底部径130× 105cmで、深さは27cmを測る。

〔埋土〕灰黄掲色砂質土と褐色砂質土の混合土である。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01 SK12土坑 (第15図、写真図版15)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕平成13年西側調査区工A10グリッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開田部径145× 135cm、 底部径133X125cmで 、深さは67cmを測る。

〔埋土〕2層 に分けられる。上位には灰黄褐色砂質土と褐色砂質上の混合土、下位には褐色粘土質土

混じりのにぶい黄掲色砂質土が堆積する。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。
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4 土坑 (SK)(SX)

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01SK13土坑 (第 15図、写真図版15)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕平成13年西側調査区I A10グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開田部径129× ■5cm、 底部径118× 106cmで、深さ48cmを 測る。

〔埋土〕灰責褐色砂質土と褐色砂質土の混合上である。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01SK14土坑 (第 16図、写真図版15)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕平成13年西側調査区IBllグ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径85× 77cm、 底部径62× 52cmで、深さ29cmを測る。

〔埋土〕4層に分けられる。上位には暗褐色砂質上、下位には掲色砂質土とにぶい黄褐色砂が堆積す

る。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01SK15土坑 (第 16図、写真図版16)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕平成13年西側調査区I B12グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径124× 11lcm、 底部径108× 101cmで、深さは、58cmを 測る。

〔埋土〕4層に分けられる。黄褐色砂質土と掲色砂質土の混合土を主体とする。上位には火山灰粒が

微量含まれる。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。
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Ⅳ 平成13年度調査区の遺構

01 SK8

0                     勃

01 SK8
1 10YR4泡 灰責褐色砂質±60%、 10YM/6 褐色砂質■40%

の混合土層。粘性なし、しまりなし。

炭化物粒 (径 1～ 2 atl)を 微量含む。
2 10YR4/4 褐色粘土質上粘性あり、しまりあり。

灰黄褐色砂質上を層全体に5%含む。
K―攪乱層

ギ
m mS印°

01 SK9 ギ
Al∽

望

、
Ａ

Aド些坐甲       ― B

0               2m

01SK9
1 10YR4/2灰黄掲色砂質±511%、 10YR4/6褐色砂質±50%の

混合土層。粘性なし、しまりなし。

炭化物粒 (径 1～ 3am)を 1%含む。
K…機乱層

01 SKll
l 10YR4/2 灰黄褐色砂質±611%、 10YR4/6 褐色砂質±40%
の混合土層。粘性なし、しまりなし。

炭化物粒 (径 I～ 3 11tl)を 1%含む。
K 攪乱層

01 SK13

脚 m

B

A酔         
―

0                   2m

ず
醜

01 SK13
1 10YR4/6褐色砂質±50%、 10YR4/2 灰黄褐色砂質±5Cl%

の混合土層。粘性なし、しまりなし。
にぶい黄褐色火山灰粒を2%、 炭化物粒 (径 51m以下)を
2%含む。

K…攪乱層

0                  2m

01SK10
1 10YR4/2 灰黄褐色砂質±511%、 10YR4/6 褐色砂質±50%

の混合土層。にぶい責褐色火山灰粒を1%、

炭化物粒 (径 2～ 5 dI)を 1%含む。
K―攪乱層

01 SK12

01SK12
l ЮYR4/6 褐色砂質±50%、 101rR4/2 灰黄掲色砂質±50%
の混合土層。粘性なし、しまりあり。

炭化物粒 (径 2～ 3 am)を 1%含む。

2 10YR5/4 にぶい黄掲色砂70%、 10YR4/6 褐色粘土質±211%、

10YR4/2 灰黄褐色 砂質±10%の混合土層。

粘性なし、しまりなし。炭化物粒 (径 2～ 3nm)を 1%含む。
K 攪乱層

第15図  01SK8～01SK13
-27-



4 土坑 (SK)(SX)

01 SK16土坑 (第 16図、写真図版 16)

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔位置〕平成13年西側調査区I B12グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径140× 121cm、 底部径121× ■lcmで、深さは44cmを 測る。

〔埋土〕2層 に分けられる。灰黄掲色砂質土と褐色砂質上の混合土を主体とする。火山灰 ?を微量含

む。

〔重複関係〕なし。           ´

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01 SK17土坑 (第 16図、写真図版16)

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔位置〕B区 Ⅱ C63～ I C64グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径96× 93cm、 底部径86× 82cmで、深さは62cmを 測る。

〔埋土〕5層 に分けられる。上位にはにぶい黄掲色砂質土と褐色砂質土の混合土、下位には暗褐色砂

質土と褐色砂質上の混合土が堆積する。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01 SK18土坑 (第 16図、写真図版16)

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔位置〕C区ⅣE31グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径161× 142cm、 底部径80× 78cmで、深さは24cmを 測る。

〔埋土〕4層 に分けられる。上位には灰黄褐色砂質土と褐色上の混合土、下位には褐色砂質上が堆積

し、全体的に固く締まる。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01 SK19土坑 (第 16図、写真図版17)

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔位置〕C区ⅣE44グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は楕円形である。開口部径120× 82cm、 底部径58× 41cmで、深さは25cmを 測る。
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Ⅳ 平成13年度調査区の遺構

01 SK14

A A岸壁坐m

01 SK15

-B
ギ
W

A

01SK14
1 10YR3/4 暗褐色砂質土粘性なし、しまりなし。
2 10YR3/4 暗掲色砂質土粘性なし、しまりなし。

褐色砂粒 (径 2 cm)を 1%、 小礫 (径 10mm以 下)を 1%含む。
3 10YR4//6 褐色砂511%、

10YR4/3 にぶい責褐色砂511%の 混合土層。

粘性なし、しまりなし。炭化物粒 (径 2噸)を 1%含む。
10YR4/4 褐色砂質土粘性なし、しまりなし。

攪乱層

01SK16

Attllm ttB

ポ予
1     2m

ず

B03

AP奎⊇つい

0                   2m

01SK15
1 10YR4/2 灰黄褐色砂質± 80%、

10YR4/6 褐色砂質± 20%の混合土層。

粘性なし、しまりややあり にぶい黄褐色火山灰を2%含む。
2 10YR4/2 灰黄掲色砂質± 50%、

10YR4/6 褐色砂 50%の混合土層。粘性なし、しまりなし。

淀化物粒 (径 2 ma)を 1%含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色砂質± 80%、

10YR4/6 褐色砂質± 20%の混合土層。粘性なし、しまりなし。

炭化物粒 (径 5 mm)を 1%含む。
4 10YR4/6 褐色砂質土粘性ややあり、しまりなし。

灰黄褐色砂質上を2%含む。
K… 攪乱層

01 SK17

ポ

C74

Attm

01SK17
1 10YR4/3 にぶい責褐色砂質±611%、

10YR4/6 褐色砂質±40%の混合土層。粘性なし、しまりややあり。
2 10YR4/6 褐色砂質±60%、

10YR4/3 にぶい黄褐色砂質±40%の混合土層。

粘性なし、しまりややあり。
3 101rR4/3 にぶい黄褐色砂質土粘性なし、しまりなし。

褐色粘土質土 (径 2 cm)を 10%含む。
4 10YR3/4 暗褐色砂質土粘性なし、しまりなし。

褐色砂質土を層全体に 10%含む。
5 10YR3洛 暗褐色砂質土粘性なし、しまりなし。

掲色砂質上を層全体に5%含む。
K…攪乱層

W

o              2m

01 SK19

Attpm  ttB

隠▲

八

ｏ

01SK19
1 10YR3/4 暗褐色土 粘性なし、しまりあり。

炭化物粒 (径 3～ 5 mal)微 量含む。

欠

為

【

ガ

占

逹
0

01SK16
1 10YR4//6 褐色砂質±5Cl%、

10YR4/2 灰黄褐色砂質±50%の混合土層。

粘性なし、しまりなし。火山灰を微量含む。
2 10YR4/6 褐色砂粘性なし、しまりなし。

灰黄褐色砂質土を層全体に3%含む。
K一機乱層

01 SK18

ヽ

ギ

E43

01SK18
1 10YR5/2 灰黄褐色±50%、

10YR4/4 褐色±50%の混合土層。
粘性なし、しまりあり。

2 10YR4/4 褐色土 粘性なし、しまりあり。

炭化物粒 (径 2～ 4 nm)を 微量含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色土粘性あり、しまりあり。

炭化物粒 (径 2～ 41n)を 微量含む。
4 (10YR4/4)褐色砂質土 粘性なし、しまりあり。

第16図  01 SK14～ 01 SK19
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4 土坑 (SK)(SX)

〔埋土〕暗掲色上による単層である。

〔重複関係〕01SX3に切られる。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕不明である。

01 SK20土坑 (第 17図、写真図版17) ‐

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕C区ⅣE32グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は円形である。

〔埋土〕2層に分けられる。にぶい黄褐色土を主体とし、底面には水酸化鉄粒を含む灰黄褐色上が堆

積する。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01 SK21土坑 (第 17図、写真図版17)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕A区Ⅱ B02グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径190cm、 底部径166cmで、深さは40cmを 測る。

〔埋土〕にぶい黄褐色砂質土と褐色砂質上の混合土である。

〔重複関係〕01SK22・ 01SK29に 切られる。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01 SK22土坑 (第 17図、写真図版17)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕平成13年西側調査区IB02グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は長方形である。開口部径180cm、 底部径155cmで、深さは39cmを 測る。

〔埋土〕にぶい責褐色砂質土と砂の混合土を主体とする。底面には灰黄褐色砂質土と褐色砂質土の混

合土が堆積する。2層に分けられる。

〔重複関係〕01SK21を 切る。また、01SK23に 切られる。

〔出土遺物〕大堀相馬産の碗 1点 (3034)、 瀬戸・美濃産の志野菊皿 1点 (3079)が出上した。

〔性格〕不明である。

〔時期〕陶磁器の年代から18世紀以降の上坑と推測される。
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01SK20

Ⅳ 平成13年度調査区の遺構

o                                 21n

01SK20
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘性ややあり、しまりあり。
2 10YR4/2 灰黄褐色土粘性なし、しまりあり。

水酸化鉄粒多 く含む。

艘
m

ギ
V囲

01SK21 SK22 SK23 SK29 SK33

Aド聖処m

01 SK21 ・SK22・ SK23・ SK29
1 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性ややあり、しまりなし。

にぶい黄褐色砂を10%、 炭化物粒 (径 2～ 5 mm)5%含 む。(SK23埋 土 )

2 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性なし、しまりややあり。
にぶい黄掲色砂20%、 炭化物粒 (径 3～ 10mm)5%含 む。(SK22埋 土)

3 10YR5/2 灰黄掲色砂質±60%、 10YR4/4 褐色砂質± 40%の 混合土層。

粘性ややあり、しまりややあり。炭化物粒 (径 3～ 5nm)3%含む。

(SK224土 )

4 10YR4//3 にぶい黄褐色砂質±50%、

101rR4/6 褐色砂質±50%の混合上層。粘性なし、しまりややあり。

炭化物粒 (径 3～ 5 mm)を 2%含む。(SK21埋 土)

5 10YR4/3 にぶい黄掲色砂質±70%、 10YM/6 褐色砂質土箭%の混合土層。

粘性なし、しまりなし。(SK29埋 土)

6 10YR4/3 にぶい黄褐色土 砂質粘性なし、しまりあり。 (SK294土 )

K…攪乱

cド壁雙m

0                   2m

01 SK29。 SK33
1 lllYR4/2 灰黄掲色砂質土 粘性なし、しまりなし。

黄褐色砂を20%、 褐色粘土質土 (径 1～ 2 cm)を 10%、

炭化物粒 (径 5～ 7m)を 2%含む。粘性なし、しまりなし。(SK33埋 土)

10YR4/2 灰黄褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。

褐色粘土質土粒 (径 lcm)を 5%含む。炭化物粒 (径 1～ 2 mm)を 2%含む。

(SK33埋 土)

10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土と 10YR4/2 灰黄褐色砂質上の混合土層。

粘性なし、しまりなし。褐色粘土質土粒 (径 10mm)を 5%含む。(SK33埋 土)

10YR4/2 灰黄褐色砂50%、  10YR4ん  掲色粘土質±50%の混合土層。

粘性なし、しまりなし。炭化物粒 (径 5 mm)を 1%含む。(SK33埋 土)

10YR4/3 にぶい黄掲色砂質±70%、 10YR4/6 褐色砂質±30%の混合土層。

粘性なし、しまりなし。(SK29埋 土)

10YRγ2 灰黄褐色砂20%、 10YR4/4 褐色粘土質±60%、

10YR4/2 灰黄褐色粘土質±20%の混合土層。

粘性ややあり、しまりなし。(SK29埋 土)

01 SK24

ヽ
A

o              2nl

01SK24
1 10YR4/2 灰黄褐色砂質土 粘性なし、しまりややあり。

褐色粘土質土 (径 2～ 3 cm)を 10%、

炭化物粒 (径 2～ 3 mm)を 1%含む。
2 10YR3/3 暗褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。

にぶい黄褐色粒を10%、 炭化物粒 (径 5 mm)を 微量含む。

3 10YR4/4 褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。

にぶい責褐色砂を10%含む。
4 10YR5/4 にぶい黄褐色砂20%、 10YR3/3 暗褐色砂質±40%、

10YR4/4 褐色砂質±40%の混合土層。粘性なし、しまりなし。

K一攪乱層

第17図  01 SK20～ 01 SK24、 01SK29、  01 SK33
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4 土坑 (SK)(SX)

01 SK23土坑 (第 17図、写真図版 17)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕平成13年度西側調査区I B02グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は楕円形である。開口部径222× 183cm、 底部径182× 156cmで、深さは48cmを 測る。

〔埋土〕にぶい黄褐色砂質土を主体とする。同色の砂を含む。

〔重複関係〕01SK22を 切る。

〔出土遺物〕なし。            ´

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01 SK24土坑 (第 17図、写真図版17)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕平成13年度西側調査区IBllグ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は長方形である。開口部径158× 124cm、 底部径135× 100cmで、深さ38cmを 測る。

〔埋土〕4層 に分けられる。灰責褐色砂質上を主体とし、褐色粘土質土粒を含む。底面には、暗褐色

砂質土と褐色砂質上が堆積する。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕美濃産の灰釉菊皿1点 (3082)が出土した。

〔性格〕不明である。

〔時期〕出土遺物から17世紀以降の土坑と推測される。

01SK25土坑 (第 18図、写真図版18)

〔検出面〕第1面で検出した。

〔位置〕平成13年西側調査区Ⅱ B03～ IB13グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径152X151cm、 底部径122× 107cmで、深さは41cmを 測る。

〔埋土〕4層 に分けられる。にぶい責褐色砂質土と暗掲色砂質上の混合土を主体とする。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01 SK26土坑 (第 18図、写真図版18)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕Btt I C42グ リッドに位置する。

〔形状。規模〕平面形は円形である。開口部径144× 133cm、 底部径121 X lllcmで、深さは51cmを 測る。
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Ⅳ 平成13年度調査区の遺構

〔埋土〕4層に分けられる。灰責褐色砂質土を主体とし、褐色粘土質土粒を含む。底面には灰黄褐色

粘土質上が堆積する。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕産地不明の筒型鉢 1点 (3■8)が出上した。

〔性格〕不明である。

〔時期〕出土遺物から近世後半以降の土坑と推測される。

01SK27土坑 (第 18図、写真図版18)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕C区ⅢD83グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径88× 76cm、 底部径76× 63cmで、深さは17cmを 測る。

〔坦土〕3層 に分けられる。暗赤褐色焼上の上面に、炭化物粒を含む黒褐色砂が堆積する。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01 SK28土坑 (第 18図、写真図版18)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕平成13年西側調査区IB01グリッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は長方形である。開口部径145X122cm、 底部径130× 100cmで、深さは26cmを 測る。

〔埋土〕2層 に分けられる。暗褐色砂とにぶい黄褐色上の混合土を主体とする。底面には、やや粘性

のある掲灰色上が堆積する。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01 SK29土坑 (第 17図、写真図版19)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕平成13年度西側調査区I B02グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は長方形である。開田部径197× 151cm、 底部径177× 137cmで、深さは45cmを 測る。

〔埋土〕2層 に分けられる。にぶい黄掲色砂質土と褐色砂質上の混合土を主体とする。

〔重複関係〕01SK21を 切る。また、01SK33に切られる。

〔出土遺物〕なし。
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4 土坑 (SK)(SX)

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01SK30ユ J九  欠番

01 SK31土坑 (第 18図、写真図版19)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕平成13年度西側調査区Ⅱ B03グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は長方形である。開口部径189× 148cm、 底部径170× 128cmで、深さは77cmを測る。

〔埋土〕3層に分けられる。にぶい黄褐色砂を主体とし、褐色粘土質土粒が含まれる。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01 SK32土坑 (第 18図、写真図版19)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕平成13年度西側調査区IB01グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径167× 149cm、 底部径116× ■2cmで、深さは48cmを測る。

〔埋土〕4層に分けられる。灰黄掲色砂質土を主体とし、褐色粘土質土粒が含まれる。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。

01SK33土坑 (第 17図、写真図版19)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕平成13年西側調査区IB02グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径146× 129cm、 底部径117 X l13cmで、深さは47cmを測る。

〔埋土〕灰黄褐色砂質土を主体とする。褐色粘土質土粒を含む。

〔重複関係〕なし。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕詳細は不明であるが、検出面から、近～現代の遺構である可能性が高い。
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ポ

Bl14

1830m

Attm   _引 B

TC42
01SK26

01 SK25 01SK26

Ⅳ 平成13年度調査区の遺構

A酔

0                 2m

1 10YR4/2 灰黄褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。

褐色粘土質土 (径 10mm)を 5%含む。
2 10YR4/2 灰黄掲色砂質土 粘性なし、しまりなし。

褐色粘土質土 (径 1～ 3 cm)を 10%、

灰黄褐色粘土質土粒 (径 1～ 2 cm)を 2%含む。
3 10YR4/2 灰黄褐色砂質土粘性なし、しまりなし。

にぶい黄褐色砂 (径 1～ 3 cm)を 5%含む。
4 10YR4/2 灰責褐色粘土質■40%、

10YR5/2 灰黄褐色粘土質±511%、

10YR4/2 灰黄褐色砂質上 10YR4/2 10%の 混合土層。

粘性あり、しまりなし。

Aド豊鯉甲

く
0

01SK27     A

n
01SK27
1 10YR3/2 黒褐色 砂粘性なし、しまりややあり。

炭化物粒 (径 8～ 10ml)を微量含む。
2 5YR3/4 暗赤褐色砂粘性なし、しまりなし。焼土。
3 10YR3/2 黒褐色砂粘性なし、しまりなし。

平

D86

01 SK31

01 SK31
1 10YR5/4 にぶい費褐色砂 粘性なし、しまりなし。

褐色粘土質上を10%含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色砂質±40%、 10YR5/4 1こ ぶい黄褐色砂40%、

10YR4/6 褐色粘土質±20%の混合土層。粘性なし、しまりなし。
3 10YR5/4 イこぶい黄褐色砂 灰黄褐色砂質土粒 (径 1～ 2 nm)を 10%含む。

褐色粘土質土 (径 1～ 2 cm)を 5%含む。
K 糧乱層

A半

0            劾

01SK25
1 10YR4/3 にぶい責褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。

暗褐色砂質土を10%、 炭化物粒 (径 3～ 5m)2%含 む。
2 10YR3/3 暗褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。

にぶい黄褐色砂粒を10%、 炭化物粒 (径 2～ 31m)を 1%含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色砂511%、 暗褐色砂質±50%の混合土層。

粘性なし、しまりなし。炭化物粒 (径 2～ 3mm)を 1%含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色砂60%、

10YR3/3 暗褐色砂質±40%の混合土層。
粘性なし、しまりなし。炭化物粒 (径 1～ 3aI)を 1%含む。

K… 携乱層

01 SK28
1 10YR3/4 暗褐色砂 611%、 101rR73 1こ ぶい黄褐色±411%の混合土層。

粘性な し、 しまりややあ り。

2 101rR4/1 褐灰色土粘性ややあ り、 しまりあ り。

K 攪乱層

01 SK32
ギ

B92

01 SK32
1 10YR4/2 灰黄褐色砂質土粘性なし、しまりなし。

褐色粘土質土 (径 5～10mm)を 10%、 炭化物粒 (径 2～ 5 mm)を 1%含む。
2 10YR4/4 褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。
3 10YM/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。

炭化物 (径 2～10m)を微量含む。
4 10YR4/2 灰責褐色砂質土粘性なし、しまりなし。

掲色粘土質土 (径 5～20mm)を 30%含む。
K一攪乱層

ギ碍

第 18図  01 SK25～ 01SK28、  01 SK31、  01SK32
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4 土坑 (SK)(SX)

01SX l土坑 (第 19図、写真図版21)

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔位置〕C区ⅣE31・ 41・ 42グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕後世の削平により壁の大半は失われ、正確な形状 。規模は不明である。残存部から推

定すると、平面形は方形基調であつたと考えられる。規模は、320× 260cmで ある。

〔埋土〕6層 に分けられる。上位～中位は灰黄褐色土、下位は灰責褐色土を主体とする。床面は固く

締まる。              ´

〔重複関係〕01SD 4、 P97～ 99・ 101～ 103に切られる。

〔出土遺物〕瀬戸・美濃産の天目茶碗 1点 (3011)、 在地産の火入れ1点 (3100)、 相馬産の上瓶 1点

(3214)、 肥前産の九碗 1点 (4008)、 肥前産の皿1点 (4068)、 永楽通費1点 (5064)、 古寛永通費 1点

(5078)が出上した。

〔性格〕調査記録に矛盾点が多く性格を推測できない。少なくとも、竪穴建物と推測される要素は全

く存在しない。

〔時期〕出土遺物から19世紀以降のものである。

01SX 2土坑 (第 19図、写真図版20'21)

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔位置〕C区ⅣE32・ 33グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕平面形は長方形で、規模は360× 226cmである。底面は平坦であり、壁は内湾ぎみに立

ち上がる。検出面から底面までの深さは、最深部で32cmを 測る。

〔埋土〕4層 に分けられる。灰黄褐色上を主体とし、下位にはにぶい責褐色土層が堆積する。

〔重複関係〕Pl16～ 1231こ切られる。

〔出土遺物〕古寛永通賓1点 (5079)が出上した。

〔性格〕不明である。

〔時期〕近世以降である。

01SX 3土坑 (第20図、写真図版20・ 21)

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔位置〕C区ⅣE43・ 44・ 53・ 54グ リッドに位置する。

〔形状・形状〕平面形は楕円形で、規模は380× 222cmである。底面は概ね平坦で、壁は外傾して立ち

上がる。検出面から底面までの深さは、最深部で20cmを 測る。

〔埋土〕3層 に分けられる。灰責褐色砂質土を主体とし、炭化物粒を微量含む。下位には褐灰色土・

褐色上の混合上が堆積する。

〔重複関係〕P126～ 128に切られる。

〔出土遺物〕中国産の磁器小皿1点 (2060)、 美濃産の向付 1点 (3218)、 産地不明の筒型鉢 1点 (3102)、

肥前産の碗 1点 (4018)、 古寛永通賓 l′点(5080)が出土した。

〔性格〕不明である。

〔時期〕近世以降である。
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01SX l

＼くw

③

Ⅳ 平成13年度調査区の遺構

01 SXl
l 10YR4/2 灰黄縛色土 粘性なし、しまりあり。

褐色土粒 (径 5～ 7 mal)を 1～ 2%含む。
2 10YR4/2 灰黄褐色土 粘性なし、しまりあ り。灰黄褐色土を3%含む。

3 10YR4/1 褐灰色土 粘性なし、しまりあ り。
4 10YR5/2 灰黄褐色土 粘性なし、しまりあり。
5 10YR4/3～ 4/4 にぶい責褐色～褐色土 粘性なし、しまりあり。

6 10YR4/4 褐色砂質土 粘性なし、しまりあり。
K 攪乱層

o                 2m

01 SX2

お＼v

A脚

ギレ3∧

―――→B

01 SX2
1 101rR4/2 灰黄褐色土 粘性なし、しまりあ り。掲色土粒を 1%含 む。

2 10YR4/2 灰黄褐色土 粘性なし、しまりあり。

炭化物 (径 3～ 5 ma)を 微量含む。
3 101rR4/3 にぶい責褐色土 粘性なし、しまりあ り。

灰黄褐色土を5～ 10%含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色上 粘性なし、しまりあり。

0              2m
|

◎  ◇

∞

C型

第 19図  01SX l、 01SX 2
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4 土坑 (SK)(SX)

01SX3

A幽

C幽

一――引B

―

D

0                              2m

01 SX3
1 10YR4/2 灰黄掲色土 粘性なし、しまりあり。

褐色砂質土粒 (径 10～20mm)を 10%、

炭化物粒 (径Ю～20mm)を 1%含む。
2 10YM/2 灰黄褐色粘土質土 粘性あり、しまりあり。

褐色砂質土を5%、 炭化物粒 (径 5～20mm)を 3%含む。
3 10YR4/1 褐灰色砂質±50%、

10YR4/4 褐色砂質土拗%の混合土層。
粘性なし、しまりあり。炭化物粒 (径 2～ 3 mI)を 微量含む。

01SX4

AF堕毀m

01 SX4
A― B
l 10YR4/2 灰黄褐色土 粘性あり、しまりあり。
2 10YR3/2 黒褐色土 粘性あ り、しまりあり。
3 10YR3/2 黒褐色土 粘性あり、しまりあり。

炭化物粒 (径 1～ 3 mm)を 1～ 2%含む。
4 10YR4/2 灰黄褐色土 粘性あり、しまりあり。

炭化物粒 (径 4～ 5 mm)を 微量含む。
5 10YR3/2 黒褐色土 粘性なし、しまりあり。

炭化物粒 (径 4～ 5 mm)を 微量含む。
6 25Y勲ノI 黄灰色土 粘性あ り、しまりあり。
K 枕乱層

C― D
l 10YR4/2 灰責褐色上 粘性なし、しまりあり。

炭化物粒 (径 4～ 5 EE)を 微量含む。
2 10YR3/2 黒掲色土 粘性なし、しまりあり。

炭化物粒 (径 4～ 5 1Dl)を 微量含む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘性ややあり、しまりあり。

黒褐色上を40%含 む。
K…撹乱層

c1790m
―

D
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Ⅳ 平成13年度調査区の遺構

01SX 4土坑  (第20図、写真図版21)

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔位置〕C区ⅣD30、 ⅣE21グ リッドに位置する。

〔形状・規模〕遺構の南側は調査区外にあるため、全体の形状・規模は不明である。確認できた範囲

では、東西方向が径370cm、 深さ60cmを 測る。

〔埋土〕6層 に分けられる。黒褐色土を主体とする。

〔重複関係〕P90～P94に 切られる。    ´

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕不明である。

5 溝 (SD)

01SD l溝  (第21図 、写真図版22)

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔位置・形状・規模〕C区ⅣD20グ リッドから北西方向へ直線的に延び、ⅢD83グ リッドヘ至る。それ

より以西は、調査区外であるため未確認である。確認できた長さは51mである。北西狽1に進むにつれ

底面のレベルは低くなる。断面形はU字形で、上部が開く。上端幅89～ 185cm、 下端幅30～ 98cmで、深

さは60cm前後を測る。

〔埋土〕上位は黒褐色砂質土、下位は暗褐色砂質土を主体とする。下位には責褐～褐色の砂を含む。

〔重複関係〕複数の柱穴と重複する。

〔出土遺物〕中世の手づくねかわらけ 1点 (1201)、 中世のロクロかわらけ6点 (1202・ 1203・ 1206・

1207・ 1210。 1211)、 11世紀のロクロかわらけ2点 (1038。 1041)、 12世紀の手づくねかわらけ 1点 (1108)、

大学府Ⅲ系の白磁四磁壼 1点 (2042)、 肥前産の刷毛目鉢 l′点 (3132)、 開元通費 1点 (5049)、 凝灰岩

製の人形 (6012)が出上した。

〔性格〕不明である。

〔時期〕出土遺物の主体は11世紀～14世紀のものである。近世陶器の3132の出土は疑問である。調査

者が重複する柱穴に含まれていた遺物を認識できなかったのではないだろうか。おそらく13～ 14世紀

に属する溝と推測される。

01SD 2清  (第21図、写真図版22)

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔位置・形状・規模〕C区ⅢD98グ リッドから北西方向へ直線状に延び、ⅢD63グ リッド付近で途切れ

る。確認できた長さは42mである。断面形は浅皿形を呈する。上端幅162～ 330cm、 下端幅39～ 115cm

で、深さは45cm前後を測る。

〔埋土〕黒褐色砂質土と暗褐色砂質上を主体とする。北西側部分では、埋土中位にTo一 aと 思われる

火山灰を含む。

〔重複関係〕複数の柱穴と重複する。
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5 溝 (SD)

01SD l

褐色砂質±20%、

黒褐色砂質±80%の混合土層。
しまりなし
黒掲色砂質土と 10YR4/2 灰責褐色砂の混合土層。
(径 2 mm)を 3%含む。粘性なし、しまりややあり
暗褐色砂質土と 10YR3/2 黒褐色砂質上の混合土層。
しまりあり。
暗掲色砂質±50%、

褐色砂質±50%の混合土層。
しまりあり。炭化物粒 (径 1～ 3aa)を 1%含む。
暗褐色砂質±80%、

にぶい黄掲色砂20%の混合土層。粘性なし、しまりなし。
にぶい黄褐色砂質±50%、

暗褐色砂質±50%の混合土層。粘性なし、しまりなし。
(径 3～10mm)を 3%含む。
暗褐色砂質±70%、 10YR4/4 褐色砂30%の混合土層。
しまりなし。炭化物粒 (径 2～ 3am)を 1%含む。

坤 B  C

0                                 2ra

|

Attm

01 SDl西
C― D
l 10YR3/3 暗褐色砂質土粘性なし、しまりややあり。

炭化物粒 (径 5 mH)を 1%含む。
2 10YR3/3 暗褐色砂質土粘性なし、しまりややあり。

褐色砂を3%、 炭化物粒 (径 5Dm)を 1%含む。
3 10YR3//4 暗褐色砂質土、10YR4/4 褐色砂、

10YR5れ  にぶい黄褐色砂の混合土層。粘性なし、
しまりなし。炭化物 (径 5 dm)を 1%含む。

4 10YR3/2 黒褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。
黄褐色砂プロックを5%、 炭化物粒を1%含む。

01SDl東
A― B
l 10YR4/4

10YR3/2
粘性なし、

2 10YR3/2
炭化物粒

3 10YR3/3
粘性なし、

4 10YR3/3
10YR4/4
粘性なし、

5 10YR3/3
10YR4/3

6 10YR4/3
10YR3/3
炭化物減

7 10YR3/3
粘性なし、

01SD2

01SD2東
A― B
l 10YR3/3 暗褐色砂質土

褐色土 (径 llllnm以下)を
10YR3/3 暗褐色砂質土
10YR3/3 暗掲色砂質土
褐色土を3%含む。

Attm

粘性なし、しまりややあり。
1%含む。
粘性なし、しまりややあり。
粘性なし、しまりややあり。

01SD2西
C― D
l 10YR3/2 黒褐色砂質土 粘性なし、しまりややあり。

炭化物粒 (径 5dm)を 微量含む。
2 10YRν 2 黒褐色砂質土 粘性ややあり、しまりなし。

褐色粘土質土を3%、 炭化物を微量含む。
層下部に灰白色火山灰を少量含む。

3 10YR4/4 褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。
黒掲色上を1%含む。

0                   4m
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Ⅳ 平成13年度調査区の遺構

〔出土遺物〕中世のロクロかわらけ1点 (1205)龍泉窯系の青磁碗 1点 (2051)、 青花皿1点 (2079)、

肥前産の火入1点 (4119)、 祥符元賓1点 (5050)が出上した。

〔性格〕不明である。

〔時期〕出土遺物の主体は中世のものである。近世磁器の4119の出土は疑問である。調査者が重複す

る柱穴に含まれていた遺物を認識できなかったのではないだろうか。おそらく16世紀頃に属する溝と

推測される。

01SD 3清  (第22図、写真図版23)

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔位置・形状・規模〕形状はL字型である。C区ⅢD100グ リッドから南東方向へ直線的に廷び、ⅣE02

グリッドで直角に折れ南西へ向きを変え、ⅣE12グ リッドで途切れる。ちょうどOISB lの北東面と南

東面に沿った位置である。長さは北西一南東が15m、 北東―南西が5m90cmで ある。断面形は浅皿形

を呈する。上端幅69～ 238cm、 下端幅43～164cmで、深さは16～42cmを 測る。

〔埋土〕上位は暗褐色砂質上、下位は褐色粘土質土を主体とする。下位の坦土は壁面の崩落によるも

のと考えられる。

〔重複関係〕01S11を切る。

〔出土遺物〕龍泉窯系青磁碗 1点 (2051)、 青花碗 1点 (2075)、 瀬戸・美濃産の天目茶碗 1点 (3013)

が出土した。

〔性格〕CttSB l、 SB 2の プランの北狽1に接して位置しており、本溝がCttSB l、 SB 2建築の際の平

場を造成するための掘り込みと推測される。

〔時期〕出土遺物から中世～近世と推測される。

01SD 4溝  (第22図、写真図版23)

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔位置・形状・規模〕C区ⅣE21グ リッドから南東方向へ直線的に延び、ⅣE33グ リッドで途切れる。

全長は6mである。溝とするには形状が疑間であるが、調査者の付した名称をそのまま用いている。

断面形はU字形で、上部が開く。上端幅176～ 264cm、 下端幅42～55cmで、深さは70cmを 測る。

〔埋土〕褐灰色～にぶい黄褐色上を主体とする。全体がグライ化し、硬くしまる。

〔重複関係〕01SX lを 切る。また、複数の柱穴に切られる。

〔出土遺物〕中国産の白磁碗 1点 (2039)、 中国産の青白磁碗 l点 (2047)、 中国産の磁器小皿 4コミ(2059・

2061・ 2062・ 2065)、 肥前産の九碗 1点 (4002)、 産地不明の碗 1点 (4043)、 肥前産の小杯 1点 (4053)、

肥前産の大鉢 1点 (4124)力S出土した。

〔性格〕不明である。

〔時期〕出土遺物から近世以降のものと推測される。
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溝 (SD)

01SD3

C― D
l 10YR3/4 暗褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。

褐色粘土質土を班に1～ 2%含む。
2 10YR3/3 暗褐色砂質土 粘性なし、しまりややあり。

褐色土を1～ 2%含と。

3 10YR3/3 暗褐色砂質■40%、

10YR4/4 褐色砂質上60%の 混合土層。

粘性なし、しまりややあり。

4 10YR3/3 暗褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。

褐色粘土質±10%含 む。
5 10YR4/4 褐色粘土質土 粘性なし、しまりややあり。

01SD3西
A― B
l 10YR3/4 暗褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。

褐色粘土質土を斑に1～ 2%含む。

2 10YR4/4 褐色粘土質±60%、

10YR3/4 暗褐色砂質土∞%の混合土層 粘性なし、しまりなし。

3 10YR3海  暗褐色砂質■60%、

10YR4/6 褐色砂質±40%の 混合土層 粘性なし、しまりなし。

炭化物粒 (径 511m)を 1%含む。
4 10YR4/6 褐色粘土質土 粘性なし、しまりややあり。

黒49J色上を斑に1～ 2%含む。壁面崩落土。

Aド聖廼甲   ― B cμ堅迎い

0              4m

01SD4

Aド堅型甲

0              4m
|

A― B
l 10YR4/2 灰黄褐色土 粘性なし、しまりあり。

褐色上を1%含む。
2 10YR3/4 暗褐色土 粘性なし、しまりあり。

3 10YR3/4 暗褐色土 粘性なし、しまりあり。

褐色土を30～40%含 t「 。炭化物 (径 10剛)を 1%含む。

4 10YR4/2 灰黄褐色土 粘性なし、しまりあり。

褐色上を1～ 2%含む。炭化物 (径 5～ 10剛)3%含む。

5 10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘性なし、しまりあり。

褐色土を1～ 2%含む。炭化物 (径 5～10mm)1%含む。

6 10YR3/2 黒褐色土 粘性なし、しまりあり。

褐色土を1～ 2%含む。炭化物を筋状にm%含む。

7 10YR4/2 灰黄褐色上 粘性なし、しまりあり。

8 10YR4/1 褐灰色土 粘性ややあり、しまりあり。

9 10YR4/2 灰黄褐色土 粘性なし、しまりあり。

褐色砂質上を10%含 む。

10 10YR4/2 灰黄褐色上拗%、

10YR4/4 褐色砂質上開%の 混合土層。

粘性なし、しまりあり。

■ 10YR4泡～3/2 灰黄褐色～黒褐色土 粘性なし、しまりあり。

砂少量含む。

-42-
第22図 01SD 3、 01SD 4



V 平成14年度調査区の遺構

1 平成14年度調査区概観

平成14年度調査区は西側調査区 (B区 )と 中央部調査区 (C区 )、 東側調査区 (D区)の 3地点に分かれ

ている。西側調査区は大グリッドの IC、 ⅢC付近、中央部はⅢD、 ШE付近で、南側の県道に接する

部分は一部平成13年度調査区と重複 している。東側調査区はⅣE、 ⅣF付近で細長い長形を成 してい

る。 3地点とも隣接する北側は平成15年度調査区にまたがる調査区域である。

平成14年度の野外調査期間は 4月 17日 ～11月 22日 である。野外調査担当者は溜浩二郎、鈴木裕明で

ある。調査区全体の地形は、大小いくつかの自然堤防が連なった谷間に北上川の決水による砂層が堆

積 してできた微高地で、北上川に向かい緩斜面を成 している。報告書掲載の遺構図面の作成、文章記

述は鈴木がおこなっている。

掲載 した遺構は竪穴住居 (SI)2棟、掘立柱建物 (SB)1棟、土坑 (SK)24基 、溝 (SD)3条であ

る。                                       (鈴 木)

2竪 穴 住 居 (SI)

CttS1 2竪穴住居 (第23図、写真図版24・ 25)

〔検出面〕第2検出面で検出した。

〔位置〕ⅢE94に位置する。検出状況は、カマド煙道部が中心で、カマドが設置されたと思われる東壁

以外は明瞭には確認できなかった。

〔形状・規模〕壁面が不明瞭なため、規模は不明である。

〔床面・壁面〕カマド周辺の床面には、暗褐色土～砂質土の只占り床が施されている。埋土と貼り床の

識別は困難である。

〔カマド〕煙道の向きから東壁に設置されたと思われるが、壁面における設置箇所については不明で

ある。

〔床面施設〕土坑・柱穴等は確認できなかった。

〔重複関係〕なし

〔遺物〕土師器長胴奏 1′点 (12)と 須恵器大甕1点 (13)が出土した。

〔時期〕出土遺物から、9世紀の遺構と考えられる。                 (鈴 木)

CttS1 3竪穴住居 (第24。 25図、写真図版26～ 29)

〔検出面〕第2検出面で検出した。

〔位置〕ⅢE841こ 位置する。カマドの設置された北壁。東壁付近は明瞭に検出され責たが、南壁。西壁

については、一部不明瞭であった。

〔形状・規模〕平面形は方形であり、規模は550× 540cmを 測る。拡張前の住居については、残存部は

台形であり、規模は約460× 360cmと 推定される。

〔床面・壁面〕カマド周辺の床面は、暗褐色粘土質土により貼り床が施され、周辺部分に比べてやや

高い。
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2 竪穴住居 (SI)

〔埋土〕検出面～埋土上位は褐色の砂、上位～中位は黒褐色～暗褐色砂質土、下位は暗褐色砂質土～シ

ルトを主体としており、下位～床面には炭化物粒・暗赤褐色焼土粒が少量含まれる。自然堆積と考え

られる。

〔カマド〕 l号カマド (新CttS103の カマド)は、新CttS103の 東壁中央やや南に位置する。芯材には

厚さ8 cnほ どの扁平な礫を使用し、これに土師器甕の小破片を補強のため加え、暗褐色土で覆い固め

て構築されている。燃焼部には赤褐色焼土が広がる。焼土は径30× 26cmで、厚さは最厚部で15cmを 測

る。 2号カマド(旧 CttS103の カマド)は、旧CttS103の 北壁中央に位置する。煙道部分以外は住居の作

り替えの際に壊され、燃焼痕、左袖部の一部のみが残る。

〔焼土〕カマド燃焼部以外の3カ 所で焼土を確認した。うち2カ 所は、その位置から2号カマド燃焼部

痕の可能性がある。

〔土坑。柱穴〕カマド脇で土坑 1基 を検出した。その埋土～底面から土師器郭の破片が出土した。貯蔵

穴と考えられる。

〔重複関係〕なし

〔遺物〕土師器杯 (14～ 18)、 須恵器杯 (19～ 23)、 土師器長胴甕 (24～ 26)、 須恵器奏 (27)、 須恵器鉢

(28)、 須恵器土錘 (29)、 土師器杯 (30)、 須恵器杯 (31)、 土師器長胴甕 (32～ 38)が出土した。

〔時期〕出土遺物から、 8世紀末～ 9世紀前半の住居と考えられる。           (鈴 木)

C ttS12

ぽ

0              2na

02C ttS,2
1 10YR4/4 褐色土 粘性なし、しまりあり。赤褐色焼土粒 (25YR4/8 径 3～ 5 mm)1%を含む。
2 10YR3/3 暗褐色土 粘性なし、しまりあり。明赤褐色焼土 (5YR5/8 径 2～ 5 mm)10%含む。

3 10YR3/2 黒掲色土粘性なし、しまりあり。赤褐色焼土粒 (25YR4お  径 3～ 10mm)20%含 む。
4 10YR4//3 黄褐色土 粘性あり、固くしまる 持ち込みのカマ ド袖土

5 10YR3/6 暗褐色焼土 粘性なし、しまりあり。にぶい黄褐色砂 (10YR4/3)3%含 む。

6 10YR3洛 暗褐色土粘性なし、しまりあり。明赤褐色焼土粒 (5YR5お)径 5～ 7 mm)3%含 む

第23図  CttS12(平 成刊4年検出)
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C ttSi3

1940m
A―

V 平成14年度調査区の遺構

E― F、 G― H
l 10YR3/4 暗褐色砂質土 粘性なし、 しまりあ り。

02C ttS13
A― B、 C― D
l 10Y財 4褐 色砂 粘性な し、 しまりな し。

2 10YRク 4 褐色砂質土 粘性な し、 しまりあ り。

3 10YR3/3 暗褐色砂質土 粘性な し、 しまりあ り。
4 10YR3/2 黒褐色土 粘性なし、 しまりあ り。

赤褐色焼土粒 (5YR4/8)径 2 mm)微量含む。

5 10Y酪/4 暗褐色砂 粘性 なし、 しまりな し。

6 10YR3/4 暗褐色砂質土 粘性な し、 しまりあ り。

7 10Y略/2黒 褐色砂質土 粘性な し、 しまりあ り。

8 10YM/2 灰黄褐色砂質土 粘性な し、 しまりあ り。
9 10YR3/4 暗褐色砂 粘性なし、 しまりあ り。

10 75YR3れ  暗褐色土 粘性な し、 しまりあ り。

褐色砂 (10YR4れ)60%混 入。新住居の貼 り床土

11 10YRν 4 暗褐色土 粘性なし、 しまりあ り。

暗赤褐色焼土 (5YR3/6 径 4～ 7m罰)の粒状で 1～ 2%、
炭化物 1%含む。旧住居の貼 り床土。

12 10YR3/3 暗褐色砂質土 粘性な し、 しまりあ り。

暗赤掲色焼土 (5YR3/4)3%含 む。

13 10YR3/3 暗褐色砂質土 粘性なし、 しまりややあ り。

Pl
l― 」
1 10Y郎/4 暗褐色砂 粘性 なし、 しまりあ り。

褐色粘土質土 (10YR4/4)20%の 混合土層。

2 5YRν3 暗赤掲色焼土 粘性な し、 しまりあ り。

径 2～ 4mmの炭化物粒微畳含む。

3 5YRン2 暗赤褐色焼土 粘性なし、 しまりあ り。

暗掲色砂 (10YR3/4)3%含 む。

4 10YR5/2 灰褐色砂 粘性 なし、 しまりあ り。

暗褐色土 (75YR3/3)2%含 む

10YR3/3 暗褐色砂質土 粘性な し、 しまりややあ り。

灰黄褐色土 (10YR4//2)筋 状で10～ 15%含む

10YR4/4 褐色砂 粘性な し、 しまりあ り。
45YR2/2 黒掲色焼土 粘性 なし、 しまりな し、

暗褐色砂質土 (10YR3れ)2～ 3%含む

10YR3/3 暗褐色砂質土 粘性な し、 しまりな し、

暗褐色土 (75YR3/3)30%含 む

10YRν 2 黒褐色焼土 粘性 な し、 しまりあ り。
R旨褐色砂質土 (10YRν4)3～ 5%含 む

10YR3れ  暗褐色砂質上 粘性なし、 しまりな し、

黒褐色焼土 (5YR2/2)3%含 む

75YR2/2 黒褐色焼±90%、 5YRν4 暗赤褐色焼± 5%
10YR74 褐色砂 5%の混合土層 粘性な し、

しまりややあ り。

10YR3/4 暗褐色砂 粘性 な し、 しま りややあ り。

黒褐色土 (10YR2/2)1～ 2%含 む

75YR2/3 極暗褐色砂 粘性 な し、 しまりややあ り。

黒褐色砂 (10YR3/4)1%含 む

10YR4/4 褐色砂 粘性 なし、 しまりややあ り。

黒掲色砂 (10YR2/2)1%含 む

10YR2/2 黒帽色砂質土 粘性 なし、 しまりあ り。

掲色砂 (10YR4//4)10%、 炭化物微量含む

10YR2/1 黒色土 粘性 なし、 しまりな し、

暗褐色土 (10YR4れ)2%含 む

5YR74 にぶい赤褐色焼土 粘性な し、 しま りな し、

にぶい黄橙色土 (10YR6れ)30%含 む

5YR3/3 暗赤褐色焼土 粘性な し、 しまりな し。

10YR3/2 黒褐色砂質土 粘性な し、 しまりあ り。

径 3～ 4 mmの炭化物粒を 1%含む
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第24図  CttS13 ①(平成14年検出)
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2 竪穴住居 (SI)

」　　　　　　　　はわ

C ttSi3

しまりあり。
翠
郎ょ弾に郷

2 10YR4/4 褐色砂 粘性な し、 しま りな し。
3 10YR4/4 掲色砂 粘性な し、 しま りな し、

2層 より濃色。
4 10YR3/3 暗掲色土 粘性あ り、 しまりあ り。

MP塑
Om l  P l _N

P3
M― N
l 10YR3/4 暗掲色土 粘性な し、 しまりあ り。

暗掲色土 (ЮYR3/3)10%筋 状 に含む。
2 10Y翻ノ4 掲色砂 粘性 な し、 しま りあ り。
3 10YR3/3 暗掲色砂 粘性 な し、 しまりあ り。

にぶい黄褐色土 (10YR3//4)3%含 む。
4 10YR5/4 にぶい黄褐色±50%、

(75YR3/3)暗褐色±50%の混合土層。

粘性 なし、 しまりあ り。
5 10YR4/3 にぶい責褐色土粘性あ り、 しまりあ り。

P4
0-P
l 10YR4/4 褐色砂 粘性 な し、
2 10YR2/1 黒色土 粘性 な し、
3 10YR4/4 褐色砂 粘性な し、

X

一レ

あ

な

な

02C ttS13
Q― R、 S― I

l 10YR4れ 掲色上 粘性なし、しまりあり。
2 10YR22 黒褐色土 粘性なし、しまりあり。
3 10YR2/2 黒掲色±70%、 (10YR4/2)灰黄褐色±30%の混合土層。

粘性な し、 しまりあ り。
10YR3麗 暗掲色砂質土 粘性 な し、 しまりな し。
10YR5浴  にぶい黄褐色土 粘土質 粘性 なし、

褐色焼土 (75YR4/4)5%含 む。

5YR3れ  暗赤褐色焼土 砂質 粘性な し、 しまりあ り。
5YR3洛  暗褐色焼土 粘性 な し、 しまりあ り。
にぶい赤褐色焼土 (5YR4れ)30%含む。
10YR4//4 褐色砂 611%、 (5YR3/3)赤褐色焼±40%の混合土層。

粘性な し、 しまりあ り。
9 ЮYR4/3 にぶい黄褐色砂 粘性な し、 しまりなし

赤褐色焼土粒 (5YR4/6 径 3～ 5 mI)2%含 む。
10 10Y則ノ4 褐色砂 粘性な し、 しまりあ り。

赤褐色焼土 (5YR4/8 径 8～13mI)40%含 む。
11 75YR3/3 暗褐色土 粘性あ り、 しまりあ り。

0                  1m

U― V、 耶「―X
1 75YR3/3 暗褐色焼土 粘性な し、 しま りあ り。

赤褐色焼土粒 (5YR4/6 径 12～ 20mm)10～ 15%、

径 2～ 51mの炭化物粒 1%含む。
2 75YR3/4 暗褐色焼土 粘性な し、 しまりなし。
3 10YR4/4 褐色土 粘性な し、固 くしまる

暗褐色焼土 (75YR3/3)30%含 む。
4 10YR4/4 褐色砂  粘性なし、 しま りあ り。

暗赤褐色焼土 (5YR3/4)30%含 む。

ギ竃_9_P 4
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V 平成14年度調査区の遺構

3掘 立 柱 建 物 (SB)

CttSB 3掘立柱建物 (第26図、写真図版30)

〔検出面〕第 1検出面で検出した。検出面は平安時代の住居跡と同層ないし、下層である。

(位置〕C区東側のⅢD100。 ⅢE01・ ⅣD10。 ⅣE01グ リッドに跨る。

〔主軸方向〕N-19°一Wである。

〔規模〕1間 ×4間の建物跡で、梁行4.39× 桁行7.88mである。

(柱穴〕直径はいずれも40cm前後で、底面までの深さは20cm前後のものが多い。最深のものでは30cm

を測る。底面に礎盤などは確認されず、直に柱を置いたと思われる。

〔柱間寸法〕桁行きでは197cm(6尺 5寸)を用いている。

〔重複関係〕なし

〔出土遺物〕なし

〔時期〕検出状況から、中世以降の建物と考えられる。 (鈴木)

ζ――

CttSB3

『る面 B―

（
， Ｋ

Ｏ
部
出
）

日
０
い
び
∞
く

P6

∪

1    197cm(65尺)   1    197cm 05尺 )   1    197cm(65尺 )    1    197cm(65尺 )    |

1&6m
D――

P6

1&6m
D―一

0              2m

ШЭ09 81Cl

第26図 CttSB 3(平成14年検出)

-47-



4 土坑 (SK)

4 土   坑 (SK)

24基検出した。平面形は方形、円形、精円形がある。規模は開田部径90～234cm、 底部径61～216cm、

深さはll～ 82cmで、B区北側とC区東端、D区全域 (平成14年度分)で検出された。B区のものは検出面

や出土遺物から近世の遺構 と考えられる。C区検出の上坑についても埋土状況などからB区同様、近

世の遺構 と考えられる。D区検出の上坑についても埋土状況や出土遺物から近世以降の年代と推察さ

″tる 。

02SK 7土坑 (第27図、写真図版30)

〔位置・検出面〕ⅢE941こ 位置する。第2検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は楕円形である。開口部径234× 216cm、 底部径216× 176cmで、深さは34cm

を沢Jる 。

〔埋土〕11層 に分けられ炭化物を微量に含む黒褐色砂を主体とする。上部に一部撹乱が見られ、下位

には黒褐色砂と褐色砂の混合土が堆積する。

〔出土遺物〕須恵器郭1点 (126)が出土した。墨書がある。

〔重複関係〕なし。

〔時期〕出土遺物から古代 (平安初期)以降と考えられる。                (鈴 木)

02SK34土坑 (第27図、写真図版30)

〔位置 。検出面〕I C43に位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開田部径100× 94cm、 底部径88× 86cmで、深さは1lcmを 測る。

〔埋土〕3層 に分けられ、にぶい黄褐色土を主体とする。下位に褐色砂質土が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SK35土坑 (第27図、写真図版31)

〔位置 。検出面〕I C43に位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径110× 106cm、 底部径98× 92cmで、深さは39cmを 測る。

〔埋土〕褐色砂質上の単層。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SK36土坑 (第27図、写真図版31)

〔位置・検出面〕I C54に位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状 。規模〕平面形は円形である。開口部径102× 102cm、 底部径94× 88cmで、深さは30cmを 測る。

〔埋土〕2層 に分かれにぶい黄褐色土を含む褐色上を主体とする。            (鈴 木)
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02SK 7

02SK7
1 10YR3/1 黒褐砂 粘性なし、しまりなし、径 5nmの炭化物微量含む。
2 10YR3/3 黒褐色砂 粘性なし、しまりなし、

黒褐色砂 (10YR3/1)20%混 合
3 10YR3/1 黒褐色砂 粘性なし、しまりなし、

褐色砂 (10YR4/4)微 量含む。
4 10YR2/2 黒褐色砂 粘性なし、しまりなし、径101mの 炭化物微量含む。
5 10Y酪/1 黒褐色砂 粘性なし、しまりなし、径 4 1amの 炭化物微量含む。
6 10YR2/1 黒色砂 粘性なし、しまりなし、

褐色砂 (10YR4/4)2%含 む。
10YR3/1 黒褐色砂粘性なし、しまりなし、径10mmの 炭化物片微量含む。
10YR2/2 黒褐色砂50%、 (10YR4/4)褐 色砂50%の混合土層

粘性なし、 しまりなし、
10YR3/1 黒褐色砂 粘性なし、しまりなし。
10YR3/1 黒褐色砂 粘性なし、しまりなし。
10YR3/1 黒掲色砂 粘性なし、しまりなし、

褐色土 (10YR4/4)10%混 入

02SK36
ギ

CЪ

Attm

V 平成14年度調査区の遺構

02SK34
ポ

鶴

02SK34
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘性なし、しまりなし、砂質である。
2 10YR4/4 褐色土 粘性ややあり、しまりややあり。

にぶい黄褐色土 (10YR5/4)10%含 む。
3 10YR4/6 褐色土 粘性なし、しまりなし、砂質である。

0              2111
|

ポ

C43

02SK35
1 10YR4/4 褐色土 粘性なし、
2 10YR4/6 掲色土 粘性なし、

02SK35

Attm

02SK37

A亜里Om

0                                 2rn

翠燒
(:功

AO塊
、B       B 2m

02SK40
1 10Y貶/3 黒褐色土 粘性なし、しまりあり。

翠

E65

02SK37
1 10YR3/2 黒褐色砂 粘性なし、しまりあり。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘性なし、しまりあり。
3 10YR4/4 掲色砂 粘性なし、しまりややあり。

７

８

　

９

１０

■

しまりなし、砂質である。
しまりなし、砂質である。

ヽ、B

02SK36
1 10Y馳/4 褐色土粘性なし、 しま りややあ り。

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)15%、 黄色土 (10YR5/6)10%含 む。

2 10YR4/4 褐色土粘性ややあ り、 しまりなし、

褐色土 (10Y馳/6)10%含む。

02SK40

暗褐色土 (10YR3/3)5%混 入 径 5～ 12硼の炭化物片 1%以下含む。

10YR2/3 黒褐色土 粘性な し、 しまりあ り。

径 3～ 7 mtの炭化物片微量含む。
10YR3/3 暗褐色土 粘性 なし、 しまりあ り。

10YR4/4 褐色砂質土 粘性 なし、 しまりややあ り。

第27図  02SK 7、 02SK34～02SK37、 02SK40
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4 土坑 (SK)

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SK37土坑 (第27図、写真図版31)

〔位置・検出面〕ⅢE65に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状。規模〕平面形は円形である。開口部径138× 130cm、 底部径129X127cmで、深さは51cmを 測る。

〔埋土〕3層 に分かれ中位のにぶい黄褐色土を挟んで上位は黒褐色砂、下位は褐色砂が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SK38土坑 (第28図、写真図版31)

〔位置。検出面〕I C44に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は楕円形である。開口部径169× 164cm、 底部径152× 143cmで、深さは82cmを 測る。

〔埋土〕4層 に分かれる。褐色砂質土を主体とし、上位には褐色土を含む責褐色上が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕02SK39に 切られる。

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SK39土坑 (第28図、写真図版31)

〔位置。検出面〕I C44に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は楕円形である。開口部径174× 134cm、 底部径138× 85cmで、深さは50cmを 測る。

〔埋土〕褐色砂質上の単層。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕02SK38を 切る。

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SK40土坑 (第27図、写真図版32)

〔位置・検出面〕ⅢD02に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径102× 97cm、 底部径94× 73cmで、深さは35cmを 測る。

〔埋土〕4層に分かれる。暗褐色土を主体とし、上位にはえ化物を微量に含む黒褐色上、下位には褐

色砂質上が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし                                  (鈴 木)
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02SK38
02SK39

02SK42
1 lllYR3/4 暗褐色土

2 10YR3/3 贈鴇色土

3 10YR3/4 暗褐色土

410■ R3/3 暗掲色土

V 平成14年度調査区の遺構

黄掲色土 粘性なし、しまりややあり。炭を5%含む。
にぶい責褐色砂土 粘性なし、しまりなし。

褐色土 粘性あり、しまりなし、炭を2%含む。

褐色上 粘性あり、しまりあり。

暗褐色土 粘性あり、しまりややあり。炭を10%含む。

褐色土 粘性あり、しまりなし。

褐色土 粘性なし、しまりややあり。
にぶい黄褐色土 粘性ややり しまりあり。

――B 0                    2コ0              2m

ギ
∞5

02SK41

A

0              2m
|

イ
C“

A迎され
  sK38    SK39

02SK38・ 39
1 10YR4/6 褐色土 粘性なし、しまりなし、砂質である。
2 10YR5/6 黄褐色土 粘性なし、しまりなし、

褐色土 (10YR4/6)5%含 む。
3 10YR4/4 褐色土 粘性なし、しまりなし、砂質である。
4 10YR4/6 褐色土 粘性なし、しまりなし、砂質である。

02SK42

02SK43

02SK41
1 10YR5/6
2 10YR5/4
3  10YR4/4
4 10YR4/6
5 10YR3/3
6 10YR4/4
7 10YR4/6
8 10YR4/3

02SK45
1 10YR4/6
2 10YR4/4
3 10YR5/6
4 10Y鷲/4
5 10YR4/4
6 10YR4/3

ギ
ω7

A

02SK43
1 10YR5/6 責褐色土 粘性なし、しまりなし、砂質である。
2 10YR4/6 褐色土 粘性あり、しまりなし、粘土質である。

褐色土 (10YR4/4)、 砂 7%含む。
3 10YR4/4 褐色土 粘性なし、しまりなし、砂質である。
4 10YR3/4 暗褐色土 粘性なし、しまりなし、砂質である。

02SK4502SK44

02SK44
1 10YR6/6 明黄褐色土粘性なし、しまりなし、砂質である。

黄褐色土 (10YR5/6)3%含 む。
2 10YR5//6 黄褐色土粘性なし、しまりなし、砂質である。

褐色土 (10YR4/4)7%含 む。
10YR3/3 暗褐色土粘性ややあり、しまりややあり。
ЮYR4/6 褐色土粘性ややあり、しまりややあり。
10YR4/4 褐色土粘性あり、しまりなし、

粘土質である炭を着干含む。

A
イ

側

褐色土 粘性なし、しまりなし、砂質である。

褐色土 粘性なし、しまりなし、砂質である。

黄褐色土 粘性なし、しまりなし、砂質である。

明褐色土 粘性ややあり、しまりなし。

褐色土 粘性あり、しまりややあり。
にぶい黄褐色土 粘性なし、しまりなし、砂質である。

Attm ― B

粘性なし、しまりあり。褐色土 (10YR4/617%含む。

粘性ややあり、しまりあり。黄掲色土 (10YR5/6)10%含 む。

粘性ややあり、しまりややあり。褐色土 (10YR4/415%含 む。

粘性ややあり、しまりややあり。

第28図  02SK38、 02SK39、 02SK41～02SK45
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4 土坑 (SK)

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。 (鈴木)

02SK41土坑 (第28図、写真図版32)

〔位置・検出面〕I C99に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は楕円形である。開口部径197× 196cm、 底部径180× 163cm、 深さは33cmを 測る。

〔埋土〕8層 に分かれる。炭化物含む暗褐色土を主体とし、下位にはにぶい黄褐色土が堆積する。

〔出土遺物〕なし            ´

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SK42土坑 (第28図、写真図版32)

〔位置・検出面〕Ⅱ C64に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は楕円形である。開口部径94× 90cm、 底部径69× 65cmで、深さは57cmを 測る。

〔埋土〕4層 に分かれ暗褐色上を主体とする。褐色土や黄褐色土を含む。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SK43土坑 (第28図、写真図版32)

〔位置・検出面〕Ⅱ C86に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径148X142cm、 底部径120× ■Ocmで、深さは20cmを 測る。

〔埋土〕4層に分かれ褐色砂質上を主体とする。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SK44土坑 (第28図、写真図版33)

〔位置・検出面〕I C86に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開田部径146× 138cm、 底部径128× 11lcmで、深さは43cmを 測る。

〔埋土〕5層 に分かれる。暗褐色上をはさみ、上位に責褐色砂質上、下位に褐色粘土質上が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SK45土坑 (第28図、写真図版33)

〔位置。検出面〕I C97に位置する。第1検出面で検出した。
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V 平成14年度調査区の遺構

〔形状。規模〕平面形は円形である。開口部径144× 136cm、 底部径124× ■8cmで、深さは24cmを 測る。

〔埋土〕6層に分かれ黄褐色上を主体とする。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SK46土坑 (第29図、写真図版33)

〔位置・検出面〕I C44に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開田部径194× 188cm、 底部径166× 163cmで、深さは45cmを 測る。

〔坦土〕褐色上の単層。底面に責褐色上が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SK47土坑 (第29図、写真図版33)

〔位置。検出面〕I C97に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は楕円形である。開口部径156× 142cm、 底部径126× 125cmで、深さは19cmを測る。

〔埋土〕4層に分れ、にぶい黄褐色土を主体とする。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔ヽ時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられるb                  (鈴 木)

02SK51土坑 (第29図、写真図版34)

〔位置・検出面〕I C54に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は方形状である。開口部径152× 100cm、 底部径136× 88cmで、深さは26cmを 測る。

〔埋土〕5層に分かれる。黒褐色砂質土をはさみ、上位は褐色砂、下位は暗褐色砂が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕02SK52に 切られる。

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SK52土坑 (第29図、写真図版34)

〔位置・検出面〕I C44に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径144× 134cm、 底部径138× 115cmで、深さは53cmを測る。

〔埋土〕4層に分かれる。上位には暗褐色砂質上、中、下位には黄褐色砂、暗褐色砂が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕02SK51を 切る。02SK53に 切られる。
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4 土坑 (SK)

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。

02SK53土坑 (第29図、写真図版34)

〔位置 。検出面〕I C44に 位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径122× 98cm、 底部径100× 78cmで、深さは34cmを 測る。

〔埋土〕4層に分かれる。暗褐色砂をはさんで上位に灰黄褐色砂、下位ににぶい黄褐色砂が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕02SK52を切る。

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SK54土坑 (第29図、写真図版34)

〔位置・検出面〕I C44に 位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は方形状である。開口部径136× 117cm、 底部径124X94cmで 、深さは38cmを 測る。

〔埋土〕3層 に分かれる。微量の炭化物を含む暗褐色砂を主体に、上位ににぶい責褐色砂、下位に灰

黄褐色上が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕02SK53を切り、02SK56に 切られる。

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SK55土坑 (第29図、写真図版35)

〔位置・検出面〕I C44に 位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は楕円形である。開田部径138× 98cm、 底部径■0× 73cmで、深さは54cmを 測る。

〔埋土〕3層 に分かれる。褐色砂をはさんで、上位に暗褐色砂、下位ににぶい黄褐色砂が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SK56土坑 (第30図、写真図版35)

〔位置・検出面〕I C44に位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は方形状である。開口部径214× 126cm、 底部径203× 100cmで、深さは65cmを 測る。

〔埋土〕5層 に分かれる。灰黄褐色土を含む暗褐色砂を主体とし、上位には暗褐色砂、下位には黒褐

色土が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕02SK54に切られる。

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)
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V 平成14年度調査区の遺構

02SK46

A即

02SK46
1 10YR4/6 褐色土 粘性なし、しまりなし。

2 10YR5/6 責褐色土 粘性なし、しまりややあり。

02SK46

ギ

C34 02SK47

A

Attm

B

TCγ   杵十~司~十~省
02SK47
1 10YR4/4 褐色土 粘性なし、しまりなし。砂質である

2 10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘性ややあり、しまりあり。

3 10YR3/4 暗掲色土 粘性ややあり、しまりややあり

4 10YR5/6 黄褐色土 粘性なし、しまりあり。砂質である

02SK52
02SK53

ポ

C44

A聖さ崩

02SK52
1 10YR3/4 暗褐色土 砂質 粘性なし、しまりあり。

褐色砂 (10YR4/4)10%混 合土層
2 10YR4/2 灰黄褐色砂 粘性なし、しまりややあり

3 10YR4/3 にぶい黄褐色砂 粘性なし、しまりなし。
4 10YR3/3 暗褐色砂 粘性ややあり、しまりややあり

02SK53
1 10YR4/2 灰黄褐色 砂粘性なし、しまりあり。

2 10YR3/3 暗褐色砂 粘性なし、しまりあり。

3 111YR3/4 暗褐色砂 粘性なし、しまりあり。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色砂 粘性なし、しまりあり。

02SK55

Ｂ

／
／

Ｂ

′
／

∧
A迎聟m

02SK51
1 10YR4/2 灰黄褐色 砂粘性なし、しまりあり。

2 10YR4/4 褐色砂 粘性なし、しまりあり。

3 10YR3/2 黒褐色砂質土 粘性なし、しまりあり。

4 10YR3/4 暗褐色砂 粘性なし、しまりあり。

5 10YR3/3 暗褐色砂 粘性なし、しまりあり。

02SK54

02SK54
1 10YR4/3 1こ ぶい黄褐色砂 粘性なし、しまりあり。

2 10YR3/3 暗褐色砂 粘性なし、しまりあり。

褐色上 (10YR4/41径 l cmの粒状で1%含む。

3 10YR4/2 灰黄褐色土粘性あり、しまりあり。

_ヽ†ど堅
C44

∧

／
／

Ａ

A聖堅
聴        ――B

け
0

ー
02SK55
1 10YR3/3 暗褐色砂 粘性なし、しまりなし。

2 10YR4/4 褐色砂 粘性なし、しまりなし。

3 10YR4/3 にぶい黄褐色砂 粘性なし、しまりなし。

第29図  02SK46、 02SK47、 02SK51～02SK55
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4 土坑 (SK)

02SK57土坑 (第30図、写真図版35)

〔位置・検出面〕I C43に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径152× 134cm、 底部径132× 110cmで、深さは48cmを 測る。

〔埋土〕5層 に分かれ、黄褐色砂を主体に、上位に褐色砂、下位に責褐色上が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕SK58を切る。

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。 (鈴木)

ポ

C44

02SK56
1 10YR4/3 にぶい黄褐色砂 粘性なし、しまりあり。
2 10YR3/3 暗褐色砂 粘性なし、しまりあり。
3 10YR3/3 暗掲色砂 粘性なし、しまりあ り。

灰黄褐色土 (10YR4/2)径20～30mmの粒状で 3%含む。
4 10YR3/3 暗褐色砂 粘性なし、 しまりあり。

黒褐色土 (10YR3/2)10～ 15%含む。
5 10YR3/2 黒掲色土 粘性なし、しまりあり。

径 l cmの 炭化物粒 1%以下含む。

02SK57
1 10YR4/4 褐色砂土 粘性なし、しまりなし。
2 1oYR4/6 褐色砂土 粘性なし、しまりなし。
3 10YR5/6 黄褐色砂土 粘性なし、 しまりなし。
4 10YR4/6 褐色砂土 粘性なし、しまりなし。
5 10YR5/6 黄褐色土 粘性なし、 しまりややあ り

02SK58
1 10YR4/6 褐色砂土 粘性なし、しまりなし。

褐色粘上 (10YR4/6)2%含 む。
2 10YR5/6 黄褐色砂土 粘性なし、しまりなし。
3 10YR5/3 1こ ぶい黄褐色土 粘性なし、しまりなし。

02SK59
1 10YR4/3 1こ ぶい黄掲色砂土粘性なし、しまりなし。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色砂土粘性なし、しまりなし。
3 10YR5/3 にぶい責褐色砂土粘性なし、しまりなし。
4 10YR5/3 にぶい黄褐色砂土粘性なし、しまりなし。
5 10YR4/4 掲色砂土粘性なし、しまりなし。

ポ
∽

02SK56

02SK59
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V 平成14年度調査区の遺構

02SK58土坑  (第30図、写真図版35)

〔位置・検出面〕I C44に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径151× 134cm、 底部径128× 120cmで、深さは52cmを測る。

〔埋土〕黄褐色砂を主体に、上位に褐色砂、下位ににぶい責褐色上が堆積。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕02SK57に切られる。

〔時期〕検出状況から近世遺構の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SK59上坑 (第30図、写真図版35)

〔位置・検出面〕I C43に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径135× 124cm、 底部径112× 106cm、 深さは38cmを測る。

〔埋土〕5層に分かれ、にぶい黄褐色砂を主体とする。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)
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5 溝 (SD)

5 溝 (SD)

3条検出した。このうち1条は片端が調査区外に延び、またもう2条は片端の下端が上端とくっつ

いて消滅する形となっており、いずれの溝も全長は不明である。確認できた長さは最長で19m、 上幅

は35～ 151cm、 下端は21～ 104cm、 最深で30cmと なっている。時期は検出状況から近世が3条であると

考えられる。                                   (鈴 木)

02SD 5溝  (第31図、写真図版36。 37)

〔位置・検出面〕 ⅢE81～ⅢE94に位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕南東から北西方向へ、直線上に延び、西端は傾斜して上がっていっており、溝の形は

消えてなくなってしまっている。断面形はV字状で、上部が開く。全長は19m60cmである。上端幅は

68～ 118cm、 下端幅は28～80cmで、深さは30cmを 測る。

〔埋土〕3層に分かれる。褐灰色砂質土を主体とし、上位に褐灰色砂質上を含む黄褐色砂質土、下位

に褐灰色砂質土を含む褐色砂質土が堆積している。

〔重複関係〕なし

〔遺物〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SD 6清  (第31図、写真図版36・ 37)

〔位置・検出面〕I C64～ I C65に位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕南東から北西方向へほぼ直線状に延び、西端は傾斜して上がり、溝の形は消えてなく

なっている。断面形はU字状で、上部が開く。全長は8m30cm弱である。上端幅は35～ 56cm、 下端幅

は26～ 44cmで、深さは24cmを 測る。

〔埋土〕2～ 4層 に分かれる。黒褐色砂質土と褐色砂質土を主体とする。

〔重複関係〕なし

〔遺物〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

02SD 8清  (第31図、写真図版37)

〔位置・検出面〕ⅢDl～ⅢD12に 位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕南東から北西に直線上に延び、西端は調査区外へと続く。断面形は浅皿状で、上部が

開く。全長は10m弱である。上端幅は47～ 151cm、 下端幅は21～ 104cmで、深さは29cmを 測る。

〔埋土〕4層に分かれ炭化物を微量に含む黒褐色土を主体とする。

〔重複関係〕なし

〔遺物〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)
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02SD 5
1 10YR5/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。

褐灰色砂質土 (10YR4/1)20%含 む。
2 10YR4/1 褐灰色砂質土 粘性なし、しまりなし。
3 10YR4/4 褐色砂質土 粘性なし、しまりあり。

褐灰色砂質土 (10YR4/1)5%含 む。

02SD 6
A― B
l 10YR3/1 黒褐色砂質土 粘性ややあり、しまりややあり
2 10YR4/6 褐色砂質土 粘性なし、しまりややあり
C― D
l 10YR3/2 黒褐色砂質土 粘性なし、しまりややあり。

にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)7%含 む。
2 10YR4/4 掲色砂質土 粘性なし、しまりなし。
3 10YR3/3 暗褐色砂質土 粘性ややあり、しまりなし。
4 10YR4/4 褐色砂質土 粘性なし、しまりややあり

V 平成14年度調査区の遺構

02SD 8
1 10YR3/2 黒褐色土 粘性なし、しまりあり。

径 2～ 3alの炭化物物微量含む。
2 10YR3/2 黒褐色土 粘性なし、しまりあり。

灰黄褐色上 (10YR4/2)10%含 む。
3 10YR3/1 黒掲色土 砂質 粘性なし、しまりあ り。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色砂 粘性なし、しまりあり。 3層 10%含む。

第31層コ 02SD 5、 02SD 6、 02SD 8
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Ⅵ B区 の 遺 構

lB区 概 観

大グリッドIC東側、工D南側付近をB区 と称している。北限は旧県道、東限は大グリッドDと Eの

境界付近の民家の敷地境界を延長した線、西、南限は平成14年度調査区である。調査区全体の中では

ほぼ中央部に位置する。B区ではB区墓域として計123基の墓壊が検出されたが、それらは第 3分冊で

D区の墓竣とともに報告する。

B区は調査前には墓地、製材所、畑、県道として使用されていた。平成15年度の調査担当は溜、鈴

木、阿部孝明、平成16年度の担当者は羽柴、川又、鈴木、西澤、小針である。B区の地形は旧県道筋

の北側ほど標高が高く、南側 (北上川)に向かうに従って標高を減じ、緩斜面になっている。

ここに掲載するB区検出の遺構は竪穴住居 (SI)1棟、土坑 (SK)37基、溝 (SD)4条、畝間状遺構

(SX)1基、焼土遺構 2基、集石遺構 l基、沢跡 l条である。             (鈴 木)

2竪 穴 住 居 (SI)

BttS1 1竪穴住居 (第33図 、写真図版38・ 39)

〔検出面〕第2検出面で検出した。

〔位置〕Ⅱ C55に位置する。カマドの設置された東壁付近は明瞭に検出されたが、それに続く煙道の平

面や北壁については、ほとんど不明瞭で確認できなかった。

〔形状・規模〕壁面が不明瞭なため、規模は不明である。

〔床面・壁面〕カマド周辺の床面は、暗褐色砂質土により貼り床が施されて、周辺部分に比べてやや

高くなっている。貼り床が砂質土でつくられているため、埋土との識別がより非常に困難である。

〔埋土〕14層 に分かれる。上位に暗褐色砂、下位に黒色砂が堆積している。

〔カマド〕カマドは東壁中央南側に位置する。芯材には礫を使用し構築されている。燃焼部には、暗

赤褐色焼土が広がる。

〔焼土〕カマド燃焼部の lヶ 所のみで焼上を確認した。

〔土坑・柱穴〕土坑、柱穴等は、確認できなかった。

〔重複関係〕なし

〔遺物〕土師器杯 (30)、 須恵器杯 (31)、 土師器長胴奏 (32～ 37)、 土師器鉢 (38)が出上している。

〔時期〕出土した土師器、須恵器の年代観から8世紀末～9世紀初頭の住居と考えられる。 (鈴木)
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第 2検出面の遺構

Ⅵ B区の遺構

埒
　
　
鰹
売
　

略

略 略

幹 略騨

鰯略静略

殺

媚麗

?′L 崇

潔
親

第32図  B区遺構配置図
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BttS1 1

Ⅵ B区の遺構

C聖

A聖蟹Pm

B ttSll

A― B
l 10YR3/3 暗褐色砂 粘性なし、しまりあり。
2 10YR3/3 暗掲色砂 粘性なし、しまりあり。

にぶい赤褐色焼土 (25YR4/4)3%含 む。
3 10YR3/3 暗掲色砂質土 粘性なし、しまりあり。

住居姑 り床土。

C― D
l 10YR4/4 掲色砂 粘性なし、しまりあり。

にぶい赤褐色焼土 (5YR4/4)1%含 む。
2 10YR4/4 褐色砂 粘性なし、しまりあり。
3 5YR3/3 嗜赤掲色焼土 粘性ややあり、しまりあり。

褐灰色土 (75YR4/1)30%含 む。燃焼痕。
4 10YR4/4 褐色砂 粘性なし、しまりあり。

暗赤褐色焼土 (5YR3/3)10%含 む。
5 10YR4/3 にぶい黄掲色±70%、

(5YR3/3)暗赤褐色焼±30%の混合土層。

粘性なし、しまりあり。カマ ド構成上の崩落か ?

6 10YR3/4 暗褐色砂 粘性なし、しまりややあり。

暗褐色焼土 (75YRy3)2～ 3%含む。
7 10YR3/4 暗褐色砂 粘性なし、しまりあり。
8 75YR3/3 暗褐色土 粘性なし、しまりあり。

赤褐色焼土粒 (25YR4/8)3%含 む。住居貼 り床土。

E― F
l 10YR4洛 にぶい黄褐色砂粘性なし、しまりややあり、

にぶい黄褐色土 (10YRν4)径10～ 131nmの粒状で 2%含む。
ЮYR4/4 黄褐色砂粘性なし、しまりあり。
にぶい責褐色土粒 (10Y郎/4 径10～ 15mm)3%、 炭化物力ましみ状に混入。
10YR3/4 暗褐色砂粘性なし、しまりあり。溶けた炭化物、しみ状に10%含 む。
10YR4/3 にぶい黄褐色砂粘性なし、しまりなし。
溶けた炭化物、しみ状に50%含む。
10YR3/3 暗褐色砂粘性なし、しまりなし。溶けた炭化物、しみ状に60～70%含 む。
10Y彫4 暗褐色砂粘性なし、しまりややあり。
10YR4/4 掲色砂粘性なし、しまりあり。にぶい赤掲色焼土 (5YR4/4)1%含む。
10YR3/3 暗褐色砂粘性なし、しまりあり。溶けた炭化物をしみ状に10%、

にぶい赤褐色焼土 (5YR4/4)20%含 む。
101rR3/3 暗褐色砂粘性なし、しまりあり。暗赤褐色焼土 (5YR3/3)10%含む。
10YR4/4 褐色砂粘性なし、しまりあり。
10YR4/4 褐色砂粘性なし、しまりあり。暗赤褐色焼土 (5YR3/3)3%含む。
5YR17/1 黒色砂粘性なし、 しまりややあり
にぶい赤褐色焼土 (5YR4/4)プロックで 3%、
暗掲色砂 (10YRン4)10%含 む。褐灰色土 (7「rR4/1)10%含 む。
75YMノ 1 褐灰色土粘性あり、しまりあり。
5YR4/6 赤褐色砂粘性なし、しまりあり。
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3 焼土遺構

3焼 土 遺 構

B区焼± 1(第34図、写真図版40)

〔位置・検出面〕IC48グ リツドに位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕大きさは139× 57cmの楕円形をなし、焼土層の厚さは約 9 cnを測る。

〔埋土〕赤掲色砂質焼土を主体とする。

〔重複関係〕なし

〔遺物〕なし

〔時期〕検出状況から、近世以降の遺構と考えられる。

B区焼±2 (第34図、写真図版4o)

〔位置 。検出面〕I C48グ リッドに位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕79× 71cmの 円形をなし、焼土層の厚さは約1■mを測る.。

〔埋土〕にぶい黄橙色上、赤褐色焼土、黒褐色上の混合土を主体とする。

〔重複関係〕なし

〔遺物〕なし

〔時期〕検出状況から、近世1以降の遺構と考えられる.。

B区焼± 1 B区焼± 2

(鈴木)

(鈴木)
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鶴
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タ留彦～396eむ。
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Ⅵ B区の遺構

4 土   坑 (SK)

38基検出した。ほとんどは、B区墓域の西側、旧県道沿いでまとまって検出された。検出面からそ

の大部分は近世の遺構 と考えられる。                         (鈴 木)

BttSK l土 坑 (第35図 、写真図版40) _

〔位置・検出面〕I C69に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開田部径153× 138cm、 底部径146X130cmで、深さは99cmを 測る。

〔埋土〕2層 に分かれにぶい黄褐色砂を主体とする。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK 2土坑 (第35図、写真図版40)

〔位置・検出面〕I C68に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径178X160cm、 底部径155× 143cmで、深さは89cmを 測る。

〔埋土〕にぶい黄褐色砂質上の単層である。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK 3土 坑 (第35図、写真図版41)

〔位置・検出面〕工C58に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径160× 150cm、 底部径143X132cmで、深さは150cmを 測る。

〔埋土〕にぶい黄褐色砂質上の単層である。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK 4土 坑 (第35図、写真図版41)

〔位置・検出面〕I C70に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径171× 151cm、 底部径168× 146cmで、深さは84cmを 測る。

〔埋土〕2層 に分かれ上位ににぶい黄褐色砂質土、下位に褐色シルトが堆積する。

〔出土遺物〕なし
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4 土坑 (SK)

BttSKl

TC59

B ttSK l

l 10YR4/6 褐色砂質土 粘性なし、
しまりなし。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色砂粘性なし、
しまりなし。

0               2m

BttSK2

A匹聖Om

B ttSK2
1 10YR3/4 暗掲色砂質土 粘性なし、しまりややあり。

径 3～ 4 mdの炭化物を2%含む。
2 10Y整/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性ややあり、しまりなし。

BttSK4

ポ
∞0

A1960m

0                   2m
|

BttSK3

ぱ

C48

A

B ttSK 3
1 10YM/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性ややあり、しまりなし。

BttSK5
ポ

∞8

0                    2m

B ttSK 5
1 10YR4/3 にぶい黄褐色シル ト粘性ややあり、しまりなし。

褐色土 (10YR4/4)を 7%、 径 3～ 4 mnの炭化物を5%含む。
2 10YR3/4 暗掲色ンル ト 粘性ややあり、しまりなし。

褐色土 (10YR4/4)を 1096、 径 3～ 4 maの炭化物を3%含む。

B ttSK4
1 10YR4/3 にぶい黄掲色砂質土 粘性ややあり、しまりなし。
2 10YR4/4 褐色シル ト 粘性ややあり、しまりなし。

BttSK6

響
Da

B ttSK6
1 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土粘性ややあり、しまりややあり。

褐色土 (10YR4/4)を 10%、 径 2～ 3 mmの炭化物を3%含む。

0               2m
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Ⅵ B区の遺構

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK 5土 坑 (第35図、写真図版41)

〔位置 。検出面〕Ⅱ C67に位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径141× 138cm、 底部径128× 124cmで、深さは105cmを 測る。

〔埋土〕2層 に分かれ、上位ににぶい責褐色シルト、下位に暗褐色シルトが堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK 6土 坑 (第35図、写真図版41)

〔位置・検出面〕I C70に位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径155× 138cm、 底部径135× 128cmで、深さは115cmを 測る。

〔埋土〕にぶい黄褐色砂質土の単層である。褐色土と微量の炭化物を含む。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕BttSK19を 切る。

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK 7上 坑 (第36図、写真図版42)

〔位置 。検出面〕I C57に位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開田部径168× 161cm、 底部径141× 132cmで、深さは108cmを 波1る 。

〔埋土〕3層 に分かれる。暗褐色砂質土を主体とし、上位ににぶい黄褐色砂質土、下位に褐色上が堆

積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK 8土 坑 (第36図 、写真図版42)

〔位置 。検出面〕I C58に位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開田部径179× 151cm、 底部径141× 128cmで、深さは161cmを 測る。

〔埋土〕4層に分かれる。にぶい責褐色砂質土、暗褐色シルトを主体とし、下位に褐色シルトにぶい

黄褐色砂質上が堆積する。

〔出土遺物〕なし
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4 土坑 (SK)

B ttSK 7

0                    2m

8区SK7
1 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土粘性なし、しまりなし。
2 10YR3/4 暗褐色砂質土粘性ややあり、しまりややあり。

褐色土 (10YR4/4)を 30%含む。
3 10YR4/4 褐色土粘性ややあり、しまりややあり。

B ttSK7

ポ

C47 B ttSK8 十

∧
A即

0                                  21n

B ttSK8
1 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性ややあり、しまりなし。
2 10YR3/3 暗褐色シルト 粘性ややあり、しまりなし。

径 4～ 5 mmの炭化物を含む。
3 10YR4/4 褐色ンル ト粘性ややあり、しまりやや り。
4 10YR5/4 にぶい黄褐色砂質土粘性ややあり、しまりあり。

B ttSK1 0

Aと些仲m

ポ
鶴

B ttSK 9
1 10Y馳/3に ぶい黄掲色砂質土粘性なし、しまりなし。

にぶい黄褐色土 (10YR5/4)を 5%、 径 4～ 5 nmの炭化物を2%含む。

0                  2m

B ttSK1 0
1 10YR3/3 暗褐色砂 粘性なし、しまりややあり。

褐色土粒 (10YR4/4)を 5～ 1%含む。
2 10YR3/2 黒褐色砂 粘性なし、しまりなし。
3 10YR3/3 暗褐色砂 粘性なし しまりなし。

褐色上 (10YR4/4)20%混 合。

B ttSK 7

MB AOBA

A挫聖Om

以 V

B ttSKll
l 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質シル ト粘性なし、しまりなし。

(10YR4/4)褐 色±10%含む。 B ttSK1 2
1 10YR3/2黒褐色砂質土粘性なし、しまりややあり。

径 2～ 4 maの小礫少量含む。
2 10YR3/2 黒褐色砂質±70%、 (10YR3/3)暗 褐色砂質±30%の混合土層、

粘性なし、しまりなし。
3 10YR4/1 褐灰色粘土粘性あり、しまりあり、水酸化鉄多 く含む。

0                   21

B ttSK12

Attm
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Ⅵ B区の遺構

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK 9土坑 (第36図、写真図版42)

〔位置・検出面〕I C69に位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は楕円形である。開口部径181× 171cm、 底部径146× 123cmで、深さは112cmを 測

る。

〔埋土〕炭化物を微量に含むにぶい黄褐色砂質上の単層である。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK1 0土 坑 (第36図、写真図版42)

〔位置・検出面〕I C58に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状。規模〕平面形は精円形である。開口部径194× 155cm、 底部径138× 143cmで、深さは87cmを 測る。

〔埋土〕2層に分かれ褐色上を含む暗褐色砂を主体とする。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSKll上坑 (第36図、写真図版43)

〔位置・検出面〕I C57に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径148 X l15cm、 底部径128× 103cmで、深さは29cmを 測る。

〔埋土〕掲色土を含むにぶい黄褐色砂質シルトの単層である。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK1 2土 坑 (第36図、写真図版43)

〔位置・検出面〕I C90に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径186× 176cm、 底部径153× 151cmで、深さは66cmを 測る。

〔埋土〕黒褐色砂質土と暗褐色砂質上の混合土をはさんで、上位に小礫を少量含んだ黒褐色砂質土、下

位に水酸化鉄を多く含む灰褐色粘土が堆積。

〔出土遺物〕木片
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4 土坑 (SK)

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK1 3土 坑 (第37図、写真図版43)

〔位置。検出面〕I C58に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開田部径158× 155cm、 底部径153× 148cmで、深さは■3cmを測る。

〔坦土〕3層に分かれる。上位に褐色砂質シルト、下位ににぶい責褐色砂質シルトが堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK1 4土 坑 (第37図、写真図版43)

〔位置・検出面〕工C80に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径174× 171cm、 底部径140X146cmで、深さは123cmを 測る。

〔埋土〕2層に分かれる。黒褐色砂質土と黄褐色上の混合土を主体とする。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK1 6土 坑 (第 37図、写真図版44)

〔位置・検出面〕I C80に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は楕円形である。開田部径303× 268cm、 底部径132× 128cmで、深さは74cmを測る。

〔埋土〕3層に分かれる。径 4 cm程 の礫を少量含む黒掲色砂を主体とし、下位に黒褐色砂質土、明黄

褐色土を含む灰責褐色砂質上が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK1 7土 坑 (第37図、写真図版44)

〔位置・検出面〕工C56に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状。規模〕平面形は円形である。開口部径141X130cm、 底部径110× 108cmで、深さは66cmを測る。

〔埋土〕褐色砂質シルトの単層である。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし
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A＼ B ttSK13

B ttSK13
1 10YR4れ 褐砂質シル ト 粘性なし、しまりなし、

10YR4/3 にぶい黄褐10%含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐砂質シル ト 粘性ややあり、しまりなし。

10YR4/4 褐20%含 む。
3 10YR4/2 灰黄褐砂質シル ト 粘性ややあり、しまりなし。
4 10YR4/4 褐砂質シル ト 粘性なし、しまりなし。炭化物 1%含む。

B ttSK15

B ttSK15
1 10YR3/2 黒褐色砂 粘性なし、しまりなし。

径 4 cm程 の礫少量含む。
2 10YR3/2 黒掲色砂質土 粘性なし、しまりややあり。
3 10YR4/2 灰責褐色砂質土粘性なし、しまりあり、

明責褐色± 10YR6/6 ブロックで5%含む。

B ttSK16

B ttSK16
1 10YR4れ 褐砂質シル ト 粘性なし、しまりややあり。

ギ

D72

BttS K18
1 10YR3/3 暗褐色砂質土粘性なし、しまりなし。

褐色土 (10YR4//4)3%、 径 51mの炭化物20%含む。
2 10YR4/4 掲色砂質土粘性ややあり、しまりあり。

0                                  2m

|

ポ

D61

8区SK1 9
1 10YR3/2 黒褐色砂 質±70%、

10YR4//3 にぶい黄褐色土 粘性なし、 しまりややあ り。
2 10YR3カ  黒褐色砂質土 粘性な し、 しまりややあ り。

A
B ttSK14

BttS K14
1 10YR3/2 黒褐色砂質±80%

粘性なし、 しまりなし。

Ⅵ B区の遺構

翠
開

0                                  2m

10Y硝 /6 黄褐色±20%の混合土層、

∫
G8

1950m
A――

十

A翌里Om

B ttSK19

第37図  BttSK1 3～ BttSK1 6、 BttSK1 8、 BttSK1 9
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4 土坑 (SK)

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。 (鈴木)

BttSK1 8土 坑 (第37図、写真図版44)

〔位置・検出面〕I D71に 位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は楕円形である。開田部径214× 153cm、 底部径198× 133cmで、深さは132cmを 測

る。

〔埋土〕2層 に分かれる。褐色土や災化物を含んだ暗褐色砂質土を主体とし、下位に褐色砂質土が堆

積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK1 9土坑 (第37図、写真図版44)

〔位置・検出面〕I C70に位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径112cm、 底部径138× 136cmで、深さは99cmを 測る。

〔埋土〕2層 に分かれる。黒掲色砂質土とにぶい黄褐色土の混合土を主体とし、下位に黒褐色砂質土

が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕BttSK 6と 撹乱に切られる。

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK20上坑 (第38図、写真図版45)

〔位置・検出面〕Ⅱ C69に位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開田部径161× 148cm、 底部径132× 123cmで、深さは135cmを 測る。

〔埋土〕2層 に分かれる。黒褐色砂質土と褐色砂質上の混合土を主体とし、上位に黒褐色砂質土が堆

積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK21土 坑 (第38図、写真図版45)

〔位置・検出面〕Ⅱ C58に位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径181× 156cm、 底部径168× 138cmで、深さは115cmを 測る。

〔埋土〕炭化物を含む褐色砂質上の単層である。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)
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A連型m

ややあり。

りなし。

Ⅵ B区の遺構

ポ

C59

0                                  2m

|

B ttSK20
1 10YR3/2 黒褐色砂質土 粘性なし、しまり
2 111YR3/2 黒褐色砂質±70%、

褐色砂質土 (10YR4/4)30%の 混合土層。
筋状に交互に重なって堆積 粘性なし、しま

一 B

B ttSK21
1 10YR4/4 褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。

径 4～ 5 mnの炭化物を5%含む。
2 10YR3/4 暗褐色砂質土 粘性ややあり、しまりなし。

2m

B EESK22

ず
C59

A±堅Om

8区SK22
1 10YR3/2 黒褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。

褐色土 (10YR4/4)311%混 合、径 5～ 8 1ndの 炭化物微量含む。
2 10YR3/3 暗褐色砂質土 粘性なし、しまりなし、

径 5～ 8山の炭化物微量含む。

B EttSK25

A、＼

ぱ90ヽ

B ttSK25
1 10YR3/3 暗褐色砂 粘性なし、しまりあり。
2 10YR4/3 にぶい黄掲色砂 粘性なし、しまりあり。
3 10YR4/4 褐色砂 粘性なし、しまりあり。

B ttSK24
1 10YR4/4 掲砂質シル ト 粘性なし、ややしまる。

径 2～ 3 1nIの 炭化物を1%含む。

ギ

CV

ム 製 m

B ttISK26

B ttSK26
1 10YR4/4 褐色砂質土 粘性ややあり、しまりなし。

径 3～ 4 amの炭化物を2%含む。
2 10YR4/4 褐色砂質土 粘性ややあり、しまりなし。

にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)を 211%、 径 7～ 8 mmの炭化物を1%含む。
3 10YR4/4 にぶい黄褐色砂質上 粘性なし、しまりなし。
4 10YR3/4 暗褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。

径 3～ 4 allの 炭化物 1%含む。

第38図  BttSK20～ BttSK22、 BttSK24、 BttSK26
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4 土坑 (SK)

BttSK22土 坑  (第38図、写真図版45)

〔位置。検出面〕I C69に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径138× 125cm、 底部径120× 102cmで、深さは89cmを 測る。

〔埋土〕黒褐色砂質上の単層である。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕BttSK 9に 切られる。

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK24土坑 (第38図、写真図版45)

〔位置。検出面〕I C56に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径115× 108cm、 底部径95× 92cmで、深さは72cmを 測る。

〔埋土〕炭化物を含む褐色砂質シルトの単層である。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK25土坑 (第38図、写真図版46)

〔位置。検出面〕Ⅱ C69に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は楕円形である。開口部径133× 94cm、 底部径99× 74cmで、深さは95cmを 測る。

〔埋土〕3層 に分かれる。にぶい責褐色砂をはさんで、上位に暗褐色砂、下位に掲色砂が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕BttSK25に切られる。

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK26土坑 (第38図、写真図版46)

〔位置。検出面〕I C59に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は楕円形である。開口部径214× 224cm、 底部径140× 130cmで、深さは122cmを 測

る。

〔埋土〕4層 に分かれる。にぶい黄褐色砂質土、炭化物を含む褐色砂質土を主体とし、上位に炭化物

を含む褐色砂質土、下位に炭化物を含む暗褐色砂質上が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕BttSK25を 切る。

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)
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Ⅵ B区の遺構

BttSK27土坑 (第39図、写真図版46)

〔位置・検出面〕Ⅱ C57に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状。規模〕平面形は円形である。開口部径168× 155cm、 底部径158X138cmで、深さは92cmを 測る。

〔埋土〕4層に分かれる。暗褐色砂を主体とし、上位に暗褐色砂質上、にぶい黄掲色砂質土、下位に

黒褐色砂質上が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし            ´

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK28土 坑 (第39図、写真図版46)

〔位置。検出面〕I C57に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径148× 153cm、 底部径146× 141cmで、深さは115cmを 測る。

〔埋土〕4層に分かれる。暗褐色砂質土を主体とし、下位に褐色砂が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK29土坑 (第39図、写真図版47)

〔位置。検出面〕I C70に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開田部径145cm、 底部径128× 136cmで、深さは115cmを 測る。

〔埋土〕2層 に分かれ上位ににぶい黄褐色を含む黒褐色砂質上、下位ににぶい黄褐色上を含む黒褐色

砂質土が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕BttSK19、 撹乱に切られる。

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK30土 坑 (第39図、写真図版47)

〔位置・検出面〕Ⅱ C56に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径161× 148cm、 底部径143× 128cmで、深さは128cmを 測る。

〔埋土〕3層 に分かれるが、暗褐色砂質土を主体とする。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕BttSK24に切られる。

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)
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4 土坑 (SK)

B ttISK27

A」壼Om

B ttSK29   /B

B ttSK27
1 10YR3/3 暗掲色砂質土 粘性なし、しまりややり。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性なし、しまりあり。
3 10YR3/3 暗掲色砂 粘性なし、しまりなし。
4 10YR3/2 黒褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。

∧

B ttSK29
1 10YR3/2 黒褐色砂質土 粘性なし、しまりあり。

にぶい黄掲色土 (10YR4/3)10%含 む。
2 10YR3/2 黒褐色砂質土粘性なし、しまりややあり。

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)2～ 3%含む

B ttSK31
1 10YR3/3 暗褐色砂質土 粘性 なし、 しまりあ り。

褐色土 (10YR4/4)10%含 む。
2 10YR4/2 灰責褐色砂質土 粘性な し、 しまりややあ り。

B ttSK30
1 10YR3/3 暗褐色砂質土

掲色土 (10YR4/4)10%、
2 10YR3/3 暗褐色砂質土

3 10YR3泡  黒褐色砂質土

粘性な し、 しまりあ り。

炭化物粒径 l mm微量含む。

粘性な し、 しまりあ り。

粘性な し、 しまりあ り。

0            _  勿

ギ

D61

干

D弾

B EISK28

0                   2m

ポ
饂

B ttSK28
1 10YR3/3 暗褐色砂質土 粘性なし、しまりややあり。
2 10YR3/3 暗褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。
3 10YR3洛  暗褐色砂質± 1、 2層 より濃色

粘性なし、しまりややあり。
4 10YR4/4 暗褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。

B EISK30

0                                  2m

B EESK32

B ttSK32
l ЮYRν3 暗褐色砂質土 粘性なし、しまりあり。
2 10YR4/2 灰黄褐色土 粘性なし、しまりあり。

B EESK33
1 10YR4//4 褐色砂質土 粘性な し、 しまりなし。

褐色砂質土 (10YRν6)を 20%含む。

2 10YR3/4 暗褐色 シル ト 粘性ややあ り、 しまりややあ り。

褐色砂質土 (10YR4お)を 20%、 径 2～ 3 mmの礫 を 3%、
径 3～ 4 mmの 炭化物 を2%含 む。

3 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土粘性ややあ り、 しまりな し。

径 3～ 4 mmの 炭化物 を 2%含む。
4 10YR4/6 褐色土粘性ややあ り、 しまりな し。

0                   2m

ず

D57

B ttSK31
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Ⅵ B区の遺構

BttSK31土坑  (第39図 、写真図版47)

〔位置・検出面〕I C58に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開田部径158× 156cm、 底部径145× 135cmで、深さは61cmを 測る。

〔埋土〕2層 に分かれ褐色土を含む暗褐色砂質土を主体とし、下位に灰黄褐色砂質上が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕BttSK21に切られる。

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK32土坑 (第39図、写真図版47)

〔位置・検出面〕I C57に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開田部径143X128cm、 底部径l12× l18cmで、深さは88cmを 測る。

〔埋土〕灰黄褐色土を主体とする。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕不明

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK39土 坑 (第39図、写真図版48)

〔位置・検出面〕Ⅱ C58に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径186× 166cm、 底部径136× 112cmで、深さは115cmを 測る。

〔埋土〕3層 に分かれる。褐色砂質上、え化物を含む暗褐色シルトをはさみ、上位に褐色砂質上、下

位に炭化物を含むにぶい黄褐色砂質上が堆積する。

(出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。

BttSK40上坑 (第40図、写真図版48)

〔位置・検出面〕I C47に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開田部径156× 150cm、 底部径132X125cmで、深さは82cmを 測る。

〔埋土〕7層 に分かれる。にぶい黄褐色砂質土を主体とする。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)
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4 土坑 (SK)

ポ

C46
B[至SK40 B ttSK41

2m

ギ

CV

B ttSK41
1 10YR4/2 灰黄褐色砂質土 粘性なし、しまりややありと、

75YR4/4 掲色砂質土 粘性なし、しまりややありの混合土。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性なし、しまりややあり。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 (2よ り暗い)粘性なし、しまりややあり。

褐色粘土 (10YR4/4)を 3%含む。
4 10YR4/4 褐色土 粘性ややあり、しまりなし。
5 10YRツ 4 1こ ぶい黄褐色砂 粘性なし、しまりなし。

B ttSK43
l ЮY馳/4 褐砂50%(10YR2/2)黒褐砂質シル ト5Cl%の 混合上層

粘性なし、しまりなし。炭化物 5%含む。
2 10YR4/6 褐砂質シル ト 粘性なし、しまりなし。

B ttSK45

Attm

A

B EttSK42

ギ
∽

A型Om

0                               2m

B ttSK42
1 10YR4/74 褐砂質シル ト 粘性なし、しまりなし。炭化物15%含む。
2 10YR4/3 1こ ぶい黄掲色砂質シル ト 粘性ややあり、しまりなし。

炭化物20%含 む。
3 10YR4/3 にぶい黄褐粘土 粘性あり、しまりあり。

B EESK44

B ttSK44
1 10YR3/2 黒褐色砂質土 粘性なし、しまりあり。

掲色土 (10YR4/4)20%含 む。径 5 mmの炭化物粒微量含む。
2 10YR3/1 黒掲色砂質土 粘性なし、しまりあり。

褐色土 (10YR4/4)30%含 む。径 2～ 3 mmの炭化物粒微量含む。
3 10YR4/4 褐色土 やや粘土質 粘性あり、しまりあり。

黒褐色砂質土 (10YR3/2)10%含 む 径 1～ 2 maの炭化物粒微量含む。

B ttSK40
10YR4/3 にぶい黄掲色砂質土 粘性なし、しまりなし。
10YR4/4 褐色粘土 粘性あり、しまりややあり。
10YR3/3 暗褐色砂質土 粘性なし、しまりなし。
10YR4/4 掲色砂質土 粘性なし、しまりややあり。
10YR4/3 1こ ぶい黄褐色砂 粘性なし、しまりなし。
10YR4/4 褐色粘土 粘性あり、しまりなし。
10YR73 1こぶい黄褐色シル ト 粘性あ り、しまりなし。

B ttSK45
1 10YR3/4 暗掲色土 粘性ややあり、しまりなし。

径 3～ 4 mmの炭化物を5%含む。
2 10YR4浴  にぶい黄褐色砂質土 粘性なし、しまりあり。

径 2～ 3 mHの炭化物を含む。
3 10YR4/6 褐色砂 粘性なし、しまりなし。

褐色砂質土 (10YR4/4)を 5%含む。
4 10YR5/3 にぶい黄褐色砂 粘性なし、しまりなし。

ポ
囲

-78-
第40図  BttSK40～ BttSK45



Ⅵ B区の遺構

BttSK41土坑  (第40図、写真図版48)

〔位置・検出面〕I C56に位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開田部径165× 155cm、 底部径146× l18cmで、深さは64cmを測る。

〔坦土〕5層 に分かれる。褐色粘土を含むにぶい黄褐色砂質上を主体に、上位に灰黄褐色砂質土、に

ぶい黄褐色砂質上、下位に褐色土、にぶい黄褐色砂が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕BttSK24を 切る。

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK42土坑 (第40図、写真図版48)

〔位置・検出面〕I D81に 位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開田部径146× 136cm、 底部径133× 122cmで、深さは64cmを測る。

〔埋土〕2層 に分かれる。上位に炭化物を含む褐色砂質シルト、下位に炭化物を含むにぶい黄褐色砂

質シルトが堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK43土坑 (第40図、写真図版44)

〔位置・検出面〕I D71に 位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は円形である。開口部径193× 186cm、 底部径174× 163cmで、深さは125cmを 測る。

〔埋土〕2層 に分かれる。褐色砂と黒褐色砂質シルトの混合上を主体とし、下位に褐色砂質シルトが

堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。                  (鈴 木)

BttSK44土坑 (第 40図、写真図n44)

〔位置・検出面〕ⅢD01に位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕平面形は方形である。開田部径234× 122cm、 底部径204× 105cmで、深さは89cmを測る。

〔埋土〕3層 に分かれる。褐色土と微量の炭化物を含む黒褐色砂質上を主体に、上位に黒褐色砂質土、

下位に黒褐色砂質上、微量の炭化物粒を含む褐色土が堆積する。

〔出土遺物〕なし

〔重複関係〕なし                    ,
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4 土坑 (SK)

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。 (鈴木)

BttSK45土坑 (第40図、写真図版44)

〔位置 。検出面〕ID54に位置する。第 1検出面で検出した。

(形状|・ 規模〕平面形は円形である.。 開口部径178× 148cm、 底部径130× 105cmで、深さは79cm.を 測る。

(埋土〕 2層 に分かれる。炭化物を含むにぶい黄褐色砂―質上を主体に、上位に炭化物を含む暗褐色土

が淮積する。

(出上遺物〕12世紀のロク百かわらけ (1127)が出上した。

(重複関係〕なし

〔時期〕検出状況|か ら墓域に隣接した近世以降の遺構と考えられる。出土した12世紀のロクロかわら

けはB区沢跡から流入したものと考えられる。                     (鈴 木)
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Ⅵ B区の遺構

5 溝 (SD)

4条検出した。うち 1条のBttSD lは 、平成15年度検出分と平成16年度検出分とつなが り、方形周

溝を成 している。 2条はB区墓域の南端境界付近から見つかっている。BttSD 4は 平成16年度調査で

検出した。                                  (羽 柴)

BttSD l溝  (第41図 、写真図版50～ 52)

〔位置〕Ⅱ D31・ 32・ 33・ 41,42・ 43・ 51・ 52・ 53に位置する。第 1検出面の地形図をみると、自然

堤防の尾根上に構築されていることがわかる。

〔検出面〕第 1検出面。県道の路盤の下で検出された。

〔重複〕現代の水道の導水管と重複するが本遺構が古い。また墓媛BttSZ108と 重複するが本遺構が古

い。また直接の切り合い関係はないが、プラン内に墓壊BttSZ104、 BttSZ105が存在する。

〔形態〕南北径 (溝幅を含む)12m20cm、 東西径10m40cmの 方形に巡る溝である。コーナー部分は九く

なっており、平面形は隅九方形を呈する。溝の上幅は100～ 180cm、 深さは25～ 50cmである。底面の標

高はいずれも概ね1960mで、高低差はほとんどない。溝の軸方向は南北辺でN-23° ―Eである。

また、本遺構周辺の等高線を見ると、周溝内部が周囲よりも標高が高くなっていることを看取できる。

〔埋土〕埋土は 1～ 2層 に分けられる。堆積上の形状から自然堆積と推測されるが断定できない。流

水、滞水の痕跡は存在しない。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけの細片が出土している。平成16年度調査区からは10片 出土

し、平成15年度調査区では3片出上している。これらは微細片のため図示できないが、当遺跡で出土

している12世紀の手づくねかわらけと、胎上、質感共に共通するものである。また埋土中から渥美産

陶器山茶碗片 (2090)が 出土している。また、平成16年度の調査で、周溝北辺の西側埋土中から、人骨

(大腿骨 ?)が出土している。他に埋土中から土師器微細片が 1片出上している。

〔性格〕調査で得られた事象では立証できないが、塚の周囲を巡る周溝ではないかと推測する。塚の

封土は崩れてしまったと解釈したい。周溝内の標高が周囲よりも高いのは、その名残の可能性があ

る。埋土から出上した手づくねかわらけ、渥美産山茶碗は12世紀のもので、塚を構築した際の儀礼に

使用した器の可能性が高い。

また、本遺跡では白磁四耳壼、渥美産壷、須恵器系陶器波状文四耳壼、青白磁小重蓋など、12世紀の

経塚に埋納されることの多い遺物が出上している。そして、これらは、本遺構から近い場所で多く出

上している。これらの遺物の存在は、本遺構が経塚である可能性を強く示しているのではないだろう

か。封土中に埋納されたこれらの遺物が、封上の流出とともに周囲に散乱したと推測される。また本

遺跡から出土している手づくねかわらけ、銅製六器は、経塚を築いた法要の際に使用したものと解釈

できる。少なくとも銅製六器の存在は、本遺跡内で12世紀に何らかの仏教儀礼がおこなわれたことを

明示している。方形の経塚は岩手県内でも北上市南部工業団地、花巻市高松経塚などの事例があり、

これらには周溝も巡っている。以上の点から本遺構を経塚、あるいは経塚類似遺構と考えたい。

本遺構の周囲に幾つか墓媛が存在する。これらはBttSZ108の 事例から、周溝より墓壊の方が新し

いと推測される。これらは塚の封上が遺存している段階に、塚に「結縁」して墓を構築したものと推測

される。周溝内の人骨も12世紀段階のものではなく、開口している周溝に「埋葬」されたものと判断さ

れる。周溝が完全に埋没するまでにはかなりの時間がかかつたのであろう。
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5 溝 (SD)

２００ｍ　　　　２００ｍ婉

中だミヾヾ§尽尽尽尽尽§§§尽
H

B ttSD l

l 10YR4/2 灰黄掲色土 (10YR6/4)に ぶい黄橙色砂
まだら多量混入 炭化物粒少量混入

2 101rR6/4 責橙色砂 (10YR4/2)灰 黄褐色土
まだら多量混入 炭化物粒少量混入

蜘０
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第41図  BttSDl(方形周清 )



Ⅵ B区の遺構

本遺構 に近接 して中世の板碑が存在 している。これらも、12世紀の塚である本遺構 に「結縁」して周囲

に立て られたものと解釈 される。板碑 には文保二 (1318)年 銘のものがあ り、14世紀前半 までは塚の封

土は残 っていたと解釈で きる。中世にはこの塚は「霊場」として認識 され、埋葬所、供養所になってい

たと推測される。

〔年代〕周溝埋上の出土遺物から12世紀後半に構築されたと推測される。 (羽柴)

BttSD 2清 (第42図、写真図版53) ‐

〔位置・検出面〕Ⅱ D95グ リッドに位置する。第 1検出面で検出した。

〔形状・規模〕北東から南西に延び、北端は撹乱に、南端はSZ89に切られ、はっきりとした長さは不

明である。確認できた全長は5m70cmで ある。上端幅は40～68cm、 下端幅21～ 42cmで深さは18cmを 測

る。

〔埋土〕黒褐色砂質シルトが筋状に入った暗褐色砂の単層である。

〔重複関係〕SZ89、 撹乱に切られる。

〔遺物〕なし

〔時期〕検出状況から、近世以降の遺構と考えられる。 (鈴木)

BttSD 3溝  (第42図、写真図版53)

〔位置・検出面〕Ⅱ D81～ I D83グリッドに位置する。第I面で検出した。

〔形状・規模〕北西から南東に直線状に延び、南端は撹乱に切られ、はっきりとした長さは不明である。

確認できた全長は1lm弱、である。上端幅は40～ 110cm、 下端幅は28～ 82cmで深さは28cmを 測る。

〔埋土〕2層 に分かれる。上位に黒褐色土とえ化物を含む褐色砂質シルト、下位にそれより明るい褐

色砂質シルトが堆積する。

〔重複関係〕SZ67、 SZ94、 SZ72、 撹乱に切られる。

〔遺物〕なし

〔時期〕検出状況から近世以降の遺構と考えられる。 (鈴木)

BttSD2

干
醐

B ttSD 2
1 10YR3/3 暗褐色砂 粘性なし、しまりなし。

黒褐色砂質シル ト (10YR3/2)筋 状に入る

B ttSD 3
1 10YR4/4 褐色砂質シル ト 粘性なし、しまりなし。

黒褐色土 (YR3/2)10%と 炭化物を少量含む。
2 10YR4/6 褐色砂質シルト 粘性なし、しまりなし。

第42図  BttSD 2、 BttSD 3
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5 溝 (SD)

BttSD 4溝 (第43図、写真図版54・ 55)

〔位置〕 I D79・ 86・ 87・ 88・ 89。 97・ 98'99に 位置する。第 1検出面の地形図をみると、自然堤防

の尾根上に構築されていることがわかる。平成16年度の調査区で検出された。

〔検出面〕第 1検出面。

〔重複〕現代の水道の導水管、民家の基礎と重複するが本遺構が古い。

〔形態〕南北 8m90cm、 東西16m10cmの「L」 字形の溝である。コーナー部分は九くなっており、直角

的な曲がりではない。北側は検出面の地形の傾斜が溝の底面より低くなっており、本来は北側にまだ

溝が延びていたと推測される。西側は平成15年度のB区の調査区境で突然途切れており、本来は西側

に溝が続いていたと判断できる。これは平成15年度B区担当者が本溝の続きを検出できなかった事に

なる。よって検出された平面形は「L」 字型であるが、本来の平面形は不明である。

溝の上幅は70～ 180cmである。検出面からの深さは15～ 55cm、 底面の標高は19.50～19.90mである。

東西溝の中央部分の標高が低く、他は概ね19.80～19.90mで、あまり差がない。

溝の軸方向は南北辺でN-23°一Eである。

〔埋土〕埋土は1層 に分けられる。単層のため自然堆積と人為堆積の別を判断できない。流水、滞水

の痕跡は存在しない。

〔出土遺物〕埋土中から中世の国産陶器片 (2089)が 出上している。また細片のため図示していないが

12世紀の手づくねかわらけが 2片、13後半～14世紀前半のかわらけが 1片、古代の上師器が11片 出土

している。そのほかに埋土中から鍛冶津 5個、羽口の細片が 1点出上している。

〔性格〕本来の平面形が不明であり、性格を確定することができない。方形周溝BttSD lと 軸方位が

共通し、立地も同じ尾根上であり、BttSD lと 同様の塚の周りを廻る方形周溝の可能性もある。この

場合、一辺16m以上の大規模な方形周溝、塚ということになる。しかし、これを立証するには事象が

あまりに乏しく、可能性の提示に留めておきたい。

〔年代〕埋土から出上した遺物で最も新しいものは、13世紀後半～14世紀前半のかわらけ細片である。

このことから本溝は13世紀後半～14世紀前半までは開口していたと解釈できる。構築時期については

不明であるが、12世紀後半の手づくねかわらけの細片も出上しており、BttSD lと 同様に12世紀後半

の構築である可能性も否定できない。                         (羽 柴)
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6 その他の遺構 (畝間状遺構 (SX)、 集石遺構、沢跡 )

6 その他の遺構 (畝間状遺構 (SX)、 集石遺構、沢跡)

BttSX l畝間状遺構 (第44図、写真図版59)

〔位置・検出面〕Ⅱ D91に 位置する。第2検出面で検出した。

〔形状・規模〕南西から北東寄りにほぼ等間隔で7条が並ぶ。西寄りの2条は全長が約2m半弱と短

く他の5条は約5m弱 となっている。上端幅は30～ 40cm、 下端幅は20～ 30cm幅で深さは5か ら10cm

とかなり浅い

〔埋土〕褐色砂質上を主体とする。

〔重複関係〕なし

〔遺物〕なし

〔時期〕検出状況から、古代の遺構と考えられる。

〔性格〕畠と推測される。

B区集石遺構 (第45図、写真図版59)

〔位置・検出面〕I D82・ 92に位置する。第1検出面で検出した。

〔形状・規模〕142.5× 133.9cmの方形を成す。

〔重複関係〕なし

〔遺物〕なし

〔時期〕検出状況から、近世墓、あるいは中世の板碑に関わる遺構と考えられる。

(鈴木)

(鈴木)

BttSXl

平
D82

038区畝間状遺構
1 10YR4れ 褐色砂質土 粘性なし、しまりあり、

径 5～ 6 maの炭化物 8%含む。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性なし、しまりあり、

径 3～ 5%含む。
3 10YR3/4 暗掲色砂質土 粘性ややあり、しまりあり、

径 3～ 4 mtの炭化物 2%含む。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性なし、しまりあり。
5 10YR3/4 暗掲色土 粘性あり、しまりあり、

径 7～ 8anの炭化物 5%含む。
6 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性ややあり、しまりあり、

径 3～ 4 maの炭化物 5%含む。
7 10YR4/4 褐色砂質土 粘性ややあり、しまりあり、

径 2～ 3nmの炭化物 2%含む。
8 10YR5/4 にぶい黄褐色砂質土 粘性なし、しまりあり。
9 101rR4/4掲 色砂質土粘性ややあり、しまりあり、

径 7～ 3 mnの炭化物 2%含む。
10 10YR4/3 にぶい褐色砂質土 粘性ややあり、しまりややあり。
11 10YR3/3 暗褐色土 粘性ややあり、しまりややあり、

径 3～ 4 mmの災化物 2%含む。
12 10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘性ややあり、しまりややあり、

径 3～ 4EIの炭化物 2%含む。
13 10YR5/3 にぶい黄掲色砂 粘性なし しまりなし。

∧
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第45図 B区集石

B区沢跡 (第46図、写真図版56～58)

〔位置〕I C90・ 100・ ⅢC10。 工D71・ 72・ 81・ 82・ 83・ 84・ 85'86・ 91・ 92・ 93・ 94。 95'96・ 97・

98・ ⅢD02・ 03・ 04・ 05。 06・ 07・ 08・ 091こ 位置す る。

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔重複〕02SK40、 02SK44、 02SD 8と プランが重複するが、おそらく本沢跡が古い。

〔形態〕長さ44mに及ぶ自然流路であるも水は東から西側に流れる。下流方向 (西側)と 上流部の南側

は平成13・ 14年度の調査区であるが、担当者が遺構として認識できず、掘 り下げをおこなったため、

その部分の記録は存在せず、沢跡の全体形は不明になっている。以下では、この失われた部分も補正

して記述する。

沢跡は大きく西側 (平成15年度B区 )と 東側 (平成16年度調査区)に分かれる。東側は池状であり、西

側は比高差のある流路になっている。水はいったん東側の池状の部分に溜まり、溢れ出た水が西側を

流れるようになっている。東側は等高線の形状をみると長径19m、 短径10mほ どの楕円形の池状になっ

ている。検出面から最深部までの深さは約110cm、 最深部の標高は18.8mで ある。西側の流路は標高

19.lmか ら標高17.6mで 1.5mの比高差がある。この西側の流路の長さは検出した分で約20mを 数え

る。

〔埋土〕埋土は大きく2層に分けられる。 1層は灰黄褐色の砂で、混入物等からa～cに細分してい

る。 2層は黄褐色の砂で湿り気を帯びている。堆積土断面の形状から自然堆積と推測される。

〔出土遺物〕埋土中から多量の遺物が出土している。図示したものでは、須恵器杯 (127)、 凸帯が巡る

須恵器奏 (128)、 土師器長胴奏 (217)、 器種不明須恵器 (274)、 11世紀のかわらけ (3・ 5・ 6・ 8。 10

～13・ 15。 17～ 19。 23・ 25。 28～ 36・ 42・ 46・ 48・ 50・ 54・ 57・ 58～ 100)、 12世紀のかわらけ (107・

109。 114・ 117・ 121 ・ 125・ 126。 131 ・ 132・ 134・ 138・ 142・ 143' 149。 150。  153' 156・ 159。 160)、

13世紀後半～14世紀前半のかわらけ (213～ 220)、 常滑産陶器甕 (2082)、 渥美産陶器壺 (2093)、 産地

-87-



6 その他の遺構 (畝間状遺構 (SX)、 集石遺構、沢跡)

不明国産陶器甕 (2028。 2084・ 2085)、 大学府分類 2類白磁碗 (2086)、 中国産白磁小壼 (2044)、 雁又

鏃 (5006)、 聾矢鏃 (5010'5011)、 鉄鏃 (5014～ 5016。 5033)、 小札状鉄製品 (5020)、 不明鉄製品 (5035・

5037)、 刀子 (5025)、 釘 (5039～ 5041)、 鉄鋼 ?(5042)、 疑灰岩製の錘 (6013)が出上 している。また、

平成15年度に志野菊皿 (3076)が埋土中から出上 したことになっているが、取 り上げか記載の誤 りと推

測され、直接本遺構に係わる遺物ではないと考えたい。

図示 していない遺物では、細かく砕けた羽口片が約90片 (1.2kg)、 碗型淳が 4個 (1.Okg)、 鍛冶津

が 9号ビニール袋約半分 (2.lkg)、 溶解 したガラス状の津が 9号 ビニール袋 1つ分 (3.lkg)出 上した。

また動物骨、歯が27点出土 している。また図示 していない土師器が中コンテナ 1つ分 (9.5kg)出 土 し

ている。かわらけ、中世陶磁器は極微細片を除き全点掲載 している。

これらの遺物は土砂が沢を埋没させる過程で土とともに流れ込んだものと推測される。鍛冶関係の

羽日、鉄津が多量に出上したことは、近隣の地点で鍛冶が行われたことを示 している。鍛冶関係の遺

物の年代は特定できないが、埋土中から多量に出土 した11世紀～14世紀前半のかわらけのいずれかに

伴う年代 と推測される。

〔性格〕自然の流水により生じた埋没沢である。自然堤防の尾根頂部に接した南斜面が水の流出源に

なっている。BttSD 4が塚であれば、その位置関係から、塚の盛土により水が塞き止められ、溜まっ

た水が一気に流れることによって地表が快られ、本流路が形成されたきっかけを説明できる。しかし

これはBttSD 4が塚であった場合であり、その成因を特定することは難しい。

〔年代〕時代を特定できる出土遺物の中で最も新しい遺物は、13世紀後半～14世紀前半のかわらけであ

る。この13～ 14世紀には沢がまだ埋没しきっていない可能性を高くしている。沢が生成された年代は

特定できないが、検出面から十和田 a火山灰降下より後であるのは確実である。埋土から出上した11

～12世紀のかわらけはいずれも破片の状態で、一次的な廃棄とは考えられず、沢が生成されたのは12

世紀よりも新しいと考えたい。

〔出土動物骨の鑑定〕本沢跡から出上した動物骨、歯について岩手県立博物館佐々木務氏に鑑定を依

頼した。鑑定結果は以下の表のとおりである。                     (羽 柴)

B区
番号 出上位置 動物種 部位 重畳 (g) その他

] la層 (Ⅲ D18) シ カ 歴 角 (落角 )成体 で は なし 焼1)て �ヽる。

2層 (Ⅲ D07) シカ ? 臼歯片

1層 (Ⅲ D18) シ カ 下顎 右  P3、 P4、 Ml 歯根 な し

lc層 (Ⅲ D18) シ カ 臼歯片 右上顎P3
5 理土 (Ⅲ D18) シ カ PM2～ 4含む

底面 (Ⅲ D08) シ カ 臼歯片

7 埋上 (Ⅲ D05) シ カ 臼歯片 複数の臼歯の破片

c層 (Ⅲ D18) シ カ 左下顎骨 (M3日 歯含む)

ⅢDll シ カ ヨ片

層上位 (Ⅲ D17) シカ P 臼歯片

層 (ⅢD07) ホ乳類

c層 (Ⅲ D18) ホ学L類

Ⅲ Dl ホ乳類 焼 けている

c層 (Ⅲ D18) ホ乳類

2層 (Ⅲ D18) ホ乳類

2層 (Ⅲ D07) ホ子L類

2層 (Ш D18) ボ鍬類

1層 (Ⅲ D18) ホ乳類 07

2層 (Ⅲ D07) ホ乳類 焼 けて い る

20 1層 (Ⅲ D18) ホ写し類

2層 (Ⅲ D18) ホ▼I`網

22 層上位 (Ⅲ D17) ホ乳類 焼けてψヽる

23 c層 (Ⅲ D18) ホ乳類 04

24 c層 (Ⅲ D18) ホ

c層 (Ⅲ D18) ホ乳類

26 c層 (Ⅲ D13) ホ乳類

層 (Ⅲ DlT ホ乳類
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Ⅵ B区の遺構

B区沢跡
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B区沢跡
l a lllY財 2灰黄褐色砂

砂 まだらに少量混入

片少量混入。
lb 10YR4泡灰黄褐色

焼土粒少量混入。

10YR5/6 黄褐色
炭化物粒、礫、土器

砂炭化物粒多量混入、

lc 75YR4/2灰 黄褐色砂炭化物粒少量混入。
2 10YR5/6黄 褐色砂 (10YR4/2)灰 黄褐色

砂まだらに少量混入、湿 り気力`ある。
表± 10YR5/31こ ぶい黄褐色土炭化物粒少量

混入、ビニール屑が混入する。 0                    4m

_´
__Is 6い _

第46図  B区沢跡
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Ⅵ B区の遺構
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第 2検出面の遺構
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Ⅶ C区 の 遺 構

lC区 概 観

大グリッドⅡE、 ⅢE区及びⅢF区西側付近をC区 と称 している。東限は村道川崎 3号線、西限は大

グリッドDと Eの境界付近の民家の敷地境界を廷長 した線である。調査区全体の中では中央部よりや

や東側部分に相当する。C区の南側は平成13,14年度の調査区で、C区の名称を冠した遺構名 (竪穴住

居を除 く)を付 していないので、この章ではなく各々の年度で章立てを行い幸R告 している。またD区

に所在するCttSD101は調査時に「C区」の名称を付 してしまったため、混乱を避けるためこの章で報告

する。

C区は調査前には宅地、畑、県道として使用されていた。平成15年度の調査担当は米田、村田、平

成16年度の調査担当は小針ほかである。C区の地形は中央の標高が高 く、自然堤防の尾根筋になって

いる。そして北狽I(山手)、 南側 (北上川)に向かうに従って標高を減 じ、緩斜面になっている。尾根

筋の最高部が標高20.5m、 調査区の最低部が18.5mである。

C区の基本土層は第 3図のように認識 した。 3層上面は第 1検出面である。 3層上部には十和田a降

下火山灰を含んでお り、第 1検出面 (3層上面)で検出される遺構の上限年代を示す。また 5層上面は

第 2検出面である。出土土師器の年代観から8世紀後半～ 9世紀初頭頃の面と推測される。基本土層

の11層 は縄文時代の上器を含んでおり、それより下の層は縄文時代の包含層となる。

ここに掲載するC区検出の遺構は、竪穴住居跡 (SI)4棟、焼± 1基、溝・堀 (SD)3条、畝間状遺

構 (SX)3基、堀立柱建物 (SB)1棟である。                     (羽 柴)

2竪 穴 住 居 (SI)

CttS1 4竪穴住居 (第48図 、写真図版60)

〔位置〕ⅢE73・ 74・ 88に位置する。

〔検出面〕第 2検出面と推測される。

〔形態〕平成14年度の調査時に不用意に検出面を下げすぎており、残存状況が良くなかったため、住居

壁などは不明瞭であった。一辺約3.8mのほぼ方形の平面形態である。床面積は約14.14だである。貼

床部が厚さ2 cm程 度残存していたが、柱穴、壁溝は検出できなかった。確認面標高18.60m、 床面標高

は18.55mである。カマ ドは西壁中央に構築されている。煙道は掘り込み式で煙出し部分は柱穴状の

掘りこみが見られる。袖の構築材に砂質粘上を使用しているため崩れやすく残存状況が良くない。心

材には礫を使用し、使用礫はカマド周辺に散在している状態であった。

〔埋土〕カマド崩落土の直上に黄褐色の砂層がわずかに認められたのみで、貼床部のみ残存している

状況であった。

〔出土遺物〕カマド付近を中心に上師器・須恵器が出土しており、土師器杯 (39。 40)、 土師器長胴養

(41)、 土師器球胴奏 (42)、 土製品 (43)を 図示した。遺物属性については第110図および観察表を参

照されたい。土製品 (43)は 円形の製品で、カマド内から出土したことから支脚の可能性がある。

〔性格〕古代の竪穴住居である。

(米田)〔年代〕出土土師器から8世紀後半と推測される。
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2 竪穴住居 (SI)

CttSi4
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CttS1 4
1 10YR6//4 褐色 砂層

0                    2m

しまり強 粘性微 (住居貼床部 )
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CttS1 4 カマ ド
1 10YR5/6 黄掲色 砂層 しまり弱 粘性なし (住居内堆積土)

2 ЮYる/4 1こ ぶい黄褐色 粘土層 しまり弱 粘性強 粘土次プロック少量
(カ マ ド崩落土)

3 25YR4/8 赤褐色 砂層 しまり微 粘性なし 炭化物粒 5%含む (カ マ ド焼土)

4 10YR3カ  黒褐色 シル ト層 しまり強 粘性なし (煙 出し部堆積土)

5 10YR3/4 暗褐色 シル ト層 しまり強 粘性弱 焼± 6%含む (煙道部堆積土)

0                  1m
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Ⅶ C区の遺構

CttS1 5竪穴住居  (第49～51図、写真図版61～63)

〔位置〕ⅢF53・ 54に 位置する。

〔検出面〕第 5層上面、 (第 2検出面)で検出された。

〔検出状況〕暗褐色上が周囲をめぐるほぼ正方形のプランとして検出され、内部に責色砂層 (第 1層 )

が堆積していた (第49図 )。 当初はいわゆる周溝状遺構とも考えられたが、この状況での遺物出上がな

かったため性格不明遺構 (SX12)と していた。そのため、掘削に際しては第一に層位の前後関係を確

認するために方形部の中心から西側にかけて0.5m幅のトレンチを設定して裁ち割りを行った。それ

によって第 2層→第 1層 の順で堆積していることが確認されたため、SX12に ついては周囲と同様な堆

積をするなかでこの部分のみが何らかの原因で陥没し、洪水堆積層である第 1層がそこに流れ込んだ

ものであると判断した。そのため南側にも07m幅で裁ち割リトレンチを設定して層位を確認した後、

土層確認用のベルトを設定して第 1層 から層位的に掘り下げを行った。ベルト北西側を0.3～0.5m掘

り下げたところ、焼上の拡がりが認められ、その他の地点でも板石や土器片が一定のまとまりをもっ

て出土した。また、陥没部分の東側にある攪乱を掘り上げたところ、攪乱の壁面に半円形の焼土堆積

CttS15

丞

o               21n

CttS1 5 検出時

1 25YR8/6 黄色砂層  しまり、粘性 ともに弱。炭化物 を2%含 む。

2 75YR3/2 黒褐色  しまり、粘性 ともに強。 φ 2～ 5mmの炭化物 を5%含む。

3 25YR″8 黄色 しまり、粘性 ともにあ り。 混和物含 まない。

第49図  CttSi5①
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2 竪穴住居 (SI)

C ttSi5

S15
la 10YR4た  褐色  しまり、粘性 ともにあ り。炭化物 5%含 む。 (洪水堆積層 )

lb 10YM/4 褐色  しまり、粘性 ともにあ り。混和物ほとんど含 まない。
2 10YR5/6 黄褐色  しまり、粘性 ともにあ り。炭化物 3%含 む。第 1層 より

砂質。 (洪水堆積層か )

3 10YR6/4 にぶい黄橙色  しまり、粘性ややあ り。灰褐色粘土 ブロックを

含む。 (住居内堆積土 )

4 25YR4/3 にぶい赤褐色  しまり、粘性 ともに強。炭化物 焼±40%含 む。

E理野 2~F

Pl
l ЮYR4//6 褐色 しまり、粘性とも

にあり。灰褐色上が斑状に混じる。
2 10YR7/8 黄橙色 しまり強、粘性

あり。

洋騨 1_」

P2

10YR5れ  にぶい黄橙色  しまり、

粘性 ともにあ り。10YR7/1 灰自色

砂 を 30%含 む。
10YR3/4 暗褐色 しまり、粘性 と

もに強。炭化物 5%以下。

0                    2m

5 5GY7/1 明オリーブ灰色 しまり強、粘性あ り。
6 10YR5お 黄褐色 しまり、粘性ともにあり。炭化物 3%含む。
7 10YR6/4 にぶい責橙色 しまり、粘性 ともにあ り。炭化物 灰褐色粘土

焼土粒をいずれも3%含む。
焼± 2 25YR4/3 にぶい赤褐色 しまり、粘性ともに強。炭化物35%含む。

丞

1 10YR6れ  にぶい黄橙色 し

まり、粘性ややあ り。焼土

粒 15%含む。

P4 尽ヾミ(ミ(Nヽ

L

1 25YR3/2 暗赤褐色  しまり
強、粘性あ り。炭化物 焼土

30%、 25Y7れ浅黄色粘±40%
含む。

2 25Y7れ  浅黄色粘  しまり、

粘性非常 に強い。炭化物 を層

状に20%含 む。
3 10YR7/6 明黄掲色  しま り

強、粘性 あ り。炭化物 焼土
20%含む。

田

1握 N

l 10YR6れ  にぶい黄橙色  しまり、

粘性ややあ り。 (=住居内 3層 )

2 25CY5/1 オリーブ灰褐色  しま り、

粘性 ともにあ り。炭化物 3%含 む。

Q処う 1 -R

焼± 3
1 25YR3//2 暗赤褐色 しまり、粘性

ともに弱。炭化物 焼土 黄褐色土
ブロックを40%含 む。

2 25YR3/2 暗赤褐色 しまり、粘性
ともにややあり。混和物ほとんど含
まない。

焼± 1

1 10YR5お  赤色  しまり強、

粘性弱。炭化物 5%含む。
2 25YR6/8橙 色  しま り、精

性 ともにあ り。炭化物 焼土
10%含 む。 (焼土層)

3 ЮR3/4 暗赤 しまり、粘性
ともにあ り。混和物ほとんど

含まない。
4 5YR7/2 明褐灰色 しま り、

粘性 ともに強。混和物含まな
い粘質土。
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Ⅶ C区の遺構

層とそれを挟むように 3枚ずつ板石が並んでいる状況が確認された。

〔形態〕埋土と壁面の判別が困難であつたため、石材や遺物の分布状況をもとに床面プランを確認で

きたのみであつた。完掘 した状態では東西5,7m、 南北59mの 隅丸方形で、床面積は386だである。

床面は水平ではなく、中心に向かってわずかに窪んでいる。南東コーナー付近で貼床状の硬化範囲を

確認しているが、その他の部分では地山がそのまま床面として使用されている。

カマ ドは東壁中央やや南寄 りに設置されている。袖は大型の板石 (粘板岩)を片側 6～ 7枚用いて構

築されてお り、袖石の上部には被覆用に地山より若千粘性の強い上が用いられている。カマ ド内には

棒状礫製の支脚 (64)が 1本設置されていた。燃焼部床面及び袖石には被熱の痕跡が明瞭ではない。煙

道は残存幅0.4mで斜め上方に向かって傾斜 しているが、攪乱によって大幅に削平されているため全

長や構築方法などについては不明である。

床面からはピット4個、土坑 1基、焼± 3基が検出された。Pl～P3は配置から本住居跡に伴う柱

穴と考えられる。土坑は南東コーナー付近にあ り、埋土から土師器 (47・ 57)が出上 している。焼土は、

焼± 1を 除いては住居内の窪地に流れ込んだ二次的焼土と考えられる。

CttS1 5 カマ ド

CttS1 5 カマ ド

1 25YR4/4 にぶい赤褐色  しまり強、

粘性あ り。炭化物 焼±20%含 む。

2 25YR6/4 にぶい栓色  しまりあ り、

粘性強。25YR7/8橙色±35%、 炭化物

灰 白色粘± 10%含む。 (焼 土層 )

3 25YR2/3 極暗赤褐色  しまり、粘性

ともにあ り。炭化物 焼± 5%含む。

(煙 道内堆積土 )

4 10YR7/2 にぶい黄橙色粘質 しまり

強、粘性非常に強い。炭化物 5%、 焼

± 10%含む。 (袖石被覆粘土 )

5 5YR8/2 灰 白色粘 質  しま りあ り、

粘性非常に強い。焼±40%含 む灰層。

6 10R3/4 暗赤色  しま り、粘性 ともに

あ り。炭化物 5%含 む。

7 25Y7/6 明黄褐色  しま り、粘性 と

もにあ り。炭化物 焼 ±20%含む。(カ

マ ド裏込め )

8 25Y7/6 明黄褐色  しま り、粘性 と

もにあ り。炭化物 焼±20%含 む。

添
No 5022

c翌
Om

――D

0                  1m

カマ ド前庭部
1 25YR4/4 にぶい赤褐色 しまり強、

粘性あり。炭化物 焼±20%含 む。(床面)

2 10R3/4 暗赤色 しまり、粘性ともにあ

り。混和物ほとんど含まない。
3 25R7/6 明黄褐色 しまり、粘性ともに

あり。炭化物 焼±20%含 む。

第51図  CttS15③
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2 竪穴住居 (SI)

〔埋土〕純粋にこの住居の埋土と認められるのは第 3層のみである。それ以外については本住居が廃

絶した後に流入した洪水堆積層と考えられる。

〔出土遺物〕土師器 。須恵器と刀子が出土している。土師器・須恵器はカマ ド内、住居内堆積層上層、

住居床面直上の 3地点から出上している。ただし、床面直上遺物については、45・ 47・ 53・ 54・ 59・

60・ 61を 除くと第2,6層からの出上であり、厳密に本住居に伴う遺物か否かは検討を要する。

〔性格〕古代の竪穴住居であり、本遺跡においては大型の部類に属する。

〔年代〕床面直上出土の土師器類から8世紀末～9世紀初頭と考えられる。

CttS1 6竪穴住居 (第52～54図、写真図版64・ 65)

〔位置〕ⅢF28・ 291こ 位置する。

〔検出面〕第5層上面 (第 2検出面)で検出された。

〔検出状況〕本遺構もCttS1 5と 同様に暗掲色土層(第 2層 )の 内部に黄色砂層が堆積するという状況で

検出された(第 52図 )。 ただし、こちらは平面形が円形であり、東側と南側にピットを伴っていた。この検

C ttS16

S16検出時
1 25Y8/6 黄色砂層 しまり、

粘性 ともに弱。φ2mmの
炭化物を1%含む。

2 75YR3/2黒褐色 しまり、

粘性 と もに強。ゅ2～ 10mm
の炭化物を3%含む。部分
に5YR7/8Fut色に変質。

3 25Y7/8 黄色 しまり、粘性
ともにあり。炭化物 3%含
む (洪水堆積層 )

0                  2m

けす田)
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Ⅶ C区の遺構

出状況についてもS15と 同様、堆積の前後関係を確認するために遺構西側に幅0.5mのサブ トレンチを

設定して裁ち割 りを行った。 トレンチにおける断面観察の結果、第 1～ 3層 までがレンズ状に堆積 し

ていることか ら本遺構 も自然陥没坑であると考えられた。 しか し、これに先行 して調査を行った

SX12の直下でS15が検出されたことから、本遺構についても直下に遺構 (竪穴住居跡)の存在を想定し

て遺構中央に十字ベル トを残 して第 1層から掘 り下げを行った。

〔形態〕東西3.5m、 南北28mの長方形状で床面積は9.8だである。壁面の立ち上がりはほぼ垂直で、

最も残りの良い西壁は残存高で0.3mである。床面は埋土との判別が困難なほどしまりが弱く、貼床

は確認できなかった。カマ ドは東壁のやや南寄りに設置されている。袖は床面より若千しまりのある

明黄褐色土を用いている。しかし住居廃絶後の流出が激しいため、残存状況は悪 く、焼土も袖の外側

C ttS16

Pl
1 25YR3/2 暗赤褐色 しまり

ややあり、粘性あり。炭化物
焼±50%含 む。

C、、

P2
1 10YR7/8 黄橙色 しまり弱、

粘性 あ り。炭化物 焼±35%、

灰 白色粘±25%含 む。

」∈

El 
焼土拡散範囲

0                                   2m

S16
1 25YR7/8 責色  しまり、粘性 ともにあ り。炭化物 3%含 む。

(洪水堆積層 )

2 10YR6/4 にぶい黄橙色  しまり、粘性 ともにあ り。75Y8/1灰 白色砂質上 を

30%含む。 (住居内堆積土 )

3 10YR7/6 明黄褐色  しまりあ り、粘性強。25GY6/1オ リーブ灰褐色粘質上を

20%含む。 (住居床面 )

第53図  CttS16②
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2 竪穴住居 (SI)

及び前庭部にまで拡散 していた。煙道は李Jり 貫 き式で、住居東壁か ら斜め上方へ向かって緩やかに傾

斜 している。また、カマ ド南側 と南壁際で張 り付 くようにピッ ト2個が検出されている。

〔埋土〕CttS1 5同 様、ほとんどが洪水堆積層であり、確実に住居壁面の崩落などに伴うと考えられ

るのは第2層のみである。

〔出土遺物〕土師器と須恵器があり、カマド付近と南壁付近から集中して出上している。今回図示し

たものは8点で、このなかで70'71以外はカマド内あるいは第2層からの出上であり、本遺構に伴う

可能性が高いと考えられる。

〔性格〕古代の竪穴住居である。廃絶した後壁面の崩落が始まった早い段階で洪水に見舞われたため、

住居内が洪水堆積層でパックされて凹地状になっていたものと考えられる。

〔年代〕床面直上出上の土器から8世紀末～9世紀初頭と考えられる。

C ttS16

煙遭 (G―H)
1 25Y馳/3 にぶい赤褐色  しまり、

粘性 ともに弱。炭化物 7%含む。

E型 Om

煙道 (E― F)

1 75YR7/6 橙色 (=カ マ ド4層 )。

2 5YR/2 黒褐色 (=カ マ ド7層 )。

c型墾Om
0                                   1m

¢寸田)

Ｄ
樽
旧
箋

S16 カマ ド (A― B、 C― D)

1 10YR6/4 にぶい黄褐色 しまり、粘性ともにあり。

灰白色砂質土を15%含む。 (住居内堆積土)

2 75YR7/6 橙色 しまり、粘性ともにあ り。炭化物
30%、 焼±20%含む。 (袖材か)

3 25YR6/8 橙色 しまり、粘性ともに強。 (焼 土層か)

4 75YR7/6 橙色 しまり強、粘性あ り。炭化物30%、

焼±20%含む。 (第 2層 の流土層か)

５

　

６

７

８

９

１０

１１

　

１２

5YR7/4 にぶい橙色 しまり、粘性ややあり。

炭化物10%含む。
25YR3/4 暗赤褐色 しまり強、粘性あり。
5Y貶/2 黒褐色 しまり、粘性ややあり。
25YR78 橙色 しまり、粘性ともに強。
25YR6//8 橙色 しまり、粘性 ともに強。(焼土層)

25YR6/8 橙色 しまり、粘性 ともに強。
5YR8/2 灰白色粘質 しまり強、粘性非常に強い。

焼±40%、 骨または貝殻の極小片を微量含む。
5YR7/1 明褐灰色土 しまり強、粘性非常に強い。

炭化物 焼土粒20%、 粘板岩片を15%含む。
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Ⅶ C区の遺構

CttS1 7竪穴住居  (第55図、写真図版66・ 67)

〔位置〕I E87・ 88に位置する。

〔検出状況〕第 1検出面においてはプランが不明瞭であった。第 2検出面へ掘下げ中十和田 a降下火

山灰の分布が確認され、住居跡の存在を把握した。調査区境の切り通しの土層断面観察から第 1検出

面からの掘り込みを確認した。

〔形態〕プランの北側約3/4は調査区外にかかっており、検出できたのは南側約1/4のみである。南辺

の長さは5.6mで ある。西辺は2.Om、 東辺は0.3m分検出できた。調査した部分の床面積は約5,9どで

ある。平面プランが正方形と仮定した場合、床面積は約31,4だ になる。

C ttS17

十・E88

A

日
罰

劇

。

ポ
朗 0                                2m

C ttS17
0 10YR5お 黄褐色砂質上 しまり中、粘性やや弱、雲母片を多く含む。洪水堆積層。上部は道路用の砕石で削平されている。畠跡耕作層かもしれない。

1 10YR3/1 黒褐色シル ト しまり中、粘性やや弱、炭化物を多量に含む。
2 10YR4//6 褐色砂質上 しまりやや弱、粘性やや弱、粒径の細かな砂。炭化物を微量に含む。 2～ 5層が住居の埋土。

3 10YR4/2 灰黄褐色粘質上 しまりやや強、粘性やや強、炭化物をやや多 く含む。一部に砂ブロック、火山灰粒を含む。

4a 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質上 しまり中、粘性中、灰白色火山灰粒を多く含む。灰白色火山灰層よりは上位層。

4b 10YR8/1 灰白色火山灰 しまり強、粘性やや弱、灰白色火山灰ブロックが帯状に連なって層状にみえる。主体はブロックで一部層状になっている。

2次堆積と考えられる。
4c 10YR5/4 にぶい黄褐色砂質上 しまり中、粘性中、灰自色火山灰粒を少量含む。灰白色火山灰の固まりの下位層。

5 10YR4/4 掲色砂質土 しまり中、粘性中、炭化物を少量含む。

A 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質土 しまりやや弱、粘性中、上位に砂プロックを含む。粘土層であるが薄い。この層が途切れているところを住居跡と考えた。

3箇所で確認。
B 10YR4/4 褐色砂質上 しまり中、粘性やや弱、混合物の少ない砂層。

C 10YR5/4 にぶい黄褐色砂質上 しまり中、粘性やや弱、雲母片を多 く含む。

D 10YR4/6 褐色砂質土 しまりやや弱、粘性中、横褐色粒を少量含む。

第55図  CttS17(平成刊6年検出)
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2 竪穴住居 (SI)

壁は非常に把握 しづらく、西壁と南壁の大部分を掘過ぎてしまった。壁の推定線は、土層断面ベル ト

で判断した部分を延長 したものである。断面部分の観察では、壁はやや斜めに立ち上がり、上部では

漏斗状に広がる。 壁の高さは約70cmである。

床面はしまりがなく把握 しづらかったが、概ね平坦 と判断 した。床面の標高は約1825mである。

カマ ドは検出した範囲には存在 していない。南壁寄 り中央に焼土 と炭化物の分布があり、地床炉の可

能性が考えられる。

〔埋土〕 7層 に分けられた。 4b層は十和田a降下火山灰の層で、住居内にレンズ状に堆積している。

十和田a層の下にも上の堆積が見られ、本住居が廃棄され、ある程度埋没が進んだ段階で火山灰が降

下したことがわかる。土層全体の堆積過程は自然堆積と判断できる。

〔出土遺物〕床面からやや浮いた面から土師器杯 (218)、 土師器長胴甕 (219。 220)、 土錘 (224～266)

が出上した。土師器杯 (218)イよ正位の状態で、土師器長胴甕 (220)はその傍らに横倒しの状態で出土

した。土錘 (224～ 266)は 土師器長胴奏からおよそ40cm離れた地点で集中して出土した。また埋土上位

から、ロクロ土師器長胴甕 (221)、 内外面にミガキを施した土師器鉢 (222)、 須恵器奏 (223)、 土錘 (267・

268)が出上した。また住居のプランを把握する以前に出土した土錘 (269～272)も 本住居の上錘集中に

伴う遺物と判断し、本住居出土遺物として掲載した。

〔性格〕古代の竪穴住居である。十和田a降下火山灰との層位関係が明確で、良好な資料である。

(年代〕埋土中の十和田a降下火山灰の位置、出土土器の形態から、10世紀初頭頃に廃絶された住居と

考えられる。 (西澤・羽柴 )

――B

o               211a

C区焼± 1

1 10YR2//3 黒褐色砂 しまりなし、粘性なし、

炭化物 焼土粒を多量含む。
2 10YR7お  明黄褐色砂 しまり弱、粘性なし、

炭化物 焼土粒を少量含む。骨片が混じる。

3 10YR2/3 黒褐色砂  しまり弱、粘性なし、

炭化物 焼土粒を多量含む。

25YR4/6 赤掲色砂質土 しまり弱 粘性やや弱

炭化物 焼土粒の画まりを少量含む。骨片 土器片が混 じる。
10YRク4 褐色シル ト しまり強 粘性あり

炭化物を少量含む。
5YR4お  赤掲色焼土
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Ⅶ C区の遺構

C区焼± 1(第 56図、写真図版67)

〔位置〕Ⅱ E941こ位置する。

〔検出面〕第 2検出面である。

〔形態〕円形の2つの火焼面とその上を被覆する焼土、炭化物混じりの上の分布からなる。2つ の火

焼面は現地性焼上である。熱変化は8 cmに 及んでいる。火焼面上面の標高は18,69mである。火焼面

を被覆する土は厚さおよそ10～ 20cmである。上の上に偏平な粘板岩が載っている。

〔出土遺物〕火焼面を被覆する上の中から須恵器郭 (273)が 出土した。明黄褐色を呈し硬い胎上であ

る。

〔性格〕現地性の焼上である。古代の竪穴住居の壁が失われ、残存したカマド火焼面、あるいは地床炉

部分の可能性がある。

〔年代〕検出面と出上した須恵器から9世紀初頭～前半頃と推測される。 (羽柴)

3溝 堀 (SD)

CttSD1 01堀 (第57～ 60図、写真図版68～71)

〔位置〕調査区の区分では平成15年度D区に位置するが、調査時にはCttSD101と して精査を行ったた

め、C区の遺構として掲載する。北側約 5mは平成16年度に調査を行った。ⅢF39・ 48。 49・ 50・ 58・

59。 67・ 68'76・ 77・ 78・ 86・ 87・ 95。 96・ IVF04・ 05・ 13・ 14・ 15。 22・ 23・ 24・ 32・ 33・ 341こ 位

置する。

〔検出状況〕第 1検出面でプランが確認された。調査区境の切り通し断面を観察した結果、掘り込み

面は十和田a降下火山灰を包含する層より15cm程上と確認できた。

〔重複〕CttSX lと 重複するが、本遺構が新しい。またDttSZ90と も重複するが、本遺構が古い。

〔形態〕上幅3.3～4.9m、 長さ64mの堀である。南側は端部が検出されたが、北側はまだ調査区外に廷

びる。多くの部分の上幅は概ね4.2m程である。ほぼ真っ直ぐに延び、軸方向はN-37°一Eである。検

出面からの深さは90～ 180cmで、南端から7.5mの 地点で段が付き40cm程深くなる。またさらに南端か

ら32m付近で段が付き30cm程浅くなる。さらに南端から49m付近で段が付き40cm程 また深 くなってい

る。段と段の間は概ね平坦である。最深部の標高は17.6mである。断面形は逆台形で、薬研形には

なっていない。底面の幅は60～ 110cmで、多くの部分では100cm程度である。

〔埋土〕 6箇所で断面を記録している。土層区分は各々の箇所で異なるが、単層の箇所が多い。複数

の層に分けた箇所も、顕著に埋上が異なっている訳ではない。埋土は地山と判別が難しい砂質の土

で、人為堆積、自然堆積の別の判断が難しい。一時の洪水で一気に埋没した可能性も考えられる。

〔出土遺物〕埋土中位から大学府分類Ⅱ類の中国産白磁碗が 2片 (2034・ 2035)出 上した。これらは同

一個体の可能性もある。また図示していないが、埋土中から土師器の微細片30片 、須恵器甕 1片、縄

文土器 1片、加工痕のない 5～ 8 cm四 方の礫 9個が出上している。上師器片の出上が割合多いのは、

堀の構築時に土師器を包含する第 2検出面の土層まで掘り込まれた結果、土師器片が出上 し、それが

埋土に混入した結果と推測される。なお、本遺構の直下の第 2検出面ではDttS1 1、 DttSX20、 21、 D

区SK122が検出されている。

〔性格〕規模が大きく、単なる区画施設といつた性格ではなく、軍事的な目的の防御施設の性格が想定

される。

河崎の柵擬定地は、北上川と高地である針山に爽まれた幅の狭い自然堤防上に立地している。遺跡
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3 溝・堀 (SD)

より東側は砂鉄川の流域の沖積平野が広がるが、遺跡より西側では北上川に直接高地が落ち平坦部は

全 くなくなる地形 (狐禅寺狭窄部)である。このように本遺跡は平地と狭窄部の境界に位置しているの

である。

北上川の上流に進撃しようとする場合、高地を避け、狐禅寺狭窄部を川沿いに上って行くルートが

最も合理的である。河崎の柵擬定地は正に、狐禅寺狭窄部に至る「漏斗」の口にあたる部分に位置して

いる。実際に河崎の柵擬定地は東側が平地の幅が広く、西側では幅が狭くなる「漏斗」のような平面形

を呈している。CttSD101は 平野が窄まり始める「漏半の回」の部分を塞ぐ形に構築されている。

CttSD101の ラインを】ヒ側に延長すると、ちょうど高地である針山の裾を通る道路のラインに乗っ

てくる。CttSD101が 調査区外の北側のどこまで延びるかは発掘調査で確かめるしかないが、おそら

く針山の裾にぶつかる地点まで延びていると予測される。このようにCttSD101は 針山と北上川の間

を塞ぎ、合戦の際の敵軍の進撃を阻止する目的の「交通遮断施設」と推測される。

〔年代〕土層断面の観察と畠状遺構CttSX lと の重複関係から、CttSD101の構築は十和田a火山灰の

降下より新 しいことが明らかである。また堀の南端部では墓墳DttSZ90と 重複 しているが、C区

SD101の 方が古い。DttSZ90は 人骨のみの出上で、副葬品が無 く時期を特定できないが、中世～近世

の墓墳と考えられる。これらのことから、CttSD101の構築は、上限を十和田a火山灰降下の西暦915年

頃、下限を近世と考えることができる。

埋土中からは大学府分類 I類の中国産白磁碗の破片が 2点出土している。この白磁は11世紀～12世

紀前半に比定されるもので、CttSD101の構築、使用年代を考える上で重要な遺物である。I類の白磁

碗自体、非常に出土事例が希有な遺物である。それが■世紀の柵の「擬定地」の、防御施設である堀か

ら出土しているのである。この白磁碗の出土は、CttSD101が 11世紀中葉に構築された可能性を強く

示唆していると考えられる。

また、CttSD101の 埋土中から出土した炭化物 4点 をAMS14C年 代法で測定を実施した。試料は10

-①、10-②、11、 12の 4点である。樹種はいずれも広葉樹で、10-①、10-②、11が埋上の中位、12が

底 面 近 くの採 取 で あ る。結 果10-① が630± 40BP、 10-② が720± 40BP、 11が810± 40BP、 12が

1130± 40BPで あった。BPは西暦1950年の基点とした年代であり、埋土中位の 3′点 (10-①、10-②、

11)の年代は西暦1100年～1360年の値、底面の12は西暦780～860年の値を示している。底面の12の年

代は、CttSD101の掘り込みが 9世紀頃の上層面まで達しており、その時代の炭化物が混入した結果と

解される。埋土中位の試料はいずれも、構築年代の予想の11世紀中葉より新しい年代値である。これ

はCttSD101が 14世紀頃まで開回していた可能性を示 している。現代でも中世城館の堀は、埋まりき

らずに形状を保っている事例は多い。11世紀中葉に掘られた堀が、14世紀頃まで埋まりきらずにいる状

況は有 り得ることである。 (羽柴 )
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Ⅶ C区の遺構
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第57図  CttSD101 ①、CttSD104①
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Ⅷ C区の遺構

C ttSD101

189m

191m

ギ

C ttSD1 01 F～ F'

1 10YR5/3 にぶい黄褐色砂 粘性なし

草木根混入
2 10YR4/4 褐色砂 10YRν 6明黄褐色

砂プロック混入
3 111YR6/6 明黄褐色砂 10YR5/3に ぶ
い黄褐色砂プロック混入

4 10YR5/4 1こ ぶい黄褐色砂 十和田 a降
下火山灰プロック状に混入

5 25Y6/6 明黄褐色 混入物特になし
6 10YR5/4 にぶい黄褐色砂 暗掲色粘土

が縞状に混入、炭化物粒少量混入
7 10YR5/6 黄褐色砂 炭化物粒少量混入、

暗褐色粘土が縞状に混入
8 10YR4/4 褐色砂 暗褐色粘土ブロック

多量混入
※6～ 8層 が S D 101の 埋土

／伽

戦

犀
0

第58図 CttSD101 ②
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3溝 ・堀 (SD)

CttSDi01
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l 10YR5/8 黄褐色砂 しまり、活性弱
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Ⅶ C区の遺構
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3 溝・堀 (SD)

CttSD1 04溝  (第57・ 61～63図 、写真図版71～ 73)

〔位置〕I E99。 100。 IF91・ ⅢE10'20。 29。 30・ 39。 48・ 49・ 58・ 67・ 76。 77・ 86。 95'96。 ⅣE05。

ⅢF01に位置する。

〔検出状況〕第 1検出面でプランが確認された。中央部分約14mは平成14年度、北側約 7mは平成16年

度に調査をおこなった。他は平成15年度の調査である。

〔重複〕CttSX 2と重複するが本遺構が新しい。

〔形態〕上幅0,7～ 1.5mの「 L」 字形の溝であ́る。多くの部分の上幅は約1.2～ 1.5m程である。平成14

年調査区部分の上幅が極端に狭くなっているが、これは検出面を下げすぎた結果で、本来は他と同程

度の上幅であったと思われる。溝の南北部分は約60m、 東西部分は約 8m検出された。南北部分の南

端部は検出面の傾斜が急になり曖味な状態で途切れるが、本来はなお南側へ溝が延びていた可能性が

高い。東西部分は西側が水道管の掘り込みで破壊されており、プランの延びを検出することができな

かった。曲がりの部分はタト側のコーナーがほぼ直角に、内側のコーナーが九みを持って曲がってい

る。南北部分の軸方向はN-27°一Eの傾きである。検出面からの深さは28～ 42cmで、底面に明瞭な傾

斜はなく、底面の標高は19,Om程度の部分が多い。溝の断面形は半円形に近い形状である。

〔埋土〕6箇所の断面を記録し掲載した。土層区分は各々の箇所で異なるが単層か 2層の箇所が多い。

埋土は地山と判別が難しい砂質の上で、人為堆積、自然堆積かの判断が難しいが洪水による自然堆積

の可能性が高い。

〔出土遺物〕平成16年度調査区の溝のコーナー付近埋土で常滑産陶器甕片 (2083)が 出上している。口

縁部が欠損しているため明確な年代は特定できないが、中野編年 5型式(13世紀中葉)頃 と推測され

る。また図示していないが、平成15年調査区の南側部分の埋土で祥符通賓 (初鋳年1009年 )と 洪武通質

(初鋳年1868年 )が出土している。他に埋土中から土師器微細片が約40片出土している。

〔性格〕断定はできないが、何らかの区画施設と推測される。

〔年代〕埋土中から13世紀頃の常滑産陶器が出上し、また初鋳年西暦1368年の洪武通費が出土したこ

とから、13～ 14世紀に構築、使用された溝と推測される。 (羽柴)

CttSD1 05溝  (第64図、写真図版63)

〔位置〕ⅢF21に位置する。

〔検出面〕第5層 (第 2検出面)の遺構であるが、検出面から10～20cmほ ど掘り下げた時点で検出された。

〔形態〕上面を大幅に削平されているものと思われる。現状での規模は長さ約4.6m、 幅0.3～04m、

深さは0.lmで ある。ほぼ真北へ走つているが、南端から0。 9mの地点で角度を変え、そこからは地形

の傾斜に沿って若干弧を描きながら北西方向へと向かっている。横断面形は浅い皿状である。

〔埋土〕明黄褐色砂層が 1層のみ堆積していた。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕不明。

〔年代〕出土遺物が皆無なため不明であるが、検出面から8世紀後半～9世紀に構築された可能性が

高い。                                        徘寸田)
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C ttSD104

エ

CttSD104 E― E′ F― F′

1 10YR5/6 黄褐色砂
10YR8/8 責橙色砂
プロック少量混入。

2 10YR3/4 暗褐色砂
10YR8/8 黄橙色砂
プロック微量混入。

Ⅶ C区の遺構

ド
些 _ャ

/~196m

197m

~20in
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3 溝・堀 (SD)

C ttSD104

-―

― _

202m

籟

偽

／

ぱ

-112-

第62図 CttSD104③



C ttSD104

B2C1211m

ぽ
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=

ぽ

Ⅶ C区の遺構

ギ かくらん

CttS D104 A― A′ B― B′

1 10YR3/2 黒褐色砂 しまり 粘性あり

炭化物粒少量混入
2 10YR7/8 黄栓色砂 しまり 弱粘性あり
3 10YR3/2 黒褐色上 しまり 粘性あり

炭化物粒少量混入 責色プロック少量混入

1&9m

188m  ⌒

ー
//⌒

1&6m

第63図  CttSD104④

-113-



4 畝間状遺構 (SX)

C ttSD105

荒F肌 荒ヮ

SD105
1 25Y7/6 明責褐色砂

しまり、粘性弱。

0                                2m

第64図  CttSD1 05

4畝 間 状 遺 構 (SX)

CttSX l畝間状遺構 (第65図、写真図版74)

〔位置〕ⅢF48・ 49・ 50・ 58・ 59・ 60。 69。 70とこ位置する。

〔検出状況〕第 1検出面で畝状のプランを確認した。

〔重複〕CttSD101と重複するが本遺構が古い。

〔形態〕上幅20～ 30cm、 長さ約7.5mの溝が 8条平行に並んでいる。溝の深さは約10cmである。この溝

部分が、断面の観察から畠の畝間と判断される。畝間の断面は半円形である。畝間の軸方向はN―

24° 一Eである。検出された面積は約74だである。畝間の軸方向と、検出面がCttSX 2と 共通してお

り、同時期の所産と推測される。

〔層位〕CttSX 2と 同様の層位関係で、本遺構については記載していない。CttSX 2の記述を参照さ

れたい。

〔出土遺物〕なし

〔性格〕古代の畠である。

〔年代〕十和田a火山灰の堆積状況から10世紀中葉以降と考えられる。 (米 田)

CttSX 2畝間状遺構 (第66図、写真図版74)

〔位置〕工E89。 90・ 100・ ⅢE10・ 20。 Ⅱ F81・ 91・ 92・ 93・ ⅢF■・12。 21・ 22・ 23に位置する。平

成15年度調査区と平成16年調査区の両方にまたがる。

〔検出状況〕第 1検出面で畝状のプランを確認した。

(重複〕CttSD104と 重複するが本遺構が古い。

〔形態〕上幅30～ 90cm、 長さ最長14.lm、 最短1.8mの溝が21条平行に並んでいる。溝の深さは約10cm

である。この溝部分が、断面の観察から畠の畝間と判断される。畝間の断面は半円形である。畝間の

軸方向はN-25°一Eである。検出された面積は約160どである。

〔層位〕畝間を埋める土は明責褐色の砂 (第 3層 )である。畠の上面を洪水が起源の砂質土が覆ってい
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Ⅷ C区の遺構

C ttSXl

o                   2m

第65図  CttSX l

る状況と考えられる。畠の耕作土 (第 4層 )は黒褐色上で粘性ある上である。厚さは平均15cmほ どであ

る。この耕作上の下には十和田a火山灰を含む層が存在する。よって畠が営まれたのは、十和田 a火

山灰降下後ということになる。

〔出土遺物〕なし

〔性格〕古代の畠である。

〔年代〕十和田a火山灰の堆積状況から10世紀中葉以降と考えられる。 (羽柴 )

CttSX 3畝間状遺構 (第67図 、写真図版75)

〔位置〕ⅢE18・ 27・ 28・ 29。 38・ 39に位置する。

〔検出状況〕第 1検出面で畝状のプランを確認した。

(形態〕洪水砂層内に南西―北東方向6.3m、 北西―南東方向8.2mのほぼ長方形の上壊化した暗掲色土

範囲を確認した。現代の貯蔵施設 (芋穴)や水道管などで撹乱を受けているが、残存状況は比較的良好

であった。畝間は9条確認されている。確認面からの高さは8～ 10cmで、畝間断面は半円形である。

畝間の軸方向はN-43°―Eである。畝間が広がる範囲の面積は約48どである。

〔層位〕第2層は土壌化していることから、耕作土と考えられる。第6層 に十和田 a火山灰が包含さ

れており、その上位の層は畝の特徴を示し、土壌化がみられる。しかし、第 5層 は火山灰を母材とし

た人為性の低い土壌層の可能性も否定できない。
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〔出土遺物〕図示していないが、土師器細片が出上している。

〔性格〕古代の畠跡である。

〔年代〕出土遺物と十和田a火山灰との関係から10世紀中葉以降と考えられる。

C ttSX3

Ⅷ C区の遺構

(米田)

o                 2m

―

ぜ

遺構名   SX3
検出飲関数 9条
芯志間距離 80～■Ocm

面積    57B∬
耕作方向  北東―南西

A一―

C ttSX3
1 10YR4/3
2 10YR3/4
3 10YR5/3
4 10YR4/3
5 10YR4/3
6 10YR4/3
7 10YR5/3
8 10YR5/6

にぶい黄褐色砂 しまりなし 粘性なし (畝間堆積土)

暗褐色砂 しまりなし 粘性なし (耕作土)

にぶい黄褐色砂 しまりなし 粘性なし (洪水推積層)

にぶい黄褐色砂 しまりなし 粘性なし (上壊化した層)

にぶい黄褐色砂 しまり微 粘性なし (第 4層 よりやや暗い)

にぶい黄褐色砂 しまり微 粘性微なし 灰白色火山灰 (Tca)10%含む

にぶい黄褐色砂 しまり微 粘性なし 黄褐色砂粒10% 耕作土か ?

黄褐色砂 しまり微 粘性なし (洪水堆積層)

第67図  CttSX 3

5掘 立 柱 建 物 (SB)

CttSB 4掘立桂建物 (第68図、写真図版67)

〔位置〕ⅣE16。 17・ 18・ 26・ 27・ 28に位置する。平成15年度C区 と平成16年度調査区にまたがつて検

出された。

〔検出面〕第1検出面である。
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5 掘立柱建物 (SB)

〔平面形態〕掘立柱建物である。桁行は1091cm、 梁間は545.5cmで ある。梁間と桁行の長さの比は1:

2である。面積は59.51ど (18.0坪 )である。使用した柱穴は9個である。桁行北列のP405と P165の 間

の柱穴は検出できなかった。梁間の中間に柱穴は存在しなかった。

〔柱穴〕しヽずれの柱穴からも柱痕は見いだせなかった。また、抜き取りの有無は判断できなかった。

P147、 P140、 P408、 P409、 P154、 P405に は偏平な粘板岩が置かれており礎盤と判断される。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-21° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では303cm(10.0尺 )と 242.5cm(8.0尺 )を使っている。梁間は545.5cm(180尺 )を

使用 している。

〔出土遺物〕本建物の柱穴P158と 重複するP157か ら密教法具六器の受け皿 (5046)力S出土しているが、

本建物とは直接の関係はないと思われる。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明。

〔年代〕検出面から中世～近世の建物と推測される。                  (羽 柴 )

CttPК群 (第 69図、写真図版76)

〔位置〕CttSD104よ り東側、ⅢE78・ 87・ 97か ら東側へ40m四方の間で35イ固検出された。

〔検出面・状況〕第 2層上面である。分布状況をみると、やや規模が大きくてCttSD104に並行する一

群と、ШE98か らⅣE20ま での10m四方の間に群集する一群とがあり、さらにそれらから離れて散在す

るものがある。

〔形態 。規模〕いずれも不整円形である。検出面での開田部径は16cm(P136)～ 67cm(Pl15)ま でと

様々であるが、なかでも30～ 35cmと 40～ 44cm程度のものが多い。底部形状は、浅い皿状もしくはほぼ

水平な平底である。

〔埋土〕いずれも壁面の崩落土を除いて埋土は単層である。今回精査したPit内 の埋土は、ほとんどが

黒褐色～にぶい黄掲色土で、混和物として炭化物を5%、 黄色～明黄褐色砂質土を10～400/O含む。い

ずれも掘り込み面である責色砂層よりは相対的にしまっているが、全体としてはしまり、粘性ともに

弱いものが多い。

〔出土遺物〕P120と P126か らそれぞれ陶器の微細片が 1点ずつ出土している。しかし、いずれも図示

可能な大きさではないため、年代や産地を特定することはできない。また、P121では検出時に近現代

のガラス片が出土している。

〔性格 。年代〕SD104に並行する一群 (Pl16・ P106・ Pl18～ 121)は 、ほぼ一直線に並んでいることか

ら、柵列などを構成する一群である可能性がある。P120。 126か ら時期不明の陶器片が出上したのみで

あるため年代決定は困難であるが、今回はP121の 検出面でガラス片が出上していることも考慮して、

これらのPitは近世～現代のある時期に掘削されたものと考えておきたい。

北東側に群集する一群については、確認されたPitの分布を見る限り配置に規則性は認められず、こ

れらが掘立柱建物などの構造物に関わるものであるとは考えがたい。この一群では出土遺物が皆無で

あり、年代や性格については不明である。                       (村 田)
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第68図  CttSB 4(平成16年検出)



鑑

（
）
剛

Q留
5

◎
P402

蝦
⑤P404

◎
剛

◎ P121

H押
ヽ ヽ 顔

′

′

′

／

′◎
P137

鬱ド

隼1認

2a14年度調査区

;路Ⅶ

、  鋳 146｀`
語Pw

0           5m

IP亀 1;鬱
静鞄

-120-

第69図  C区第 1検出面ピッ ト群



Ⅷ D区 の 遺 構

lD区 概 観

大グリッドⅢF、 ⅣF区、ⅣE区西側付近をC区 と称している。西限は村道川崎 3号線、東限は平成12

年度調査区との境界である。平成16年度調査の村道川崎線の道路敷き部分もD区に含めている。D区

は本報告書の調査区では最も東側に相当する。D区の南端部は平成14年度の調査区で、D区の名称を

冠した遺構名を付していないので、この章ではなく、各々の年度で章立てを行い報告している。また

D区 に所在するCttSD101は調査時に「C区」の名称を付してしまったため、混乱を避けるためC区の章

で報告している。

D区は調査前には宅地、製材所、墓地、道路として使用されていた。平成15年度の調査担当は川又、

江藤、平成16年度の担当者は川又ほかである。

D区の地形は中央の標高が高く、自然堤防の尾根筋になっている。そして北側と南側 (北上川)に向

かうに従って標高を減じ、緩斜面になっているD区内の最高部が標高19.6m、 最低部が16.8mである。

D区の基本土層は第 3図のように認識した。3層上面は第 1検出面である。 3層上部には十和田a降下

火山灰を含んでおり、第 1検出面 (3層上面)で検出される遺構の上限年代を示す。また5層上面は第

2検出面である。出土土師器の年代観から8世紀後半～ 9世紀初頭頃の面と推測される。基本土層の

11層 は縄文時代の土器を含んでおり、それより下の層は縄文時代の包含層となる。

ここに掲載するD区検出の遺構は竪穴住居跡 (SI)2棟、堀立柱建物 (SB)8棟、土坑 (SK)5基、

畝間状遺構 (SX)2基である。この他に墓壊 (SZ)107基 とそれに伴う溝 (SD)3条があるが、これ

らは第 2分冊に掲載 している。

2竪 穴 住 居 (SI)

(羽柴)

DttS1 1竪穴住居 (第70図、写真図版77'78)

〔位置〕ⅢF94・ 95。 ⅣF04'05グリッドに位置する。

〔検出面〕第2検出面で検出した。

〔重複関係〕重複する遺構はない。ただし、北西側の壁とカマドの煙道を現代の用水路に切られる。

〔形状・規模〕北西側の壁を破壊されているが、平面形は隅丸方形と推定される。規模は465× (370cm)

である。床面の認識が難しく、大半の部分を掘りすぎたが、遺物が殆ど同一レベルで出土したため、

そこを床面とした。検出面から床面までの深さは、最深部で45cmを測る。

〔埋土〕5層からなる。褐色上を主体とする。

〔カマド〕北西側の壁面中央に位置する。本体部分は、芯材の礫数点と、構築上が僅かに残存してい

た。燃焼部焼上の範囲は40× 35cmで、床面から5 cmの深さまで強く被熱している。煙道の長さは約

120cm、 煙出しは径60cmで、検出面から底面までの深さは125cmを 測る。

〔床面施設〕柱穴・貯蔵穴等は確認できなかった。

〔出土遺物〕土師器郭 6点 (72～ 77)、 土師器小型土器1点 (78)、 土師器鉢 3Jミ (79～ 81)、 土師器台付

甕1点 (82)、 土師器長胴甕ll点 (83～ 93)、 鉄鏃1点 (5009)、 刀子 1点 (5026)、 紡錘車 1点 (5038)、

和同開弥1点 (5047)が出上した。紡錘車はカマド袖のすぐ外側で出土した。和同開弥は、床面より下
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逐第むD ttS101 カマ ド E― F、 G― H共通
1 10YR4/4褐 色 砂  しまり弱

粘性あ り 焼土泣徴量含む。
2 10YRν 4 暗褐色 砂  しまり中

粘性あ り 焼土粒微量 炭多量含む

3 10YR7/1 黒色 シル ト しまり弱

粘性強 え多量含む

4 10YR3/4 暗褐色 砂  しまり強

粘性あ り 焼土粒少量含む カマ ド

構築土 (崩落部分 )

5 75YR2/2 黒褐色 ンル ト しまり中

粘性あ リ カマ ド構築土 (崩落部分 )

6 10YR4/8 褐色 シル ト しまり中

粘性あ り 灰色土含む カマ ド構築土

(崩 落部分 )

7 10YR3/3 暗褐色 シル ト しまり中

粘性あ り 灰色土 渡多量含む

カマ ド構築土 (崩落部分 )

8 5YR5洛  明赤褐色 焼上  しまり弱

粘性弱
9 10YR4/6 褐色 砂  しまり強

粘性あ リ カマ ド構築土 (残存部分 )

DttS101 A― B、 C― D共通
1 10Y恥 /4 にぶい黄掲色 砂

しまり中 粘性なし
2 10YR4/4 褐色 シル ト しまり中

粘性中 炭10%含む
3 10YR4/6 褐色 シル ト しまり中

粘性中
4 10YM6 褐色 砂 しまり中

粘性なし
5 10YR4/4 掲色 粘土 しまり中

粘性強
10Yお /4 にぶい黄掲色 プロック
5%含む

6 10YR3/4 暗褐色 粘上 しまり中
粘性強 和同開弥含む

Gttm
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Ⅷ D区の遺構

の貼床部分か ら出土 している。

〔性格〕竪穴式住居。

〔時期〕出土した土師器の形態から8世紀後半の住居と考えられる。           (ナ |1又 )

DttS1 2竪穴住居 (第71図、写真図版79)

〔位置〕ⅣF33・ 34・ 43・ 44グ リッドに位置する。

〔検出面〕第2面で検出した。      ´

〔重複関係〕DttSKl191こ 切られる。

〔形状・規模〕平面形は隅丸方形で、規模は360× 355cmである。底面は平坦で、壁はほぼ直立する。検

出面から床面までの深さは、最深部で35cmを 測る。

〔埋土〕3層からなる。褐色の砂を主体とする。埋土と床面 。壁面の区別は非常に困難であった。

〔カマド〕SKl191こ切られ、残存しなかった。ただし、カマドがあったと思われる部分には、構築土

である黄褐色の砂や焼土ブロック、礫、土器が散乱していた。よってカマドは本来、住居の南東壁面

の東よりに位置していたと考えられる。

〔床面施設〕柱穴・貯蔵穴等は確認できなかった。

〔出土遺物〕土師器杯 1点 (94)、 ロクロ土師器長胴養1点 (95)、 須恵器大甕1点 (96)が出上した。土

師器杯には「栄」の字の墨書がある。

〔性格〕竪穴式住居。

〔時期〕出土した土師器から8世紀末～9世紀初頭と考えられる。            (サ |1又 )

3掘 立 柱 建 物 (SB)

DttSB l掘立桂建物 (第72。 73図、写真図版81・ 82)

〔位置〕ⅣF67・ 68～ 80'88・ 89。 99グ リッドに位置する。

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔重複関係〕DttSB 2と プランが重複し、P90がP103(SB 2)に切られる。また、P104がP49(単独)

に切られている。さらに、SB 3と プランが重複するが、柱穴同士の直接の切り合いはない。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行き1112cm、 梁間716cmで、面積は79.6だ (24.13坪 )である。16個

の柱穴 (P25'31・ 37'41,42・ 78・ 79・ 84・ 87・ 89'90'93・ 99・ 100。 104)を使用した。プランの

西隅は、攪乱によって大きく削平されているが、本来この位置にも柱穴があつた可能性が高い。

〔柱穴〕柱痕は、いずれの柱穴においても確認できなかった。P25。 P104に は礎盤が存在する。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN-57°一Wである。

〔柱間寸法〕191cm(6.3尺 )を多用している。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明

〔時期〕検出面から、近世の遺構と考えられる。重複関係から、SB 2よ りも古い建物である。 (ナ |1又 )
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3 掘立柱建物 (SB)

D ttS12
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第71図  DttS12



第72図  DttSBl ①
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3 掘立柱建物 (SB)
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Ⅷ D区の遺構

DttSB 2掘立柱建物 (第74図 、写真図版81・ 82)

〔位置〕ⅣF78～8o・ 88・ 89グ リッドに位置する。

〔検出面〕第1面検出面で検出した。

〔重複関係〕DttSB lと プランが重複 し、P103(SB 2)がP90(SB l)を 切る。また、P104がP49(単

独)に切 られている。さらに、DttSB 3と もプランが重複するが、柱穴同士の直接の切 り合いはない。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行き582cm、 梁間436cmで、面積は25.38だ (7.69坪 )である。■個の

柱穴 (P25・ 43・ 73・ 91・ 92・ 98。 101。 102二 103。 104・ 108)を使用した。

(柱穴〕P73・ 103を 除く8個の柱穴において、柱穴底面に礎盤が置かれていた。柱痕は確認できなかっ

た。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN-67°―Wである。

〔柱間寸法〕桁行きの基準寸法は194cm(6.4尺)である。

〔出土遺物〕P103か ら、肥前産の端反碗 1点 (4017)が出土している。

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕検出面・出土遺物から、近世の遺構と考えられる。また重複関係から、DttSB lよ りも新し

い建物である。                                   (サ |1又 )

DttSB 3掘立桂建物 (第75図、写真図版81)

〔位置〕ⅣF78・ 79・ 88～90グ リッドに位置する。

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔重複関係〕DttSB l、 SB 2と プランが重複するが、柱穴同士の直接の切り合いはない。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行き631cm、 梁間349cmで、面積は22.02∬ (6.67坪 )である。8個

の柱穴 (P74・ 75'80・ 82・ 89。 100。 lll。 ■6)を使用した。

〔柱穴〕柱痕は、いずれの柱穴においても確認できなかった。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN-79°―Wである。

〔柱間寸法〕桁行きは167cm(5.5尺 )を多用している。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕検出面から、近世の建物と考えられる。                    (サ |1又 )

DttSB 4掘立柱建物 (第76図、写真図版81)

〔位置〕ⅣF47・ 56・ 57・ 58・ 68グ リッドに位置する。

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔重複関係〕プラン内にDttSZ80(墓媛)が位置する。柱穴との直接の切り合いはない。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行き1001cm、 梁間349cmで、面積は34.93だ (10.59坪 )である。14個

の柱穴 (Pl・ 2・ 3・ 5。 6・ 8・ 9・ 52・ 53・ 54・ 107・ 118・ 119・ 157)を使用した。プランの東

隅は攪乱により削平されているが、本来は柱穴があつたものと推定される。P5。 P107に より、3室

に仕切られていたと考えられる。

〔柱穴〕一部の柱穴において、埋土断面に柱痕を確認した。
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3 掘立柱建物 (SB)

D tt SB2

1 121cm(40尺 ) 1  121cm(40尺 ) 1     1%cm(64尺 )    |
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o                      2m
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第74図  DttSB 2
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Ⅷ D区の遺構

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN-59°一Wである。

〔柱間寸法〕桁行きは167cm(5,5尺 )を多用している。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕検出面から、近世の建物と考えられる。                    (ナ |1又 )

DttSB 5掘立桂建物 (第77図、写真図版83)

〔位置〕ⅣF55・ 56。 65・ 66'76グ リッドに位置する。

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔重複関係〕本建物の柱穴P295、 296がDttSK120を 切る。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行き610cm、 梁間600cmで、面積は36.6だ (■ .09坪)である。14個の

柱穴 (P71・ 106・ 109。 161・ 162・ 164・ 204・ 206。 211・ 217・ 288。 289・ 295。 296)を使用した。

〔柱穴〕柱痕は確認できなかった。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN-61°一Wである。

〔柱間寸法〕基準寸法は200cm(6.6尺 )である。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕検出面から、近世の建物と考えられる。また重複関係から、DttSK120よ りも新期である。

(川又)

DttSB 6掘立柱建物 (第78図 、写真図版83)

〔位置〕ⅣF53・ 54・ 63・ 64・ 73グ リッドに位置する。

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔重複関係〕DttSB 7、 SB 8と プランが重複するが、柱穴同士の直接の切り合いはない。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行951cm、 梁間527cmで、面積は50.12ゴ (15,19坪 )である。11個の

柱穴 (P133・ 136・ 145'146・ 172・ 178・ 184・ 191'194。 195。 221)を使用した。

〔柱穴〕柱痕は確認できなかった。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN-31°一Eである。

〔柱間寸法〕基準寸法は243cm(8.0尺 )である。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕検出面から、近世の建物と考えられる。                    (サ キ1又 )

DttSB 7掘立柱建物 (第79図、写真図版83)

〔位置〕ⅣF53・ 62～ 64・ 74グ リッドに位置する。

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔重複関係〕DttSB 6、 SB 8と プランが重複するが、柱穴同士の直接の切り合いはない。
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3 掘立柱建物 (SB)
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3 掘立柱建物 (SB)

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行き816cm、 梁間486cmで、面積は39.66ゴ (12.02坪 )である。使用

した柱穴は10個 (P132・ 135。 138。 165・ 173・ 189。 193。 222・ 281・ 291)で ある。

〔柱穴〕柱痕は確認できなかった。

(建物方位〕桁行きの軸方向はN-57°―Wである。

〔柱間寸法〕基準寸法は204cm(6.7尺 )である。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし            ´

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕検出面から、近世の建物と考えられる。                    (ナ |1又 )

DttSB 8掘立柱建物 (第80図、写真図版83)

〔位置〕ⅣF53・ 54・ 63～ 65グ リッドに位置する。

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔重複関係〕DttSB 6、 SB 7と プランが重複するが、柱穴同士の直接の切り合いはない。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行き820cm、 梁問351cmで、面積は28.92∬ (8,76坪 )である。使用

した柱穴は10個 (P135・ 141・ 179。 187・ 196・ 200・ 201。 202・ 284・ 292)である。

〔柱穴〕柱痕は確認できなかった。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN-67°一Wである。

〔柱間寸法〕桁行きは220cm(7.3尺 )を多用している。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕検出面から、近世の建物と考えられる。                    (サ |1又 )
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Ⅷ D区の遺構
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3 掘立柱建物 (SB)
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Ⅷ D区の遺構

4 土   坑 (SK)

DttSKl1 8土坑 (第81図、写真図版84)

〔位置〕ⅣF46グ リッドに位置する。

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔重複関係〕DttSD 7を 切る。

〔形状 。規模〕平面形は円形で、長軸方向はN-29° 一Wである。断面形は碗形を呈する。規模は開口

部径100× 98cm、 深さ46cmを測る。

〔埋土〕黒褐色土による単層である。

〔出土遺物〕なし

〔性格〕不明である

〔時期〕DttSD 7は、出土遺物 (永楽通費)か ら15世紀以降の遺構と考えられる。重複関係から、本

遺構はこれより新しい遺構である。                          (ナ |1又 )

DttSKl1 9土坑 (第81図 、写真図版84)

〔位置〕ⅣF44グ リッドに位置する。

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔重複関係〕DttS1 2と重複し、これを切る。

〔形状・規模〕平面形は概ね円形で、東側がやや張り出す。長軸方向はN-74° ―Wである。床面は平

坦で、壁は外傾し、断面形は椀形を呈する。規模は開田部径198× 178cm、 深さ70cmを 測る。

〔埋土〕2層からなる。暗褐色上を主体とする。埋土下位には焼土粒 。土器片が多く含まれる。

〔出土遺物〕埋土から土師器長胴甕片 (129)が 出上しているが、これは重複するS12に伴う遺物であ

る可能性が高い。東側の張り出しからは、径20～30cmの礫が数点出上した。

〔性格〕不明である。

〔時期〕検出面より、十和田放 山灰降下以後～近世の遺構と考えられる。         (サ |1又 )

DttSK1 20土 坑 (第81図、写真図版84)

〔位置〕ⅣF55グ リッドに位置する。

〔検出面〕第 1検出面で検出した。

〔重複関係〕DttSB 5の 柱穴P295。 P296と重複し、これに切られる。

〔形状・規模〕平面形は精円形で、長軸方向はN-29° 一Wである。底面は平坦でなく、最深部から開

田部へ向けて緩やかに立ち上がる。断面形は皿形を呈する。規模は開口部径340× 210cmで、深さ52cm

を浪Jる 。

〔埋土〕黒褐色上による単層である。

〔出土遺物〕埋土より、11世紀のかわらけl点 (1022)が出土している。

〔性格〕不明である。

〔時期〕出土遺物より、11世紀～近世の遺構と考えられる。               (ナ |1又 )
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4 土坑 (SK)

DttSK1 21土坑  (第 81図、写真図版84)

〔位置〕ⅣF54グ リッドに位置する。

〔検出面〕第1検出面で検出した。

〔重複関係〕なし

〔形状・規模〕平面形は楕円形で、長軸方向はN-49°一Eである。底面は平坦で、壁は外傾し、断面形

は皿形を呈する。開口部径196× 170cm、 深さ20cmを 測る。

〔埋土〕黒褐色上による単層である。

〔出土遺物〕なし

〔性格〕不明である。

〔時期〕検出面より、十和田a火山灰降下以後～近世の遺構と考えられる。        (ナ |1又 )

DttSK122土坑 (第81図、写真図版85)

〔位置〕ⅣF95グ リツドに位置する。

〔検出面〕第2検出面で検出した。

〔重複関係〕CttSD101と 重複するが本遺構が古い。

〔形状・規模〕精査時の掘りすぎのために正確な形状 。規模は不明である。残存部から推定すると、

平面形は楕円形で、長軸方向はN-45° 一Eである。壁は外傾し、断面形は碗形を呈する。残存部の規

模は、開口部径155× 85cm、 深さ61cmを 測る。

〔埋土〕2層からなる。黒褐色土を主体とする。

〔出土遺物〕なし

〔性格〕不明である。

〔時期〕検出面より、8世紀～9世紀の遺構と考えられる。               (サ |1又 )
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1 10YR3/3 暗褐色砂 しまり強
黄色砂帯状に入る。 (自 然堆積 )

D tt SK120

DttS Kl19

1 10YRγ 3 暗褐色砂 しまり中、粘性なし。
下位に黄色砂含む。

2 10YR5/6 黄褐色砂 しまり中、粘性なし。

黒色砂まだらに含む。

DttS K121

1 10YR2/3 黒褐色砂 しまり中、粘性なし。

黄色砂プロック (φ 2～ 3cm)3%、 炭化物微量含む。

D ttS K122

1 10YR2/3 黒褐色シル ト しまり中、粘性中。
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5 畝間状遺構 (SX)

5 畝間状遺構 (SX)

DttSX20畝間状遺構 (第82図、写真図版86)

〔位置〕ⅢF86～ 88・ 96～ 98・ ⅣF05～ 08に位置する。

〔検出面〕第2検出面である。

〔形態〕DttS1 1と 同一面で検出し、洪水砂層内に東西13m、 南北10mの 長方形の範囲を確認した。C

区SD101と 農業用水路によって一部削平を受けているが、残存状況は良好であった。またDttSX21と

重複するが、本遺構が新しい。DttSX21と は畝間がほぼ直行する。確認面からの高さ10～ 12cmで畝間

幅は30cm程度と狭く、畝間の断面は半円形である。畝間芯問距離にばらつきがあることから、検出で

きなかった畝間があると推測される。

〔出土遺物〕なし

〔性格〕古代の畠である。

〔年代〕隣接する8世紀後半の竪穴住居跡であるDttS1 1と の関連性が指摘できるものの、明確な決め

手はない。検出面と十和田a降下火山灰層より下位に位置することから、8世紀後半～9世紀初頭と

推測 される。 (米 田)

DttSX21畝間状遺構 (第82図、写真図版87)

〔位置〕ⅢF75～ 77・ 85～ 89・ 96～98'ⅣF06～ 09。 18～ 19に位置する。

〔検出〕第2検出面である。

〔形態〕DttS1 1と 同一面で検出し、洪水砂層内に南西―北東方向12.8m、 北西―南東方向22.2mの ほ

ぼ長方形の範囲を確認した。CttSD101と 農業用水路によって一部削平を受けているが、残存状況は

良好であった。確認面から畝高12～34cmで畝間幅は60～80cmと やゃ広い。畝間の断面は半円形、また

は蒲鉾形である。重複関係をみるとDttSX20よ り古く位置づけられる。

〔層位〕第1層はDttSX20埋土である。2～ 4層 は畝間上であり、土壊の流入が見られる。

〔出土遺物〕なし

〔性格〕古代の畠である。

〔年代〕隣接する8世紀後半の竪穴住居跡であるDttS1 1と の関連性が指摘できるものの明確な決め手

はない。検出面および遺構の重複関係から8世紀後半～ 9世紀初頭と推測される。 (米田)
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Ⅸ E区 の 遺 構

lE区 概 観

平成15年度調査の大グリッドIA区、 IB区 をE区 と称している。調査区全体の北西部分に相当す

る。E区は調査前には宅地、畑、県道として使用されていた。調査の担当は羽柴、星、立花である。こ

こではE区の遺構について記述をおこなう。E区検出の遺構は竪穴住居跡 (SI)4棟、掘立柱建物 (SB)

6棟、窪み状遺構 (SX)1基、焼± 1基、土坑 (SK)31基、である。

E区の地形は中央部分の標高が高く、北側 (山手)か ら南狽1(北上川)イこ向かうにつれて標高を減ずる。

北側の山裾は特に標高が下がり、東側に向かう流路が形成されている。東西方向では、西側に向かう

につれて、標高を徐々に増し、調査区西端で急激に高度が下がる。

E区の基本土層は第 3図のように認識した。 2層 は十和田a降下火山灰を含んでおり、 2層上面で

検出される遺構の上限年代を示す。 3層上面では竪穴住居等を検出できたが出土土師器の年代観か

ら8世紀後半～ 9世紀初頭頃の面と推測される。 3層上面から掘り込まれた竪穴住居 (EttS1 3)の 床

面～床下から後北上器の破片が出土し、その面に相当する4～ 5層付近は、後北土器の年代 (3～ 4

世紀頃)と推測される。基本土層の6層 は縄文時代末期の上器を含んでおり、それより下の層は縄文

時代の包含層となる。

2竪 穴 住 居 (SI)

(羽柴)

EttS1 1竪穴住居 (第84図 、写真図版88'89)

〔位置〕I A37・ 38・ 47・ 48に位置する。

〔検出面〕 2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕現代の攪乱、EttSB lの柱穴P9,P10と 重複するが本竪穴が古い。

〔形態〕東西約530cm、 南北約480cmの方形プランである。床面積は約25,44ポである。底面は判別し難

かったが、概ね平坦と判断された。貼床は施されていないと判断した。確認面から床面までの深さは

約76cm、 床面の標高は約19.42mである。壁はほぼ垂直に立つ。柱穴、壁溝は検出できなかった。また

床面ほぼ中央に火焼面 (焼± 2)と 、中央から北東寄りにも火焼面 (焼± 1)がある。

〔カマド〕壁面に取り付 く煙道のあるカマドは構築されていない。上記のように床面に焼± 1、 焼土

2の 2つの火焼面が存在する。いずれも現地性焼上で、床面で火を焚いたものである。焼±1は礫、粘

上、焼上で被覆されており、煙道を持たないカマドの可能性がある。覆土は7層 に分けられる。焼土

2は礫、粘上、焼上の散布はなく、熱変化した火焼面のみである。

〔埋土〕埋土は5層 に分けられる。堆積上の形状から自然堆積と判断される。最下層の 5層の上は地

山と非常に類似しており、壁、床を検出するのが非常に困難であつた。 4層 はほぼ純粋な十和田a降下

火山灰層である。住居廃絶後に5層がレンズ状に堆積し、その窪みに降下した十和四a火山灰が周辺

から流れ込んだと想像される。 3層 は十和田a降下火山灰が滲んだように混入する。 4層 の地積後に

水が溜まり、泥状の十和田a火山灰層と、地積したにぶい黄褐色上が混ざりあつて生成された層と推測

される。

〔出土遺物〕焼± 1の覆土から土師器郭 (97・ 98)、 土師器長胴甕 (99'101・ 102・ 104・ 105・ 106)、
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E ttSll

l 10YR4/4 褐色± 10YR4/1 褐灰色土まだらに多量混入。
炭化物粒少量混入。

2 10Y隠 /1 黒褐色± 10YR4/4 褐色土まだらに多量混入。
3 10YR4/3 1こぶい黄褐色± 10YR8/1 灰自。

―
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tuOτ OZ

10YR3/1 灰白色火山灰 (十和田a降下火山灰)。

10YR4/3 にぶい黄褐色土まだらに多量混入。
25YR5/6 明赤褐色焼土 (焼± 2)地 山の熱変化 したもの。

Ⅸ E区の遺構
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1 10YR8/1 灰白色火山灰 (十和田 a降下火山灰 )。

lllYR4/3 にぶい黄褐色土まだらに多量混入。
2 10YR4/3 1こぶい黄掲色土 炭化物粒少量混入。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色土 炭化物粒、焼土粒多量混入。
4 10YR4/2 灰責褐色土 炭化物粒、焼土粒多量混入少量混入。

10YR5/4 にぶい黄掲色砂プロック多量混入、しまりなし、
ビニール屑混入 撹乱の上

5 5YR6/4 にぶい黄橙色粘土 炭化物粒、焼土粒少量混入。
6 5YR4/8 赤褐色焼土 炭化物、

10YR6/4 1こ ぶい黄橙色粘土多量混入。
7 25YR5/4 にぶい赤褐色焼上、

10YR4/3 にぶい責橙色土多量混入 土器片を含む。
8 25YR5/6 明赤掲色焼土 地山が熟変化 したもの。

(赳聖_ノ

第84図  EttS11
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2 竪穴住居 (SI)

須恵器大甕 (110)が出土 した。97の杯は内外面ロクロ調整であるが酸化炎焼成がなされている。98は

回転糸切 り後、底部が変形 し丸底になっている。99,101は小型の長胴奏である。 どちらも内面に炭化

物が付着 している。102は ロクロ不使用の長胴甕、104・ 105。 106は ロクロ使用の長胴奏である。106の

底部は砂粒が付着する「砂底」である。105は体部と底部が接合しないが同一個体と判断した。110の須

恵器大甕は体部破片である。外面に平行タタキ、内面に青海波の当て具痕がある。また、床面東壁寄

りから須恵器長頸壼 (109)が出上した。口縁部を欠くがそれ以外はほぼ完存品である。大きく3つ に

割れて出土した。高台部は貼り付けたものである。高台内には砂粒が ドーナツ状に付着している。埋

± 2層 中からは土師長胴甕 (100)が潰れた状態で出上した。接合したところ完存品となった。また須

恵器壼 (108)も 2層 中からの出土である。 3層からは長胴甕長胴甕 (103・ 107)は床面近くの 5層中出

土である。107の外面には砂粒混じりの粘上を塗布している。また図示していないが、坦土中から鍛冶

淳が出上している。

〔性格〕古代の竪穴住居である。

〔年代〕十和田a火山灰の堆積層位から、十和田 a火山灰降下直前に廃絶したと判断される。十和田 a

火山灰降下を915年 とすると、廃絶の実年代は10世紀初頭と推測される。         (羽 柴)

EttS1 2竪穴住居 (第85図 、写真図版90。 91)

〔位置〕 O A93・ O A03に位置する。

〔検出面〕 3層上面 (第 2検出面)。

〔重複〕なし

〔形態〕土層把握の目的のトレンチにより、東壁を破壊してしまった。南北長は約272cmを 数える。平

面形は隅丸方形と推測される。検出した分の床面積は約2.58だである。プランを方形と仮定すると床

面積は約384だ となる。床面は平坦で、只占床は施されていないと判断した。確認面から床面までの深

さは64cm、 床面の標高は約18.17mである。壁は中場で角度が変わり斜めに立ち上がる。カマドは北

壁にある。柱穴、壁溝は検出できなかった。

〔カマド〕北壁にカマドがある。住居のプランを方形と仮定すると、カマドは北壁中央より東寄りに

なる。土層観察 トレンチにより、カマド本体の東半分と煙道を破壊してしまった。検出できたのは火

焼面のおよそ1/3と 西側のソデだけである。ソデは芯材に偏平な粘板岩を床面に埋め込んで用い、褐

色の上を塗って構築している。火焼面は深さ約 6 cmま で熱変化している。カマドの覆土は2層 に分け

られる。

〔埋土〕埋土は4層 に分けられる。形状から自然堆積と判断される。 2層 と3層 は酸化鉄分の混入が

みられ、溜まった水の沈殿により生成された層と推測される。 1層はほぼ純粋な砂層である。 4層 は

地山と類似し、床面、壁面との区別が非常に難しかった。

〔出土遺物〕 4層 中に礫が含まれていただけで、人為的な遺物の出土は全くなかった。

〔性格〕古代の竪穴住居である。

〔年代〕遺物が存在しないので確定は困難であるが、検出面から8世紀後半～ 9世紀初頭の竪穴住居

と推測される。                                  (羽 柴)

EttSi 3竪穴住居 (第86図 、写真図版92・ 93)

〔位置〕I A32・ 33・ 42・ 431こ 位置する。

〔検出面〕 4層掘り下げ中に存在を把握したが、本来、 3層上面で検出できたと推測される。第 2検
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第85図  EttS1 2
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2 竪穴住居 (SI)

出面に相当する遺構である。

〔重複〕なし

〔形態〕南北長は約302cm、 東西長は342cmを数える。平面形は隅丸方形である。床面積は約10.33だで

ある。床面は概ね平坦で、貼床は施されていないと判断した。確認面から床面までの深さは 9 cm、 床

面の標高は約18.65mである。壁は斜めに立ち上がる。カマドは北壁中央にある。柱穴、壁溝は検出

できなかった。

〔カマド〕北壁中央にカマドがある。煙道部は検出時の掘り過ぎで失われてしまった。ソデは両側と

もに残存していないが、東側にはソデの芯材を埋めた掘り込みがみられる。火焼面の上面とカマドの

全面約60cmの床面には偏平な粘板岩が散布し、カマド構築材が散乱したものと推測される。火焼面は

直径約40cmの 円形で、深さ約10cmま で熱変化している。カマドの覆土は3層 に分けられる。この覆土

中からは獣骨片が出土している。獣骨の種、部位は細片のため不明である。

〔埋土〕埋土は2層 に分けられる。 2層 は地山と類似し、床面、壁面との区別が非常に難しかった。

〔出土遺物〕カマドの覆土からロクロ不使用の土師器杯 (111)が 出上した。全体に二次被熱しており、

内面は黒色処理になっていない。床面からは土師器長胴甕 (113・ 114)が 出上した。類似した器形、調

整であるが同一個体ではない。1141ま Pl・ P2の 2ヶ所に分かれて出上した。また、床面南東部分か

ら須恵器杯の口縁部破片 (112)が出土した。ロクロ調整のものである。他に床面から鉄製品の性甲小

札 (5017)、 床面からやや浮いた高さから和同開弥 (5048)が出上した。また上述のようにカマド覆土

から獣骨片が出土しているが、細片のため種、部位は不明である。

〔性格〕古代の竪穴建物である。

〔年代〕出土遺物の年代観と検出面から8世紀後半の竪穴住居と推測される。 (羽柴)

EttS1 4竪穴住居 (第87図、写真図版94～ 96)

〔位置〕I A10・ 11・ 20・ 21に位置する。

〔検出面〕もともと土取りされていた調査区西側に位置し、5層上面で存在を把握されたが、周囲の竪

穴住居の検出面から推測すると、本来、 3層上面から掘り込まれていたと推測される。第 2検出面の

遺構である。

〔重複〕なし

〔形態〕南北長は約408cm、 東西長は428cmを数える。平面形は隅丸方形である。床面積は約17.46∬で

ある。床面は概ね平坦で、カマドの周辺に他より硬い部分 (図の′点線の範囲)がある。この範囲の床面

上に、 4層 とした薄い層があるが、貼床というよりは、住居使用の過程で踏み締められ土と判断すべ

きであろう。

確認面から床面までの深さは15cm、 床面の標高は約18.45mである。壁はやや斜めに立ち上がる。

カマドは北壁の中央よりやや東寄りにある。柱穴、壁溝は検出できなかった。

〔カマド〕北壁の中央よりやや東寄りにカマドがある。煙道部は土取りにより失われている。ソデは

両側ともに偏平な粘板岩を芯材にして床面に埋め込んでいる。またカマドの天丼に渡していた石が外

され、火焼面の上に縦に横たわっている。住居廃絶の際に意図的にカマドを壊した可能性がある。ま

た火焼面内の煙道寄りに2つの石が直立している。支脚の可能性と天丼石を支える支柱の双方の可能

性が考えられる。火焼面は直径約44cmの 円形のプランで、深さ約 8 cmま で熱変化が及んでいる。カマ

ドの覆土は3層 に分けられる。この覆土中からは土師器杯 (115)、 土師器長胴甕 (116・ l17)が 出土し

ている。また覆上の 3層中から獣骨、獣歯片がシャーレ1個分出土と、鉄鏃 (5032)が出土した。
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2 竪穴住居 (SI)

〔埋土〕埋土は3層 に分けられる。堆積の形状から自然堆積と推測される。 2・ 3層 は地山と類似し、

床面、壁面との区別が非常に難しかった。

〔出土遺物〕カマドの覆土からロクロ不使用の土師器杯 (115)が 出土した。全体に二次被熱しており、

内面は黒色処理になっていない。同じくカマド覆土から土師器長胴甕 (116・ 117)が 出上している。他

に床面からは土師器、須恵器の出土はなかった。また多数の鉄製品が出土している。床面から蕨手刀

(5001)、 責め金具 (5002)、 長頸三角形鏃 (5003)、 長頸鏃 (5004・ 5012)、 不明鉄製品 (5031)が出土

し、埋土中から鎌 (5034)、 カマド覆± 3層から鉄鏃片 (5032)が出上している。長頸鏃 (5004。 5012)

は取り上げ時には一個体として扱ったが、クリーニングの結果 2個体と判断された。また床面の6カ

所とカマド覆± 3層から獣骨、歯片が出上している。

骨、歯の同定結果は以下の表にまとめた。

〔性格〕古代の竪穴住居である。

〔年代〕出土遺物の年代観と検出面から8世紀後半の竪穴住居と推測される。       (羽 柴)

EttSX l窪 み状遺構 (第88図、写真図版97)

〔位置〕I A35。 45。 55に位置する。

〔検出面〕3層上面 (第 2検出面)。

〔重複〕なし

〔形態〕不整な形状の窪みである。南北の最大長は712cm、 東西の最大長は412cmである。底面は皿状
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出土位置 種 部位 その他

床面骨 1 イノシシ 左上顎第 2後臼歯 L�[2

床面骨 1 イノシシ 左下顎第 3切歯 R13

床面骨 1 イノシシ 右下顎第 3前臼歯 RP 3

床面骨 1 イノシシ 左下顎第 2日歯 RP 2

床面骨 1 イノシシ 左下顎第 1切歯 L11

床面骨 1 イノシシ 左下顎第 2切歯 L12

床面骨 1 イノシシ 右下顎第 2切歯 R12

床面骨 1 イノシシ 右下顎第 1切歯 R11

床面骨 2 イノシシ 歯片

床面骨 3 不 明 不 明

床面骨 4 不 明 不 明

床面骨 5 ニホンジカ 鹿角 (落角) 角座部残存

床面骨 6 不 明 不 明

カマ ド3層 ニホ ンジカ 中手 。中足骨 遠位端

カマ ド3層 イノシシ 第 2・ 第 5末節骨

カマ ド3層 イノンシ 第 2・ 第 5中足骨 近位端

カマ ド3層 イノシシ 第 3手根骨 (R)

カマ ド3層 イノシシ 第 3,第 4中節骨

カマ ド3層 イノシシ 第 2・ 第 5中足骨 遠位骨端外れている (若い個体)

カマ ド3層 イノシシ 第 3手根骨 (R)

カマ ド3層 イノシシ 第 3・ 第 4中足骨 遠位端外れている (若い個体 )
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2 竪穴住居 (SIl

で平坦ではない。確認面から最深部までの深さは22cm、 底面最深部の標高は18.82mである。ブラン

内の南部 (焼±1)と 北部 (焼± 2)に現地性の焼上が存在する。焼± 1は窪みの底面が焼けたもので、

焼±2は窪みを埋めた埋上の上から焼成されている。底1面から埋± 1層 には礫.土師器、須忘器片が

散布している。
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Ⅸ E区の遺構

〔埋土〕2層 に分けられる。 1層 には酸化鉄分が多量に混入し、水成堆積層と推測される。2層 はほ

ぼ純粋な砂層である。

〔出土遺物〕上述のように底面～埋土l層から礫、土師器、須恵器が出土している。図示したものは土

師器杯 (118・ ■9)、 須恵器郭 (120)、 土師器長胴奏 (121・ 122)で ある。上師器イ (118)はSX lのプ

ラン外からの出上であるが、ここではSX lの 出土品として扱っている。底辺部に回転ヘラケズリの再

調整が施される。また焼± 1を被覆する土 (1層)からは鉄製の鏃 (5007)が出土している。出土した

礫の多くは遺跡周辺に多く見られる板状の粘版岩である。

〔性格〕遺構検出時は竪穴住居のプランと考え、形状の把握に努めたが、住居のプランには成り得な

かった。また掘り下げ時も竪穴住居の可能性を考え精査を進めたが、竪穴住居とする根拠を見いだせ

ず、結局「窪み状の遺構」と判断した。用途は自然の窪みに礫や土器片などの不要物を廃棄した「廃棄

坑」と推測される。2つの焼土は有機質の不要物を焼成した痕跡であろうか。

〔年代〕検出面と出土土器の年代観から9世紀初頭～前半の年代が推測される。 (羽柴)

E区焼± 1(第89図、写真図版98)

〔位置〕I B43・ 531こ 位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB 2と プランが重複するが直接切り合う部分がなく前後関係は不明である。だ力�区SB

2は北宋銭の出土から中世以降、本遺構は土師器の出土から古代の遺構と推測される。よって本遺構

力沈区SB 2よ り古いと推測される。

〔形態〕不整な円形の2つの火焼面からなる。どちらも現地性焼上である。南側の火焼面の内部と中

央部に土師器片が散布する。熟変化は深さ8 cmに及んでいる。火焼面上面の標高は19.83mである。

〔出土遺物〕上記の様に土師器の破片が散布していた。図示したのは土師器長胴甕 (123・ 124)である。

〔性格〕現地性の焼上である。古代の竪穴建物の壁が失われ、残存したカマド火焼面、あるいは地焼炉

部分と推測される。

〔年代〕検出面と土師器の年代観から10世紀初頭～前半と推測される。 (羽柴)

Attm

十
IB豊から西 2�

E区焼± 1

1 lllYR5/3 1こ ぶい黄褐色砂に5YR3/2暗 赤褐色焼土,まだらに多量混入。

A

第89図  E区焼± 1
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3 掘立柱建物 (SB)

3 掘立柱建物 (SB)

EttSB l掘 立柱建物 (第90。 91図 、写真図版99～ 106)

〔位置〕I A24・ 25・ 26。 34・ 35・ 36・ 37・ 38・ 44・ 45'46・ 47・ 48・ 55・ 56・ 57・ 58に位置する。

〔検出面〕 2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttS1 1、 EttSK15と 重複するが本建物が新しい。またEttSK12、 EttSK14と 重複するが本

建物が古い。また住居のプラン内にEttSK10、 EttSKll、 EttSK16、 EttSK17、 EttSK18、 EttSK19、

EttSK20、 EttSK21、 EttSK29、 EttSK30が 所在するが、直接切り合う部分がなく前後関係は不明で

ある。同時存在の可能性もあり得る。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは2243.5cm、 梁間は1183cmである。梁間と桁行の総長の比は

1:1.9である。面積は26540ど (80.4坪 )である。使用した柱穴は52個 である。SK l、 SK 2、 SK 3

は調査時に「SK」 の名称を付したが調査の結果、柱穴と判断された。名称はSKの ままだが柱穴として

数えている。また、Pll・ P42に は「P」 の略号を付しているが、調査の結果、柱穴ではないと判断し

た。柱穴総数52イ固にはこの2個 を数えていない。

間取りの確定は難しいが、岩手県南部の礎石民家、また発掘調査で検出された掘立柱民家に多数見

られる間取りを参考に図中に間取りの線を想定した。P24～ P32の 通りには、P10と P40、 P40と P2の

間に柱穴が存在しないので、南北の間仕切り線を引かなかった。想定した間取りを近世民家の間取り

の名称を主てはめるならば、建物の半分を占める東側の空間は「ニワ」、真ん中の前の部屋が「ナカマ」、

真ん中の後が「オカミ」、西側前の部屋が「ザシキ」、西側後が「ナンド」ということになる。この間仕

切りについては確定しきれない要素が多く、あくまでも「想定」であることを記しておく。

また前面 (南側列)の上屋柱では中央のPl～P6の列に対して、西側のP7、 P8、 そして東側のP16

の柱穴が一直線上に通らない。背面 (北側)で もSK 8～P9の列に対して、東側のP65が一直線上に通

らない。これがどのような理由によるものか、また間仕切りにどのように反映されるかは解決できて

いない。

〔柱穴〕上屋柱と下屋柱で、柱穴掘方の大きさ、深さに著しい差がある。上屋柱の掘方径は約150cm、

深さは約120cm程である。下屋柱は掘方径約80cm、 深さは約80cm程である。間仕切りの柱穴と推測さ

れるP28、 P29、 P30、 P31、 P67は径・深さともに非常に小さい (径約40cm、 深さ約20cm)。

また、幾つかの柱穴で柱痕が確認され、柱の抜き取りは基本的に行われていないと推測される。柱

痕の径は上屋柱で約32cm、 下屋柱で約24cm程である。

柱穴総数52個 の内、40イ固の底面に石が礎盤として置かれている。石は遺跡付近に多く見られる偏平

な粘板岩である。地盤が砂質で脆弱なため、しっかりした礎盤が必要なのであろう。この偏平な粘板

岩は礎盤の他にも掘方の埋土中に含まれている例も多い。これは柱を埋めて固定する際の根固め石と

推測される。

北側列の上屋柱SK l、 SK 2、 SK 3、 P10に は南側に浅い掘り込みが取り付く、この中でSK l、 P10

のものには礫が置かれている。調査時は別の柱穴との切り合いとも考え、土層断面を設定し観察した

が、柱穴本体の埋土との際は全く見いだせず、柱穴本体と一体の同時存在と判断した。この礫の存在

と、南側列の上屋柱穴に掘り込みが付随しない点から、単なる掘方の掘 り込み時の作業のためのス

テップとも考え難いが、明確な用途は判断できない。

P■は調査時には本建物の上屋柱の並びに位置し、平面形状も他と類似することから「P」 の名称を
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Ⅸ E区の遺構

付 した。しかし半裁 した結果、深さも浅 く、堆積の形】犬も柱穴とは異なることから、柱穴ではないと

判断した。しかし、検出位置から本建物に付随する何 らかの施設の痕跡の可能性が高い。可能性とし

ては大甕を埋めて固定するための掘 り込みなどが考えられる。またP42も 調査の結果、柱穴ではない

と判断した。この埋土には焼上、炭化物が含まれており、カマ ドや炉などに関連する施設の痕跡の可

能性が考えられる。確証はないが本建物の施設と考え図示 した。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-15°一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では8.0尺 (242.5cm)を 多用し、他に6.0尺 (182cm)、 9,0尺 (273cm)10.0尺 (303cm)

と1.0尺 で割り切れる数値を用いている。梁間では5.5尺 (167cm)が多用され、他に2.5尺 (76cm)、 6.0

尺 (182cm)、 8.5尺 (257cm)と 0.5尺で割り切れる数値を用いている。梁、桁ともに曲尺で割り切れる

数値を用いていることから、本建物の建築には曲尺を用いている判断できる。

〔出土遺物〕SK lか ら美濃産陶器志野向付 ?(3219)、 P4か ら肥前産 P染付小碗 (細片のため図化

不能)、 P10掘方北側から美濃産陶器九皿 (3051)と 淳州窯系青花碗 (2068)、 P14埋土から美濃産志野

反り皿 (3072)、 P16埋土から淳州窯系青花碗 (2071)、 P20埋土から肥前産 ?染付碗 (4015)、 P23掘方

北側から美濃産志野反り皿 (3069)、 P33坦土から淳州窯系青花碗 (2069)、 P64埋土から美濃産志野反

り皿 (3073)、 SK 3埋土から瀬戸・美濃産白天目碗 (3053)が出上している。またSK 2埋± 2層から永

楽通賓 (5062)、 SK 3掘方から永楽通賓 (5063)と 不明銅銭 (5070)、 P3埋土から不明銅銭 (5065)、 P

6埋土からは寛永通質 (古寛永、5073)、 P65礎盤中央上から不明銅銭 (5069)が出上した。またSK lの

底面近くに貝殻が含まれていた。これらの遺物は柱の抜き取りが行われていないと推測されることか

ら、建物の建築時に入り込んだ遺物と思われる。またP7の柱痕に収まる状態で石臼片 (上臼6014)が

出土した。これは建物廃絶後、柱痕部が空洞となり、その部分に意図的に詰め込んだと推測される。

〔付属施設〕上述のように、Pll'P42が 建物内の何らかの施設の痕跡と推浪1さ れる。

〔建物の性格〕近世民家の主屋である。

〔年代〕柱穴からの出土遺物の中で最も新しいものはP6出土の「古寛永通賓 (5073)」 である。古寛永

の初鋳年代は西暦1636年 であるので、本建物の建築年代はそれよりも後になる。岩手県南の掘立柱民

家の変遷年代観 (羽柴 1997「岩手県平泉町における近世掘立柱民家について」紀要XⅦ  (財)岩手

埋文)に照らし合わせれば、17世紀後半の建築年代が想定される。ここでは大きく17世紀中～後半の建

築としておきたい。 (羽柴)

EttSB 2掘 立桂建物 (第92図、写真図版107・ 108)

〔位置〕I B42・ 43・ 52・ 53に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕E区焼± 1と プランが重複するが、直接切り合う部分がなく前後関係は不明である。だが本建

物は北朱銭の出土から中世以降、E区焼± 1は土師器の出土から古代の遺構と推測される。よって本

建物がE区焼± 1よ り新しいと推測される。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは636cm、 梁間は424cmで ある。面積は26.97面 (82坪)である。

使用した柱穴は8個である。梁間の中間に柱穴は存在しなかった。

〔柱穴〕▼ヽずれの柱穴からも柱痕は見いだせなかった。また、抜き取りの有無は判断できなかった。

P45に は偏平な粘板岩が置かれており礎盤と判断される。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN-16°一Wである。

〔柱間寸法〕基準寸法は212cm(7.0尺 )である。
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3 掘立柱建物 (SB)

〔出土遺物〕P45の埋土上部から元豊通費 (5052)が出土した。元豊通費は北朱後で初鋳年は西暦1078

年である。字体は行書である。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕出上した元豊通費の初鋳年から、西暦1078年以降の建物であることは確実である。それ以上

の判断は難しいが、北宋銭が出土したことから、中世に属する可能性を指摘しておきたい。 (羽柴)
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EttSB2
1 10YR4/1 褐灰色± 10YR5/4 にぶい黄褐色砂多量混入。

炭化物粒少量混入。P45埋土上部から銭「元豊通質」出土。

第92図  EttSB 2

EttSB 3掘 立柱建物 (第93図 、写真図版107・ 109)

〔位置〕I B68。 69・ 78。 79に位置する。

0                   2m
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Ⅸ E区の遺構

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕長芋作付けのトレンチャーにより壊されている柱穴がある。他の遺構との重複はなし。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは636cm、 梁間は364cmである。面積は23.15だ (7.0坪)である。

使用した柱穴は8個である。梁間の中間に柱穴は存在しなかった。

〔柱穴〕いずれの柱穴からも柱痕は見いだせなかった。また、抜き取りの有無は判断できなかった。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN-13°一Wである。

〔柱間寸法〕桁行きの基準寸法は212cm(7.0尺 )である。梁間は182cm(6.0尺 )と 判断される。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕柱穴からの出土遺物がなく、また周辺からも特に遺物の出土はなく、年代決定が難しい。大き

く、中世～近世の建物としておく。                          (羽 柴)
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EttSB3
1 10YR4/1 灰褐色± 10YR5/4 黄褐色砂多量混入

■5YR7/6 橙色焼と、炭化物粒少量混入。
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第93図  EttSB 3
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3 掘立柱建物 (SB)

EttSB 4掘 立桂建物 (第94図 、写真図版■0。 ■ 1)

〔位置〕I B30● 31'40,41・ 50・ 51。 60。 61に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSK 7、 SK 8、 SK23、 SK24と 重複するが本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは1287cm、 梁間は364cmである。面積は46.85だ (14.2坪 )であ

る。使用した柱穴は10個である。梁間の中間に柱穴は存在しなかった。細長い形状であるが、間仕切

りの柱穴は見いだせなかった。      ´

〔柱穴〕ほとんどの柱穴から柱痕は見いだせなかった。また、抜き取りの有無は判断できなかった。

〔建物方位〕桁行きの軸方向はN-4°一Wである。

〔柱間寸法〕桁行きでは227cm(7.5尺 )と 303cm(10.0尺 )を使用している。梁間は182cm(6.0尺 )の

2倍 と判断される。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕位置と規模から近世民家EttSB lの付属屋の可能性も考えられるが、EttSB lと は軸方

向が異なり、明確な判断はできない。

〔年代〕柱穴からの出土遺物がなく、また周辺からも特に遺物の出土はなく、年代決定が難しい。大き

く、中世～近世の建物としておく。                          (羽 柴)

EttSB 5掘 立柱建物 (第95図、写真図版112～ 114)

〔位置〕I B05。 06・ 07・ 15。 16・ 17に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB 6と 重複するが本建物が新しい。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは954cm、 梁間は485cmと 推測される。面積は46.27だ (14.0坪 )

である。使用した柱穴は6個である。梁間の中間に柱穴は存在しなかった。建物の南側は平成13年度

の調査区に延びるが、平成13年度の調査では柱穴を検出できていない。すでにこの部分は深掘をおこ

なっており、柱穴の追認をすることができなかった。

〔柱穴〕いずれの柱穴からも柱痕は見いだせなかった。P88・ 89・ 90に は粘板岩の礎盤が置かれている。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-22°一Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは182cm(60尺 )と 242cm(8.0尺 )と 288cm(8.5尺 )を使用している。梁間は242.5cm

(8.0尺)の 2倍 と判断される。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不引である。

〔年代〕本建物と重複するEttSB 6の柱穴から初鋳1310年の至大通賓が出上しており、それよりも新

しい本建物は1310年以降の建築となる。これ以上の詳細な年代は示し難いが、中世に属する可能性が

高いと思われる。                                 (羽 柴)
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限許

0                 2m

Ⅸ E区の遺構

2010m
C――

EttSB4
1 10YR4/2 灰黄褐色土礫、炭化物粒少量混入。
2 10YR5/4 にぶい黄掲色砂 10YR4/2 灰責褐色土縞状に少量混入。
3 10YR3/2 黒褐色土 柱痕か。

第94図  EttSB4
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EttSB5
1 10YR4/2 灰黄褐色± 10YR3/1 黒褐色土

少量混入、炭化物粒少量混入。

-165-

第95図  EttSB 5



3 掘立柱建物 (SB)

EttSB 6掘 立柱建物  (第96図 、写真図版 112・ 114・ 115)

〔位置〕Ⅱ B06・ 07・ 16・ 17に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB 5と 重複するが本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは848cmで ある。建物の南側は平成13年度の調査区に延びると

推測されるが、平成13年度の調査では柱穴を検出できていない。すでにこの部分は深掘をおこなって

おり、柱穴の存在の追認をすることができなかった。よって梁間の長さ、面積は不明である。使用し

た柱穴は4個である。

〔柱穴〕いずれの柱穴からも柱痕は見いだせなかった。P94に は粘板岩の礎盤が置かれている。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-11°―Eである。

〔柱間寸法〕桁行きでは212cm(7.0尺 )を使用している。

〔出土遺物〕P94の礎盤の上から至大通賓 (5058)が 出上した。至大通賓は元銭で初鋳年は西暦1310年

である。

〔付属施設〕特になし。

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕P94か ら初鋳1310年の至大通賓が出上しており、本建物は1310年以降の建築となる。これ以上

の詳細な年代は示し難いが、中世に属する可能性が高いと思われる。           (羽 柴)
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IX E区の遺構

EttS36

第96図 EttSB 6
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4 土坑 (SK)

4 土   坑 (SK)

E区では31基の遺構に「SK」 の略号を付したが、SK l、 2、 3の 3基は調査の結果、EttSB lを構

成する柱穴と判断された。よって、ここではSK lか らSK 3ま での記述はおこなっていない。

EttSK 4土 坑 (第97図、写真図版116)_

〔位置〕I A68に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕なし

〔形態〕開口部は東西が長軸の隅丸長方形を呈する。底面は概ね平坦である。壁はほぼ垂直に立ち上

がる。確認面からの深さは72cmである。底面の標高は18.92mである。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕

〔性格〕形状から長芋を貯蔵する「芋穴」と推測される。

〔年代〕近～現代の構築の遺構と推測される。                     (羽 柴)

EttSK 5土 坑 (第97図、写真図版116)

〔位置〕I A68'69に 位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕なし

〔形態〕開口部は東西が長軸の隅丸長方形を呈する。底面は概ね平坦である。壁はほぼ垂直に立ち上

がる。確認面からの深さは105cmである。底面の標高は1861mである。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕なし

〔性格〕形状から長芋を貯蔵する「芋穴」と推測される。

〔年代〕近～現代の構築の遺構と推測される。                     (羽 柴)

EttSK 6土 坑 (第97図、写真図版116)

〔位置〕I A69に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕なし

〔形態〕開田部は不整な円形を呈する。底面は概ね平坦である。壁はほぼ垂直に立ち上がる。確認面

からの深さは94cmである。底面の標高は18,82mである。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕埋土中から肥前産磁器皿 (4075)が出上した。

〔性格〕形状から長芋を貯蔵する「芋穴」と推測される。

〔年代〕近～現代の構築の遺構と推測される。                     (羽 柴)
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Ⅸ E区の遺構

EttSK 7土 坑 (第 97・ 98図 、写真図版 116)

〔位置〕I B501こ位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB 4の柱穴P70と 重複するが、本遺構が新しい。

〔形態〕開口部は不整な円形を呈する。底面は平坦ではない。壁はやや斜めに立ち上がる。確認面か

らの深さは83cmである。底面最深部の標高は19.04mである。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕なし

〔性格〕形状から長芋を貯蔵する「芋穴」と推測される。

〔年代〕近～現代の構築の遺構と推測される。                     (羽 柴)

EttSK 8土 坑 (第 97・ 98図、写真図版117)

〔位置〕I B50に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB 4の柱穴P70と 重複するが、本遺構が新しい。

〔形態〕開口部は円形を呈する。底面は概ね平坦である。壁はほぼ垂直に立ち上がる。確認面からの

深さは69cmである。底面の標高は1922mである。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕埋土中から相馬系 ?の陶器水奏 (3190)、 肥前産の京焼系陶器皿 (3050)が出上した。

〔性格〕形状から芋を貯蔵する「芋穴」と推測される。

〔年代〕近～現代の構築の遺構と推測される。                     (羽 柴)

EttSK 9土 坑 (第 97・ 98図、写真図版117)

〔位置〕I B40・ 501こ 位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB 4のプラン内に位置するが、直接切り合う部分はない。他の上抗とEttSB 4の前後関係

から類推すると本遺構が新しい。

〔形態〕開口部は不整な円形を呈する。底面はやや皿状になっている。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

確認面からの深さは45cmである。底面の標高は19。 42mである。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕坦土中から大堀相馬産陶器碗、肥前産磁器碗が出土した。どちらも細片で図化はおこ

なっていない。

〔性格〕形状から芋を貯蔵する「芋穴」と推測される。

〔年代〕近～現代の構築の遺構と推測される。                     (羽 柴)

EttSK1 0上 坑 (第 97・ 98図、写真図版117)

〔位置〕I B40に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。
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4 土坑 (SK)

EttSK4 EttSK5 EttSK6 EttSK25

ヽ

SK4

ヽ

A ttЭ
m

EttSK4
1 10YR3/3 暗掲色土しまり普通、粘性なし。
2 10YR3/3 暗褐色土 (10YR4/3)に ぶい黄褐

色土多量混入。 しまり普通、粘性なし。

Ⅸ
ぽ

EttSK5
1 10YR3/3 暗褐色土 しまり普通、粘性なし、

小礫少量混入。
2 10YR3/4 1こ ぶい黄褐色土と 101rR3/3

暗褐色の混土しまり普通、粘性なし。

EttSK25
1 10YR4/1 褐灰色± 10YRν4 1こ がい黄褐

色土 まだら多量混入、炭化物粒少量混入。
近世磁器片出土。

0                  2m

一―B
SK6

EttSK6
1 10YR3/3 暗褐色土しまり普通、粘性なし。

小礫少量混入。
2 10YR3れ  にぶい黄褐色土と 10YR3/3

暗褐色の混上 しまり普通、粘性なし。

EttSK7 EttSK8 EttSK9 EttSK10 EttSK23

溺ず

0                  2m
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Ⅸ E区の遺構

〔重複〕EttSB 4のプラン内に位置するが、直接切り合う部分はない。他の土抗とEttSB 4の前後関係

から類推すると本遺構が新しい。

〔形態〕開口部は円形を呈する。底面はやや皿状になっている。壁は概ね垂直に立ち上がる。確認面

からの深さは50cmである。底面の標高は19.41mである。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕なし

〔Jl■格〕形状から手を貯蔵する「芋穴」と推測される。

〔年代〕近～現代の構築の遺構と推測される。                     (羽 柴)

EttSKll土坑 (第98図、写真図版■7)

〔位置〕I A48に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB lの プラン内に位置するが、直接切り合う部分はなく前後関係は不明である。出土遺

物の年代観からおそらく本遺構が新しい。

〔形態〕開口部は不整な楕円形を呈する。底面は概ね平坦である。壁は概ね垂直に立ち上がる。確認

面からの深さは99cmである。底面の標高は19.29mである。

〔埋土〕1層に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕埋土中から産地不明磁器壽文皿 (4104)が 出上している。また在地産 ?の磁器碗も出上し

ているが細片のため図化していない。

〔性格〕EttSB lの プラン内にあり、何らかの付属施設の可能性もあるが断定はできない。具体的な

性格は不明である。

〔年代〕壽文皿 (4104)は 19世紀以降の年代であり、本遺構は19世紀以降の構築と推測される。(羽柴)

EttSK1 2上 坑 (第99図、写真図版118)

〔位置〕I A47・ 48・ 57・ 58に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB lの柱穴P16と重複するが本遺構が新しい。

〔形態〕開口部は不整な楕円形を呈する。北側にテラスを持っている。底面は概ね平坦である。テラ

ス部分以外の壁は概ね垂直に立ち上がる。確認面からの深さは74cmである。底面の標高は19.34mで

ある。

〔埋土〕3層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕埋土中から相馬系 ?陶器土瓶の注口部 (3211)力S出上している。

〔性格〕不明である。

〔年代〕出土遺物から19世紀以降の構築と推測される。                 (羽 柴)

EttSK1 3土坑 (第99図、写真図版118)

〔位置〕I A47・ 57に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。
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4 土坑 (SK)

EttSK7
EttSK8
EttSK9
EttSK1 0
EttSK23

A型 Om  sK10

EttSK7
1 101rRν 3 暗褐色± 10YR4/3 にぶい黄褐色砂多豊混入。

しまり普通、粘性なし。
210Y郎/3 暗褐色上 しまり普通、粘性なし。

EttSK8
1 10YR3/3 暗褐色土 小礫少量混入。しまりあり、粘性なし。
2 10YR3/3 暗褐色± 10YR4/3 にぶい責褐色砂少量混入。

しまり普通、粘性なし。

EttSK9
1 10YR3/3 暗褐色土 小礫少量混入。しまり普通、粘性なし。
2 10YR3/4 にぶい黄掲色± 10YR4/3 にぶい黄褐色砂少量混入。

しまり普通、粘性なし。

EttSK1 0
1 10YRν 3 暗褐色土 小礫少量混入。しまり普通、粘性なし。
210YRν 4 1こぶい黄掲色± 10YR4/3 にぶい黄掲色砂少量混入。

しまり普通、粘性なし。

EttSK23
1 101rR4/1 掲灰色土 小礫、炭化物粒多量混入。
2 10YR5/4 にぶい黄掲色土 炭化物泣少量混入。

20 10m  SK23

EttSKll EttSK12

北 A38

A__

A・詐 2040m
A――

EttSKll
l10YR3/2 黒掲色± 10YR4/3 にぶい黄褐色土多量混入。

しまりあり、粘性なし。

0                             2m

EttSK21
1 10YR4/1 褐灰色上 しまりなし。礫多量混入。石製挽臼片を含む。
2 10VR5/1 褐灰色上 1層 よりしまりあり。
3 10YR6/1 褐灰色土 焼土粒少量混入。桶を埋設した裏込めの上。
4 10YR5/4 にぶい黄褐色砂 10YR6/1 褐灰色土少畳混入。
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Ⅸ E区の遺構

〔重複〕EttSB lの プラン内に位置するが、直接切り合う部分はなく前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は不整な楕円形を呈する。南西側にテラスを持っている。底面は概ね平坦である。テ

ラス部分以外の壁は概ね垂直に立ち上がる。確認面からの深さは72cmである。底面の標高は1949m

である。

〔埋土〕 1層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕なし

〔性格〕不明である。

〔年代〕近世～現代の構築と推測される。                       (羽 柴)

EttSK1 4土 坑 (第99図 、写真図版118)

〔位置〕I A44・ 45・ 54・ 55に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB lの プラン内に位置し、おそらくSB lの柱穴を壊している。よって本遺構がSB lよ り

新しいと推測される。

〔形態〕開口部は長方形を呈する。底面は概ね平坦である。壁は概ね垂直に立ち上がる。確認面から

の深さは68cmである。底面の標高は19.26mである。

〔埋土〕4層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。4層 は調査時の掘り過ぎの可

能性がある。

〔出土遺物〕埋土中から肥前産磁器碗 (4019)、 肥前産P磁器皿 (4089)が出上している。

〔性格〕不明である。

〔年代〕出上した肥前磁器から、18世紀以降の構築と推測される。             (羽 柴)

EttSK1 5土坑 (第99図、写真図版118)

〔位置〕I A56・ 57に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB lの柱穴P38と重複するが本遺構が古いと判断した。しかし、本遺構出土遺物の年代観

とEttSB lの年代観に組齢がある。土層断面とP38の礎盤の石が残存することから前後関係を判断し

たのであるが、判断ミスの可能性もある。

〔形態〕開口部は不整な円形を呈する。底面はやや凹凸がある。壁は斜めに立ち上がる。確認面から

の深さは51cmである。底面の標高は19.12mである。

〔埋土〕2層 に分けられる。 1層 中には礫が多量に混入する。2層からは自然堆積、人為堆積の別は

判断できない。4層 は調査時の掘り過ぎの可能性がある。

〔出土遺物〕埋土中から明産肥前産磁器皿 (4082)、 在地産陶器悟鉢 (3177)、 相馬産陶器鉢 (3124)、 寛

永通賓 (新寛永 5084)が出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代〕出上した在地産陶器橋鉢 (3177)は 19世紀以降の製作年代である。よって本遺構は19世紀以降

の可能性が高い。                                  (羽 柴)

EttSK1 6土坑 (第 100図 、写真図版119)

〔位置〕I A45に位置する。
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4 土坑 (SK)

EttSK12 EttSK判 3

EttSK1 2
1 10YR3/2 黒褐色土小礫少量混入。しまりあり、粘性なし。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土と 10Y酪/3 暗褐色上の混入。

しまり普通、粘性なし。
3 10YR3/3 暗褐色土しまり普通、粘性なし。

EttSK1 3
1 lllYR3/3 暗褐色上しまり普通、粘性なし。

0                 2m

EttSK1 4

0                2m

201111n
A――

EttSK1 4
1 10YR4/2 灰黄褐色土 礫、草根多量混入。

しまりなし。
2 10YR3/1 黒褐色土 礫多最混入。
3 10ⅢrR5/3 にぶい責褐色土 炭化物粒少量混入。
410Yお/4 にぶい黄褐色土 酸化鉄分少量混入。

掘り過ぎの可能性もあり。

EttSK1 5
A坐型Om

EttSK1 5
1 10YR5/3 にぶい責褐色砂 炭化物粒、礫多量混入。
2 10YR7/8 黄橙色ローム 10YR5/3 にぶい黄褐色土

まだら1こ 多量混入。明染付出土。

、解457

0                             2m
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Ⅸ E区の遺構

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSK20と 重複するが本遺構が古い。またEttSB lの プラン内に位置するが、直接切合う部

分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕開田部は隅丸の長方形を呈する。底面に凹凸がある。壁は概ね垂直に立ち上がる。確認面か

らの深さは21cmである。底面の標高は20.50mである。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕なし            ´

〔性格〕不明である。

〔年代〕近世～現代の遺構と推測される。                       (羽 柴)

EttSK1 7土 坑 (第 100図 、写真図版119)

〔位置〕I☆47に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB lの柱穴P40と 重複するが、本遺構が古い。

〔形態〕開田部は不整な方形を呈する。底面は概ね平坦である。壁は概ね垂直に立ち上がる。確認面

からの深さは31cmである。底面の標高は19.94mである。

〔埋土〕1層に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕なし

〔性格〕不明である。

〔年代〕EttSB lと の前後関係から、近世前半の遺構と推測される。           (羽 柴)

EttSK1 8土坑 (第 100図 、写真図版119)

〔位置〕I A47に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB lの プラン内に位置するが、直接切合う部分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は不整な方形を呈する。壁の中場に段が付いている。底面は概ね平坦である。確認面

からの深さは101cmである。底面の標高は19.21mである。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕埋土中から瀬戸産陶器腰錆碗 (3014)力S出土した。

〔Jl■格〕不明である。

〔年代〕出土遺物の年代から18世紀末以降構築の遺構と推測される。           (羽 柴)

EttSK1 9土坑 (第 100図 、写真図版119)

〔位置〕I A36・ 37・ 46・ 471こ位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB lの プラン内に位置するが、直接切合う部分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は不整な円形を呈する。底面には凹凸があり、壁はほぼ垂直に立つ。確認面からの深

さは123cmである。底面の標高は19.01mである。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕なし
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4 土坑 (SK)

EttSK16 EttSK20

A

Attm

EttSK1 6
1 10YR3/2 黒褐色土 炭化物粒、礫少量混入。
2 10YRプ3 にぶい黄褐色± 10YRν2 黒褐色土混入。

EttSK20
1 10YR4/1 褐灰色± 10YR5/4 にぶい黄掲色砂 まだら少量混入。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色± 10YR4/1 褐灰色土 まだら少量混入。

炭化物粒少量混入。
3 10YR4/1 掲灰色土と 10Y恥 /4 にぶい黄掲色砂の混入。焼土粒

少量混入。
4 10YR4/4 掲色± 10YR4/1 褐灰色土縞状に少量混入。

20611m
C――

0                 2m

EttSK17 EttSK18

塩 37

SK18

20411m
C――

SK18
-― D

EttSK1 7
1 10YR3/2 黒褐色土 礫少量含む。

EttSK1 8
1 10YR3/2 黒褐色± 10YR4/3 1こ ぶい黄褐色土中量混入。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色± 101rRγ2 黒褐色土少量混入。

0                  2m

EttSK1 9

2050m
A――

0                             2m

EttSK1 9
1 10YRν 2 黒掲色± 10YR4/3 1こ がい黄褐色土多量混入。

しまり普通、粘性なし。
2 ЮYR4/3 にぶい黄褐色± 10YR3//2 黒褐色土多量混入。

しまりなし、粘性なし。

-176-
第100図  EttSK1 6～ EttSK20



Ⅸ E区の遺構

〔性格〕不明である。

〔年代〕近世～現代の遺構と推測される。 (羽柴)

EttSK20上坑 (第 100図、写真図版120)

〔位置〕I A45に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSK16と 重複するが本遺構が古しヽ́。またEttSB lの プラン内に位置するが、直接切合う部

分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕2つの長方形が連なった平面形である。壁は概ね垂直に立ち上がる。確認面からの深さは最

深部で105cmである。最深部の標高は19.41mである。

〔埋土〕4層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕細片のため図化不能であったが、肥前産磁器皿が出土している。

〔性格〕不明である。

〔年代〕近世～現代の遺構と推測される。                       (羽 柴)

EttSK21土坑 (第98図、写真図版120)

〔位置〕I A481こ 位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB lのプラン内に位置するが、直接切り合う部分はない。本土坑の構築によりEttSB lの

柱穴が失われた可能性が高い。また本土抗のプラン半分がEttSB lの プラン外にはみ出ており、E区

SB l同時存在の可能性は低い。

〔形態〕開口部は不整な楕円形を呈する。底面は概ね平坦である。壁は概ね垂直に立ち上がる。土層

断面の形状から桶を埋設した遺構と判断される。確認面からの深さは49cmである。底面の標高は19,

52mである。

〔埋土〕4層 に分けられる。4層 は掘方底面に敷いた上、3層 は桶を埋設した裏込めの土である。

1、 2層 は桶を外した後に堆積した上である。

〔出土遺物〕埋土中から肥前産 Pの磁器端反碗 (4016)が出土している。また埋土上位から挽き臼

(6015)が出上した。この挽き臼は上自の約半分の破片で、EttSB lの P7出上の破片と接合した。

〔性格〕桶を埋設した遺構である。用途は便所、肥溜めと推測される。

〔年代〕出土遺物から19世紀以降の構築と推測される。                 (羽 柴)

EttSK22土 坑 (第 101図 、写真図版120)

〔位置〕I A46に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB lの プラン内に位置するが、直接切り合う部分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は円形を呈する。底面は概ね平坦である。壁は概ね垂直に立ち上がる。確認面からの

深さは40cmである。底面の標高は19.58mである。
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4 土坑 (SK)

EttSK22

名用6

A坐聖Om   __B

EttSK22
1 10YR4/1 褐灰色土 炭化物粒多量混入。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色土 炭化物粒少量混入。

0                  2m

EttSK24

ピ
ユ

2111Xlm

EttSK24
1 10YR4/1 褐灰色土 炭化物、焼土縞状に多量混入。
2 10YR4/2 灰責褐色土 炭化物粒少量混入。10Yお /4

にぶい黄褐色土 まだら多量混入。
3 10YR5/4 にぶい黄褐色土 炭化物粒少量混入。

EttSK26

k猛
■39

EttSK26
1 10YR5/4 にぶい責褐灰色砂 10YR4/1 掲灰色土

まだらに多量混入。炭化物粒多量混入。
2 10YR4/1 褐灰色土 礫多量混入。桶を抜き取つた

後に入つた土。
3 10YR6/1 褐灰色土 炭化物粒少量混入。桶を埋設

した裏込めの上。

0                             2m

B3許

EttSK27

EttSK27
1 10YR4/1 褐灰色土炭化物粒少量混入。
2 10ⅢrR5/4 にぶい黄褐色± 10YR4/1 褐灰色土縞状に

多量混入。炭化物粒少量混入。
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Ⅸ E区の遺構

〔埋土〕 2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔性格〕不明である。

〔年代〕近～現代の遺構と推測される。                        (羽 柴)

EttSK23上坑 (第 97・ 98図、写真図版120)

〔位置〕I B40に 位置する。

〔検出面〕 2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB 4の 柱穴P77と 重複するが、本遺構が新しい。

〔形態〕開口部は円形を呈する。底面は概ね平坦である。壁は概ね垂直に立ち上がる。確認面からの

深さは60cmで ある。底面の標高は19。 41mである。

〔埋土〕 2層に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕埋土中から東北地方?産の磁器碗 (4041)、 大堀相馬産陶器徳利 (3205)が出土している。

〔性格〕形状から芋を貯蔵する「芋穴」と推測される。

〔年代〕近～現代の遺構と推測される。                        (羽 柴)

EttSK24土坑 (第 101図 、写真図版121)

〔位置〕I B51・ 61に位置する。

〔検出面〕 2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB 4と 重複するが、本遺構が新しい。

〔形態〕開口部は不整な形状を呈する。南壁にテラスがあり、底面には凹凸がある。壁はやや斜めに

立ち上がる。確認面から最深部の深さは92cmである。底面の標高は19.1lmである。

〔埋土〕 3層に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕埋土中から陶器橋鉢 (3152)、 肥前産陶器三島手大鉢 (3128)、 大堀相馬産陶器碗 (3033)、 大

堀相馬産陶器皿 (3089)が出上した。

〔性格〕不整な形状で人為的なものか否か判断が難しい。

〔年代〕出土遺物から18世紀以降の構築と推測される。                 (羽 柴)

EttSK25土坑 (第 93図、写真図版121)

〔位置〕I A69に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕なし

〔形態〕開口部は円形を呈する。底面は概ね平坦である。壁はほぼ垂直に立ち上がる。確認面からの

深さ40cmである。底面の標高は19.36mである。

〔埋土〕 2層に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕埋土中から東北地方産磁器徳利 (4127)、 在地産?陶器橋鉢 (3174)が出土した。

〔性格〕形状から芋を貯蔵する「芋穴」と推測される。

〔年代〕近～現代の遺構と推測される。                        (羽 柴)
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4 上坑 (SK)

EttSK26土 坑  (第 101図、写真図版 121)

〔位置〕I A49に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕現代の攪乱と重複するが本遺構が古い。

〔形態〕開口部は不整な円形を呈する。底面は概ね平坦である。壁は概ね垂直に立ち上がる。平面検

出時に遺構輪郭内に径約100cmの 円形のプランが見え、また土層断面の形状から、桶を埋設した遺構と

判断される。確認面からの深さは51cmで ある。底面の標高は19,30mで ある。図のスクリーントーン

は検出時に見えた円形の範囲である。

〔埋土〕3層 に分けられる。 3層は桶を埋設した裏込めの上である。と、2層 は桶を外した後に堆積

した上である。

〔出土遺物〕埋土中から在地 P産陶器小奏 (3197)、 平清水系磁器徳利 (4134)が 出上した。また細片の

ため図示していないが、型紙摺り磁器碗が出上している。それから昭和22～23年の50銭黄銅貨が出土

している。

〔性格〕桶を埋設した遺構である。用途は便所、肥溜めと推測される。

〔年代〕型紙摺り磁器碗と50銭黄銅貨の出土から近代以降の廃絶と推測される。      (羽 柴)

EttSK27土 坑 (第 101図、写真図版121)

〔位置〕I B40に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSK23と 重複するが本遺構が古い。またEttSB 4の柱穴P77と 重複するが本遺構が新しい。

〔形態〕開口部は円形を呈する。底面は皿状で平坦ではない。壁は斜めに立ち上がる。確認面からの

深さは42cmである。底面の標高は19.39mである。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔性格〕不明である。

〔年代〕近世～現代の遺構と推測される。                       (羽 柴)

EttSK28上 坑 (第 102図、写真図版122)

〔位置〕I A15。 16に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕なし

〔形態〕開口部は不整な精円形を呈する。底面は皿状で平坦ではない。壁は斜めに立ち上がる。確認

面からの深さは46cmである。底面の標高は20.14mである。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔性格〕不明である。

〔年代〕近世～現代の遺構と推測される。                       (羽 柴)
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Ⅸ E区の遺構

EttSK29土坑  (第 102図、写真図版 122)

〔位置〕I A35に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB lの プラン内に位置するが、直接切り合う部分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は円形を呈する。底面は概ね平坦である。壁はほぼ垂直に立つ。確認面からの深さは

25cmである。底面の標高は20.28mである。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔性格〕不明である。

〔年代〕近世～現代の遺構と推測される。                       (羽 柴)

EttSK30上坑 (第 102図、写真図版122)

〔位置〕I A46に位置する。

〔検出面〕2層上面 (第 1検出面)。

〔重複〕EttSB lの プラン内に位置するが、直接切り合う部分がなく前後関係は不明である。

〔形態〕開口部は不整な楕円形を呈する。底面は平坦ではない。壁は斜め立つ。確認面からの深さは

81cmである。底面の標高は19.67mである。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔性格〕形状から人為的なものではない可能性もある。

〔年代〕近世～現代の遺構と推測される。                       (羽 柴)

EttSK31土坑 (第102図、写真図版122)

〔位置〕I B96。 97・ I B06・ 07に位置する。

〔検出面〕3層上面 (第 2検出面)。

〔重複〕なし

〔形態〕焼土混じりの埋±2層がリング状に見え検出された。開口部は隅丸方形を呈する。底面は皿

状で平坦ではない。壁は斜め立つ。確認面からの深さは39cmである。底面の標高は18.01mである。

〔埋土〕2層 に分けられる。2層 は焼土混じりの上であるが、現地性焼土か、二次堆積の焼土か明瞭

に判断できなかった。土坑底面、壁面には被熱が及んでおらず、熱変化は全くしていない。

〔出土遺物〕なし

〔性格〕不明であるが、焼上が存在し人為的な遺構と判断される。

〔年代〕検出面から8世紀後半～9世紀初頭の遺構と推測される。            (羽 柴)
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4 土坑 (SK)

E ttSK23

EttSK28
1 10YR4/1 鴇医色土細礫多量混入。しまりありo

2 10YR4/2灰 黄褐色土 10YR5/4 にぶい責褐色
まだち多量混入。

ギ
Aお 9      加

EttSKbB 

∧

1ピ
沼稼健少瑾亀負手旋祀粉避塚盤塩套r責褐

色土
2 10YR4/3 にぶい費褐色土槻 りすぎか。IA昨

0                  2�

E ttSK30

≒ A36

∧

工
堀 駅 1に

ぶい責筍t■ 10YR3/3晴 褐tl■

2 ЮYR4/3 にぶい責褐色± 10YR3/3 暗褐色土

多長混入。旋化物粒多量混入●

0          2m

EttSK31
1.10VR5/4 にぶい黄褐色土砂粒少最混入。しまりあ―り。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色± 25YR3/1 暗赤灰色焼土

粒状に多量混入。炭化物粒多量混入o

0              2m
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X出 土 遺 物

平成13～ 16年度調査の「1可崎の柵擬定地」で出土 した遺物は以下の通 りである。

1 土師器、須恵器

2 かわらけ (11世紀のかわらけ、12世紀のかわらけ、13～ 14世紀のかわらけ)

3 中世陶磁器 (国産陶器、中国産磁器)

4 近世陶器 (月巴前産、瀬戸・美濃産、京・信楽系、大堀相馬産、在地産)

5 近世磁器 (月巴前産、瀬戸産、平清水産など)

6 金属製品 (鉄製品、銅製六器、銭貨など)

7 その他の遺物 (後北式土器、土製品、石製品)

8 近代遺物 (磁器、ガラス瓶)

各々の遺物については、実測図版の下に観察表を付 した。出土地点、法量などは表を参照 していただ

きたい。文章中では必ず しも個々の遺物について説明していない場合もある。

1 土師器 。須恵器

平成13～ 16年度の河崎の柵擬定地発掘調査全体で、土師器、須恵器は総重量で189 5kgが出上 してい

る。この内、掲載 した土師器、須恵器の重量は49 8kg、 不掲載の上師器、須恵器の重量は139,7kgで あ

る。重量比における掲載率は26%と いうことになる。不掲載遺物139,7kgの内、土師器は131 9kg、 須

恵器は7.8kgで ある。しかしながら、この数値は、郭類における土師器、須恵器の分類が徹底 してない

状態での計測値であり、信頼性は低いものである。

また掲載 した土師器は143点、須恵器は92点 である。その他に土師器、須恵器以外で、関連が深い遺

物もここに掲載 している。緑釉陶器 1点、土錘53点、土鈴 1点、土製支脚 1点、石製支脚 1点である。

土師器・須恵器の出土状況は各遺構の記述で触れている。ここでは土師器、須恵器自体の特徴につ

いて記す。遺物個々のデーターについては観察表中に記 してあるので、文中では必ずしも個々の遺物

について触れない場合 もある。

観察表中の「種類」は酸化炎焼成のものは「土師器」、還元炎焼成のものは「須恵器」と記 した。赤色

がかった色調をしていても硬質の焼成であれば「須恵器」とし、ロクロ調整のみの杯でも土師質の焼成

であれば「土師器」としている。またロクロ使用の長胴甕も土師質の焼成であれば「土師器」としてい

る。このように、ここでの上師器、須恵器の分類は生産工人の別、背景を考慮に入れていないもので

ある。

また、観察表中の「法量」の高さで ( )付 きのものは、欠損 している個体で、現存 している部分の

高さ表している。口径、底径は反転実測で求めた数値 も ( )を 付さず記 している。

観察表の「調整」はスペースの関係があり、口縁部のヨコナデの記載を省略している例が多い。不足

な点は実沢1図 中から読みとっていただきたい。

「色調」はその個体外面の面積の大きい色調について記 した。色調の観察には土色帳を用いた。

(羽柴 )
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1 土師器・須恵器

CttS1 1竪穴住居の土師器・須恵器  (第 103・ 104図 、写真図版125。 126)

CttS1 1は 平成13年度調査の住居跡である。図示 したのは土師器杯 2個体 (1・ 2)、 小型長胴甕 1個

体 (7)、 ロクロ不使用長胴甕 2個体 (8・ 9)、 ロクロ使用長胴甕 1個体 (10)、 須恵器郭 4個体 (3～ 6)、

須恵器長顎壷 1個体 (11)である。

土師器杯は非ロクロの 1と ロクロ使用の 2がある。 1は体部下半～外底面はヘラケズリが施され、

粗いヘラミガキが施される。底部は平底である。 2は底辺部に回転ヘラケズリが施され、切 り離しは

回転糸切である。体部は直線的に立ち上がっている。 3～ 6は須恵器杯である。 4・ 5は浅黄橙色で

須恵器一般の灰色ではないが硬質な焼成で須恵器とした。胎上、色調、器形 ともに共通で同じ窯の産

と推測される。 3・ 6は回縁部が外反する器形で双方が非常に類似する。胎土も類似 し同一個体の可

能性も高い。 6の切 り離 しは回転ヘラ切である。 7の小型長胴甕はロクロ不使用である。頸部に段が

明瞭にある。体部外面のヘラケズリの下地にハケロが施されている。日縁部内面には帯状に炭化物が

付着 している。 8,9は ロクロ不使用の長胴甕である。 8は下半部のみであるが、 9と 類似 したプロ

ポーションと推測される。どちらも底部にヘラケズリが施される。 9の頸部には不明瞭ながら段があ

る。10は ロクロ使用の長胴奏である。ロクロ調整の下地のタタキロは詳細 に観察 したが確認できな

かった。ロクロ調整によリタタキロの痕跡が消された可能性が高い。外面体部中央には 2条の工具に

よる傷 Pが付いている。また体部外面には粘土がまばらに付着 している。11は小破片であるが須恵器

長頸童の口縁部破片と推測される。口唇部が上につまみ出されている。 (羽柴)

CttS1 2竪穴住居の上師器・須恵器  (第 105図 、写真図版126)

CttS1 2は 平成13年度調査の住居跡である。図示 したのは土師器長胴甕 1個体 (12)、 須恵器大奏 1

個体 (13)で ある。12は ロクロ不使用の長胴甕である。顎部に段はなく、口縁部は外反する。13は須恵

器大甕の口縁部破片である。口縁部ヨコナデの下地にタタキロがみられる。また頸部下には格子目状

のタタキロが存在する。日縁部外面には鋭利な工具で「×」の刻線が 2つ施される。焼成前の線刻と思

われるがはっきり判別できない。 (羽柴 )

CttSi 3竪穴住居の上師器・須恵器  (第 106・ 107図、写真図版127・ 128)

CttS1 3は 平成14年度調査の住居跡である。図示 したのは土師器郭 4個体 (14～ 18)、 須恵器杯 5個

体 (19～ 23)、 ロクロ不使用長胴甕 1個体 (24)、 ロクロ使用長胴甕 2個体 (25・ 26)、 須恵器甕 1個体

(27)、 須恵器鉢 1個体 (28)である。また土師器、須恵器以外に土錘 (29)を図示 している。

土師器郭は非ロクロとロクロ使用のものがある。14。 15は ロクロ不使用で、外面体部下半はヘラケズ

リの上にヘラミガキが施される。14は座 りの良い平底風九底である。16～ 18は ロクロ使用で、いずれ

も内面黒色処理である。16・ 17は底辺部に手持ちヘラケズリ再調整が施されている。18は底辺部と外底

面に回転ヘラケズリが施されている。17の体部外面中央には「井」の線刻が施されている。細い線刻で

焼成後に施されている。18の外底面には墨書が施されている。「杖」の字に似るが判読は難 しい。19～

23は須恵器杯である。いずれも責褐色系の色調であるが、硬質な焼成で須恵器 とした。色調、胎土、

器形は類似 し、底辺部に手持ちヘラケズリ再調整が施される。22、 23はほぼ同じ部位に墨書が施されて

いる。墨痕は明瞭ではないが、どちらも「浄」の字が横位に書かれていると推測される。24は ロクロ不

使用の長胴甕である。タト底面には木葉痕がある。25、 26は ロクロ使用の長胴甕である。26は ロクロの下

地のタタキロが明瞭に残る。25は 詳細に観察 してもロクロ下地のタタキロが見えない。27の須恵器甕

は口縁部と体部下半～底部が接合 しないが、胎土、色調から同一個体 と判断し、図上で器形復元をお
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X 出土遺物

0                               10cm

番号 種類 器 種 出上位置
法量 (cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口 径 底径

l 土師蓋 杯 CttS l ラミガキ ヘラケズサヘラミガキ 黄橙色 外底面ヘラケズリ

2 CttS 1貼床中 152 ロクロ ヘラケズリ ヘラミガキ 責橙色 回転糸切

3 質恵器 CttS 1埋上下部 142 ロクロ ロクロ 褐灰色

4 CttS カマド脇埋土Pl ロクロ ロクロ 浅責橙色 回転糸切

5 CttS 1床直P2 ロクロ ロクロ 浅責橙色 回転糸切

6 CttS カマド右ソデ内 ロクロ ロクロ 灰白色 回転ヘラ切

7 土師器 長胴警 CttS 1床面P3 127 122 ハケメ ヘラケズリ ケヽメ ヘラナデ 掲灰色 外底面ヘラケズリ

8 CttS1 1カ マド内埋土 (178) ハケメ ヘラナデ にぶい黄橙色 外底面ヘラケズリ

第103図  CttS11の土師器、須恵器①(1～ 8)
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1 土師器・須恵器

1

0                           10cm

第104図  CttS11の上師器、須恵器②(9～ 11)

こなった。外面底辺部にはヘラケズリが及ばず、下地の格子目状タタキロが露出している。28は須恵

器鉢である。二次被熱しており破片により色調が異なり、器面がはじけている部分がある。ロクロ下

地のタタキロは詳細に観察 したが確認できなかった。29は 土錘である。素焼 き製品で欠損 していな

い。外面には指頭圧痕がみられる。重さは77.2gで ある。

香号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色 調 その他
高 さ 口 径 底 径

上師番 三 H団 華 CttS1 1床 面Pl、 P3 ヘラナデ ヘラすデ ヘラケズリ 浅黄橙色 本底面ヘラケズ リ

CttS1 1 ロクロ ヘラケズリ ヘラナデ 橙色 ロクロ下地のタタキロみえず

11 頁恵番 霊頸壷 CttS1 1カ マド燃焼部 139 ロクロ ロクロ 褐灰色 口縁部破片
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X 出土遺物

0                               10cm

番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色 調 その他
高 さ 口径 底径

上ヨ下群 霊月同姿 DttS1 2埋 土 (122) ヘラナデ ヘラナデ 明責褐色

頁恵器 大甕 3区 S12坦土 ロクロ 褐灰色 口縁部に「×」の線刻

第105図  CttS12の土師器、須恵器 (12～ 13)

BttS1 1竪穴住居の上師器・須恵器 (第 108・ 109図、写真図版128～ 130)

BttS1 1は 平成15年度B区検出の住居跡である。図示 したのは須恵器郭 2個体 (30・ 31)、 ロクロ不

使用長胴甕 5個体 (32～ 36)、 ロクロ使用長胴甕 1個体 (37)、 土師器鉢 1個体 (38)で ある。

30は カマ ド火焼面からの出土で二次被熱が著 しく色調が土師器に似るが、須恵器として分類 した。

色調は二次被熱による変化と考えたい。31は ロクロ調整のみの須恵器杯である。切 り離 しは回転糸切

である。32・ 33は ロクロ不使用長胴甕の体部下半～底部の破片である。32はタト底面に木葉痕、33はヘラ

ケズリが施される。どちらも外面に粘上がまばらに付着する。34は頸部に段があり、外面に粘土が付

着する。粘土には指でなでつけた痕跡があり、意図的に塗布 したものと推測される。35は大型のロク

ロ不使用長胴甕である。頸部には明瞭な段がある。外面口縁部ヨコナデの下地にハケメが認められ

る。86は体部外面に粘上の塗布が認められ、外底面にはヘラケズリが施される。37は ロクロ使用長胴

甕である。底径が口径の1/3以下の器形である。詳細な観察の結果、ロクロ下地のタタキロの存在が

確認できた。38は土師器鉢である。内外面にヘラミガキが施され、内面は黒色処理である。ロクロ調

整は認め難い。 2破片が接合 したが、二次被熱を受けており、破片により色調が異なる。  (羽 柴)

CttSi 4竪穴住居の上師器・須恵器 (第 110図、写真図版130)

CttS1 4は 平成15年度C区検出の住居跡である。図示 したのは土師器郭 2個体 (39。 40)、 ロクロ不

使用土師器長胴甕 1個体 (41)、 土師器球胴甕 1個体 (42)で ある。また円盤状の土製品 (43)が 出土し

ている。

39・ 40は ロクロ不使用の邦である。どちらも体部下半はヘラケズリの上に粗いヘラミガキが施され

る。40は 皿形に近い器形である。41の 土師器長胴甕は頸部に段を持っている。外面のヨコナデ、ヘラ

ナデの下地にハケメが施されている。外底面は木葉痕である。42は 土師器球胴甕である。肩部～口縁

部を欠失している。外底面には木葉痕が施される。43は 円盤状の土製品である。外面には指 ?に よる

ナデが施される。カマ ド覆土からの出上で、カマ ド支脚の可能性も考えられるが判別は難しい。
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1 土師器・須恵器
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番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高さ 口径 底 径

上師碁 杯 CttS 3床面 ヘラミガキ ヘラケズリヘ ラ ガ キ 登色 朴底面ヘラケズリ、ヘラミガキ

CttS 3P3 (48) ヘラミガキ ヘラケズリヘラミガキ 責橙色 朴面下半ヘラケズリのみ

CttS 3坦土 128 ロクロ ヘラケズリヘラミガキ 浅責橙色 静止糸切か

C ttS 3坦土 138 ロクロ ヘラケズリヘラミガキ にぶい黄橙色 外面に「井」の線刻

CttS 3埋土 (15) 回転ヘラケズリ ヘ ラ ガ キ 灰白色 外底回転ヘラケズリ、墨書

頁恵轟 杯 CttS 3埋土 126 ロクロ ヘラケズリ ロクロ 浅黄橙色 回転糸切

CttS 3埋土 ロクロ ヘラケズリ ロクロ にぶい黄橙色 回転糸切

CttS 3埋土 ロクロ ヘラケズリロクロ 天責褐色 回転糸切

CttS 3P2埋土 ロクロ ヘラケズリ ロクロ にぶい黄橙色 回転糸切 墨書

CttS 3カ マ ド埋土 ロクロ ヘラケズリロクロ 浅黄橙色 回転糸切 墨書
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第106図  CttSi3の上師器、須恵器①(14～23)



X 出土遺物

28

番号 種類 器種 出上位置
法量 (cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

上師暑 長胴姿 CttS 3貼床中 (197) ヘラナデ ハケメ こぶい黄橙色 外底面木棄痕

CttS 3貼床中 (65) 224 ロクロ ロクロ 浅黄橙色 ロクロ下地のタタキみえず

CttS 3 (197) ロクロ ヘラケズリロクロ ヘラナテ 場灰色 ロクロの下地にタタキロ

須恵器 甕 C ttS 3埋土、床面 (214) ロクロ ヘラケズリロクロ ヘラナデ 掲灰色 外面底辺部にタタキロ

鉢 C ttS 3貼床中 (132) 229 ロクロ ヘラケズリ ロクロ 喝灰色 二次被熱している

土錘 CttS 3P5埋土中 指頭圧痕 陛色 土師質 重さ772g

第107図  CttSi 3の 土師器、須恵器②(24～29)
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1 土師器・須恵器
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番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
一局 口径 底径

質恵番 杯 BttSI カマド燃焼部 ロクロ ロクロ 燈色 土師質の焼成

BttSI カマド右袖脇 ロクロ ロクロ 束白色 回転糸切

土師器 琵胴養 BttSI カマド燃焼部P3 ヘラケズリ ヘラナデ 場灰 色 外面焼けた粘土付着

BttS カマド燃焼部P5 ヘラケズリ ハケメ 浅黄橙色 外底面ヘラケズリ

BttSI カマド燃焼部 204 ヘラナデ ヘラナデ 赤褐色 外面に粘土を塗付

マド燃境部P3、 P5 (333) ハケメ ヘラケズリ ハケメ 橙色 口縁部ヨコナデの下地にハケメ
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第108図  BttS11の 土師器、須恵器① (30～ 35)
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番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

上師碁 霊月同姿 BttS1 1カ マド燃焼部 (190) ヘラナデ ヘラナデ 橙色 /1・面に粘土を塗付

BttS1 1カ マド燃焼部 350 231 ロクロ ヘラケズリ ロクロ ヘラナデ橙色 ロクロの下地にタタキロあり

鉢 BttS1 1カ マド燃焼部 (75) ヨヨナデヘラミ才キ ヘラミガキ 橙色 ロクロ使用の有無不明

第109図 CttS11の土師器、須恵器②(36～ 38)
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1 土師器・須恵器
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番号 種類 器種 出上位置
法量 (cm)

外面調整 内面調整 色 調 その他
高 さ 口径 底径

土 師基 ITN CttS1 4床面No9 (42) 122 ガキ ヘラケズリヘラミガキ 灰白色 外底面ヘラケズリ

CttS1 4床面No4 ガキ ヘラケズリヘラミガキ 黒 色 外底面ヘラケズリ

長胴姿 CttS1 4床面No 10 277 174 ハケメ ヘラナデ ケヽメ ヘラナデ 浅黄橙色 外底面木葉痕

球胴姿 CttS1 4床面No2 (276) ハケメ ヘラ ハケメ ヘラナデ 浅責澄色 外底面木葉痕

支脚 ? CttS1 4カ マド覆土 指ナデ 淡黄色 土製品土師質
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第110図  CttS14の 上師器、須恵器 (39～43)



X 出土遺物

CttSi 5竪穴住居の上師器・須恵器 (第 111～ 113図 、写真図版131・ 132)

CttS1 5は 平成15年度C区検出の住居跡である。図示 したのは土師器杯 6個体 (44～ 49)、 須恵器杯

7個体 (50～ 56)、 ロクロ不使用上師器長胴甕 4個体 (57～ 60)、 土師器ロクロ使用長胴甕 1個体 (61)、 須

恵器甕 (62)、 須恵器大甕 (63)、 である。またカマ ド火焼面に直立した状態で、石製の支脚 (64)が出

上 している。

土師器杯はロクロ不使用のもの (44～ 46)と 、使用のもの (47～ 49)がある。ロクロ不使用の44は外

面に明瞭な段を持っているが、45・ 46に は段が無い。46の外面下半部と外底面はヘラケズリが施される。

ロクロ使用の47・ 48は底辺部に手持ちヘラケズリ調整が施される。47の切 り離 しは静止糸切、48は 回転

糸切である。48は 糸切痕の上に「×」の線刻が施される。焼成前の線刻である。49の ロクロ郭は口縁部

の破片で再調整の有無、切 り離 し方法は不明である。口縁部が外反する器形である。50～ 56は須恵器

杯である。50～53は胎土、器形、火欅の形状が非常に近似 し、同じ窯の製品と推測される。切 り離 しは

回転ヘラ切である。53は外面のロクロロが明瞭である。切 り離 しは回転ヘラ切である。54は底辺部に

手持ちヘラケズリが施されている。ヘラケズリはタト底面にも及び、回転糸切の上にヘラケズリが施さ

れている。55は浅黄橙色の色調で、器形、質感、色調がCttS1 1出 上の 4・ 5・ 6と 近似する。切 り離

しは回転糸切である。口縁部内面に油煙が付着 している。56は非常に硬質な焼成である。日縁部の破

片で切 り離 し方法は不明である。57～ 60は ロクロ不使用の長胴甕である。57～ 59は頚部に段がある。

底部破片60は 59と 同一個体の可能性が高い。57の 回縁部内外面には炭化物が付着 している。60の底面

にはヘラナデが施されている。61は ロクロ使用の中型長胴甕である。体部外面上半はカキメ、下半部

にはヘラケズリが施される。下地のタタキロは詳細に観察 したが確認できなかった。62は須恵器甕の

下半部片である。外面の調整はロクロとその上に弱いヘラケズリがなされている。底辺部には格子目

状タタキロが露出している。内面はカキメが施される。63は須恵器大甕の体部片である。内外面の表

面は灰色の色調であるが、破断面の内部は赤褐色の色調である。外面はタタキロの上からハケロ状の

調整が横位に施されている。内面は上部にのみ、当て具痕があり、下部はナデがなされている。64は

カマ ド火焼面に直立 していた石製の支脚である。加工痕は見いだせず、適した形状の自然石をそのま

ま使用 している。石質は砂岩である。 (羽柴)

CttS1 6竪穴住居の上師器・須恵器 (第 114図、写真図版132・ 133)

CttS1 6は 平成15年度C区検出の住居跡である。図示 したのは須恵器郭 3個体 (65～ 67)、 ロクロ不使

用土師器長胴甕 3個体 (68～ 70)、 須恵器甕 (71)で ある。

65～ 67は須恵器杯である。65は酸化炎焼成に似た色調であり、土師器、須恵器の分類に迷ったが、

硬質な焼成で、内外面無調整であることから須恵器に分類 している。内面と口縁部外面に油煙の付着

がある。66と 67は器形、質感、火欅の形状が近似 し同じ窯の産と推測される。切 り離 しは回転糸切で

ある。67は 回縁部外面に墨書がある。68～ 70は ロクロ不使用の長胴甕である。68は 中型の長胴甕で頸

部には段がない。外底面にはヘラナデが施される。69は頸部に段があ り回縁部が強 く外反する。底面

には木葉痕が施される。70は 長胴甕としたが、バケツ形の特異な器形である。体部外面、外底面には

粗いヘラケズリが施されている。口縁部内面には炭化物が付着 し煮沸に使用されたことを物語ってい

(羽柴)る。70は須恵器の甕である。口縁部破片で硬い焼成である。
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1 土師器・須恵器
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番号 種 類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高さ 口径 底 径

上師番 杯 区 S 5埋土上部 ヘラミガキ ヘラミガキ 責橙色 表部丸底

区 S 5床面No7 ヘラミガキ ヘラミガキ 責橙色 朴底面ヘラミガキ

区S 5床直 128 ヘラミガキ ヘラケズサヘラミガキ 黄澄色 焔没部分からも破片出土

3区 S 5床面 ロクロ ヘラケズJ ヘラミガキ 橙 色 SK l埋土からも破片出土 静止糸切

3区 S 5床面No 12 ロクロ ヘラケズJ ヘラミガキ にぶい黄橙 本底面に「×」の線刻

DttS 5床直上層 (42) 122 ロクロ ヘラミガキ 浅責橙色 コ転ヘラ切 火だすき痕

頁恵碁 郭 DttS1 5埋土上位Nol ロクロ ロクロ 灰白色 回転ヘラ切 火だすき痕

区S 5床面No盟 153 ロクロ ロクロ 灰白色 回転ヘラ切 火だすき痕

区S 5床面Noつ 153 ロクロ ロクロ 灰白色 回転ヘラ切

DttS 5焼± 1内 ロクロ ロクロ 灰白色 回転ヘラ切

区 S 5P4里土 ロクロ ロクロ 浅責橙色 回転糸切の上を回転ヘラケズリ

3区 S 5坦土上位 ロクロ ロクロ 浅黄橙色 回転糸切

3区 S15カ マド内No12 (28) ロクロ ロクロ 褐灰色
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第111図  CttS1 5の 上師器、須恵器①(44～56)



0                             10cm

X 出土遺物

番号 種 類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

+禽而嬰 摩 H同 甕 CttS1 5床直 (102) ヘラナデ ヘラナデ 陵色 SK l埋土からも破片出土

CttS1 5焼± 1内 (200) ヘラケズリ ヘラナデ ヘラナデ にぶい黄橙色 陥没部分からも破片出土

3区 S15カ マドNoる、No 14 ハケメ ヘラナデ ハケメ 浅責橙色 50と 同一個体か

CttS15カ マド火焼面Noつ ヘラナデ ヘラケズリ ハケメ 陰色 外底面ヘラナデ

CttS1 5焼± 1内 157 カキメ ヘラケズリ ロクロ 橙色 ロクロ下地のタタキロみえず

質恵恭 甕 CttS1 5床直 (89) ヘラケズリ タタキ カキメ 青灰色 底辺部にタタキロ

第112図  CttS15の上師器、須恵器②(57～62)
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1 土師器・須恵器

CttS1 7竪穴住居の上師器 。須恵器  (第 136・ 137図、写真図版 147・ 148)

CttS1 7は 平成16年度C区検出の住居跡である。図示 したのは土師器杯 1個体 (218)、 ロクロ不使用

土師器長胴甕 2個体 (219。 220)、 ロクロ使用上師器長胴奏 (221)、 土師器鉢 (222)、 須恵器甕 (223)

である。その他 に土錘 を49個 (224～272)図 示 している。

218は 土師器杯である。外面はロクロ調整、内面はヘラミガキで黒色処理である。内面には「×」の

線刻が施されている。焼成後の線刻 と判断される。外面と外底面に油煙の付着がある。219は小型の

上師器長胴斐である。ロクロ不使用で口縁部内面に炭化物が付着する。219は大型の上師器長胴甕で

ある。ロクロ不使用で、横倒 しで土圧で潰れた状態で出土 した。外面はハケロの上からヘラナデが施

されている。外底面はヘラナデが施される。外面には炭化物が付着 し、実際に煮沸に使用 したことを

物語つている。221は ロクロ使用の上師器長胴奏である。図示 した破片部位の他に、接合 しない口縁部

片 も出上 している。体部外面には焼けた粘上が薄 く付着 している。222は土師器の鉢である。内外面

に緻密なヘラミガキが施されており、下地がロクロ調整か否か判断が難しい。口縁部が真っ直 ぐなこ

とから、ロクロ成形と推測される。内面は黒色処理が施されている。223は須恵器奏である。体部片で

あるがロクロロを頼 りに径を求め、器形を図示 した。胎土は灰色で、やや軟質な感 じがする。ロクロ

目の下地のタタキロは確認できない。224～272は土錘である。住居検出以前に出土 したものもある

が、CttS1 7出 土品として扱っている。完存品の重量の平均値は13.05gで ある。土師器と同じ胎上で

調整等は確認できない。

CttS1 7は 埋土中位に十和田 a降下火山灰がレンズ状に堆積 してお り、火山灰降下前に廃絶 した住

居と判断できる。よって出上 した土師器、須恵器も十和田a火山灰以前の年代が与えられる。 (羽柴 )

0               1o帥 64□

番号 種類 器 種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色 調 その他
高 さ 口径 底径

買恵答 大甕 CttS1 5埋土上位 タタキ アテ具痕 灰 色 外面にハケメ状の工具痕

石 支脚 区S15カ マ ド内 幅57 厚30 な し な し にぶい赤褐色 加工痕はない 火焼面に直立
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第113図  CttSi5の上師器、須恵器③(63～ 64)



X 出土遺物

0                               10cm

71

番号 種類 器種 出上位置
法畳 (cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

土師器 邦 CttS 6遇≧ことNo 25-2 ロクロ ロクロ 黄橙色 土師質の焼成

買恵器 郭 CttS 6床直 126 ロクロ ロクロ 褐灰色 回転糸切 火だすき痕

CttS 6床直 41 ロクロ ロクロ 黒色 回転糸切 火だすき痕

上ヨ市番長胴姿 CttS 6カ マ ド内 ヘラナデ ハケメ にぶい黄橙色 外底面ヘラナデ

C ttS 6床直 272 ヘラナデ ハケメ にぶい黄橙色 陥没部分からも破片出土

Ю CttS 6床直 128 ヘラケズリ ラヽナデ 明赤褐 外底面ヘラケズリ

頁恵基 奏 CttS 6陥没部分 (50 165 ロクロ ロクロ 青黒色

第114図  CttS16の 土師器、須恵器 (65～ 7刊 )
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1 土師器・須恵器

DttS1 1竪穴住居の上師器 (第 115～ 118図、写真図版138～ 136)

DttS1 1は 平成15年度D区検出の住居跡である。図示 したのは土師器杯 6個体 (72～ 77)、 土師器小型

土器 1個体 (78)、 土師器鉢 3個体 (79～ 81)、 土師器台付甕 1個体 (82)、 土師器小型長胴甕 1個体 (83)、

土師器長胴甕10個体 (84～ 93)である。

72～ 77は土師器邦である。72は 内面にヘラミガキが施されておらず、黒色処理もなされていない。

体部外面には明瞭な段がある。73は平底で体部内外面に段がない。外面のヘラミガキの下地はハケメ

である。74はタト面に明瞭な段がある。タト底面にもヘラミガキが及んでいる。75は 内外面に段がない。

内面はヘラミガキであるが黒色処理はなされていない。 二次被熱により炭素がとんだ可能性 もある。

76、 77は体部外面には段がある。また、どちらも外面体部下半はヘラケズリで外底面にも及んでいる。

内面にはヘラミガキが施されるが黒色処理はなされていない。76は底面が平らではなく座 りが悪い。

78は小型土器である。内外面にヨコナデが施されている。底面にはヘラナデ Pが施されている。79

～81は 土師器鉢である。79・ 80は法量的に杯と変わりがないが、平底で長胴甕と共通する調整がおこ

なわれていることから、杯と区別して鉢とした。どちらも体部外面にはハケロが施され、顎部に段が

あり、口縁部はヨコナデである。81は球胴甕の上半部を切 り離 した様な器形である。外底面には木葉

痕がある。タト面は上端までハケメが施され、口縁部はその上からヨコナデをおこなっている。

82は 土師器台付甕である。ハの字に開く台を持つが、甕部分は欠損 してお り全体の形状は不明であ

る。 2破片からなるが二次被熱しており、破片どうしの色調が異なる。

83は小型の上師器長胴甕である。底径が小さい器形である。体部タト面はヘラナデであるが、強 くな

で付けているためヘラミガキのような光沢を放っている。頸部には段がある。

84～ 93は土師器長胴甕である。すべてロクロ不使用のものである。84～ 87は器高が20cm程度の中型

の長胴甕である。いずれも頸部に段があり、体部外面の調整はハケメである。84は被熱のため器面が

荒れ内外面に炭化物が付着 している。85'86は破片によって色調が異なっている部分があり、割れた後

に 2次被熱 していることを示 している。またどちらも内外面に炭化物が付着 している。87は 二次被熱

による器面の荒れが著 しい。底部を欠損する個体である。

88～93は器高26cm程度の大型の長胴甕である。88・ 91'92・ 94は 内外面に炭化物が付着 し、煮沸に

使用 した痕跡が存在するが、89・ 90・ 93に は炭化物の付着が全 くなく、器面も灰白色で硬 く、火にか

けて煮沸に使用 した痕跡が全 く無 く、未使用品と考えられる。また不明瞭なものもあるが、いずれに

も顎部に段がある。タト底面も確認できるものはいずれも木葉痕がある。          (羽 柴)
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X 出土遺物

0                             10Cm
|

79

番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

+資雨堅 イ DttS 1床面No9 ヨヨナデ ヘラすデ ヨコナデ ヘラナデ 黄橙色 内面ヘラミガキな し

DttS 1床面No 10 ハケメ ヘラミガキ ヘラミガキ 明責褐 底面平底

DttS 1床面No 14 r＼ ラ ガ キ ヘラミガキ 浅黄橙色 底面平底

DttSI 床面No4、 No 19 132 ハケメ ヘラミガキ ヘラミガキ 黄橙色 底面丸底

DttS 12層下位 ヨヨナデ ヘラケズリ ヘラミガキ 浅黄橙色 底面丸底

DttS 1床面No 12 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキ 黄橙色 底面丸底

小型土器 DttS 1カ マ ド内 ヨヨナデ ヨコナデ 浅黄橙色 外底面ヘラナデ

鉢 DttS 1床面No 17 ハケメ ヘラナデ 黒色 外底面ヘラケズリ

DttS 1床面 ハケメ ヘラナデ 褐灰色 外底面ヘラナデ

DttS 1床面No 13 ハケメ ヘラミガキ ヘラナデ 灰白色 口縁部 ヨコナデ

台付姿 DttS 1床面No6 (48) ヘラナデ ヘラナデ 栓色 台部内面ヘラナデ

長胴姿 DttS l床面Noお ヘラナデ ヘラナデ 灰白色 外底面ヘラケズリ

第115図  DttStlの上師器、須恵器①(72～83)
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l 土師器・須恵器

0                               10cm

番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

と師器 罠月同裟 DttS 1床面No2 177 ハケメ ヘラナデ 橙 色 外底面木葉痕

D ttS 1カ マ ド内 (182) ハケメ ヘラナデ 黄橙色 外底面木葉痕

DttS 1床面No7 ハケメ ヘラナデ 灰白色

DttS 1床面No3 (192) ハケメ ヘラナデ 明褐灰色

-200-
第116図  DttS11の土師器、須恵器② (34～ 87)



X 出土遺物
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番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

DttS1 1床面No 15 222 ハケメ ヘラすデ ヘラナデ にぶい黄褐色 外底面木葉痕

DttS1 1床面Nol (262) ハケメ ヘラケズリハケメ ヘラナデ 仄白色 使用痕がみいだせな▼

DttS1 1 2層上面 (164) ハケメ ハケメ ヘラナデ 浅黄橙色

DttS1 1床 面No ll、 18 ハケメ ヘラナデ 灰白色 外底面木葉痕

第117図 DttS11の上師器、須恵器③(88～ 91)
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1 土師器・須恵器

DttS1 2竪穴住居の土師器・須恵器 (第■9図、写真図版 136)

DttS1 2は平成15年度D区検出の住居跡である。図示 したのは土師器杯 1個体 (94)、 土師器長胴奏

1個体 (95)、 須恵器大甕 1個体 (96)である。

94は土師器杯である。底辺部と外底面に回転ヘラケズリの再調整が施されている。切 り離しの回転

糸切痕がヘラケズリ調整の下地に確認できる。またタト面口縁部に墨書がある。墨書は「栄」の字が正位

に書かれている。そして墨書の背面に線刻がある。焼成後に線刻されたものである。また外面に油煙

の付着がある。

95は ロクロ使用の長胴甕である。外面にはカキメ、内面にはロクロ調整の上に縦位のハケメが施さ

れている。ロクロ下地のタタキロは詳細に観察したが確認できなかった。タト面口唇部と口縁部内面に

炭化物が付着 している。

96は須恵器大甕である。外面には格子目状のタタキロとヘラによるナデが施されている。内面のア

テ具痕ははつきりしない。また内面を擦った痕跡があり、滑 らかになっている部分がある。同一個体

の破片がⅣD07グ リッド7層 (平成15年 C区 )か ら出上 している。             (羽 柴 )

0                               10cm

一輩

・・郭

番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

上日F器 長胴姿 DttS1 1カ マ ド脇 275 ハケメ ヘラナデ ケヽメ ヘラすデ 浅責橙色 外底面木葉痕

上自下器 長胴斐 DttS1 1床面No5 259 ハケメ ヘラケズリ ハケメ ヘラナデ 灰白色 使用痕みいだせなし
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第118図  DttS11の 上師器、須恵器④(92～93)



X 出土遺物

94

0                                10cm

番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口 径 底 径

十冑而堅 郭 DttS1 2焼土付近 ロクロ ヘラケズリ ヘラミガキ 浅黄橙色 外面油煙付着

臣 H瞑基 DttS1 2焼土付近 198 カキメ ヘラケズリ ロクロ ハケメ 褐色

頁忘器 大甕 DttS1 2焼土付近 (135) タタキロ アテ具痕 ? 青黒色 内面を擦っている

第1刊 9図 DttS12の上師器、須恵器 (94～96)

EttS1 1竪穴住居の上師器 。須恵器  (第 120～ 122図、写真図版137・ 138)

EttS1 1は平成15年度E区検出の住居跡である。この住居の埋土は十和田 a降下火山灰 を層状に含

んでお り、出土土師器、須恵器の年代の一端を示 している。図示 したのは土師器杯 2個体 (97・ 98)、

土師器小型長胴奏 3個体 (99～ 101)、 ロクロ不使用上師器長胴甕 1個体 (102)、 ロクロ使用土師器長胴

奏 5個体 (103～ 107)、 須恵器壺 1個体 (108)、 須恵器長頸壷 1個体 (109)、 須恵器大甕 1個体 (110)

である。

97・ 98は土師器郭である。97は 内外面ロクロ調整のみであるが、土師質の焼成であるので土師器とし

ている。内面に炭化物が付着 しているが破断面にも付着があり、割れた後の付着と判断される。98は

内面ヘラミガキ、黒色処理が施されている。外底面は回転糸切であるが、切 り離 し後底面が変形 して

九底状になり、座 りが悪い。

99～ 101は小型のロクロ長胴甕である。いずれもロクロ調整のみで、内外面に炭化物が付着する。99

は底部を欠損するが、100・ 101の切 り離 しは回転糸切である。

102は ロクロ不使用の長胴奏である。顎部には段がない。103～ 107は ロクロ使用の長胴甕である。

103・ 105は 口唇端部が丸 く、104。 106イよ口唇端部に面取 りがある。いずれにもロクロの下地のタタキ

目は存在 しない。105は底部が接合 しないが、上半部 と同一個体 と判断し図上で器形を復元 した。106

は底面に砂粒が付着する「砂底」である。内外面に炭化物が顕著に付着する。107は外面に砂混 じりの

粘土が付着する。粘土を塗 り付けた単位が読みとれ、人為的、意図的な粘上の塗 り付けと判断される。
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1 土師器・須恵器

0                             10cm
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番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

上師暑 邦 EttS1 1焼± 1覆土 ■7 ロクロ ロクロ 浅責橙色 土師質の焼成

98 EttS1 1焼± 1覆土 ロクロ ヘラミガキ 明黄褐色 底部が九底に変形している

霊月同裟 EttS1 1焼土 l覆土 ロクロ ロクロ 浅黄橙色 内外面炭化物付着

10Cl EttS1 1 2層 P5 ロクロ ロクロ にぶい橙色 内外面炭化物付着

EttS1 1焼± 1覆土 l■ 2 145 ロクロ ロクロ にぶい責橙色 内外面炭化物付着

EttS1 1焼± 1覆土 ヘラナデ ハケメ にぶい橙色 ロクロ不使用

EttS1 1 5層Pl (ヱ3) ロクロ ロクロ 浅責褐色

EttS1 1焼± 1覆土 ロクロ ヘラケズリロクロ ヘラナデ 浅黄褐色
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第120図  EttS11の 上師器、須恵器① (97～104)



0                               10Cm

X 出土遺物

番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

上HT基 長胴駿 EttS 13層 (240) ロクロ ヘラケズリ ロクロ ヘラナデ 褐灰色 体部と底部は接合 しない

EttS 1焼± 1覆土 222 ロクロ ヘラケズリロクロ ヘラナデ 灰黄褐 外底面砂粒付着

EttS 15層Pl (218) ヘラケズリ ハケメ ヘラナデ にぶい黄褐色 外面粘土塗 リ ロクロ奏

頁恵番 一霊 E ttS 12層P4 ロクロ ロクロ 青黒色 内外面器面がはじけている

第12刊 図 EttS11の 上師器、須恵器②(105～ 108)
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1 土師器・須恵器

108は須恵器の壼である。日縁部が短 く、短頸壺 とすべ きであろうか。内外面の器面が全体には じ

けて凸凹になっている。底面の切 り離 しは回転糸切 りである。109は 須恵器長顎重である。日縁部が

欠損するが、それ以外はほぼ完存品である。底面に低い高台が付 くが、剥離 している部分があり貼 り

付け高台と判断できる。高台内にはわずかな砂粒が ドーナツ状に付着し、中心部分には指頭の圧痕が

顕著に付 く。顕部に接合の痕跡は明瞭に見いだせず、顎部より上も体部からロクロで引き出して成形

した可能性が高い。外面体部下半は回転速度の遅い、回転ヘラケズリ調整が施されている。

110は須恵器大甕の体部破片である。外面には格子 目状 タタキロ、内面には同心円状のアテ具痕が

明瞭に施される。外面のタタキロは交差 して施されている部分がある。 (羽柴 )

EttSi 3竪穴住居の上師器・須恵器 (第 123図 、写真図版 139)

EttS1 3は 平成15年度E区検出の住居跡である。図示 したのは土師器杯 1個体 (111)、 須恵器杯 1個

体 (112)、 土師器長胴奏 2個体 (上 13・ 114)で ある。

111は ロクロ不使用の上師器杯である。カマ ド覆土からの出土で二次被熱が著 しく、内面の黒色処理

もとんでいる。体部外面に段はない。外面体部下半はヘラケズリである。112は ロクロ使用の須恵器不

である。口縁部のみの破片で切 り離 し方法は不明である。BttS1 1出上の須恵器郭31と 胎土、色調が

近似する。113・ 114は ロクロ不使用の上師器長胴甕である。双方の調整、器形、胎上が類似するが別

個体である。どちらも内外面に炭化物が付着 している。114は顎部に段がない器形である。 (羽 柴 )

0                               10cm

番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底 径

霊顕藍 EttS1 1床面P2 (225) ロクロ ヘラケズリ ロクロ 灰 色 外面下半回転ヘラケズリ

大甕 EttS1 1焼± 1覆土 (86) タタキロ アテ具痕 責灰色
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第122図  EttS11の 土師器、須恵器③(109～ 110)



113

第123図  EttSi3の 上師器、
EttS14の 上師器、

X 出土遺物

o                                10cm

112

114

須恵器 (111～ 114)

須恵器 (115～ 117)

番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

土師器 不 EttS1 3カ マ ド覆土 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキ 明赤掲色 二次被熱 している

須恵器 邦 EttS1 3床面 (28) ロクロ ロクロ 灰白色

土師器 長胴姿 EttS1 3床面P2 (162) ハケメ ハケメ ヘラナデ 橙色 外底面木葉痕

EttS1 3床面P2 ハケメ ヘラナデ 褐灰色 113と は房」イ固T4N

117

番号 種類 器 種 出土位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色 調 その他
高 さ 口径 底径

土師器 イ EttS1 4カ マド覆土 ヘラミガキ ヘ ラ ガ キ 浅黄橙色 外面下半 ヘラケズリ

長胴斐 EttS1 4カ マ ド覆土 ラヽケズリ ヘラナデ ヘラナデ 赤橙色 外底面木葉痕

EttS1 4カ マ ド覆土 (130) 2■3 ハケメ ヘラケズリ ヘラナデ 天白色
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1 土師器・須恵器

EttS1 4竪穴住居の上師器 (第 123図 、写真図版139)

EttS1 4は平成15年度E区検出の住居跡である。図示 したのは土師器杯 1個体 (115)、 土師器長胴甕

2個体 (116・ 117)で ある。

115は 土師器杯である。内面に黒色処理が存在 しないが、二次被熱により炭素がとんだと推測され

る。体部外面には明瞭な段があり、内面にも段が認められる。外面体部下半にはヘラケズリが施され

ている。

116。 117は ロクロ不使用の上師器長胴甕である。1161よ 底部片で木葉痕がつ く。■7は体部上半の破片

で、色調、胎土、硬さ、質感がDttS1 1出上の長胴甕89・ 90,93に 近似する。頸部には段があ り、体

部外面にはハケメ、ヘラケズリが施される。                      (羽 柴)

EttSX l窪み状遺構の上師器、須恵器 (第 124図、写真図版139)

EttSX lは 平成15年度E区検出の窪み状遺構である。図示 したのは土師器杯 2個体 (118・ ■9)、 須

恵器杯 1個体 (120)、 ロクロ不使用上師器長胴奏 1個体 (121)、 ロクロ使用上師器長胴奏 1個体 (122)

である。

118,119は 内面黒色処理の上師器郭である。1181ま 底辺部に回転ヘラケズリの再調整が入るが119に

はない。また118の外面には油煙 ?が付着 している。どちらの個体 も剥離 した状態で割れているが、

二次被熱の痕跡は見いだせない。

121は ロクロ不使用の長胴甕の底部～体部下半の破片である。やや小振 りではあるが、大型の長胴

甕と推測される。外底面にはヘラケズリ調整が施される。

122は小型のロクロ土師器長胴甕である。体部外面は器面が荒れてお り、ロクロ以外に調整が施さ

れているかどうか判断が難しい。口縁部内面には炭化物が帯状に付着する。        (羽 柴)

122

10cm

番号 種 類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

土師基 不 EttSX l埋土P4 ロクロ ヘラケズリ ロクロ にぶい黄橙色 外面底辺部に回転ヘラケズリ

EttSX l埋 土P7、 P8 ロクロ ヘラミガキ 黄橙色 再調整がない

須恵番 EttSX l埋土Pユ ロクロ ロクロ 天白色 外底面回転糸切

土師審 長月同姿 EttSX l埋土P5 ヘラケズ リ ヘラナデ 場色 外底面ヘラケズリ

EttSX l焼 ±1内 P6 (77) 138 ロクロ ロクロ にぶい橙色 口縁内面に炭化物帯状に付着
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第124図  EttSX lの上師器、須恵器 (118～ 122)



X 出土遺物

E区焼± 1の上師器 (第125図 、写真図版140)

E区焼± 1は平成15年度E区検出の現地性焼土遺構である。この焼土は十和田 a降下火山灰を含むE

区の基本土層 2層上面の検出であり、十和田 a火山灰降下に近い時期の所産と推測される。図示 した

のはロクロ使用上師器長胴甕 2個体 (123・ 124)である。1231ま小型のロクロ土師器長胴甕である。内

外面にえ化物が付着 している。124は大型のロクロ長胴奏である。ロクロ下地のタタキロは存在 しな

い。内タト面には炭化物が付着する。 (羽柴)

その他の遺構の土師器、須恵器 (第 126図 、写真図版140)

上記以外の遺構出上の上師器、須恵器を一括で示す。各々の出土遺構は表中に記 してある。

125は 内外面ロクロ調整のみであるが、土師質の焼成と判断し上師器杯とした。質感、胎土は11世紀

代のかわらけにも似るがかわらけかどうか確定できない。ここでは一応 9～ 10世紀の上師器として示

す。外面には墨書が施されている。126は須恵器郭である。胎上、質感はCttS1 3出 上の22・ 23に非常

に類似する。外面底辺部には手持ちヘラケズリの再調整が施される。外面に墨書が施される。墨書は

横位に施された文字であるが、何の文字か読みとれない。127は須恵器杯である。色調はにぶい橙色

であるが硬い焼成で須恵器とした。切 り離 しは回転糸切で、口縁端部が外狽1に屈曲している。128は

須恵器の甕と推測される。体部中～上半の破片と思われるが小破片のためはっきりしない。外部外面

には断面が三角形の凸帯が施されている。129は ロクロ使用の長胴甕である。ロクロ下地にタタキロ

は存在 しない。1301よ須恵器杯である。色調はにぶい橙色であるが、硬い焼成で須恵器とした。外底面

に「本」の字の墨書が施されている。131は ロクロ土師器長胴奏である。体部外面に粘土が付着してい

る。人為的に塗布 したものと推淑1さ れる。ロクロ下地のタタキロは確認できない。1321ま 土師器蝸で

ある。ロクロ使用で、ロクロ下地にタタキロが確認できる。タト面にはわずかに炭化物が付着する。

(羽柴)

0                  10cm

番号 種類 器種 出上位檀
法量 (cm)

外面調整 内面調整 色 調 その他
高 さ 日径 底径

土 召而器 E区焼± 1周辺 141 ロクロ ロクロ 橙色 IB53グ リッドか ら出土

E区焼± 1周辺 ロクロ ヘラケズリロクロ ラすデ 黒褐色 IB53、 IB42グ リッドから出土

第125図  E区焼± 1の上師器、須恵器 (123～ 124)
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1 土師器・須恵器

駈 鶯 ▽

1ヽ28

＼
Xこ豆三三≦重仁Ξ三:ΞΞアプ

多   130

0               111cm

番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

上師奉 不 )lSK 6埋土 ロクロ ロクロ にぶい橙色 墨書あり 土師質の焼成

頁恵番 )2SK 7埋土 ロクロ ヘラケズリ ロクロ にぶい黄橙色 墨書あり

B区沢埋土 ロクロ ロクロ にぶい橙色 外底面回転糸切

甕 ? B区沢埋土中(I D92) ロクロ P ロクロ ? 暗灰色 舛面に凸帯がめぐる

上師器 罠月同婆 DttSKl19坦土 222 ロクロヘラケズリロクロ ヘラナデ 浅黄橙色 ロクロ下地のタタキみえず

質恵番 郭 )2旧 河道埋土 (12) ロクロ ロクロ にぶい橙色 墨書あり

上師器 罠】同裟 遊旧河道埋土 (132) ロクロ ヘラケズリ ロクロ 明黄褐色

塙 )2旧 河道埋土 (105) ロクロ ヘラケズリ ロクロ 黄橙色 ロクロの下地にタタキロあり
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第126図  01～03年度遺構内出土土師器、須恵器 (125～ 132)



X 出土遺物

第 2検出面 (8～9世紀面)出土の上師器、須恵器  (第 127～ 134図 、写真図版140～ 146)

8～ 9世紀面の遺構出上の上師器、須恵器を一括で示す。「 8～ 9世紀面」としたのは、各地区、年度

により、基本土層の堆積、認識が異なり、同一層序では示せないために用いた語句である。各地区、年

度で層位が異なっていても、対応すると推沢jさ れる層出上の遺物を一括で示すことにする。ここで示す

多 くの上師器、須恵器は平成15年度のC区 7層出上のものである。この層に対応するのは平成14年度の

4層、平成15年度B区 2層、平成15年度E区 3層上面と推測される。この検出面は第 2検出面に相当する。

133～ 139は ロクロ不使用の上師器杯である。133～ 137は不明瞭なものもあるが外面に段がある。

133は段 より下にヘラミガキが施されるが、134～ 137は体部下半～タト底面にヘラケズリ調整が施され

る。この134～ 137は器形、胎土、質感、調整が非常に類似 している。138は 底辺部に稜を持つ平底の器

形である。体部外面には段がなく、体部下半、外底面にはヘラケズリ調整が施される。139は小型の杯

である。外面には段があり、底面は座 りの良い丸底である。内面にはヘラミガキが施されるが、黒色

処理は存在 しない。

140～ 147は ロクロ使用の土師器杯である。140～ 142は底辺部に回転ヘラケズリ再調整が施され、外

底面にも回転ヘラケズリ再調整が施されている。142は底面ヘラケズリの下地に痕跡が残っており、

切 り離 しは回転糸切と判断できる。140～ 142と もに器壁が厚 く類似 した器形である。143～ 146は底辺

部に手持ちヘラケズリ再調整が施されている。143の底部切 り離しは静止糸切である。144は 回転糸切

りで、糸切の上に「×」の線刻が施されている。また、体部にも欠損のため全体形は確定できないが

「×」と推測される線刻がある。底部、体部どちらの線刻も焼成後に施されたものである。この143は

同様に線刻を持つCttS1 3出 上の上師器郭17と 器形、胎上、質感が非常に類似 している。145は底部切

り離 しは回転糸切 りである。この個体は胎土に海綿状骨針を顕著に含んでいる。146は底部が欠損 し

てお り切 り離 しは不明である。147は底部の破片である。外底面に墨書が施されているが、欠損 してお

り文字を判読できない。内面にはヘラミガキが施され、黒色処理、切 り離 しは刀ヽ破片のためはっきり

しないが、静止糸切と判断した。

148～ 174は須恵器杯である。148～ 150の切 り離しは回転ヘラ切である。火欅痕が顕著で、CttS1 5の

50～52と 器形、胎土、切 り離 し、火欅痕が非常に類似 し、同じ窯の製品と推測される。1511よ 回転ヘラ

切の切 り離 しで、内外面に火欅痕が顕著であるが、148～ 150と は胎土、器形が異なっている。152～ 157

の切 り離 しは回転ヘラ切である。154は底径が大きい器形である。灰白色で軟質な焼成である。155は

口縁端部が外側に屈曲している。156は底部が分厚い器形で、他に比較 して重量感がある個体である。

158～ 167は切 り離 しが回転糸切である。158は外面に159は 内面に火欅痕がみ られる。160は 浅横橙

色の色調を呈する。胎土、質感、色調、器形がCttS1 1出 上の 4～ 6に非常に類似 し、同じ窯の製品

と推測される。161・ 162は底辺部に手持ちヘラケズリ再調整が施されている。161の底面には線刻があ

る。焼成後の線刻である。線刻が浅 く、底部拓本では判 じ難いので、線刻の実測図を図中に付 してあ

る。162の 内面には油煙が多量に付着する。163～ 165は 口縁端部が外反し、類似 した器形である。特に

164・ 165は胎土、質感も非常に類似 し、同じ窯の製品と推測される。166は体部外面のロクロロの凹凸

が顕著である。167は高台が付 く須恵器邦である。貼 り付け高台で、高台内には回転糸切痕が確認でき

る。169。 170は須恵器杯の口縁部破片である。どちらも口縁部が外反している。171～ 174は墨書が施

されている。171～ 173は CttS1 3出上の22、 23に胎上、質感が類似 し同一窯の製品と推測される。171・

172は 欠損部があるが、「浄」の字を横位に書いていると推測される。この文字 と横位に書いている点

は22、 23と 共通する。173の墨書は何の文字か判 じ難 く、その天地も判断できない。174は 口縁部細片で

あるが、墨書が認められる。欠損部が多 く文字を判別できない。
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1 土師器・須恵器

175～ 180は ロクロ不使用の土師器長胴甕である。顎部を有する個体175。 176。 180は いずれ も頸部に

段がある。175～ 177は小型の長胴甕である。175の 内面には炭化物が顕著に付着 している。176・ 177の

底部にはヘラケズリが施されている。178。 179は 大型の長胴奏である。178の外底面にはヘラケズリ、

179に は木葉痕が施されている。180は 中型の長胴甕である。日縁部 と頸部以下が接合 しないが、図上

で器形を復元 した。タト底面は僅かしかないため図示 していないが、ヘラケズリが施されている。

181・ 182は土師器球胴甕である。181は体部片であるが、外面に赤彩が施されている。赤彩の下はヘ

ラミガキ、内面にはヘラナデが施されている。1821よ 底辺部の破片である。二次的に高熱を受けてお

り、硬 く焼け締まっている。内面には鉄津状のものが付着 している。鉄津状のものは赤紫～錆色を呈

する。鍛冶炉にまきこまれた土師器片と推測される。外底面は僅かな面積 しか残存せず、圧痕、調整は

判別できない。

183～ 186は ロクロ使用の上師器長胴甕である。1831よ 中型の長胴甕で、ロクロ下地のタタキロが顕著

に残っている。184は 下半部の破片であるが、内面、外底面の器表面がはじけてお り、調整を観祭でき

ない。底径の大 きい器形である。185。 186は 回縁部破片である。186の ロクロ下地にはタタキロが存在

するが、185に ついては確認ができない。

187は特異な器形の土師器である。須恵器の甕に器形が似るが、土師質の焼成である。観察表中で

は器種を「甕」としている。ロクロ調整で、ロクロ下地にはタタキロが存在する。内面はカキメとヘラ

ナデが施されている。戊化物などの付着はなく、煮炊 きに用いられた痕跡は全 くない。

188・ 189は 須恵器長頸壺である。どちらの個体 も頸部の継ぎ目から欠損 してお り、体部と首部を接

合する造 りである。189は外面が光沢を帯びている。

190～ 194は 須恵器甕である。190。 191は ロクロ下地にタタキロがあるが、192・ 198は タタキロが確認

できない。194は 外面底辺部に格子 目状のタタキロが露出している。191・ 194は灰白色の色調で軟質な

焼成である。

195。 196は 須恵器大奏である。195は外面に平行タタキロが施される。外面口縁部のヨコナデの下地

にもタタキロが施されている。内面には窪み状のアテ具痕がついている。196は外底面が平底になっ

ている。外面には平行タタキロが施され、それが交差 して施されている部分もある。内面にはアテ具

痕がある。外底面にもタタキロ、内底面にもアテ具痕があり、九底に成形 した後に平底にしていると

理解される。

197～ 201は須恵器大甕の体部片である。197～200タ タキロ、色調、質感から同一個体と判断される。

197は底辺部の破片 と推測される。外面には格子 目状 タタキロ、内面にはハケメ状の調整痕が施され

る。200の内面にもハケメ状の調整痕がある。197・ 198の 内面には指 ?に よるアテ具痕がある。201は体

部下半の破片 と推測される。外面には格子 目状のタタキロが施され、その上から棒状の工具で横位に

平行に調整 ?が施されている。内面にはアテ具痕がある。

203・ 204は土錘である。どちらも欠損 してお り完存品ではない。204はCttS1 3出 土の29と 大 きさ質

感が類似する。 (羽柴 )

202は無頸の緑釉陶器小重である。胎土は黄橙色で軟質の焼き上が りである。口径は4.6cm、 体部最

大径は8 8cmで ある。体部下半が欠損 しているが、扁平球状であると思われる。体部中央か ら口縁端

部にかけてナデ調整、体部下半にはケズリ調整が施される。口縁部内面から体部外面にかけては青み

がかった緑釉、体部内面には責色がかった緑釉が刷毛塗 りされる。胎土や釉調から京都港】ヒ産 と考え

られる。
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X 出土遺物

長冨∃B昂:SS量749

142

番号 種類 器種 出上位置
法量 (cm)

外面調整 内面調整 色 調 その他
高 さ 口径 底径

土宮下番 郭 ⅣE07 7層 ヘ ラ ガ キ ヘラミガキ にぶい橙

ⅣE07 7層 132 ヘラケ ヘラミガキ 浅黄橙色 丸底

ⅣE07 7層 ヨコすデヘラケ ヘラミガキ 浅責橙色 外底面ヘラケズリ 外面ヘラミガキあり

ⅣE07 7層 ヨコすテヘラケ ヘラミガキ 橙色 外底面ヘラケズリ 外面ヘラミガキあり

Ⅳ E07 7層 ヨコすデヘラケズリ ヘラミガキ 浅黄橙色 外底面ヘラケズリ

Ⅲ D45 7層 ラミガイ ヘラケズリヘラミガキ 橙 色 外底面ヘラケズリ

ⅣE08 7層 ラミガキ ヘラすデ ヘラミガキ 黄橙色 小型土器とすべきか

ⅣE07 7層 153 〕クロ ヘラケズリ ヘラミガキ 浅黄橙色 外底面回転ヘラケズリ

ⅣE07 7層 ●0) ]ク ロ ヘラケズリ ヘラミガキ にぶい橙色 外底面回転ヘラケズリ

皿E83 4層 128 ]ク ロ ヘラケズリ ヘラミガキ にぶい責橙色 外底面回転糸切か 02出土

ⅣE07 7層
'ク

ロヘラケズリ ヘラミガキ にぶい橙色 外底面静止糸切

ⅣD20 クロ ヘラケズリ ヘラミガキ 浅責橙色 体部と外底面に「×」の線刻

45 Ⅳ E18 7層 121 ]ク ロ ヘラケズリ ヘラミガキ 浅責橙色 外底面回転糸切

46 Ⅳ E07 7層 ]ク ロ ヘラミガキ 橙色

Ш E94 4層 ヘラミガキ 浅黄橙色 静止糸切 ?墨書あり 02出土

第127図  C区第2検出面土師器、須恵器①(133～ 147)
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1 土師器・須恵器
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香号 種類 器 種 出土位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

須恵器 郭 ⅣE08 7層 156 ロクロ ロクロ 灰白色 外底面回転ヘラ切 火だすき痕

Ⅲ F72 5層 ロクロ ロクロ 灰白色 外底面回転ヘラ切 火だすき痕

ⅣE17 7層 ロクロ ロクロ 灰白色 外底面回転ヘラ切 火だすき痕

ⅣE07 7層 ロクロ ロクロ 黄灰色 外底面回転ヘラ切 火だすき痕

ⅣE08 7層 ロクロ ロクロ 灰白色 外底面回転ヘラ切

Ⅲ E68 5層 ロクロ ロクロ 天白色 外底面回転糸切

Ⅲ E77 2層 ロクロ ロクロ 天白色 外底面回転ヘラ切 02出土

Ⅲ D36 4層 ロクロ ロクロ 天白色 外底面回転ヘラ切 02出 土

皿E95 4層 ロクロ ロクロ 褐灰色 外底面回転ヘラ切

157 ⅣE08 7層 ロクロ ロクロ 暗言灰色 外底面回転ヘラ切

区採集 ロクロ ロクロ 天色 外底面回転糸切 火だすき痕

ⅣE08 7層 ロクロ ロクロ 天白色 外底面回転糸切 火だすき痕
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第128図 C区第2検出面土師器、須恵器②(148～ 159)



X 出土遺物
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香号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底 径

頁恵暑 不 Ⅳ E08 7層 ロクロ ロクロ 浅責橙色 VI・底面回転糸切

ⅣE07 7層 ロクロ ヘラケズリ ロクロ 浅黄橙色 外底面回転糸切

ⅣE07 7層 ロクロ ヘラケズW ロクロ 浅黄橙色 外底面回転糸切

I D82 2層 (B区 ) 128 ロクロ ロクロ 責灰色 外底面回転糸切

Ⅳ D20 138 ロクロ ロクロ 橙色 外底面回転糸切 01出 土

ⅢC47 B-2層 132 ロクロ ロクロ 灰白色 外底面回転糸切 02出 土

Ⅲ D36 4層 ロクロ ロクロ 灰白色 外底面回転糸切 02出 土

ⅣE06 7層 (15) ロクロ ロクロ 天白色 外底面回転糸切

Ⅳ E07 7層 (22) ロクロ ロクロ 天白色 外底面回転糸切

頁恵暴 杯 ⅣE07 7層 (C区 ) (49) 154 ロクロ ロクロ 天白色 口縁部やや外反

Ⅲ E68 5層 (C区 ) 138 ロクロ ロクロ 天色

ⅣE08 7層 (C区 )
ロクロ ロクロ 浅責橙色 墨書あり

172 Ⅳ E18 7層 (C区 )
ロクロ ロクロ 浅責橙色 墨書あ り

ⅣE73 1層 ロクロ ロクロ 浅責橙色 墨書あり 02出 土

ⅣE34 9層 下 ロクロ ロクロ 灰責褐色 墨書あり 02出土

第129図 C区第2検出面上師器、須恵器③(160～ 174)
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1 土師器・須恵器

/

0                                10cn

番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底 径

土師器 Ⅲ D36 4層 ヘラナデ ハケメ 曳責橙色 )2出土

Ⅳ E15 7層 (C区 ) 139 ヘラケズリ ヘラナデ 黄橙色 外底面ヘラケズリ

ⅣE07 7層 (C区 ) ハケメ ヘラナデ 掲灰色 外底面ヘラケズリ

Ⅲ D45 4層 (122) ヘラケズリ ヨコナデ 浅責橙色 外底面ヘラケズリ

179 IC73 2a層 (B区 ) (138) ヘラナデ ヘラナデ 淡責色 外底面木葉痕

ⅣE15 かくらん (208) ハケメ ヘラナデ にぶい黄橙色 朴底面ヘラケズ リ
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第130図  C区第 2検出面上師器、須恵器① (175～ 180)



X 出土遺物
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香号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

土師群 求1同奏? ⅣE08 7層 (C区 )
ヘラミガキ ? ヘラナデ 明赤褐色 朴面に赤彩あり

I D82 2層 (B区 )
・

7ミ ガキ ケヽメ 灰白色 殉面に鉄津状のもの付着

Ⅲ E68 5層 (185) ロクロ ヘラケズリ ロクロ ヘラナデ 浅責褐色 ロクロの下地にタタキロあり

Ⅳ E18 7層 (C区 )
ヘラケズリ 剥離して不明 浅黄橙色 ロクロ長胴甕

ⅣE08 7層 (C区 ) (45) ロクロ ロクロ 橙色

ⅣE08 7層 (C区 ) (78) 216 ロクロ ロクロ 浅黄橙色 ロクロの下地にタタキロあり

甕 Ⅲ D37 4層 (207) 150 ロクロ ヘラケズリカキメ ヘラナデ 橙色 土師質の焼成

第131図  C区第2検出面土師器、須恵器⑤(181～ 187)
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1 土師器 ,須恵器
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番号 種類 器 種 出土位置
法量 (cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

須恵器 長顕珪 Ⅲ E84 4層 (77) l■0 ロクロ ロクロ 暗灰色 02出 土

IVE07 7)蕃 (102) ロクロ ロクロ 暗灰色

甕 Ⅲ D45 4層 ロクロ ロクロ 極暗褐色 ロクロの下地にタタキロ 02出 土

ⅣE18 7層 (C区 ) (31) ロクロ ロクロ 灰白色 ロクロの下地にタタキ ロ

I D82 2層 (B区 ) ロクロ ロクロ 灰 色

ⅣE08 7層 C区 ) 201 ロクロ ロクロ 灰色

と〔〉4 IVE07 7'詈 C区 ) (76) ヘラケズリ ヘラナデ 灰白色 底辺部にタタキロあり

大奏 I D82 2層 B区 ) (1■ 3) 230 タタキロ アテ具痕 灰色 口縁部 ヨヨナデ 下にタタキロ

196 Ⅳ E08 7層 C区 ) (88) タタキロ アテ具痕 灰 色 底部 平底
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第132図 C区第2検出面上師器、須恵器⑥(188～ 196)



X 出土遺物
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番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

頁恵器 大甕 Ⅲ D86 表採(C区 ) (120) タタキロ アテ具痕 灰白色 198～ 200と 同一個体

Ⅲ D97 表採(C区 ) (141) タタキロ アテ具痕 灰白色

Ⅲ D86 表採(C区 ) (87) タタキロ アテ具痕 灰白色

Ⅲ D97 5層 ?(C区 ) (107) タタキロ アテ具痕 灰白色 内面にハケメ状の調整痕

第133図  C区第2検出面上師器、須恵器⑦(197～200)
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1 土師器・須恵器

F~l 丙
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番号 種 類 器 種 出上位置
法量 (cm)

外面調整 内面調整 色 調 その他
高 さ 口径 底径

須恵器 大奏 Ⅲ D46 4層 タタキロ アテ具痕 黒色 02出土

202 緑釉胸器 小壼 ⅢD密  1層下 (B区 ) (21) 緑 釉 緑釉 青緑色 胎土軟質で黄褐色 京都洛北産か

203 土錘 ⅢC10 かくらん 橙色 02出 土

Ⅲ E85 2層 橙色 02出土

第134図 C区第2検出面上師器、須恵器①(200～ 204)

第 1検出面 (十和田a面 )の上師器、須恵器 (第135図 、写真図版146)

十和田 a火山灰を含む層出上の上師器、須恵器を一括で示す。「第 1検出面 (十和田a面 )」 としたの

は、各地区、年度により、基本土層の堆積、認識が異なり、同一層序では示せないために用いた語句

である。各地区、年度で層位が異なっていても、対応すると推測される層出上の遺物を一括で示すこ

とにする。ここで示す多 くの上師器、須恵器は平成15年度のC区 3層出上のものである。この層に対

応するのは平成15年度B区 2層 である。

205～207は土師器郭である。205は内面ヘラミガキ、黒色処理で切 り離 しは回転糸切である。206は

内外面ロクロ調整のみであるが、土師質の調整であり上師器 とした。切 り離 しは回転糸切である。
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X 出土遺物

留

212

９

顧

２０

0                 10Cm

鵜

206

210

番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色 調 その他
高 さ 口径 底径

土師器 郭 ⅢE16 3層 (C区 )
ロクロ ヘ ラ ガ キ 黄橙色 外底面回転糸切

206 I A082層 (E区 ) ロクロ ロクロ 浅黄橙色 外底面回転糸切

ⅢE17 3層 (E区 ) (26) ロクロ ヘ ラ ガ キ 浅黄橙色 墨書あり 内面黒色処理

SX2ト レンチ中 ロクロ ヘラミガキ にぶい橙色 高台内回転糸切

ⅢE16 3層 (C区 (■ 7) ヘラミガキ ヘラミガキ 黒色 全面黒色処理

皿E283層 (C区 (29) ヘラミガキ ヘ ラ ガ キ 翠色 全面黒色処理

211 昆打同繋 ⅢE16 3層 (C区 (48) ロクロ ロクロ 陽灰色 全面黒色処理

ⅢE16 3層 (C区 ロクロ ロクロ にぶい橙色

頁恵器 奏 I A27か くらん (E区 ) (43) ロクロ ロクロ 天色

214 長頸重 皿EX6 3層 (C区 ) (47) ロクロ ロクロ 棄色

215 と師器 長胴委 ⅢE60 3層 (C区 ) (80) ヘラケズリ ヘラナデ にぶい責橙色 粗い質感のヘラケズリ

Ⅲ E50 3層 (C区 )
ヘラケズリ ヘラナデ にぶい責橙色 粗い質感のヘラケズリ

B区沢跡坦土 (Ⅲ D15) (46) ヘラケズ リ ヘラナデ にぶい黄橙色 粗い質感のヘラケズリ 04出 土

第135図 第 1検出面土師器、須恵器 (205～217)
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1 土師器・須恵器
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番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

218 上冑市器 杯 CttS1 7埋 上下位(P3) 142 ロクロ ヘラミガキ にぶい黄橙色 為面に「X」 の線刻

長胴委 CttS1 7埋 上下位(P2) ヘラケズリ ヘラナデ にぶい責橙色 口縁部内面に炭化物付着

220 CttS1 7埋 上下位(Pl) 227 ′ヽケメ ヘラナデ ハケメ にぶい責橙色
'卜

底面ヘラナデ

CttS1 7埋土上位 (148) ロクロ ヘラケズリ ヘラナデ にぶい責橙色 外面に粘土薄く付着

222 鉢 CttS1 7坦土上位 GD 233 冷ヽラ ガ キ ヘラミガキ にぶい黄橙色 内面黒色処理
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第136図  CttS17の土師器、須恵器①(218～ 222)



X 出土遺物
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番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

外面調整 内面調整 色調 その他
高 さ 口径 底径

頁恵碁 甕 CttS1 7埋土上位 (225) ヘラケズリ ヘラナデ 天色 住居検出時に出土

Ｏ
静
サ
③２３５９
①２４５
０
◎２５５
合
軋

ひ
銑
ひ
①２
Ｄ
銑
０
一
０２９
鍬

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

―
―

(:)一

-0-―

(:)一

 -0- -0-

28q29①2剖
①2飢 ①2記

①2部

― -0--0- ―

(

248 (こう)249 ① 250 (

―

(3-(D―

―

(

258 (1・
)259 くと」)260 (

ン

ー
 

ー

③

一

))0 71 (O) 272     1clem

第137図  CttS1 7の 上師器、須恵器②(223～272)
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1 土師器・須恵器

207は外面に「万」の墨書がある。内面はヘラミガキ、黒色処理である。

208～ 2101よ 高台付の上師器杯である。208は低い貼 り付け高台が付 く。高台内面には回転糸切痕があ

る。口縁端部は外側に屈曲する。209は小型の高台付 き杯である。内外面、高台内部にヘラミガキが施

され、全面に黒色処理がなされている。蓋の可能性も考えたが、高台がハの字に開 くこと、高台内面の

ヘラミガキが他の部位に比較 して粗いことなどを勘案 して蓋ではないと判断した。210は高台付 き郭

である。高台は貼 り付け高台である。内外面にヘラミガキが施されるが、高台内面にはヘラミガキが

施されていない。黒色処理は高台内面を含む全面に施されている。

211は小型のロクロ長胴甕の下半部片である。外底面には回転糸切があり、内面には炭化物が付着

する。

212は大型のロクロ長胴甕口縁部片である。ロクロ下地にはタタキロが確認できない。日縁部、口

唇部の形態がE区焼± 1出上の1241こ類似する。

213は須恵器奏の口縁部片である。ロクロ下地のタタキロは確認できない。214は須恵器長頸壼の口

縁部片である。胎上、色調、質感、首の径がEttS1 1出 上の109に類似する。

215・ 216は ロクロ不使用の上師器長胴甕である。どちらも体部外面のヘラケズリが非常に粗い感 じ

で、共通の質感を持っている。また胎土に砂粒の多い点も共通 している。215の 回縁部は屈曲がなく、

日縁部のヨコナデが施される幅が非常に狭い。216は 器壁が分厚 く重量感がある破片である。底面と

底辺部を隔てる稜がはっきりせず、九底に近い底部形態になっている。外面底辺部には焼けた粘土が

少量付着 している。217は平成16年の出土であるがスペースの都合でここに掲載している。215・ 216と

同様に分厚 く、重量感のある土師器長胴甕の破片である。B区沢跡埋土からの出土である。 (羽柴)

番号 種類 出上位置
法量(cm)

番号 種類 出土位置
法量 (cm)

長 さ 最大幅 孔 径 重さg 長 さ 最大幅 孔径 重 さg

土錘 CttS1 7埋上下位 249 土錘 CttS1 7埋上下位 175 055
225 385 11

195

227 065 252 l■2

(36) 355 112

229 055

205 255

17 055 102

232 055 065

258 395

259

(375) 065

262 (32)

065 263 065

395 195 055 7 195

4 405 065

CttS1 7埋土上位 (225)

243 055

244 365 205 269 Ⅱ E961面 055

I E961面 (395) 055

Ⅲ E08 1面 (345) 055
247 055 ●85)

055
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X 出土遺物

平成 16年度調査第 1検出面出土の上師器、須恵器  (第 138図、写真図版 148)

平成16年度調査 において第 1検出面 (十和田 a面)で 出土 した土師器、須恵器を示す。ここでは第

1検出面の遺構から出土した須恵器についても扱う。

274はB区沢跡の 2層下部 (Ⅲ D06グ リッド)か ら出土した須恵器の不明器種である。灰色の胎土で堅

緻な焼成である。筒形の器形で底部が円盤状になっている。外面上半部、内面はロクロ調整、体部下

半、タト底面にはヘラケズリが施される。ロクロロの下地のタタキロは詳細に観察したが痕跡を見出せ

なかった。円盤状の底面は貼り付けではなく、削り出しによって成形されている。底部厚は1 6cmで

安定が良い。口縁部はその端部近くの外面がやや外反し、口縁端部は平坦である。今のところ、この

須恵器と共通する器形の事例は見出せず、器種は不明としている。類似する器種としては「こね鉢」が

あげられる。底部の円盤状の形状、日縁部端部の形状が本須恵器と類似している。しかし相違する点

もある。まず器形は、こね鉢の場合ラッパ型に開く文字通り鉢形であるが、本須恵器の器形は筒型で

ある。それからこね鉢の調整は内外面ロクロ調整であるが、本須恵器は体部下半をヘラケズリという

奏、長胴甕と共通する調整方法である。それから本須恵器の内面は全く摩耗していない。よって上述

のように本須恵器の器種は今のところ不明とせざるを得ない。また、本須恵器は時期についても確定

0                          10cm

一二
一〓

番号 種類 器種 出上位置
法量 (cm

外面調整 内面調整 色 調 その他
局 さ 口径 底 径

須恵器 不 C区焼± 1覆土 ロクロ ロクロ 明責褐色 硬い胎土

不明 B区沢跡 2層 (Ⅲ D06) 167 クロ ヘラケズリ ロクロ 灰 色 内面摩耗していなし

275 上ヨ下群 杯 Ⅲ E081面 ロクロ ヘラミガキ にぶい責橙色 「万」の墨書

Ⅲ E081面 ロクロ ヘラミガキ にぶい黄橙色 「万」の墨書

土鈴 Ⅲ E081面 ヘラケズリ 指頭圧痕 にぶい黄橙色 継 目か ら欠損

278 須恵器 奏 C区表採 227 ロクロ ロクロ 灰 色 04出土

第138図 平成16年第 1検出面出土土師器、須恵器 (273～278)
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1 上師器・須恵器

できない。本遺跡出上の上師器、須恵器は第 1検出面 (十和田a火山灰期)か第 2検出面 (8世紀後半

～ 9世紀初頭)か どちらかの時期に属する可能性が高い。しかし本須恵器が出土 したB区沢跡埋土か

らは、第 2検出面で出土する土師器も、第 1検出面期の上師器も出上しており、どちらに属するのか

判断が難しい。

275。 276は墨書のある土師器郭である。第 1検出面ⅢE08グ リッド付近から出土してお り、近接する

CttS1 7に 本来は伴っている可能性が高い。275の墨書は「万」、276は欠損 し墨書も不明瞭であるが同

じく「万」と推測される。平成15年調査C区ⅢE18グ リッドでも「万」の墨書の土師器杯 (207)が 出土し

ている。出土地点は10m程 しか離れておらず、関係が推測される。時期は出土面とCttS1 7の 年代観

から十和田a火山灰の降下以前、10世紀初め頃と考えられる。

277は土鈴 と推測 される。にぶい黄橙色の上師質の胎上である。出土位置は第 1検出面ⅢE08グ

リッドでCttS1 7と の関係が推測される。上部のつまみと下半部が欠損 している。下側の破断面は一

見、完結する端部のように見えるが、ちょうど継ぎ目から害↓れたものである。外面にヘラケズリが施

され、内面は無調整で指紋が付着 している。時期は出土面とCttS1 7の 年代観から十和田 a火山灰の

降下以前、10世紀初め頃と考えられる。

278は須恵器の甕である。平成16年度調査C区の表土掘削中に出土した。灰色で堅緻な胎上である。

ロクロロの下地のタタキロは見出せない。時期は出土面から十和田 a火山灰の降下以前、10世紀初め

頃に属する可能性が高い。 (羽柴)

平成16年度調査第 2検出面出上の上師器、須恵器 (第 139・ 140図 、写真図版148～ 150)

平成16年度調査において第 2検出面で出土 した土師器、須恵器を示す。第 2検出面で検出された住

居は 8世紀後半から9世紀初頭に属するものである。よって、ここで記述する土師器、須恵器もこれ

と近似する年代が考えられる。

須恵器郭 (273)は 編集の都合で第 1検出面の上師器、須恵器と同じ図に掲載 しているが、この須恵

器郭が出土 したC区焼± 1は第 2検出面検出の遺構である。色調は明黄褐色であるが、硬い胎上で須

恵器に分類 している。底部が欠損 しており切 り離 し等は不明である。年代は遺構の検出面から8世紀

後半～ 9世紀初頭と推測される。

279は ロクロ不使用の上師器杯である。平底で体部内外面に段はない。内面黒色処理である。280。 281

はロクロ土師器杯である。280は底辺部、外底面に手持ちヘラケズリが施されている。281は底辺部に

回転ヘラケズリが施される。底面は回転 P糸切痕で墨書が施されている。欠損 しているため文字は読

み取れない。

282～284は にぶい黄橙色を呈するが、竪緻な焼成で須恵器杯に分類 している。いずれも回転糸切で

内外面ロクロ調整のみである。284の外底面には「中」の墨書がある。285は須恵器杯である。灰黄色で

やや軟質な焼成である。底部は回転糸切で内外面に火グスキ痕がある。

286は須恵器蓋である。つまみ部分の破片である。橙色で堅緻な焼成である。287は土師器の蓋であ

る。外面ロクロ調整、内面ヘラミガキで黒色え理である。径は19.lcmでかなり大きい。下端部が折 り

返 しになっている。本遺跡で蓋と考えられる土師器、須恵器は286・ 287の 2点のみである。

288は小型の上師器長胴甕である。浅責橙色の胎土で堅緻な焼成である。底面は回転糸切で外面に

炭化物が付着する。

289は須恵器甕である。体部下半のヘラケズリと上半のロクロロの下地にタタキロが施されている。

内面の下半部はヘラナデが施されている。
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X 出土遺物

Ⅷ許
~ 284

∩ 磯

285

/顎
ぁ絲

第139図 平成16年第2検出面出土土師器、須恵器①(279～290)
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1 土師器・須恵器

∩
日
慟
① 292

o                          10cm

番号 種類 器種 出上位置
法量 (cm)

外面調整 内面調整 色訓 その他
高 さ 口 径 底 径

土師答 杯 皿F742面 ヘラミザキ ヘラケスリヘ ラ ガ キ 責橙色 内面黒色処理

Ⅲ F65 2面 ロクロ ヘラケズリ ヘラミガキ にぶい責橙色 底面ヘラケズリ

Ⅳ E20 2面 (14) ロクロ ヘラケズリ ヘラミガキ 灰責色 底面に墨書

須恵暑 杯 Ⅱ F84 2面 158 ロクロ ロクロ にぶい黄橙色 底面回転糸切

283 Ⅲ D33 2面 ロクロ ロクロ にぶい黄橙色

I C34 2面 (13) ロクロ ロクロ にぶい責橙色 底面に「中」の墨書

Ш F84 2面 ロクロ ロクロ 灰責色 内外面に火だすき痕

蓋 Ⅲ F65 2面 (18) ロクロ ロクロ 橙 色 蓋のつまみ

土師基 Ⅲ F65 2面 ロクロ ヘラミガキ にぶい黄橙色 内面黒色処理

288 土師群 霊月同姿 Ⅲ F75 2面 ロクロ ロクロ 浅黄橙色 外面に炭化物付着

須恵器 甕 Ⅲ F74 2面 (269) クロ ヘラケズリ ロクロ ヘラナデ灰 色 ロクロの下地にタタキロ

大奏 Ⅲ F84 2面 タタキ ロクロ 灰白色 割れた後に火熟を受けている

Ⅲ F65、 74、 84、 932面 (441) タタキ アテ具痕 黒褐色 3区S15出 上の63と 同一個体

土 錘 Ⅲ F922面 31(幅 ) 橙 色 土師質
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X 出土遺物

290・ 291は須恵器大甕である。290は灰白色の胎土で軟質な焼成である。肩部にはタタキロ、口縁部

のロクロロの下地にタタキロが確認できる。291は接合 しないが同一個体の破片が多数出上 している。

CttS1 5出 土の破片 (63)も 接合 しないが、同一個体の破片である。日縁部片 と体部片から図上で器形

を復原した。丸底で器高はおよそ45cmと 推測される。表面の色調は灰～橙色で破断面は赤橙色を呈 し

ている。外面は全面にタタキロが施され、ハケメ状の工具で11条 の横線が施されている。内面はアテ

具痕で底辺部近 くはその上からヘラナデが施されている。292は土錘である。橙色で土師質である。

CttS1 3出 土の上錘 (29)と 形状、色調、法量が近似する。

283・ 284を 除 く他の上師器、須恵器はCttS1 5に 近接する村道川崎 3号線の路面部分から集中して出

上 したものである。291の須恵器大奏は、同一個体の破片がCttS1 5か ら出上 しており、他の土師器、須

恵器もCttS1 5と の関係が予測される。 (羽柴 )

2 か  わ  ら け

土師器が日常生活に使用されなくなり、土師質の土器が儀式、儀礼に使用される「かわらけ」に限定

されてくる時代は、岩手県域においては11世紀以降と理解されている。ここでは■世紀以降の「かわ

らけ」について記述する。出上 したかわらけは、11世紀中～後半、12世紀後半、13世紀後半～14世紀前

半のものに 3大別される。

観察表中の法量は反転 して求めた数値 も( )を付けず記 している。また高さで ( )付 きのものは、

残存部の値を記 している。遺存度は残存 している表面積を見た日で判断しており、計測した厳密なも

のではない。また色調は、その個体の面積の大きい色調を記 している。観察には土色帳を使用 した。

その他の欄に多 く記 している「すのこ痕」は、かわらけを乾燥する際に下敷きにした、籠、ザルなどの

圧痕がついたものである。

11世紀中～後半のかわらけ (第 141～ 145図 、写真図版151～ 153)

平成13～ 15年調査で57点 (1001～ 1057)、 平成16年調査で43点 (1058～ 1100)、 合計100点が出土 した。

図化が不能な微細片を除いて出土 した全点を図示 している。すべてロクロかわらけである。色調はに

ぶい橙色のものが多 く、胎土、質感がいずれも近似する。平成15年 までの出土総重量は1,150.Og、 平

成16年の出土総重量は497.5gで ある。合計で総出土重量は1,647.5gである。掲載 していない微細片の

総童量は27.Ogである。重量比の掲載率は980/Oに なる。

細片のため判断が難 しいものもあるが、1001～ 1016は 小型かわらけである。1001は 皿形の器形であ

る。今回出土 した■世紀のかわらけの中で最 も遺存度が大 きい。体部内面、外面底辺部には指跡がつ

いている。底部はわずかに突き出している。1002・ 1003は皿形の器形と推測される。底部は1001よ り

も大きく突き出している。1004も 皿形の器形と推測される。底部はわずかに突き出している。

1005は 底部から口縁部までつながった破片であるが、1001よ りも身が深 く、底部が突き出さない器

形である。坑形とするには浅い器形であるが、1001の 器形 と区別するため、1005の器形を「婉形」と称

する。底径 も1001よ りも大きい。また1005の 内面には油煙がわずかに付着 している。

1006～ 1011は 1001～ 1004よ りも底径が大きく底部の突き出しがほとんどなく、1005と 同様に「坑形」

の器形と推測される。1006。 1007・ 1010は底面にすのこ痕がある。1008は 内面が剥離 している。タト面

底辺部には油煙が付着 している。1011の 内面にも油煙 ?がわずかに付着 している。

1012～ 1016は小型かわらけと推測されるが、回縁部の細片で器形の判定が難しい。口縁部の傾 きか
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2 かわらけ

ら、1012～ 1014は 1001の ような「皿形」の器形、1015。 1016は 1005の ような「碗形」の器形と推測され

る。1014は 内面に油煙が付着する。

1017～ 1037は大型かわらけである。1017～ 1019の 底部は突き出し、底辺部が外反して立ち上がって

いる。底径は後述する1020～ 1022な どに比べるとかなり小さい。1017は外反して立ち上がった底辺部

が体部中央でやや内湾ぎみになることを観察できる。1018・ 1019も 同様の器形と推測される。また

1017は 内面に油煙が付着している。1018。 1019の 外底面にはすのこ痕がある。

1020～ 1025も 大型かわらけである。これらは底径が1017～ 1019よ りも大きく、底部がほとんど突き

出さず、底辺部が内湾して立ち上がる器形である。1020は 内外面に、1024は外面に油煙が付着してい

る。

1026～ 1028は大型かわらけの口縁部片である。反転実測で口径を求めたものである。いずれも口縁

部がその端部近 くでやや内湾することを読みとれる。この口縁部が1017～ 1019の タイプか、1020～

1022の タイプどちらにつながるかは、どちらに実測図を重ねても器形がスムーズにつなが り、判断が

難 しい。どちらの底部 も同様の口縁部である可能性 も高い。1026・ 1027に は油煙が付着 している。

1028は 口縁端部近 くで器壁がやや薄 くなる。

1029～ 1037は 大型かわらけと判断したが、月ヽ破片のために口径を求めることができなかったもので

ある。口縁部の傾 きから判断すると、1026～ 1028と 同様の器形 と推測される。1035の 内面口唇部にわ

ずかに油煙 ?が付着する。1034は 1028と 同様に口唇部近 くで器壁がやや薄 くなっている。

1038～ 1041は 口縁部が真っ直 ぐ斜めに開く器形の大型かわらけである。反転実測で口径を出したも

のである。1040を 除 くと口径は15cm台である。1038は 他に比較 して、胎土に大きめの礫を含んでいる。

内面には指跡がついている。1039は 口唇部にすのこ痕がついている。土器を伏せて乾燥させたと推測

される。1040の外面は他 と異なり黒褐色の色調を呈する。内面は他 と類似するにぶい橙色を呈 してい

る。

1042・ 1043も 1038～ 1041と 同様の器形と推測されるが、小破片のため口径を求めることができない。

1043の 内面には油煙かそれ以外の炭化物か判断が難 しいが、微量に黒色のものが付着 している。

1044～ 1047は 高台の付 く大型かわらけである。高台は只占り付け高台で、高台内面に回転糸切痕があ

る。高台の断面形は三角形である。底辺部は斜めに内湾 しながら立ち上がっている。口縁部まで連続

する個体はないが、実測図を重ねると、上記の1038～ 1041の 口縁部形態にスムーズにつながり、斜め

に真っ直 ぐ広がる口縁形態 と推測される。1045は 高台がはがれた個体、1047は はがれた高台部分の破

片である。1044の 高台端部はヘラで削 り取 られたようにギザギザになっている。1046は内面に油煙が

付着 している。底辺部には指跡がついている。1047は 高台部の破片で高台端部にすのこ痕がついてい

る。

1048も 高台がつ く大型のかわらけである。この個体の高台は、1044～ 1047の 高台に比較すると突出

が小さいものである。只占り付け高台で高台内部に回転糸切痕を観察できる。そして、杯部内面にはヘ

ラミガキ調整が施されている。黒色処理はなされていない。

1049～ 1051は 内面にヘラミガキ調整が施される大型のかわらけである。いずれも小破片のために口

径を求めることはできなかった。口縁部の傾 きから推定すると、1038～ 1041に 類似する、口縁部が

真っ直ぐ斜めに開く器形 と思われる。下半部、底部は同様に内面にヘラミガキが施されている1048の

器形が相当すると考えられる。いずれもヘラミガキは内面のみに施され、外面に施されているものは

ない。また黒色処理はなされていない。1049の ヘラミガキは内面口縁部上端には施されず、ロクロ調

整が露出している。1050は 口縁部上端部の器壁が薄くなっている。1050・ 1051の ヘラミガキは口縁部
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上端にまで及んでいる。

1052は 高台部が中実で高い、「柱状高台かわらけ」である。高台の高さは約1,9cmである。高台の底

面には回転糸切痕がある。杯部は皿状には開かず、斜めに真っ直 ぐ立ち上がっている。久損のため全

外形は不明であるが、かな り身の深い外部分 と推測 される。

1053～ 1057は体部片である。図示 した傾きは推淑1である。いずれも大型かわらけと判断したが、小

破片のためあくまで推測である。1056の外面下端には指跡がつ く。

1058～ 1100は 平成16年度調査で出上 したかわらけである。いずれもB区沢跡埋土からの出上であ

る。1058～ 1062は小型のかわらけである。薄手で口縁部がやや膨 らむ器形である。11世紀のかわらけ

にしては薄手の感じが強いが、胎上、色調から11世紀のかわらけと判断した。1061の 内面には油煙が

付着する。1063～ 1067は小型かわらけの回縁部片である。1058～ 1062よ り厚手な感 じがする。1068～

1072は小型かわらけの底部片である。1068は底部が僅かに突き出す。1070は かなり深い器形で、皿形

というより碗型に近い。1073は 4破片が接合 したものであり、口径、器形の復原もかなり信頼性が高

い。口縁部が内湾 しながら立ち上がる大型かわらけである。回縁部外面に油煙が付着 している。1074

は大型かわらけの口縁部片である。外面に油煙が付着している。底部片1075は 1074に胎上、質感が類

似 し同一個体片の可能性がある。実測図を重ねると器形はスムーズにつながる。1075の底面は回転糸

切 りですのこ痕がついている。1076は大型かわらけの分厚い底部破片である。すのこ痕が付 く。1077

～1079も 大型かわらけの底部破片である。1078・ 1079は 小破片であるが、なんとか底径を求めた。

1080は 大型かわらけの底部片である。他の個体に比べて焼成が甘 く摩耗 している。1081～ 1085は大型

かわらけの口縁部片である。破片が小さく口径を求めることができなかった。1086～ 1091は体部破片

である。おそらくいずれも大型かわらけと思われる。図に示 した傾きは推測によるものである。

1092～ 1095は 内外面にヘラミガキがあり、内面に黒色処理を施 している破片である。岩手県内にお

いて、11世紀のかわらけで黒色処理を施 している事例はほとんどないが、これらは胎土、質感、色調、

厚さが本遺跡出土の11世紀かわらけと類似 し、また、この種の破片が、11世紀のかわらけが多 く出土 し

たB区沢跡にかぎって出土 していることから、■世紀のかわらけの一種 と判断したものである。 4破

片いずれも、外面のヘラミガキは全面ではなく、上端部を除く口縁部に施され、体部下半はロクロロ

が露出している。内面は全面ヘラミガキで黒色処理が施されている。またこの 4破片は厚さや胎土が

類似 し同一個体の可能性 も考えられる。いずれも大型かわらけの破片である。1096も 1092～ 1095と 類

似するが内面にヘラミガキが施されていない破片である。内面にヘラミガキは施されていないが、色

調が黒褐色を呈 している。外面は口縁上端部を除きヘラミガキが施されている。1097、 1098は 内面に

ヘラミガキ、黒色処理を施 している底部破片である。1092～ 1095と 同じ理由で11世紀のかわらけと判

断している。1097は 断面が三角形の貼 り付け高台である。高台内部に回転糸切痕を観察できる。1098

は幅が狭い削 り出しPの高台が付 く。1099、 1100は剥離 した高台部の破片である。1099は 断面の幅が

広い三角形の高台、11001ま幅の狭い端部が外反する形状の高台である。 (羽柴)
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番号 種類 器 種 出上位置
法量 (cm)

年代など
度

，
離
協

色調 その他
高 さ 口径 底径

ロクロ /1ヽ D区南側 2層上面 ■C中 ～後 浅責橙色 底面すのこ痕

002 B区粗掘 陵色

B区沢埋土(Ⅲ D01～ I D91) にぶい橙色

004 I C61検 出(01出 土) にぶい責橙色 底面すのこ痕

1005 B区沢跡埋土 (Ⅲ D03) にぶい橙色 底面すのこ痕 内面油煙付着

1006 B区沢跡 2層 (I D82) (13) 陵色 底面すのこ痕 Ⅱ D82層 からも出土

1007 ⅢD96 4層 (01出 土 ) にぶい橙色 真面すのこ痕

1008 B区沢跡埋土(Ⅱ D01～ ID91) (12) 橙色 均面剥離 外面油煙付着

ⅢD01 4層 (02出 土) (12) 浅責橙色

B区沢跡埋土 (I D92) 橙色 氏面すのこ痕

Btt I D94 2層 浅責橙色 殉面油煙 Pわずかに付着

B区沢跡埋土 (Ⅲ D04) 5 明黄褐色

B区沢跡2層 (西俣‖ベルト) 3 にぶい責褐色

C区表土 橙色 殉面油煙付着

B区沢跡埋土(ID01～ ID91) 3 橙色

ⅣD19 4層 (01出 土 ) にぶい橙色

1017 大 B区沢跡 2層 (西側 ) 橙色 内面油煙付着 ШD01 J薯 からも出土

BttID91 2層 橙 色 真面すのこ痕 Ⅲ D014層 からも出土

B区沢跡2層 (西側ベルト) ⑫か 橙色 底面すのこ痕
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番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

年代など
度

，
跡
傷

色調 その他
高 さ 口径 底径

ロクロ 大 C区皿E513層 1lC中 ～後 橙色 内外面油煙 ?わずかに付着

B区採集 ■C中～後 浅黄橙色

DttSK120埋 土 (22) にぶい黄橙色 氏面すのこ痕

1023 B区Ⅱ D822層 瞳色

)2SK 7埋 土 橙 色 外面油煙付着

B区沢跡埋土(I D92) (22) 3 橙色

C区ⅢE51 3層 5 にぶい橙色 内外面油煙付着

BttSK46士里土 5 にぶい橙色 本面油煙付着

1028 B区沢跡埋土(西側ベルト) 135 3 橙色

ロクロ 大 B区沢跡埋土(Ⅲ D01～ Ⅱ D91) 1lC中～後 1 橙色

1030 B区沢跡坦土 (I D92) 3 にぶい橙

1031 B区沢跡埋土 (I D92) 3 橙色

1032 B区沢跡2層 (西側ベルト) 2 にぶい橙色

B区沢跡埋土(Ⅲ D01～ ID91) 2 にぶい橙色

B区沢跡坦土 (Ⅱ D91) 4 にぶい黄橙色

B区沢跡埋土(Ⅲ D01～ ID91) 4 にぶい橙色 口縁部内面油煙わずかに付着

1036 B区沢跡埋土(Ⅲ D01～ ID91) 3 橙色

BttSK46埋 土 4 浅黄橙色

第142図  11世紀のかわらけ②(1020～ 1037)
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香号 種類 器種 出上位置
法量 (cm)

年代など
遺存度

(°o)
色 調 その他

高 さ 口径 底径

ロクE 大 )lSD l埋土 (Ⅳ D08) (37) nC中～後 明赤褐 胎土に大きめの礫を含む

DttSD102埋土 にぶい橙色 口唇部 にすのこ ?痕

1040 ⅢD27 4層 (02出 土 ) 5 黒褐色 内面はにぶい橙色を呈する

)lSD l坦 土 燈色

B区沢跡埋土 (Ⅱ D92) 浅責橙色

ⅣE25 9層 (01出 土 ) 浅黄橙色 内面油煙 ?わずかに付着

1044 ⅢD96 4層 (01出 土 ) 陵色 高台内回転糸切

1045 ⅣD07 4層 (01出 土 ) 5 橙色 高台剥離

B区沢跡坦土(I D95) (32) 橙色 内面油煙付着 高台内回転糸切

DttSD102埋 土上位 5 橙 色 高台端部にすのこ痕付着

B区沢跡埋土 (Ⅱ D95) 5 褐灰色 内面にヘラミガキ

ⅢD27 4層 (02出 土 ) 3 橙色 内面にヘラミガキ

1050 B区沢跡坦土 (Ⅲ D04) (25) 3 橙色 内面にヘラミガキ

ШD27 4層 (02出 土 ) 3 橙色 内面にヘラミガキ

ⅢD27 4層 (02出 ■) 橙色 柱状高台 底面回転糸切

大 狂C62検出(01出 土) (28) 3 橙色 体部片 傾き推測

大 B区沢跡埋土 (I D91) (29) 3 橙色 体部片 傾き推測

1055 大 C区表採 2 橙色 体部片 傾き推測

1056 大 ⅣD30 4層 (01出 土 ) 3 橙色 体部片 傾き推測

1057 大 B区沢跡埋土 (I D92) l 橙 色 体部片 傾き推測
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番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

年代など
遺存度
(%)

色 調 その他
高 さ 口径 底 径

1058 ロクロ B区沢跡坦土 Ⅱ D95) 1lC中 ～後 陵色 底面に粘土粒付着

B区沢跡 1層 Ⅲ D05) にぶい黄橙色 色調 9～ 10Cの 上師器に似 る

B区沢跡 1層 Ⅲ D15) (23) 浅責橙色

1061 B区沢跡 2層 Ⅲ D05) にぶい責橙色 内面に油煙付着

B区沢跡 1層 Ш D05) 浅責橙色

B区沢跡埋土 Ш D05) にぶい橙色 胎上に金雲母混入

B区沢跡埋土 Ⅲ D05) 6) 5 にぶい橙色

B区沢跡埋土 Ⅲ D17) 5) 置色

B区沢跡 2層 Ⅲ D06) 陵色 器種判別難しいが小型と思われる

1067 B区沢跡 1層 ⅢD18) にぶい橙色

B区沢跡 1層 Ⅲ D05) 陛色

B区沢跡埋土 Ⅱ D95) 置色 胎土に金雲母混入

B区沢跡坦土 ⅢD17) 崎色 内面暗褐色を呈する

1071 B区沢跡 1層 ⅢD17) 陵色 底面すのこ痕

1072 B区沢跡 2層 Ⅲ D07) 1) にぶい橙色 内外面に油煙付着

1073 大 B区沢跡2層 (Ⅱ D05、 ⅢD06) にぶい橙色 4破片が接合 口縁外面に油煙

B区沢跡 1層 (Ⅲ D05) 15 にぶい橙色 外面油煙付着

B区沢跡検出面 7) 天褐色 すのこ痕 74と 同一個体か

B区沢跡埋土 (Ⅱ D15) 1) にぶい橙色 底面すのこ痕

B区沢跡検出面 にぶい黄橙色 すのこ痕 内面黒褐色を呈する

B区沢跡 1層 (Ⅲ D08) 1) 燈色 器面荒れている

第144図 11世紀のかわらけ④(1058～ 1078)
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番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

年代など
遺存度
(%)

色 調 その他
高 さ 口径 底径

ロクロ 大 B区沢跡 1層 Ⅲ D18) 77 1lC中 ～後 5 橙色

1080 B区沢跡埋土 Ⅲ D05) (23) 橙色 底面すのこ痕

B区沢跡 2層 Ш D05) 5 陰色

B区沢跡埋土 Ш D15) 90 5 橙 色

B区沢跡埋土 Ⅲ D18) (23) 3 にぶい橙色 内面油煙付着

B区沢跡 2層 (Ⅲ D18) 5 橙 色 外面に黒斑

B区沢跡 2層 (Ⅲ D05) 3 橙 色

B区沢跡 2層 (Ⅲ D05) 3 橙色

B区沢跡 2層 (Ⅲ D05) 3 にぶい橙色 底辺部の破片

B区沢跡 1層 (Ⅲ D18) (17) 3 橙 色

B区沢跡 2層 (Ⅲ D15) 5 にぶい橙色

B区沢跡 2層 (Ⅲ D15) 5 橙色 底辺部の破片

B区沢跡 2層 (Ⅲ D05) 3 橙色 内面に油煙

B区沢跡 2層 (Ⅲ D05) 3 横色 内面黒色処理

B区沢跡埋土 5 にぶい褐色

1094 B区沢跡 1層 (Ⅲ D18) にぶい橙色

B区沢跡埋土 (Ⅲ D06) (22) 橙色

B区沢跡 2層 (Ⅲ D07 5 燈色 内面にヘラミガキがないが黒褐色を呈する

1097 B区沢跡 1層 (Ⅲ D15) 5 にぶい責橙色 内面黒色処理

B区沢跡 1層 (Ⅲ D15) (12) 5 にぶい橙色

B区沢跡 1層 (Ⅲ D15) (11) 3 橙色 高台部分の破片

B区沢跡埋土 (Ⅲ D18) 5 にぶい橙色 剥離した高台部分
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X 出土遺物

12世紀後半のかわらけ (第 146～ 148図、写真図版154～ 156)

平成13～ 16年度までの調査で、平泉遺跡群のかわらけ編年に照 らし合わせて、12世紀後半に位置づ

けられるかわらけが出土している。12世紀後半のかわらけは、ロクロかわらけが総重量140.Og、 手づ

くねかわらけが総重量2,463.3g出 土 した。合計で2,6034gの 出土である。重量比ではロクロと手づ く

ねの比率は 1:176になる。圧倒的に手づ くねかわらけの量が多い。この内、図示 したのはロクロか

わらけ 5点 (900g)、 手づ くねかわらけ54点 (9501g)である。図示 したものは反転実測で径が出せる

ものを選択 した。重量比からすると、図化率は420/Oに なる。

1101は ロクロの小型かわらけである。確認できるロクロ小型かわらけはこの 1点のみの出上であ

る。胎上には海綿状骨針が混 じり、平泉遺跡群出土のロクロかわらけの胎土と非常に類似する①

l102～ 1105は ロクロ大型かわらけである。胎土は海綿】犬骨針が混 じり、平泉遺跡群出上のものと非

常に類似する。1102・ 1103は 底部破片で、どちらも底面にすのこ痕が付 く。1102は 焼成が良好で外面

底辺部に指跡がつ く。103は接合 しないが 2破片に分かれている。口縁部破片1105は 底部破片1103と

胎土、質感、色調が類似 し同一個体の可能性が高い。

1106～ 1131は小型手づ くねかわらけである。ほとんどは反転実沢1で 口径を求めている。26イ固体を図

示 した。口径の平均値は9,48cmで ある。1106～ 1117は口縁部が 1段なで、回唇部面取 りなし。1118～

1131は 口縁部 2段なで、口唇部面取 りなしである。2段なでの方が14個体と1段なでの12個体を凌駕

している。どちらの口縁部形態のかわらけも、胎土は平泉遺跡群出上の手づ くねかわらけと全 く同じ

である。また図示 した小型手づ くねかわらけの中で油煙が付着するものは 1個体 も存在 しない。1106

は外底面にすのこ痕が顕著についている。1111は内外面が黒褐色の色調を呈する。1116は遺存率が約

500/Oで手づ くね小型かわらけの中では最 も大 きい。1118。 ■19は器高が他に比較すると低い。1120は

口径も高さも小さい器形である。1121・ 1126は器高が高い器形である。

1132・ 1133は内折れかわらけである。胎土は本遺跡の手づ くねかわらけ、また平泉遺跡群の手づ く

ねかわらけと共通である。出土した破片の中で、内折れかわらけと判断できたのはこの 2破片だけで

ある。

1134～■59は 大型手づ くねかわらけである。26イ固体を図示 した。胎土は小型、内折れと同様に平泉

遺跡群のものと共通する。日径の平均値は13.97cmで ある。

1134は 口縁部 1段なで、日唇部面取 りなしである。図では口縁部が外反するが、口縁部が歪んでお

り、内湾する部分もある。1135は 口縁部 1段なで、口唇部面取 り有 りである。外面が剥離 して欠損 し

ている部分がある。1136～ 1154は 口縁部 2段なで、口唇部面取 りなしである。図示 した大型手づ くね

かわらけ26点のうち19点 (700/0)が この口縁部形態になる。図示 していない破片でも、「2段なで面取 り

なし」を多 く見いだせる。1145は 2破片に分かれるが接合 しない。内面と口唇部に油煙が顕著に付着

する。遺存率が600/0で 大型手づ くねかわらけの中で一番大きい。1152・ 1153の 内面にも油煙 らしいも

のが付着する。1150は 色調がやや赤みを帯び、二次被熱 している可能性がある。

1155～■59は 口縁部 2段なで、口唇部面取 り有 りの口縁部形態である。1156と 1159の 破断面は内外

面の表面が灰白色であるが、中央部が黒褐色になっている。1157は 破片の下端部の破断面 を擦って平

滑にしている。その意図は不明である。1160は 大型の手づ くねかわらけである。平成16年のB区沢跡

で出土 した。平成16年度の調査で出土 した12世紀のかわらけで図示 したのはこの 1点のみである。口

(羽柴)縁部 2段なで、口唇部面取 りなしの個体である。
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番号 種類 器 種 出上位置
法量 (cm)

年代など 離
∽

色調 その他
高 さ 口径 底径

ロクロ /1 ШD12 4層 (02出 土) (17) 12C後半 灰褐色 胎土骨針混 じる

ロクロ 大 ⅣE27 3層 (C区 ) 明褐灰色 底部すのこ痕 胎土骨針混 じる

ロクロ 大 I C100 4層 (02出 土) 5 責橙色 胎土骨針混じる 2破片になっている

104 ヨクロ 大 ⅢD27 4層 (02出 土) (26) 132 5 黄橙色 胎土骨針混じる

ヨクロ 大 ШD01 4層 (02出 土 ) 5 責橙色 胎土骨針混じる

手づくね BttSK44 2層 黄橙色 1段ナデ面取りなし すのこ痕

B区沢跡2層 (西側ベルト) 浅黄橙色 1段ナデ面取 りなし すのこ痕

)lSD l(東側)(01出 土) 3 黄橙色 1段ナデ面取 りなし

109 B区沢跡埋土(I D91) 5 浅黄橙色 1段ナデ面取 りなし

ⅢD01 4層 (02出 土 ) 黒褐色 1段ナデ面取 りなし

IC100 4層 (02出土 ) 浅黄橙色 1段ナデ面取 りなし すのこ痕

2 ⅢD01 4層 (02出 土 ) 5 浅責橙色 1段ナデ面取 りなし すのこ痕

3 ⅢC10か くらん(02出土) 5 褐灰色 1段ナデ面取 りなし

4 B区沢跡2層 (西側ベルト) 8 浅責橙色 1段ナデ面取 りなし

5 ID91 4層 (02出 土) ( 5 浅責橙色 1段ナデ面取りなし

6 ⅢCか くらん (02出 土) 浅黄橙色 1段ナデ面取 りなし すのこ痕

B区沢跡埋土(llD01～ ID91) 責橙色 1段ナデ面取 りなし すのこ痕

8 IC10か くらん(02出土) 7 浅黄橙色 2段ナデ面取 りなし すのこ痕

I C100 4層 (02出 土) 5 黄橙色 2段ナデ面取りなし すのこ痕

ⅢC10か くらん (02出土) l 責橙色 2段ナデ面取 りなし

B区沢跡埋土(Ⅲ D01～ ID91) にぶい黄橙色 2段ナデ面取 りなし すのこ痕
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番号 種類 器種 出上位置
法量 (cm)

年代など 融
∽

色 調 その他
高 さ 口径 底径

手づくね I C100 4層 (02出 土 ) 12C後半 浅責橙色 2段ナデ面取 りなし

I C100 4層 (02出 土) え白色 2段ナデ面取 りなし すのこ痕

Ⅱ D83 2層 (B区 ) 浅責橙色 2段ナデ面取 りなし

B区沢跡坦土 (Ⅱ D91) 天白色 2段ナデ面取 りなし

B区沢跡埋土(Ⅲ D01～ ID91) (25) 浅黄橙色 2段ナデ面取 りなし すのこ痕

ⅢD35 3層 (01出 土 ) にぶい黄橙色 2段ナデ面取 りなし すのこ痕

I C10か くらん (02出 土) 9 浅黄橙色 2段ナデ面取りなし

手づくね 」 B区沢跡坦土 (Ⅱ D91) 12C後半 40 浅責橙色 2段ナデ面取 りなし すのこ痕

I C10か くらん (02出土) 5 浅黄橙色 2段ナデ面取 りなし

B区沢跡埋土(I D91) 12C後半 浅黄橙色 2段ナデ面取りなし すのこ痕

132 手づくね 内折 B区沢跡埋土(I D81) 浅責橙色 すのこ痕

手づくね 内折 ⅢD01 4層 (02出 土 ) 浅責橙色

手づくね 大 B区沢跡 2層 (Ⅲ D03) 灰白色 1段ナデ面取 りなし

ⅢD01 4層 (02出 土) 灰白色 l段ナデ面取 りあり

ⅢD35 3層 (01出 土) 90 5 にぶい責橙色 2段ナデ面取りなし

ⅣD07 4層 (01出 土) 灰白色 2段ナデ面取 りなし

B区沢跡坦土 (I D91) 浅黄橙色 2段ナデ面取 りなし すのこ痕

ⅣD18付近 (01出 土) 浅黄橙色 2段ナデ面取 りなし

ⅢD54 4層 (01出 土) 灰白色 2段ナデ面取りなし ⅣD17 4層 からも出土

ⅢD01 4層 (02出 土) 灰白色 2段ナデ面取 りなし すのこ痕

B区沢跡2層 (西ベルト) 浅黄橙色 2段ナデ面取 りなし すのこ痕

第147図  刊2世紀のかわらけ②(1122～ 1142)
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番号 種類 器 種 出上位置
法量 (cm)

年代など
遺存度
(%)

色 調 その他
高 さ 口径 底径

手づく来 大 B区沢跡 2層 (西ベルト) 12C後半 灰白色 2段ナデ面取 りなし すのこ痕

ⅢD01 4層 (02出 土) 浅黄橙色 2段ナデ面取りなし

ⅢD01 4層 (02出 土) 浅責橙色 2段ナデ面取りなし 内面油煙付着

ⅢD01 4層 (02出 土) 8 褐灰色 2段ナデ面取 りなし

ⅢD01 4層 (02出 土) (29) 5 浅責橙色 2段ナデ面取 りなし

皿D014層 (02出 土 ) 5 灰白色 2段ナデ面取りなし

49 B区沢跡坦土 (I D92) 浅責橙色 2段ナデ面取りなし すのこ痕

B区沢跡埋土 (Ⅱ D95) 天白色 2段ナデ面取りなし すのこ痕

ⅢD01 4層 (02出 土) (27) 8 浅責澄色 2段ナデ面取 りなし

Ⅱ C100 4層 (02出 土) 156 5 灰白色 2段ナデ面取りなし 内面油煙付着

B区沢跡坦土 (I D91) 灰白色 2段ナデ面取りなし 内面油煙 ?付着

皿D014層 (02出 土) 灰白色 2段ナデ面取 りなし

ⅢD03 2層 (B区 ) 126 浅責橙色 2段ナデ面取 りあり

B区沢跡埋土(I D92) 灰白色 2段ナデ面取りあり BttI D83 2層 から出土

手づくね 大 ⅢD01 4層 (02出 土) 12C後半 灰白色 2段ナデ面取りあり 下端部を擦つている

ⅢD12 4層 (02出 土 ) 152 浅責橙色 2段ナデ面取 りあ り

B区沢跡埋土中(I D91) 灰白色 2段ナデ面取りあり すのこ痕

B区沢跡埋土中(Ⅲ D06) 浅責橙色 2段ナデ面取りなし 04出土

-240-
第148図  12世 4己のかわらけ廻)(1143～ 1160)



X 出土遺物

13世紀後半～14世紀前半のかわらけ (第 149図、写真図版157)

13世紀後半～14世紀前半に位置づけられるかわらけが出上 している。出土総重は391.3gで この内

20点334.6gを 図示 した。不掲載の重量は56.7gで ある。重量比の掲載率は860/0に なる。図示 したの

は、小型手づ くねかわらけが 1点 (1201)、 小型ロクロかわらけが13点 (1202～ 1211・ 1213～ 1215)、 ロ

クロ大型かわらけが 6点 (1212・ 1216～ 1220)で ある。

1201は小型手づ くねかわらけである。口縁部は 1段なでで、口唇部の面取 りはない。胎土は砂粒が

多 く混 じる粗いもので、12世紀の手づ くねかわらけとは明らかに異なる。

1202～ 1211小型ロクロかわらけである。1202・ 1203は破片部位に内底面がないが、他はいずれも内

底面にナデ調整が施されている。ナデは指によるものと推測される。また外底面には回転糸切痕があ

るが、それとともに板状の圧痕もついている。胎土はいずれも砂粒混 じりの粗いものである。器形は

底径が大きく直接底辺部から短い口縁部が立ち上がるもので、いずれも類似 している。

1212は 大型のロクロかわらけである。外底面には回転糸切痕とともに板状の圧痕がついている。内

底面は器面が荒れており、ナデの有無を確認できない。口縁部～体部を欠 くが、小型ロクロかわらけ

と類似する器形と推測される。内面底辺部に炭化物状のものが微量付着するが、破断面にも付着 して

おり、割れた後の付着と考えられる。

1213～ 1220は いずれも平成16年度調査のB区沢跡から出上 したロクロかわらけである。1213～ 1215

は小型ロクロかわらけである。1213は 器高が特に低い個体である。内面のナデは不明瞭である。1214

も内面のナデが確認できないが、欠損 した部位にナデが施されていた可能性が高い。1215は 内面にナ

デが施され油煙 も付着 している。

1216～ 1220は 大型かわらけである。1216の 内面にはナデが確認できないが、欠損 した他の部位に施

されていると推測される。1217の 内面にはナデが顕著である。              (羽 柴)
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番号 種類 器種 出上位置
法量(cm)

年代など 勧
∽

色調 その他
高 さ 口径 底径

手づくね 01SD l西 端 (Ш D83) 13～ 14C 灰 白色 治上に砂粒多量に混じる

ロクロ 01SD l坦 土 13C後～14C前 浅責橙色 底面回転糸切か

203 01SD l西 端 にぶい責橙色 底面回転糸切

B区 Ⅱ D95 2層 7 灰白色 内面にナデ

01SD 2西 側′ミルト 浅黄橙色 内面にナデ

01SD l(Ⅲ D85) 浅責橙色 内面にナデ

01SD l埋土(Ⅳ D07～ 08) 浅責橙色 内面にナデ

208 ⅢD21 4層 (02出 土) にぶい責橙色 内面にナデ

ⅢD27 4層 (02出 土) (09) 浅黄橙色 内面にナデ

01SD l(皿 D85) (08) 責橙色 内面にナデ

01SD l西 ～東ベルト 浅責橙色 内面にナデ

大 ⅣD17付 近4層 (01出土) 赤灰色 内面荒れておリナデの有無不明

1213 B区沢跡埋土 (Ⅲ D07) 灰黄色 内面のナデ不明瞭

1214 B区沢跡 1層 (Ⅲ D15) 浅責橙色 内面のナデみえない

B区沢跡 1層 (Ⅲ D07) 浅黄橙色 内面にナデと油煙付着

大 B区沢跡検出面(Ⅲ D07) 灰白色 内面にナデみえなし

B区沢跡 1層 (Ⅲ D17) 灰白色 内面にナデ

B区沢跡 la層 (Ⅲ D06) (27) 5 にぶい責橙色

B区沢跡 1層 (Ⅲ D17) 5 にぶい責橙色

1220 B区沢跡 1層 (Ⅲ D17) (24) 123 5 灰白色
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3中 世 陶 磁 器

(1)国産 陶器 (第 150～ 153・ 157・ 158図、写真図版157～ 159。 163)

国産陶器は、総量で小コンテナ2箱分出土している。産地は常滑・渥美

器系)があるが、不明なものも多い。

①常滑産陶器 (2001・ 2003・ 2008～ 2010・ 2014～ 2016・ 2018～ 2020・ 2022

東北地方 (盗器系・須恵

。2024。 2029・ 2030・ 2082

-́2092)

大甕 と片 口鉢が 出土 してお り、常滑産 と認識で きた ものは全て掲載 した。いずれ も破片資料であ

り、ほとんどが遺構外からの出上である。

2001は、大甕の口縁部周辺の破片である。口縁部は断面が逆L字の受口状で、微弱ながらタト面に縁

帯を形成する。頸部と肩部の境界は不明瞭で、緩やかに胴部へ と移行する。肩部には押印文が施さ

れ、全体に自然釉が厚 く降灰する。2082は 口縁部破片で、口縁端部はN字状に折 り返され若千内傾す

る。2003・ 2083・ 2084は、大甕の顎部破片である。2003は顎部が直立 し、肩部の張 りが強くなるタイ

プ、2083・ 2084は肩部から緩やかに立ち上が り、顎部が直立するタイプである。2008～ 2010。 2085・

2086は、大甕の肩部破片である。いずれも厚手で、九味をもって顎部へ と至る。内面には接合痕が明

瞭に認められる。外面には自然釉が厚 く降灰 してお り、連続押印文が施されるものがある (2008)。

2014～ 2016・ 2018～2020'2022・ 2024・ 2087～2092は胴部下半の破片である。いずれもタト面には縦方

向にヘラ削 り調整が施される。内面の接合痕は明瞭であり、外面にはそれに対応するように押印文が

施されるものがある (2014・ 2016)。 2014は外面の磨減が著 しく、押印文が招 り消されていることから

転用の可能性がある。

2029,2030は 片口鉢である。2029は体部が緩やかに内彎 しながら立ち上が り、内外面とも幌櫨による

調整痕が認められる。ただし、内面は磨滅が著 しくそれほど明瞭ではない。20301よ 小破片であるが、

体部は直線的に立ち上がるものと思われる。

②渥美産陶器 (2007・ 2026・ 2027・ 2093)

破片が 5点あり、全点を掲載 した。2026は壼の底部である。底径が7.Ocmと 比較的大きく、三筋董の

可能性もあるが体部上半の破片がないため断定はできない。底部周辺には縦または斜位にヘラ削 り調

整が施される。2027は大形壷の底部破片である。外面にはヘラ削 り調整が施され、薄 く自然釉が降灰

する。2090は 山茶碗の破片であるが、小片であり、年代等は不明である。

③盗器系陶器 (2002,2004・ 2006・ 2011～ 2013・ 2017・ 2021)

明確な産地は不明であるが、胎土の特徴から常滑産製品とは区別されるものである。 8点出土 して

お り全点を掲載 した。器形や製作技法は常滑産製品と類似するが、今回盗器系陶器としたものは胎土

がやや粗 く、器表面にφ3～ 5 mm程 度の黒色の吹き出しがみられる。また、相対的ではあるが常滑産に

比べて焼き上が りの色調がより暗赤褐色に近いものが多い。

2002は大甕の口縁部周辺の破片で、肩部と頸部との境界が不明瞭なまま胴部へ と移行する。口縁部

はほぼ水平に折 り返されて端部は短 く直立する。内面の顎部と肩部の境界には接合痕とそれを消すた

めの指ナデ調整が明瞭に認められる。日縁部には自然釉が厚 く降灰 しているが、発色が悪 く不透明で

ある。2004は頸部がハの字状に立ち上が り、日縁部はタト狽1に折 り返されて水平 となる。2011～2013の

破片は、肩部がやや直線的である。内面の接合痕は明瞭であり、それと対応 して外面に押印文が施さ

れる (2012)① 外面には自然釉が降灰するが発色は不良である。
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3 中世陶磁器

④須恵器系陶器 (2031)

1点出土している。2031は、四耳壷の胴部破片である。色調は灰褐色で、胴部外面に数状の櫛描波

状文が施される。内外面とも碗輯調整の痕跡が明瞭である。外面には非常に薄い透明釉 (自 然釉か)が

確認できる。

⑤産地不明の陶器 (2005・ 2023・ 2025・ 2028・ 2032・ 2094)

2005は、甕の口縁部破片である。頸部は直線的で、日縁部はN字状に折 り返される。2023・ 2025は

いずれも胴部下半の破片である。胎土は橙色で、器壁は非常に厚い。2028は、重の底部付近と思われ

る。灰色で精緻な胎土を用いており、内タト面共に灰釉が厚く認められる。2032は、橋鉢の底部片で内

面に粗い摺目が数状施されている。2094は外面に灰釉が施された蓋である。産地などは不明であり、

近世に属する可能性もある。

⑥瓦質土器 (2033)

2033は瓦質土器の火鉢である。底部は平底で、体部は内彎しながら立ち上がる。日縁部は断面が三

角形状となる。体部外面は回転ヘラ削り調整が施された後に上半部に菊花文のスタンプが押圧 され

る。口縁部内外面と底部周辺には丁寧にミガキ調整が施される。体部内面にはコテによる椀櫨 目が明

瞭に認められる。欠失しているが、底部には半球状の足が三ヵ所に取り付けられていたと考えられ

る。足の剥落部を観察すると、取り付け部には接合を容易にするために針で無数に小孔が開けられて

おり、接合部では細かいナデ調整を施して接合痕を消している。 (本す田)

(2)輸入 陶磁 器!(第 154～ 156図、写真図版160～ 162)

輸入陶磁器には、白磁・青白磁・青磁・青花 。天目茶碗がある。今回は輸入陶磁器と確認されたも

のについてはほぼ全点図示した。

①白磁 (2034～ 2044)

2034・ 2036は 口縁端部が小さい玉縁状になるタイプの碗で、太宰府分類Ⅱ類に分類される。2035は 、

同じくⅡ類の体部片で2034と 同一個体の可能性がある。

2037・ 2038は、碗の体部片である。体部は直線的に開き、内面に櫛目文が施されることから、太宰

府分類VないしⅥ類に分類される。

2040は、日禿皿である。底部は平底で、体部はやや外反しながら口縁部に至る。

2041～2043は 四耳壼である。いずれも肩部がわずかに九味をもち、顎部が直立するタイプである。

2041は耳部が残存している。半分欠損しているが、板状の横耳であり、外面に沈線ななどの装飾は施

されていない。体部との接合部はナデ調整によって接合痕が消されている。2043は縦方向に沈線が 2

条施されている。

2044は体部が球状の小壷である。器壁は薄く、体部外面にのみ透明釉が施される。

②青白磁 (2045～ 2048)

4点出上しており、全点を掲載した。2045は端反碗の口縁部である。外面は緩やかに外反するが、

内面はナデ調整によって稜が形成される。2047は碗の底部破片である。器壁は厚 く、体部は九味を

もって立ち上がる。高台は外面が内傾し、内面は直立するため断面形は逆三角形状となる。いずれも

胎土は白色で、釉薬は鮮やかな青白色である。

2046は碗の体部片である。2045'2047と 異なり胎土が灰色であるため、全体として暗青色である。

2048は無顎小董の蓋である。笠部は扁平なドーム形で、端部はほぼ水平に開く。頂部が欠損 してい

るため、つまみの有無については不明である。笠部外面には花弁状の陽刻が施され、そのうえに釉薬
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X 出土遺物

が掛けられている。

③青磁 (2049～ 2058)

2049は 同安窯系の青磁碗である。胎土は浅黄色で、釉薬はオリーブ黄色に発色する。

2050～2058は龍泉窯系の青磁である。2050・ 2051は蓮弁文碗である。いずれも体部は灰白色で、釉

薬は厚 く緑色に発色する。2053は碗の底部付近の破片で、内面にわずかに段が形成される。2052・

2053は蓮弁文碗の可能性がある。

2054は端反碗である。口縁部の外反は強 く、体部は直線的になると考えられる。2056は碗の底部で

ある。器壁は厚 く、全体 として大振 りである。2057は端反皿である。体部の外反は非常に強 く、内面

には稜が形成される。2054～2057は いずれも胎上が灰色で、釉薬は暗緑色に発色する。

電D早事イを(2067-2079。 2081)

染付磁器製品の中で、中国産と考えられるものについては国内産と区別するために青花と呼称す

る。明確に青花に分類できるものはほとんどが明代に生産されたものと考えられる。

2067～2075は碗類である。2067～ 2069。 2071・ 2072は器壁が薄 く、口縁端部が尖るタイプの九碗で

ある。いずれも体部外面に連続唐草文が描かれる。2070は若干器壁が厚いが、おそらくこれらと同じ

タイプであると考えられる。2073は やや厚手の碗である。体部は丸味をもち、内面には微弱ながら突

線が形成される。2074・ 2075は碗の底部破片である。いずれも直立するタイプの高台を有する。高台

外面に圏線、底部内面に草花文系の染付が描かれる。

2076・ 2081は皿である。器壁は薄 く、体部は開き気味に立ち上がる。高台は低 く、断面形は方形で

ある。底部内面にのみ草花文が描かれる。

2077～2079は細片であるが、2077は碗、2078は小皿、2079は皿の底部になると考えられる。

③天目茶碗 (2080)

体部破片のため全形を知ることはできない。灰色の胎上を用いた陶器で、内外面に鉄釉が施 され

る。                                              餅す田)
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X 出土遺物

2003

贖⊃司

2015

蕉 朝  鰯
2005

解緻 駕鋒苺韓
2006              2007

に基欝
2008

Ⅷ 終飴 1

2014

2013

No 産地など 器種 部位 出土地点 年代 (型式) 色調 備考

2003 常滑 大甕 頸部 B区 Ⅱ D72 2層 5型式 暗赤褐色

2004 盗器系 大奏 顎部 )lSDl 埋土 暗赤褐色

2005 不 明 霊 口縁部 BttSZ20 灰褐色

盗器系 大奏 頸部 )lSD2べ ,レ ト西側 褐灰色

渥美か 大甕 肩部 C区ⅣE25 1層 灰白色

常滑 大奏 肩部 )lSDl 埋土 掲灰色

2009 常滑 大甕 肩部 T8 火山灰層 5型式 暗赤褐色 自然釉降灰、外 :連続押印文

常滑 大奏 肩 部 BttSK15 5型式 にぶい赤褐 自然釉降灰

餐器系 大甕 肩部 C区Ⅳ D07 4層 暗赤褐色

2 餐器系 大奏 肩部 01SD2 埋土 にぶい赤褐 外 :押印文

3 餐器系 大奏 肩部 01SDl 埋土 暗赤褐色

4 常滑 大奏 胴部下半 B区Ⅲ D12 4層 5型式か にぶい赤褐 外 :押印文

5 常滑 大甕 胴部下半 C区Ⅲ D34 火山灰層 5型式か にぶい赤掲 外 :押印文

第151図 中世の国産陶器②(2003～ 2015)
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3 中世陶磁器

‰悦
20212020

2024

2022

2025

0                  10cm

No 産地など 器種 部位 出土地点 年代 (型 式) 色調 備考

常滑 大箋 胴部下半 91SD2ベ ル ト間 褐灰色 外 :押印文

餐器系 大 甕 胴部下半 注SDl 坦土 暗赤褐色

常 滑 大 賽 胴部下半 B区Ⅲ D01 4層 3型式か にぶい赤褐

2019 常滑 大甕 胴部下半 B区Ⅲ D12 4層 にぶい橙色 ヘラナデ

2020 常滑 大奏 胴部下半 調査区外西側 表採 にぶい赤褐 外 :刷毛 目

202ユ 盗器系 大甕 胴部下半 )lSDl 坦土 暗赤褐色

2022 常滑 大 甕 胴部下半 AttIC北半 表採 暗赤褐色

2023 不 明 大甕 胴部下半 Ett I A16 第1検出面 にぶい橙色

2024 常滑 大甕 胴部下半 BttSZ67 5型式 褐灰色 ヘラナデ

2025 不 明 大養 底部付近 Ett I B43 第 1検出面 置色
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第152図  中世の国産陶器③(2016～ 2025)
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o                 10cm
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No 産地など 器種 部位 出土地点 年代 (型式) 色調 備考

2026 渥美 士空 底部 C区ⅣD17 4層 12C後半 天色 三筋壷か

2027 渥美 士霊 底部 B区Ⅲ D01 4層 12C後半 天色 大型茎の底部か

不 明 一宜 底部付近 B区沢跡 坦上 天色 内外面とも自然釉が厚 く降灰

常 滑 片口鉢 口縁～胴部 C区Ⅲ D75 4層 4～ 5型式 赤褐色 現存高10 2cm、 口径34 0cm、 内面摩滅

常滑 片口鉢 胴 部 C区Ⅲ D27 4層 4～ 5型式 天色 内面摩減

2031 須恵器系 一霊 胴部中央 B区 Ⅱ D83 2層 え色 外 :櫛描波状文

2032 不 明 悟鉢 底部付近 B区 Ⅱ D82検出面 にぶい責橙

2033 瓦質土器 火鉢 ほぼ完形 01SD処土上・中位 黒色処理 現存高:58cm、 日経116cm、 外1印花文、三足欠失

第153図  中世の国産陶器④(2026～ 2033)
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3 中世陶磁器
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hlo 器種 出土地点・層位
法量(cm) 残存率 (°/o)

文様 胎土・色調 産地 年代 備考
器 高 口径 底径 口径 底径

白磁碗 DttSD101 No3・ 10 0 白色 大学府Ⅱ類 11～ 12C 口縁部破片

2035 白磁碗 εttSD101 No14 0 0 白色 大宰府Ⅱ類 11～ 12C 体部破片

2036 白磁碗 B区沢跡 埋土 (23) 0 白色 大宰府I類 11～ 12C 口縁部破片

白磁碗 B区Ⅲ D02 4層 (26) 0 0 陰刻文 白色 大字府Ⅳ類

白磁碗 B区 Ⅱ C100 4層 0 陰刻文 白色 大学府Ⅳ類

2039 白磁碗 】SD4 埋土上～中位 天白色 中国

2040 白磁日禿皿 3区ⅣD17 4層 天色 中国

自磁四耳壷 3区Ⅲ区 表採 (32) 0 0 白色 大字府Ⅲ系 12C 頸部破片、耳部残存

2042 自磁四耳壷 )lSDl西端 (23) 0 白色 大宰府Ⅲ系 12C 頸部破片

2043 白磁四耳壷 BttIB82 2層 0 白色 大学府Ⅲ系 12C 頸部付近破片

2044 白磁小壺 B区沢LIN 埋土 0 灰白色 12C 体部破片

2045 青自磁端戻碗 T12南側 地下lm 0 白色。青白色 中国

2046 青白磁碗 BttIC46 2層 0 0 天色 暗青色 12Cか 体部破片

2047 青白磁碗 )lSD4 埋土中～下位 (22) 白色 青白色 中国 底部破片

2048 青白磁小壷 Э区ⅢE21検出面 0 天白色・暗青色 12C前 半
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第154図  中世の中国産陶磁器①(2034～ 2048)
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h 器種 出土地点・層位
法量(cm) 残存率 (%)

文様 胎土・色調 産地 年代 備考
器高 口径 底径 口径 底径

2049 青磁碗 BttID82 2層 0 0 完責色,オ リーブ衰 同安窯系 体部破片

2050 青磁碗 ε区ⅢE56 1層 下 0 0 蓮弁文 天白色・緑色 龍泉窯系 体部破片

2051 青磁碗 )lSD2べ ,レ ト3西側 0 0 蓬弁文 灰白色・緑色 龍泉窯系 体部破片

2052 青磁碗 ε区Ⅲ E73 4層 0 0 仄白色 緑色 龍泉窯系 底部付近破片

2053 青磁碗 Ett I A31斜面部 (14) 0 0 天白色・緑色 龍泉窯系 元代 底部付近破片

2054 青磁端戻碗 BttIC100 2層 5 0 灰色・緑色 龍泉窯系 14～ 15C 口縁部破片

2055 青磁碗 区Ⅲ D46 4層 0 0 灰色・暗緑色 龍泉窯系 体部破片

2056 誡 碗 〕lSD3 埋土中 0 蓮弁文 灰色・暗緑色 龍泉窯系 4後～15C

2057 青磁反り皿 3区ⅢD74 1層下 0 0 灰色・暗緑色 龍泉窯系 体部破片

2058 青磁皿 C区ⅣE22 4層 0 0 灰白色・緑色 龍泉窯系 底部中央破片

2059 灰釉小皿 )lSD4 埋上下位 0 灰釉 灰色 灰オリーブ 美濃 17C後 半

2060 灰釉小皿 〕lSX3 2層 0 天釉 灰自色,灰オリーブ 美濃 17C後 半

2061 灰釉小皿 DlSD4 埋土下位 0 天釉 灰白色・オリーブ費 美濃 17C後半

2062 天釉小皿 DlSD4 埋土下位 0 天釉 灰色・灰オリーブ 美濃 17C後半

2063 天釉小皿 C区ⅢE 表土 0 天釉 灰白色,オ リーブ黄 美濃 17C後半 口縁部破片

2064 天釉小皿 D区ⅣE45 3層 0 天釉 仄白色・オリーブ黄 夫濃 17C後半

2065 天釉小皿 01SD4 埋上下位 0 0 天釉 灰白色 オリーブ貨 美濃 17C後半 底部付近破片

2066 天釉小皿 C区ⅢD53 4層 0 0 天釉 灰色.灰オリーブ 美濃 17C後半 底部中央破片

第155図 中世の中国産陶磁器②(2049～ 2066)
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3 中世陶磁器
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No 器種 出土地点・層位
法量(cm) 残存率(%)

文様 胎土・色調 産地 年代 備考
器高 口径 底 径 口径 底径

2067 青花碗 DttSZ58 (41) 0 連続唐草文 白色 洋州窯系 17C

2068 青花碗 EttP10堀 方 (SBl) 0 連続唐草文 コ色 津州窯系

2069 青花碗 EttP33埋 土 (SBl) 0 0 連続唐車文 白色 淳州窯系 体部破片

2070 青花碗 D区墓地付近 表採 0 0 連続唐草文 灰白色。青白色 淳州窯系 体部破片

2071 青花碗 EttP16埋 土(SBl) (25) 0 0 連続唐草文 白色 淳州窯系 膝部破片

2072 青花碗 E区 I A59 検出面 0 0 連続唐草文 白色 体部破片

2073 青花碗 Ett I A46 表採 7) 0 5 草花文 白色 底部破片

青花碗 C区 Ⅲ D98 4層 0 0 草花文 ズ白色。青白色 高台端部欠損

2075 青花碗 01SD3東ベルト～東埋土 0 5 草花文 灰白色 青白色

青花皿 Ett I A46 表採 0 草花文 灰白色・青自色 明代

青花碗 Ett I A32 斜面部 0 5 草花文 灰自色。青自色

2078 青花碗 Ett I A23 攪舌L (18) 0 5 草花文 天自色・青白色 底部破片

2079 青花皿 01SD2ベ ルト1～ 2 0 0 草花文 白色 底部中央破片

2080 天目茶碗 T13 0 0 鉄釉 灰色・黒褐色 陶器・体部破片

2081 青花皿 ⅢF66道路部分 0 草花文 え白色 青白色 明代 底部破片
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第156図 中世の中国産陶磁器③(2067～ 2081)
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blo 産地 器種 部位 出土地点・層位 年代 (型 式) 色 調 備考

2082 常 滑 大甕 口縁部 B区 ⅢD14 1層 5型式か 暗赤褐色 若干軟質で他の常滑産製品と胎土異なるか

2083 常滑 大甕 頚部 CttSD104 Nol 暗赤褐色

常滑 大甕 頸部 B区沢跡 (Ⅲ D15)1層 暗赤褐色

常滑 大甕 肩 部 B区沢跡 (Ш D06)検出面 暗赤褐色

2086 常滑 大奏 肩 部 表採 暗赤褐色

2087 常滑 大甕 胴部下半 ⅢD27 携乱 暗赤褐色

2088 常滑 大甕 胴部下半 IB区 表採 暗赤褐色

2089 常滑 大甕 胴部下半 BttSD4 土器② 暗赤褐色

渥美 山茶碗 胴部下半 BttSDl 坦土 灰 色

2091 常滑 大甕 胴部下半 ⅢD05表土 (沢跡上面) 暗赤褐色

第157図 中世の国産陶器③(2082～ 2091)
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3 中世陶磁器

0                     1ocm

No 産地 器種 部位 出土地点・層位 年代 (型式) 色調 備考

2092 常滑 大奏 胴部 B区沢跡 (Ⅲ D06)2層 上位 THr赤 褐色

2093 渥美 養 胴部 ЭttSD104 暗赤褐色

2094 不 明 甕 頂部欠損 表採 灰褐色 /1面 :灰釉 近世の可能性もあり

第158図  中世の国産陶器⑥(2092～2094)
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X 出土遺物

4 近  世  陶  器 (第159～178図、写真図版164～ 180)

近世に属する陶磁器は中コンテナで約16箱分、総破片数にして2000点以上出土している。今回掲載

した近世陶磁器は400点 (う ち陶器238点、磁器162点)である。近世陶磁器は、近年の整地などの地形

改変による影響かほとんどが破片状態での出土であり、完形品は墓坑内出上のものを除いては極めて

少ない。ただし、遺構内出上のものについては構築年代の根拠とするために、細片であっても掲載す

るようにしている。また、遺構外出上のものの多くは表土～第 1検出面からの出上である。遺構外出

上のものについては出土地点や器種の数量比を反映させるような掲載方法にするように実測遺物を抽

出した。その結果、掲載した遺物はEttI△・IBグ リッド、西側の斜面、B・ D区墓地付近の表土～第 1

検出面、C区ⅢEグ リッド近辺出上のものが多くなっている。これらの地点は近世遺構が検出されて

いる地点であり、陶磁器もまたその遺構と関係があるものと考えられる。以下では陶器と磁器に分類

し、さらに器種ごとに概説する。なお、掲載にあたつては直下に観察表を付記したため、遺構内外を

問わず産地や年代の近しいものごとに掲載するようにしている。

近世陶器は茶碗・皿・鉢・奏・壷・行平鍋・焙烙・徳利・土瓶・蓋・向付・花生・汽車茶瓶・ひよ

うそくがある。産地は肥前、瀬戸・美濃、大堀相馬 (本目馬産)、 その他の産地不明 (東北地方あるいは

在地産)に分けられる。

茶碗・湯香類 (3001～ 3046・ 3053・ 3224～ 3226・ 3229)

口径が10cm以上のものを茶碗類、それ以下のものを湯呑類とするが、口径が復元できないものも多

いため、今回は両者を一括して記述を進める。なお、体部内面や高台端部が磨滅しているものが多い

ことからこれらが使用品であつたことは明らかである。産地には肥前 (3001～ 3009)、 瀬戸・美濃 (3010

～3022・ 3053)、 大堀相馬 (3023～ 3042)がある。

3001・ 3002は 同一個体と考えられるもので、体部下方が九味をもち口縁部がわずかに外傾気味に立

ち上がる。胎土は灰色で、体部下方から内面に鉄釉が施される。3003は 口縁部がタト傾し、口縁部直下

はナデ調整によってくぼんでいる。胎土は灰色で、暗緑色の灰釉が施される。3004は刷毛目茶碗であ

る。体部は九味をもって立ち上がり、口縁端部は九く収まる。体部内外面ともに白化粧土で多条の螺

旋状刷毛目が描かれ、そのうえに透明釉が施される。3005～ 3008・ 3224。 3225は呉器手碗である。3005

は体部が深く、体部下半からわずかに外方に開きながら立ち上がる。3007・ 3008は 高台内の削り込み

は浅く、高台内面はほぼ水平となる。いずれも胎土は黄橙色で、全面に灰釉が施される。3009は丸碗

で、体部は九味をもって立ち上がる。高台は削り込みで、内面には兜巾がみられる。3229は緑釉と灰

釉の掛け分け碗の体部破片である。

3010・ 3011'3013は天目茶碗である。3010は体部が直線的に開き、上方でくびれて口縁部は短く外

折する。3011は削り込みの内反り高台で、体部は直線的に立ち上がる。3013は器壁が薄く、体部は九味

をもって立ち上がり口縁部は外折する。なお、釉薬は3010が柿釉、3011が錆釉と鉄釉、3013が鉄釉であ

る。3053は 白天目である。体部下半に稜をもち体部は外反しつつ外方に開く。高台脇はほぼ水平に削

り調整が施される。高台脇から体部内面にかけて長石利が施される。3012・ 3019は 志野丸碗である。

3012は半球状の体部を有し、高台は貼 り付けの角高台である。3019は体部が高台脇から直線的に立ち

上がり、高台の断面形は三角形である。3014～3016は掛け分けの茶碗で、いわゆる「腰錆碗」である。

3014に は体部上半に沈線、3015に は縦方向に丸ノミ彫りが認められる。いずれも鉄釉と灰釉を掛け分
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4 近世陶器

けている。3020は 陶器染付の碗で、外面に呉須で草花文 と思われる染付文様が描かれる。

大堀相馬産 とされる碗類は、釉薬の特徴か ら緑色透明の灰釉系 (3021・ 3022,3025・ 3029な ど)と 失

透性で白色の藁灰釉系 (3023・ 3028,3030'3034・ 3035。 3039な ど)に分類することがで きる。

3021は鉄絵碗であるが、釉薬 。鉄絵 ともに発色は不良である。体部は半球状で、口縁端部はわずか

に尖る。3022は丸碗で、体部下半は丸味をもつが、口縁部は直線的に立ち上がる。釉薬は、高台内面を

除いて灰釉が施され、さらに体部タト面に流 し掛け風に灰釉力滞卜けられている。3026・ 3032は腰錆碗であ

る。体部外面下半には多条の沈線が施される。釉薬は、沈線から下位に赤褐色の鉄釉、上位 と内面に

は灰釉が施される。3027は腰折碗である。体部外面中央に沈線が施されており、それを境に体部の屈

曲が変化 している。3023は平碗で、体部はほぼ直線的に立ち上が り口縁端部は尖る。高台タト面は低 く、

内面は削 り込まれる。その他の底部破片をみると、高台形状では断面形が逆台形のもの (3028な ど)と

細長い長方形のもの (3022・ 3029)が あり、高台内が削 り込まれるものもある。3038は駒焼の碗 と呼ば

れるものである。体部内面には駒絵が陽刻され、底部外面には「相馬」印が押される。胎土は暗灰色

で、全面に透明釉が施される。3040は外面に駒絵が描かれる碗で、内面には緑青色の灰釉が厚 く施さ

れるいわゆる「青ヒビ」である。

3041～3045は小碗である。3041は美濃産の染付小碗で、体部外面には呉須で羽根文が描かれる。体

部下方は丸味をもち、日縁部は直立する。高台は浅い削 り込み高台で、断面形は扁平な逆三角形であ

る。3042～3045は大堀相馬産の小碗である。3042は器壁が薄 く体部下方は丸味をもつ。口縁部にはナ

デ調整が施される。3043はやや厚手で、口縁部はわずかに内彎する。3042・ 3043はいずれも付高台で、

内面には兜巾がみられる。3044は、体部下方は斜め上方に開くが口縁部はほぼ直立する。高台は付高

台で、内面は深 く削 り込まれる。3042～30441ま 高台脇から体部内面にかけて灰釉が施される。3045は 、

器形は3044に類似するが若干厚手である。釉薬は、高台脇から体部内面にかけて藁灰釉が施される。

3046は猪口である。高台脇が削 り出され、体郡は九味をもちながらもほぼ直線的に立ち上がる。釉

薬は、高台を除いて鉄釉が施される。

皿類 (2059～ 2066・ 3047～ 3094・ 3227・ 3228)

大きさ・形態 ともに種類が豊富である。肥前、瀬戸・美濃、大堀相馬産などがある。

2059～2066は美濃産の灰釉丸皿である。いずれも器高が低 く扁平なタイプの小皿で、体部下半には

削 り調整、上半にはナデ調整の痕跡が明瞭に認められる。胎上には灰色あるいは灰白色の精緻な土が

用いられてお り、さらに体部外面中央から内面全体に暗緑色の灰釉が施される。2065。 2066を みると、

底部内面に削 り調整が施されていることから、高台は削 り出し高台と考えられる。

3047～3050は肥前産の染付皿である。3047は京焼風陶器の大皿である。高台は付高台であるが、内

外面ともに丁寧な削 り調整が施されているため接合痕は確認できない。灰白色の精緻な胎土で、高台

脇から体部内面に灰釉が施される。染付は、体部内面に海浜風景文が描かれる。3048は 中皿で、3047と

特徴はほぼ同じである。3049'3050は底部付近の破片で、いずれも海浜風景文などが描かれているも

のと思われる。

3051・ 3052は削 り込み高台の九皿である。いずれも器高は低 く、高台は浅 く削 り込まれる。いずれ

も全面施釉で、3051に は灰釉、3052に は長石釉が施される。3071は志野折縁皿である。口縁付近が水平

に外方に開き、端部は小さく上方に折 り返される。3054は削 り出し高台の九皿、3055は反 り皿で、全面

に灰釉が施される。3056・ 3058は鉄絵皿である。いずれも体部内面に圏線 と蘭竹文が描かれている。

3057は 内禿皿である。基本的には全面施釉であるが、底部内面のみ釉剥ぎされている。体部内面には
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X 出土遺物

ソギが入れられ、高台は低い削 り出し高台である。3059・ 3060は灰釉皿である。体部は直線的に開き、

幌幅ナデ調整の痕跡が顕考である。回縁端部はナデ調整によって内面が くぼんでいる。3061～3067は

九皿である。ほぼ同型・同大で、口径は13.Ocm前後である。体部は緩やかに丸味をもって立ち上が り、

口縁端部は九 く収まる。体部外面には削 り調整が明瞭に認められる。高台は付高台で、接合後にナデ

調整が施されている。体部下半から内面に長石釉が薄 く漬け掛けされているが、後述する志野反 り皿

や菊皿と比べて透明釉に近 く、貫入 も認められない。3068～ 3073は志野反 り皿である。3068・ 3069は

直線的に外反するタイプである。3072・ 3073は体部下半にやや張 りがあり、口縁部はナデ調整の際に

外方に引 き伸ばされている。3074～ 3079・ 3086は志野菊皿である。いずれも体部はほぼ直線的に開

き、体部下方には削 り調整、口縁部にはナデ調整が施される。口縁部はヘラ状工具などで輪花状 に

カットされ、体部外面には口縁部に合わせて縦方向に九ノミ彫 り、体部内面にはソギが入れられる。

高台はいずれも削 り出し高台である。また、底部内外面には円錐 ピンの痕跡が認められる。なお、

3071～3080は いずれも長石釉が厚 く全面に施される。3083～ 3085は志野菊皿または九皿の底部である

が、残存部分が少なく判別はできない。3080～3082は黄瀬戸菊皿である。体部形状は前述の志野菊皿

と類似するが、こちらは幌幅成形後に型打ちをして輪花を形成する。高台は断面方形の付高台で、接

合部付近にはナデ調整が施される。釉薬は高台を除いて灰釉を施 したのち、口縁部内外面に緑釉を流

し掛けする。3088は 陶器染付の皿で、体部は外反気味に外方へ開 く。染付は体部内面に呉須で草花文

と圏線が描かれる。

3088は体部が半球状の皿で、玉縁状の口縁部を有する。体部には真灰釉が施され、日縁部の数ヶ所

に灰釉が流 し掛けされる①3089は端反皿で、国縁部は緩やかに外反する。体部には灰釉が施され、口

縁部には鉄釉系の釉薬を三度掛けする。3091は内面に段をもつ皿で、底部内面は蛇ノロ状に釉剥 ぎさ

れている。3092～ 3094・ 3228は輪花小皿である。体部は下方でやや角度を変えながら直線的に開き、

口縁端部は尖る。口縁部はヘラ状工具で小さく5カ 所カットされ、五弁花状になっている。また、底

部内面には沈線が一条巡る。高台は付高台で、内面はやや深 く削 り込まれている。釉薬は、高台内を

除いて灰釉が施される。

鉢類 (3095～ 3182・ 3229。 3230)

鉢類には香炉・火入などの火鉢類、指鉢・片口などの調理具、その他形状不明のものがある。

3095は刷毛目香炉である。体部は筒形で、口縁部は内側に折 り返されて玉縁状となる。タト面には白

化粧土で螺旋状用1毛 目が描かれ、そののちに体部下半から口縁部内面にかけて透明釉が施される。胎

土は赤掲色で硬質の仕上が りである。3096は陶器染付の袴腰形香炉である。腰が張 り体部は直線的に

開く。口縁端部は内側に折 り返されて玉縁状となる。外面には呉須で草花文と圏線が描かれ、そのの

ち体部外面から口縁部内面にかけて長石釉が施される。30971よ 陶器染付の筒形香炉である。口縁部は

内側に折 り返されて断面形が逆三角形となる。外面には呉須で唐草文と圏線が描かれ、そののちに体

部外面から口縁部内面にかけて灰釉が施される。

3098～3100は筒形の火入である。いずれも口縁端部が内側に短 く折 り返される。3098・ 30991こ は鉄

釉、3100に は灰釉が施され、さらに3100は口縁部数ケ所に鉄釉が落とし掛けされる。3101・ 3102は筒形

鉢である。体部は直立し、内外面とも幌幅 目が顕著である。

3103,3104は 瀬戸産の掛け分け灰落しである。3104は高台脇がほぼ水平に立ち上が り、体部は直立

する。体部外面には横方向に櫛描沈線、縦方向に九ノミ彫 りを行い、沈線付近で鉄釉 と灰釉が掛け分

けられる。3104は高台脇が斜め上方に立ち上が り、体部は直立する。沈線はみられず縦方向の九ノミ
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4 近世陶器

彫 りのみである。3105は大堀相馬産の灰釉灰落 しで、体部下方は水平気味に立ち上がるが、中央やや

下位で屈曲して直立気味となる。体部外面にのみ灰釉が施される。

3106は 三足香炉である。体部は直線的に立ち上が り、内外面に灰釉が施されている。底部は平底

で、半球状の足が取 り付けられていたものと思われる。3111は瓶掛である。底部には幅広の脚台を有

し、側面には 3条の沈線が施される。体部及び脚台部内面にはナデ調整が施され、体部外面には緑牙由

が施される。3112・ 3113は体部が半球形の外で、口縁部は玉縁状 となる。体部には白濁 した灰釉ある

いは藁灰釉が施される。3115は火鉢の一種 と考えられる。底部は平底で、体部は直立する。底部外面

付近及び体部内面に錆釉、体部外面に灰釉が施される。3119。 3120は片口の注目部である。手づくね

成形で、内外面に灰釉が施され、さらに緑釉が流 し掛けされる。

3107～ 3110・ 3114は練鉢 。捏鉢類の底部である。九味をもって立ち上がる体部を有 し、高台は断面

方形のものと蛇ノロ高台のものとがある。31091よ 蛇ノロ高台の鉢で、体部はわずかに九味をもって外

方に開き、外面及び高台には削 り調整が施される。釉薬は、体部下方から内面にかけて灰釉が施され

る。3116は筒形鉢と考えられる、内外面とも飴釉が施される。

3125・ 3128・ 3131・ 3139は三島手鉢で、3128を 除いて肥前産と考えられる。3125は 口縁都破片で、体

部は直線的に開き、日縁部は折縁状 となる。内面には三島文が陰刻され、そのうえに化粧土と透明釉

が施される。3128は 口縁部内面に三島文を陰刻 し、そのうえに化粧土と灰釉を施す。3139は 底部破片

で、体部は直線的に開く。高台は、断面逆台形の付高台である。

3129・ 3131・ 3132・ 3133・ 3135・ 3140は刷毛 目鉢で、いずれも肥前産と考えられる。3129は 口縁部

破片で、体部はやや九味をもち、口縁は外折する。内面に白化粧上で波状に刷毛口が描かれ、そのの

ちに透明釉が施される。3133・ 3135は体部破片で、いずれも九味をもって立ち上が り、内面に円周状

の刷毛目が描かれる。3140は底部破片で、体部は直線的に立ち上が り、高台は幅広で断面形が方形で

ある。体部内面には渦巻状の刷毛目が描かれる。

3126。 3127・ 3134,3136～ 3138・ 3143。 3144は鉄絵鉢である。いずれも長石釉が施される。3136・

3137は 内面にススキと思われる鉄絵が描かれる。また、3126。 3136。 3138に は緑釉が流 し掛けされる。

3143。 3144は体部が直線的に立ち上が り、断面逆台形の付高台を有する。

3142は瀬戸産の責瀬戸鉢である。底部内面中央には菊文と8条の櫛描沈線が陰刻される。体部に責

瀬戸釉を施 したのちに緑釉を流 し掛けするが、発色は不良である。

3145～3182は悟鉢である。胎土 と口縁部の形状によって 3類 に細分が可能である。A類 (3145～

3147)は、体部が深 くハの字状に開きながら口縁部へと至る形状である。口縁部は外側に折 り返され

て縁帯を形成 し、端部はナデ調整によって段を形成 している。内面の招 目は、体部・底部 ともに5'
6条単位で放射状に施されている。胎土は赤褐色で、全面に鉄釉が施されてお り、外面は赤褐色ある

いは暗赤褐色である。B類 (3148・ 3149)は 瀬戸産の指鉢である。やや小型で、体部は直線的に開き、

口縁部は外反 して縁帯を形成する。内面の摺 目は、 8～ 10単位で放射状に施される。胎土は黄褐色で

若干の砂粒を含み、全面に錆釉が施される。C類 (3150～ 3153)は産地不明の指鉢である。体部から口

縁部は直線的に開き、口縁部外面には段が形成される。内面には櫛 目状の摺 目が隙問なく施されてお

り、さらに口縁部から3～ 5 cmの部分で水平に揃えられている。胎土は橙色のものが多 く、全面に鉄

釉が施される。なお、その他の破片については胎土や摺 目の特徴をもとに3160・ 3164・ 3167・ 3168・

3171。 3172イよA類、 3154・ 3163・ 3165・ 3166・ 3169はB類、 3155・ 3177・ 31821よ C類 |こ 分類することが

できる。
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X 出土遺物

認零美頁(3183-3199。 3231)

甕類は大 きさ・形状・釉薬ともに様々であるため、ここでは口縁都や底部形状に注 目して記載する。

口縁部は外側に折 り返されるものが多 く、なかには3191の ように内側に突帯が形成されるものもあ

る。底部はいずれも平底で、3185。 3189の ように回転糸切痕がみられるものもある。体部は倒卵形の

もの (3185・ 3192,3193)と 直線的に立ち上がるもの (3187・ 3189)と がある。釉薬には鉄釉が主体 と

して用いられてお り、口縁部付近に海鼠釉や灰釉を流 し掛けするものが多い。3191は体部下方は外反

しながら立ち上がるが、中央で丸味をもって屈曲して直立する顎部へと至る形態である。

3195は平底の小重である。体部は半球状で、口縁部は摘み上げられて直立気味になる。釉薬は、体

部下方から内面に菓灰釉が施される。3196～ 31981ま 月ヽ甕で底部は平底で体部はわずかに内彎 しながら

立ち上がる。

その他 (3200～ 3223)

3200～3202は行平鍋である。体部は丸味をもち、口縁部は折 り返されて斜め上方に外反する。3200

は体部外面に部分的に灰釉、3201は体部外面の一部と内面に柿釉、3202は体部内面に灰釉が施される。

3203は焙熔の把手である。円筒状で、先端が若千ハの字状に開く。胎土は橙色で、透明釉が施される。

3204は徳利の頸部である。体部と顎部の境界に明瞭な段をもち、顎部はほぼ直立する。体部上方には

飛飽文が入れられ、さらに外面全体に鉄釉が施される。3205～3208は徳利の体部片で、体部が直線的

なもの (3205)、 半球状のもの (3206・ 3208)、 やや肩が張るもの (3207)がある。

3209～3214は土瓶または急須の類である。3209は体部下半に最大径をもつもので、体部全体に灰釉

を施 し、さらに体部上半には呉須釉 と緑釉を掛け分けている。3210は体部が算盤玉形で、鉄釉 と灰釉

が掛け分けられる。3211。 3212は注目部の破片で、いずれも外面には藁灰釉が施される。3213は体都

が直線的に外方に開き、底部は内反する。体郡外面下方から上位には藁灰釉、内面には灰釉が施され

る。3214は底部のみの破片である。底部は平底で、内面には灰釉が施される。

3215。 3216はかえり付の蓋、3217は落とし蓋である。3218は小破片であるが、鼠志野 (あ るいは灰志

野)の 向付 と思われる。3220はやや底径が広 く、筒形の花生であると思われる。底部を除いて内外面に

灰釉が施される。底部外面には筆書きで「清」の文字とφl.5cmの スタンプが押印される。なお、スタ

ンプについては磨滅が著 しく判読することができなかった。3221は型造 り成形の汽車茶瓶である。体

部は立方体で、一角に耳状の把手が造られている。日縁部は不整な円形で短 く直立する。釉薬は、底

部周辺を除いて灰釉が施される。3222は、ひょうそ くである。灯芯を立てる部分は久損 しているがほ

ぼ完形である。橙色の素地で、口縁部内面から体部外面に透明釉が施される。 俳す田)
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4 近世陶器
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No 器種 出土地点・層位
法量(cm) 残存率 (%) 装飾

産地 年代 備考
器高 口径 底径 口径 底径 釉薬 絵付 。文様

碗 近SD4 埋土上～中位 (38) 鋤 一訓

宛 lSD4 検出面～埋土 (22) 0 鉄釉 肥前

宛 「12南狽J 表土よりlm 5 灰釉 肥前

3004 弔」毛目碗 P塞 埋土 透明釉 累旋状刷毛目 肥 前 大橋Ⅲ期

呉器手碗 Ett I B73検 出面 (69) 122 灰 /11 肥前

3006 呉器手碗 AttP102 埋土 灰釉 把前

呉器手椀 D区ⅢE73 1層 下 0 0 灰釉 肥前 高台欠損

3008 呉器手碗 DttSZ64 灰釉 一削

3009 宛 B区西端 粗掘時 (22) 天釉 一削

天目茶碗 EttI B 検出面 l■4 鉄釉 瀬戸・美濃 大窯 3期

天目茶碗 91SXl 埋土 80 鉄+錆 瀬戸・美濃 大窯 4期

3012 志野九碗 E区西側 斜面中 長石釉 頼戸・美濃 大窯 4期

天目茶碗 01SD3 埋土 (2D 鉄釉 頼戸・美濃 連房7・ 8ガ 舞ヽ

要錆 EttSK18 埋土 0 鉄+灰 灰釉流し 頼戸・美濃 連房8 9小期

3015 宛 B区Ⅱ D95 攪舌し (26) 鉄+灰 掛け分け 頼戸・美濃 連房7 8小期

3016 瞬錆 C区Ⅲ E81 1層 0 決十灰 灰釉流し 頼戸・美濃 連房5・ 6小期

-260-
第159図 近世の陶器①(3001～ 3016)
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No 器種 出土地点・層位
法量(cm) 残存率(%) 装飾

産 地 年代 備考
器 高 口径 底 径 口径 底 径 ffH薬 絵付・文様

平碗か 〕lSK3 埋土 0 一人 頼戸 ` 美濃 古 瀬 戸 か 底部付近

平碗か D区ⅣE22 3層 0 一人 頼戸・美濃 古瀬戸か 底部付近

志野九碗 C区ⅢF37 検出面 (22) 5 長石釉 頼戸 美濃 大窯 4期

3020 染付丸碗 Dtt I A70 表採 0 0 透明釉 外 :草花文 頼戸・美濃 連房 8'9小期

3021 丸碗 B区墓地 表土 天イ白 外:鉄絵草花文 大堀相馬 18世紀代 釉薬発色不良

丸碗 C区ⅢE73 1層 下 5 天十灰 灰釉流 し 大堀相馬 18世紀代

3023 平碗 BttSZll 天十透明 大堀相馬 19世紀代

3024 碗 Att IB12 検出面 0 藁灰XH 大堀相馬 19世紀代

3025 碗 C区ⅣD07 4層 0 天釉 在地

3026 腰錆 EttI B 第1検出面 0 鉄十灰 外 :螺旋状沈線 大堀相馬

3027 腰折碗 D区墓地付近 一人 外 :沈線 大堀相馬

3028 平碗か C区Ⅲ D69 1層 (20) 葉灰釉 大堀相馬 19世紀代

3029 丸碗 D区ⅣE25 1層 天釉 大堀相馬 18世紀代

3030 丸碗 DttSZ89 藁灰釉 大堀相馬 19世紀代か

3031 晩 C区ⅣE01 3層 5 0 治十うのふ うのふ釉流し 大堀相馬 19世紀代

腰錆 Ett I B51 第1検出面 0 決キ灰 掛け分け 大堀相馬 18世紀代

3033 丸碗 EttSK24 坦土 (24) 天釉 大堀相馬 19世紀代

第160図 近世の陶器②(3017～ 3033)
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4 近世陶器
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No 維 出土地点・層位
法量(cm) 残存率(%) 装飾

産地 年代 備考
器 高 口径 底径 口径 底径 釉薬 絵付 。文様

碗 )lSK22 埋土 ■9 藁灰釉 大堀相馬 19世紀代

3035 碗 E区西側 斜面中 (32) 藁灰釉 大堀相馬 19世紀代

3036 碗 Ett I A2i 第1検出面 0 飴釉 在地

碗 D区ⅢD85 懇話し 0 灰釉 肥前か

3038 碗 E区西側 整地中 (37) 灰釉 内 :駒の陽刻 大堀相馬 跨世 紀 か

3039 碗 DttSZ89 (27) 5 0 藁灰釉 大堀相馬 19世紀代

3040 碗 B区墓地跡 表土 (33) 灰釉 外:駒績、内1言ヒピ 大堀相馬 19世紀代

3041 /1ヽ 碗 DttSZ43 灰釉 外 :羽根文 美濃 18世紀代

3042 小碗 DttSZ60 灰釉 大堀相馬 13世紀代

3043 小碗 DttSZ83 1011 灰釉 大堀相馬 18世紀代

3044 小碗 DttSZ92 100 藁灰釉 大堀相馬 19世紀代 赤色顔料付着

3恥 小碗 DttSZ84 灰釉 大堀相馬 18世紀代

3046 猪 口 E区西側 斜面中 0 鉄釉 在地
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第161図 近世の陶器③(3034～ 3046)
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NIo 器種 出土地点・層位
法量 (cm) 残存率(%) 装飾

産 地 年 代 備考
器高 口径 底径 口径 底径 釉 薬 絵付・文様

3047 大皿 )lSD2ベ ル ト西側 0 灰釉 内1海浜風景文 肥前 17後～18前 京焼風

3048 皿 9区ⅢE硲 1～ 2層 0 灰釉 内1海浜風景文 月巴前 17後～18前 京焼風

3049 皿 Ett I A37 攪乱 (17) 0 灰釉 内i海浜風景文 月巴前 17後～18前 京焼風、底都破片

3050 皿 EttSK 8 埋土 0 0 ワ〔メ由 内i海浜風景文 月巴前 17後～18前 京焼風、底部破片

3051 九皿 EttP10掘 方 (SBl) 一人 瀬戸・美濃 大窯4期前半

3052 志野丸皿 B区墓地 粗掘時 長石釉 瀬戸・美濃 大窯4期後半

3053 白天目 EttSK 3 1層 (SBl) 0 長石釉 瀬戸・美濃 連房2・ 3小期 苛台欠損

3054 小皿 C区ⅢE30 検出面 一人 瀬戸 美濃 連房1'2小鶏

3055 反り皿 D区墓地付近 表採 0 天釉 美濃 連房4 5小期

3056 決絵皿 C区 排土中 0 0 長石釉 蘭竹文 瀬戸・美濃 連房 1小期

3057 殉禿皿 01SD4 埋土中位 0 天和 瀬戸 美濃 大窯4期前半

3058 次絵皿 01SD4 検出面 長石釉 蘭竹文 瀬戸 美濃 連房1.2小期

3059 皿 01SK3 埋土 0 天釉 瀬戸・美濃か

3060 皿 D区Ⅳ E43 1層 (22) 0 天釉 瀬戸・美濃か

丸 皿 DttP22 135 長石釉 瀬戸・美濃 連房2・ 3小期 ほぼ灰メ由化

丸皿 DttP22 柱痕 長石釉 瀬戸 美濃 連房2・ 3小期 F灰釉化

丸皿 P10 柱痕 長石釉 瀬戸 美濃 連房2 3小期 F灰釉化

九皿 ε区ⅣE21 3層 (26) 長石釉 瀬戸・美濃 連房2 3小期 ま灰釉化

第162図 近世の陶器④(3047～3064)
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No 器種 出土地点・層位
法量(cm) 残存率(%) 装 飾

産 地 年代 備考
器高 口径 底 径 口径 底径 釉薬 絵付・文様

3065 九皿 D区ⅣE70 P15柱痕 0 長石釉 瀬戸・美濃 連房2,3小期 ほta灰界苗化

丸皿 )lSD4 検出面 (27) 128 0 長石釉 瀬戸・美濃 連房2・ 3小期 ほtま灰罪由化

丸皿 2号桂穴 (01年 ) 0 長石釉 瀬戸 美濃 連房2・ 34ヽ期

3068 志野反り皿 D区ⅣE45 3層 0 長石釉 瀬戸・美濃 通房 1・ 24ヽ期

3069 志野反り皿 EttP23堀方 (SBl) 5 0 長石釉 瀬戸・美濃 大窯 4期

3070 志野反り皿 C区ⅢE57 1層 5 0 長石釉 瀬戸 :美濃 大窯 4期

所縁 皿 Ett I A39 攪乱 5 0 長石釉 瀬戸・美濃 遵房 1小期

3072 ま野反り皿 EttP14埋土 (SBl) (23) 0 長石釉 瀬戸・美濃 大窯 4期

3073 志野反り皿 EttP64埋土(SBl) 0 長石釉 瀬戸・美濃 大窯 4期

3074 志野菊皿 BDttSZ52 5 長石釉 瀬戸・美濃 大窯4期

3075 志野菊皿 E区西側 斜面中 長石/1H 瀬戸・美濃 大窯 4期

3076 志野菊皿 B区沢跡 埋土 長石釉 瀬戸・美濃 大窯 4期

志野菊皿 C区ⅣD08 4層 (30) 128 (84) 5 0 長石釉 瀬戸・美濃 連房1 2小期

3078 志野菊皿 CttШ E73 1層 下 (20) 112 0 長石釉 瀬戸・美濃 大窯 4期

3079 志野菊皿 01SK22 埋土 5 0 長石釉 瀬戸・美濃 連房1.2小期
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第163図 近世の陶器⑤(3065～ 3079)



N千ラ易勿房%と
,ラ
テク くてくETつ

「
ラフ

~l  y3085

X 出土遺物

3091

3081

頭`
==正

三
==土

___f≡てア=3084

茫薫当  ∫
3090

3082

3083

嘲 /堕
0誘

3089
郭 プ碑

＼``ミ<長≡垂垂仁≡〈戸7アジ
/3094

0                        10Cm

つ
０

∩
ン

（
）

つ
け

llo 器種 出土地点・層位
法量(cm) 残存率 (%) 装飾

産 地 年 代 備考
器高 口径 底径 口径 底径 釉薬 絵付・文様

3080 黄瀬戸菊皿 BttSZ61 灰牙由+縁 尿メ由流し 美濃 連房3 4小期

黄瀬戸菊皿 AttS65'E60 火山灰層 灰汗由+縁 尿釉流し 美濃 連房3 4小期

3082 黄瀬戸菊皿 )lSK24 灰罪由十縁 尿釉流し 美濃 連房3 4小期

3083 志野菊皿 五SD4 埋上下位 0 長石釉 瀬戸・美濃 大窯 4期

志野丸皿 Ett I B 表土 0 長石TEI 瀬戸・美濃 大窯 4期 菊皿の底部か

志野九皿 D2SK59埋 土 1) 0 長石釉 瀬戸 美濃 大窯 4期 菊皿の底部か

3086 志野菊皿 C区 ⅡD34 火山灰層面 0 長石釉 瀬戸 美濃 大窯 4期 体部破片

染付皿 Ett I A13 攪舌し 透明釉 草花文 瀬戸・美濃 連房8 9小期 陶器染付

3088 反り皿 D区ⅣF 表土 薬灰十灰 大堀相馬 19世紀代

3089 反り皿 EttSK24 埋土 0 藁灰十灰 大堀相馬 19世紀代

3090 皿 D区ⅣE78 1層 0 一火 大堀相馬 18・ 19世紀代

皿 01SD4 埋土 0 5 一人 不 明 lH薬発色不良

3092 輪花小皿 C区 ⅡE83 1～ 2層
一人 底部内面沈線l条 大堀相馬 18世紀代 五弁花状に日縁部成形

3093 輪花小皿 C区 ⅡE93 1～ 2層 45 一人 底部内面泥線1条 大堀相馬 18世紀代 五弁花状に日縁部成形

3094 輪花小皿 C区ⅣDl19 第1検出面 (17) 5 一人 底部内面沈線1条 大堀IB馬 18世紀代 五弁花状に日縁部成形

第164図 近世の陶器⑥(3080～ 3094)
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hlo 器種 出土地点・層位
法量(cm) 残存率(%) 装飾

産 地 年代 備考
器高 口径 底径 口径 底径 釉 薬 絵付・文様

〒I毛 目香炉 C区皿E93 1～ 2層 透明釉 累旋状刷毛目 一削 大橋Ⅳ期

袴腰形香炉 E区 粗掘時 0 長石釉 草花文 肥前 陶器染付

筒形香炉 C区Ⅲ E82 1層 透明釉 曹草文か 一削 大橋Ⅳ期 陶器染付

3098 火 入 )lSD4 検出面～埋土上位 0 鉄/h 在 地

火入 C区Ⅲ E72 2層 鉄釉 在 地

火入 )lSXl検出面～埋土上位 天十鉄 鉄釉流 し 在地

筒形鉢 D区ⅣE33 1層下 0 一火 化粧土 不 明

筒形鉢 )lSX3 2層 (58) 102 0 天釉 不明

3103 天落し )lSD4 埋土中～下位 決十灰 瀬戸 連房7,8小射

天落し E区 粗掘時 咲十灰 瀬 戸 連房7'8小期

天落し E区 粗掘時 吹釉 大堀IE馬 18世紀代

三足鉢 D区 ⅢE93 1～ 2層 0 灰釉 不 明 三足欠損

3107 鉢 D区ⅢF 表土 0 も 灰メ由 大堀相馬

3108 鉢 ε区岩淵家前 表採 0 灰 釉 大堀相馬

3109 沐 E区西側 斜面中 0 灰釉 月巴前

沐 C区岩淵家前 表採 0 灰釉 大堀相馬

瓶 掛 E区西狽I 斜面中 0 緑メ由 瀬 戸 連房 9小期
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第165図 近世の陶器⑦(3095～ 3111)
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0              111cm

血 器種 出土地点・層位
法量(cm) 残存率(%) 装飾

産地 年代 備考
器高 口径 底径 口径 底 径 /Ht薬 絵付・文様

3 鉢 E区西側 斜面中 5 0 藁灰釉 不 明

3 鉢 B区 Ⅱ E91 攪乱 0 藁灰釉 不 明 近代か

3 鉢 Ett I A46 攪乱 0 藁灰釉 大堀相馬 19世紀代

3 筒形鉢か 3区岩淵家前 表採 (57) 10B 0 錆 十灰 ズ釉流 し 不 明

3 鉢 か D区ⅣE78 1層 0 0 飴 十灰 灰THI流 し 大堀相馬か

鉢 D区ⅣE68 1層 0 鉄+鉄 鉄釉流し 不 明 近代か

笥形鉢か )lSK26 (29) 0 0 飴釉か 外 :櫛 目数条 不 明

胃口 C区ⅢE82 1～ 2層 0 0 天十緑 緑釉流し 瀬戸 美濃 連房9,ll1/1ヽ 期 片口部破片

百 口 D区ⅣE73 2層 0 0 天十緑 緑釉流 し 瀬戸・美濃 連房9'll1/1ヽ 翔 片口部破片

琳 B区 ⅡC 表採 0 0 束釉 摺絵 瀬戸・美濃か

3122 琳 EttSK15 埋上 0 映十灰 在 地

3123 鎌 BttI E92 攪乱 0 0 天釉 相馬か

3124 鉢 EttSK15埋土 0 0 藁灰釉 相馬 底部付近

第166図 近世の陶器① (3112～ 3124)
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4 近世陶器
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0                 10cm

No 器種 出土地点・層位
法量 (cm) 残存率 (O/。 ) 装 飾

産 地 年代 備考
器高 口径 底径 口径 底径 XEI薬 絵付・文様

3 三島手鉢 Ett I A40 攪乱 296 0 透明釉 三島文 ユ副

3 鉄絵鉢 Ett I A22 西側斜面 0 黄瀬戸十緑 録釉流し、鉄腔 瀬戸・美濃 畠房1 2小舞

3 鉄絵鉢 )lSD4 検出面～埋土上位 0 長石釉 瀬戸・美濃 連房3,4刀 身ヽ

3 三島手鉢 EttSK24 埋ユュ(01年 ) (24) 5 0 天釉 三島文 在地 19世紀代

3129 刷毛目鉢 P24 週士上 5 0 透明釉 波状刷毛目 肥前

鉢 E区西側 整地中 5 0 透明釉 白化粧+鉄 +緑 在地

三島手鉢 D区ⅣE45 1層 0 透明釉 三島文 一削

刷毛目鉢 )lSD1 3～ 4層 (22) 0 透明釉 働巻き状刷毛目肥前

刷毛目鉢 3区ⅢE粥  2～ 3層 (22) 0 透明釉 局巻き状刷毛日 ユ削

大鉢 3区SD10備近 (46) 0 天釉 一副
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第167図 近世の陶器③ (3刊 25～3134)
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3142

No 繰 出土地点・層位
法量(cm) 残存率(%) 装飾

産地 年代 備考
器高 口径 底径 口径 底径 釉薬 絵付 。文様

3135 刷毛目鉢 Ett I A22西 側斜面 (55) 0 透明釉 局巻き状刷毛目 ユ削

3136 鰯 D区ⅣEtt P3 埋土 0 長石十緑 帥流し、鉄絵 瀬戸 美濃 遵房3・ 4小理

3 雛 鉢 Ett I A22 第1検出面 0 長石+緑 霊釉流し、鉄絵 瀬戸・美濃 連房1・ 2ガ嘲

3 鉄絵鉢 B区墓地 粗掘時 (35) 0 長石釉 ススキ 瀬戸・美濃

3 39 三島手鉢 D区墓地付近 0 ゐ明釉 三島文 工副 トテ痕あり

3 40 刷毛目鉢 Ett I A03 第1検出面 透明釉 渦巻き状刷毛日 一副

刷毛目鉢 C区ⅣD19 4層 0 期 渦巻き状刷毛目 一削 目跡あり

3 責瀬戸鉢 D区墓地 表採 (136) 黄瀬戸+緑 録釉流し、菊文 頼戸 美濃 連房1・ 2小期 トチ痕あり、高台欠損

鉄絵鉢 C区01SD4 埋土 (28) 長石釉 頼戸・美濃 連房1・ 2月 期ヽ

3144 鉄絵鎌 P26・ 27 埋土(01年 ) 1■0 20 民石釉 鉄絵 瀬戸・美濃 連房1・ 2小期

第168図 近世の陶器⑩(3135～ 3144)
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4 近世陶器

肋‖

0                              10CIn

N6 器種 出土地点・層位
法量(cm) 残存率 (°/o) 装飾

産地 年代 備考
器高 口径 底径 口径 底径 釉薬 絵付・文様

福鉢 D区ⅢE佐藤家付近表採 155 322 鉄釉 不 明 硬質 A類

3146 悟 鉢 ε区Ⅲ E83 2層 168 327 鉄釉 不 明 硬質 A類
悟 鉢 D区 ⅢE83 1～ 2層 0 鉄釉 不 明 硬質 A類
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第169図 近世の陶器①(3145～ 3147)
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0                 1ocm

X 出土遺物

No 器種 出土地点・層位
法量(cm) 残存率 (%) 装飾

産地 年代 備考
器高 口径 底径 口径 底径 釉薬 絵付 。文様

3148 情鉢 ε区ⅣE22 3層 (75) 20 錆釉 頼戸 連房7～ 9小理 B類

3149 fHP鉢 3区ⅣE22 3層 (45) 254 20 錆釉 瀬戸か 連房7～ 9小刃 B類

3150 悟鉢 Ett I A49 (59) 錆釉 不明 C類

3151 層鉢 E区西側 斜面中 300 鉄釉 不明 近代か C類

3152 橋鉢 EttSK24 埋土 (■5) 294 鉄釉 不明 近代か C類

3153 福鉢 E区旧滝沢家道路側 (76) 334 鉄 釉 不明 近代か C類

第170図 近世の陶器⑫(3148～ 3153)
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4 近世陶器
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3163

3165

No 器種 出土地点・唇位
法量(cm) 残存率 (%) 装 飾

産 地 年代 備考
器高 口径 底 径 日径 底径 罪由夢疼 絵付・文様

3 福鉢 C区Ⅳ E22 3層 5 0 錆釉 瀬 戸 B類
3 播鉢 CttШ E67 1層 5 0 錆釉 在地 近代か C類
3 指鉢 DttP36 5 0 鉄メ由 不 明 硬質 A類
3 福鉢 Ett I A16 攪乱 (27) 5 0 鉄釉 不 明 近代か

信鉢 E区西側 整地中 (36) 5 0 鉄釉 不 明 近代か

指鉢 Ett I B91 排土中 5 0 鉄釉 不 明 近代か

橋 鉢 D区南狽I 第1検出面 (92) 5 0 鉄 釉 不 明 硬 質 A類
3161 信鉢 D区ⅣF27 3i 排土中

“

働 5 0 鉄界由 不 明 近代か

括鉢 Ett I A49 0 鉄釉 不 明 近代

指鉢 )lSD4 坦土 鉄釉 在 地 B類

悟 鉢 ε区Ⅲ E83 2層 (72) 0 鉄釉 不 明 夏質 A類
3165 信鉢 ε区Ⅲ E62 4層 鉄釉 瀬戸 3類

3166 信鉢 )lSD4 埋土 錆釉 瀬 戸 B類
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第171図 近世の陶器⑬(3154～ 3刊 66)



X 出土遺物
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0                 10Cm

No 器種 出土地点 層位
法量 (cm) 残存率(%) 装飾

産地 年代 備考
器高 口径 底径 口径 底径 釉薬 絵付・文様

3167 指鉢 ε区Ⅲ E83 2層 0 0 鉄釉 不明 硬質 A類

3168 福 鉢 D ttSZ67 0 0 鉄 釉 不 明 硬質 A類
3 悟 鉢 E区 攪乱 0 錆釉 瀬 戸 B類

3 橋鉢 】SD4検出面～埋土上位 0 0 錆釉 瀬戸 B類

3 指鉢 Ett I A23西 側斜面 0 0 鉄罪由 不 明 硬質 A類
3 福鉢 不 明 0 0 鉄牙白 不 明 硬質 A類
3 権 鉢 C区 表採 0 0 鉄メ由 不 明 硬質 A類
3 悟 鉢 EttSK25 埋土 0 鉄メ由 不明 近代か

3 悟鉢 Ett I A70 表採 0 0 鉄釉 不 明 近代か

3 悟鉢 Ett I B52 第1検出画 0 0 鉄釉 不明 硬質

3 悟鉢 EttSK15 埋土 0 0 鉄 釉 不 明 近代か ε類

3178 悟鉢 D区墓地付近 表土 0 0 鉄 釉 不 明 近代か

3179 悟 鉢 D区南側 第1検出面 (59) 0 0 無釉 不 明 底面摩減

3180 括鉢 EttI A 攪舌L 0 0 鉄釉 不明

福鎌 E区 排土中 (49) 120 0 鉄釉 不 明 硬質、底面摩滅

3182 楯外 E区西側 斜面中 0 鉄和 不 明 近代か 底面摩滅 C類

第172図 近世の陶器⑭ (3167～ 3182)
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4 近世陶器
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0              1CICm

h 器種 出土地点・層位
法量 (cln) 残存率(%) 装飾

産地 年代 備考
器高 口径 底径 口径 底径 釉薬 絵付・文様

甕 C区ⅢE67 1層 (62) 179 0 鉄釉 不 明 釉薬発色不良

露 C区 ⅡE佐藤家畑 表土 0 鉄 +海鼠 海鼠釉流し 東北地方

籍 D区墓地 表採 0 20 鉄十灰 灰釉流 し 東北地方

3186 甕 C区 ⅢF 表土 0 0 鉄 +海鼠 海鼠釉流 し 東北地方

3187 甕 C区ⅢF 表土 0 0 灰 +藁灰 藁灰流し 東北地方

3188 甕 DttP76 (35) 0 0 鉄 +海鼠 海鼠釉流し 東北地方

3189 発 C区ⅣE01 3層 0 40 灰釉 東北地方

3190 7k甕 EttSK 8 2層 (1■9) 0 0 灰 +緑 僚釉 流 し 東北地方
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第173図 近世の陶器①(3183～ 3190)
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0          1ocm

NQ 器種 出土地点・層位
法量(cm) 残存率能 ) 装飾

産地 年代 備考
器高 口!径 底径 口径 底径 釉薬 絵付・文様

3191 大葵 D区岩淵家前 表採 盤 8 200 100 100 賄+鉄 鉄釉流じ 東北地方 19世紀代

3192 堪 D区東端 表土 (2推I王〕) 183 0 1∞ 束■海鼠 海鼠釉流し 在地 19世紀代

来縮尺1/4

第174図 近世の陶器⑩(3191～ 3192)
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4 近世陶器

3194

0               10Cm

No 器種 出土地点・層位
法量(cm) 戎存率(%) 装飾

産地 年代 備考
器高 口径 底径 口径 底径 釉薬 絵付・文様

3193 大甕 C区岩淵家前 表採 (69) 46 0 鉄十海鼠 海鼠釉流し 在地 19世紀代

大甕 E区西側 斜面中 (129) 0 鉄釉 鉄釉流し 在地 19世紀代

※縮尺1/4
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第175図  近世の陶器⑦ (3193～ 3194)
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No 器種 出土地点・層位
法量 (cm) 残存率 (%) 装飾

産地 年代 備考
器高 口径 底径 口径 底径 釉薬 絵付 文様

小重 Btt I D93 攪乱 藁灰釉 大堀相馬

小 甕 D区 ⅢF 表採 0 天釉 在地

3197 小甕 EttSK26 埋土 (22) 0 鉄釉 在地

小甕 3区 I A50 第1検出面 0 鉄釉 在地

小奏 D区墓地付近 表採 0 40 天釉 在地

3200 行平鍋 Ett I A68 攪舌し (29) 190 0 膨〔メ山 不明

3201 行平鍋 DttP32 0 0 柿釉 不 明

3202 行平鍋 E区西側 斜面中 (26) 128 0 灰 釉 不明

3203 倍熔 E区西側 斜面中 0 0 透明釉 不明 面のみ残存

3204 徳利 Ett I Z29 第1検出面 0 0 鉄十錆 外 :飛飽文 東北地方

3205 徳利 EttSK23 埋土 (28) 0 0 緑釉 大堀相馬

3206 徳利 DttP51 2層 中位 0 0 透明釉 不明

3207 徳利 Ett I A69 第1検出面 0 0 鉄 +灰 不 明

3208 徳 利 Ett I A22 第1検出面 0 緑釉 不 明

3209 土瓶か Ett I A03西 側斜面 (59) 0 透明十緑十呉須 不 明

3210 土瓶 E区西側 斜面中 (52) 0 0 鉄十灰 算盤玉形 不明

土 瓶 EttSK12 埋土 0 藁灰釉 湘馬 注口部破片

第176図 近世の陶器①(3195～ 3211)
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4 近世陶器
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blo 器種 出土地点・層位
法量(cm 残存率(%) 装 飾

産地 年代 備考
器高 口径 底径 口径 底径 釉薬 絵付 。文様

3212 土瓶 EttSK12 埋土 0 藁+灰 相馬か 注目部破片

3213 土瓶 D区ⅣF74 1層 (20) 藁+灰 相馬

3214 土瓶か )ISXl検 出面～埋土上位 灰TEI 相馬

3215 蓋 D区ⅣF74 1層 透明釉 東北地方 近代か

3216 蓋 E区西側 斜面中 5 透明釉 東北地方 変形著しい

3217 蓋 ε区Ⅲ E67 1層 5 0 鉄釉 東北地方 落 とし蓋

3218 向付 )lSX3 埋土下位 0 鉄 +長石 美濃 鼠志野

3219 向付か EttSKl(SBl) 0 0 長石釉 美濃

花生か E区滝沢家道路側 0 灰釉 不 明 「清」の銘、スタンプあり

3221 汽車茶椀 3区岩淵家前 表採 109 灰釉 不明 型造り

3222 ひょうそく DttSZl 40 lCXl 透明釉 不明

3223 不明 E区滝沢家畑 0 0 長石釉 美濃か
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第177図 近世の陶器⑩(3212～ 3223)
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第178図 近世の陶器⑩(3224～3231)

X 出土遺物

0                 10cm

血 器種 出土地点・層位
法量(cm) 残存率 (%) 装飾

産地 年代 備考
器高 口径 底径 口径 底径 釉薬 会付・文潤

3224 宛 BttSZl17 0 40 天釉 肥前 底部破片

3225 宛 Dtt I層 盛土内 0 天釉 工副 底部破片

3226 宛 表土 0 0 天釉 大堀相馬 体部破片

3227 宛 C区ⅡE08 第 1検出面 (15) 122 20 0 灰釉 瀬戸・美濃 大窯4期 口縁部破片

宛 BttSZ■ 8 (19) 5 0 灰釉 大堀相馬 18世紀代 E弁花状に日縁部形成

3229 宛 表土 (32) 0 0 録十灰 肥前 体部破片

3230 宛 BttSZ■ 3 (39) 5 0 鉄十海鼠 不 明 口縁部破片

3231 碗 表土 (42) 0 0 無釉 常滑 洞部破片
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5 近  世  磁  器 (第 179～ 190図、写真図版181～ 193)

磁器類は、白色の胎土に呉須あるいは人エコバル トで絵付が施され、さらに全面に透明釉を施す単

色染付製品が主体をなす。この他にも瑠璃釉や青磁釉製品も出上 しているがごく少数である。産地に

は肥前、瀬戸、東北地方 (平清水系含む)がある。

茶碗・湯呑類 (4001～ 4058・ 4160～ 4162)

4001～4023はいずれも肥前産と考えられる製品である。4001・ 4002は九碗の底部破片で、いずれも

底部外面に「太明年製」の銘文が書かれている。4003～ 4009・ 4013・ 4015は いわゆる「くらわんか手」

の九碗である。4003・ 4004・ 4008'4009・ 4013は小振 りの碗で、器壁は厚 く口縁部が直立気味に立ち

上がる。4005～ 4007・ 4015は大振 りの碗で、器壁は薄 く体部は九味をもつ。体部外面には雪輪草花文

(4003・ 4004)。 二重網目文 (4005)。 海浜風景文 (4006)な どが描かれる。4010～ 4012・ 4014は広東碗

で、体部が深 く口縁部が直立する。体部外面に圏線と草花文などの染付が描かれる。4016・ 4017は端

反碗である。いずれも器壁は薄 く、外面に草花文が描かれる。4018～4023は いずれも底部から体部に

かけての破片であり、器形は特定できない。基本的に草花文が描かれるが、4022の ように無文で施釉

も全面にしないものがある。

4024～4034,4160は 瀬戸産と考えられる製品である。4024は広東碗で、体部はわずかに丸味をもっ

て立ち上がる。高台は高 く直立するが、高台内は削 り込まれていない。体部外面には桐絵が描かれ

る。4025～ 4034・ 4160は端反碗で、国径■,Ocm前後のA類 (4025～ 4032・ 4160)と 口径8.Ocm前後のB類

(4033・ 4034)がある。A類は、4025の ように体部下半の器壁が厚 く口縁部の外反が明瞭なものから、

4030の ように口縁部の外反が非常に弱 く、体部下半から回縁部までが直線的なものまである。いずれ

も付高台で、直立するものとハの字状に開くものがあり、さらに高台内が削 り込まれるもの (4028)が

ある。B類 は、器壁が薄 く口縁部の外反は明瞭である。A類 は体部外面に麦蕎手 (4025)・ 草花文系

(4026・ 4027)。 楼閣山水文 (4028)な どが描かれ、口縁部内面に圏線あるいは縁帯、底部内面に波 (4025・

4028)や帆架舟 (4026)な どが描かれるものがある。B類には口縁部外面に縁帯、体部外面に木葉文が

描かれるが、内面には何も描かれない。

4035～4048は東北地方産 (平清水系)と 考えられる製品である。ほとんどが九碗 と考えられるが、

4044は広東碗の可能性がある。体部下半の器壁は厚 く、回縁部が直立気味になるものが多 く、口縁端

部は尖 り気味となる。高台は直立 して高台内が削 り込まれるものが多いが、4041や 4042の ように小型

の三角高台もある。ただし、4040は高台脇に明瞭な稜をもち、体部は直線的に開くことからやや大 き

めの猪口である可能性 もある。体部外面には草花文 (4035・ 4036)・ 虫篭文 (4037。 4045)な どが描か

れるが、4043・ 4044の ように無文のもの もある。また、底部内面には舟あるいは波 (4036)や水仙

(4038)な どが描かれている。なお、4040に は鉄釉、4042に は銅緑釉が施されている。4161は切込窯産

と考えられる端反碗で、外面には海浜風景文が描かれる。

4049は瀬戸産の端反湯呑である。体部下半の器壁が厚 く、口縁部は外反して端部は指押さえなどに

より輪花状に成形される。高台は低めの付高台で、高台内は深 く削 り込まれる。体部外面には4方向

に草花文が描かれる。4050は東北地方産の蕎麦猪口である。底部から回縁部まで直線的に立ち上が

り、国縁端部は水平に整えられたのち、押圧によってわずかに輪花状に成形される。体部外面には蛸

唐草文、日縁部内面には四方欅文が描かれる。4162は筒形湯呑で、正面に海浜風景文、裏面に兎が描か
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れる。

4051～4054は肥前産の端反小杯である。4051は 体部がハの字状に開きながら立ち上が り、口縁部は

強 く外反する。高台は、内反 りとなる削 り出し高台である。4052は、器壁が厚 く体部は九味をもって

立ち上がる。口縁部の外反は弱いが、日縁部内面は稜を有するほど屈曲が強 く、日縁端部は尖る。高

台は低い付高台で、高台脇が垂直に削 り込まれる。4053・ 4054は、体部がハの字状に開きながら立ち

上がり、口縁部はナデ調整によってわずかに外反する。高台は低い付高台で、断面形は三角形である。

4051・ 4052は無文、4053・ 4054はそれぞれ体部外面に海浜風景文と羽根文が描かれる。

4055～4058は小碗である。4055は筒形の小碗で、体部は直線的に立ち上がって口縁部へ と至る。体

部外面には草花文が描かれる。4056は体部が九味をもち、口縁端部は尖る。体部外面には圏線 と草花

文が描かれる。4057・ 4058は扁平な小碗で紅猪口とも呼ばれる。体部下方が丸味をもち、口縁部はや

や開き気味になる。高台は低い付高台で、断面形は方形である。体部外面には笹絵が描かれる。

皿類 (4059～ 4118・ 4148～ 4154)

4059～4094は、肥前産と考えられる皿類である。

4059～ 4067・ 4148は紅皿である。いずれも貝殻状に型押し成形されている。体部形状は、器壁が薄

く直線的に開くもの (4059'4060)と 器壁が厚 く丸味をもって立ち上がるもの (4064・ 4066)の 2種類

がある。いずれも高台は非常に小さく、体部外面中央から内面全体に透明釉が施される。

4068は、体部が九味をもって立ち上がり、口縁部は短く外反する。高台は付高台で、断面形は逆台

形である。外面は体部下半に削り調整、上半にナデ調整が施される。染付は口縁部内面には捩り文が

5単位、 2条の圏線を挟んで体部内面中央には草花文が描かれる。

4069・ 4070は色絵製品である。4069は体部が内彎しながら開き気味に立ち上がり、口縁端部は三日

月状に尖る。高台は付高台で、断面形は逆台形である。高台は内外面ともに削り調整が施される。体

部内面には色絵で草花文が描かれ、中央部は布などで蛇ノロ状に釉剥ぎが行われている。4070は大皿

で、体部は浅く外方に開く。高台は端部が九味をもつ断面三角形の付高台で、高台内は削 り込まれる。

体部内面には色絵が描かれ、さらに一部円周状に釉剥ぎが行われる。

4071'4072・ 4077は「くらわんか手」の皿である。いずれも4068～ 4070と 比べて絵付けの筆のタッチ

は粗い。また、4072の ように削り出し高台のものも確認できる。染付には海浜風景文 (4071)・ 草花文

(4072)。 二重網目文 (4077)な どが確認できるようになる。

4073～4076は 蛇ノロ釉剥ぎ皿である。いずれも高台脇が削り込まれ、体部は内彎気味に外方に開

く。高台は内外面とも削り調整が施されており、断面形は逆台形ないし三角形である。内面全体と高

台脇にかけて透明釉が施され、内面には蛇ノロ状に釉剥ぎされた痕跡が明瞭に認められる。

4078は端反皿である。器高は低 く扁平で、体部下半の器壁が厚 く口縁端部は引き出されて外反す

る。高台は断面形が逆三角形状で、高台外面は大きくタト傾する。4079'4083・ 4084は丸皿で、体部下

半が九味をもって立ち上がり回縁部は直立気味となる。全体として器壁が厚く、口縁端部は九く収め

られる。高台は低く、断面形は逆三角形である。これらはいずれも体部内面に草花文、外面には蔓草

あるいは唐草文が描かれる。4080。 4081は 、体部下半は九味をもつが、上半は直線的に立ち上がる。

口縁部はナデ調整によりわずかに外方に開く。染付は、体部内面に草花文と花弁文、外面に蔓草が描

かれ、さらに高台内に「筒江」の銘款が施される。

4082は小皿である。高台脇は水平に開き、外方に開きながら口縁部へ至る。体部内面には花鳥文と

草花文、外面には唐草文が描かれる。4085～ 4087・ 4091はいずれも体部内面に型紙で絵付けを行う丸
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皿である。底部の器壁は厚いが、国縁部に向かうにつれて薄手となっていく。高台は低く、断面形は

逆三角形である。なお、体部外面には唐草文、高台脇には圏線が描かれる。

4095～4104は寿文皿である。寿文皿は木型打ち込みによる寿文と透明釉というシンプルな構成をし

ているため、産地同定は困難である。したがってここでは器形の特徴によってのみ細分を行う。今回

確認できたものは3類に分類可能である。A類は口径12 0cm、 器高2.Ocm以 上のもので、4095が該当す

る。B類は口径12.Ocm前後、器高2.Ocm以 下の扁平なもので、4098・ 4099・ 4100な どが該当する。C類

は口径10 0cm前後のもので、4101・ 4102が該当する。いずれも高台脇は内彎し、回縁部は大きく外反

する。ただし、B類の回縁部は外反というよりもタト方に引き出されるように成形されている。

4106～4110'4114は平清水系を含む東北地方産の皿である。丸皿と端反皿が確認されているが、全

形を知りうるものは4114のみである。肥前産にも同型の器形があるが、染付には人エコバルトを使用

しており、文様も異なるため、判別は可能である。

4111は肥前産の青磁大皿あるいは盤である。幅広角柱状高台で、体部は直線的に外方に開く。4112・

4115。 4153は肥前産の大皿である。4115は おそらく口径30cmを 超える大型のものと思われる。体部内

面に海浜風景文、高台内に「太□□□ (太明年製か)」 の銘が描かれる。4113は体部内面に陽刻が施され

る。4116は盤の体部片で、内面には市松模様の染付が描かれている。4153は輪花大皿である。体部は

わずかに丸味をもって立ち上がり、口縁端部は九味を帯びる。国縁部から体部にかけてヘラ状工具で

ソギが入れられることによって輪花を成形している。

4117・ 4118・ 4151は型打皿である。内外面とも型押しによって成形されており、平面形は方形であ

る。高台の断面形は四角形である。4117は体部内面に蛸唐草文、底部内面に四弁花文が型押しされて

おり、そのうえに呉須が施されている。4151は底部内面に菊文が型押しされており、全体に透明釉が

施される。4118も 型押し成形による型打皿で、平面形は扇形である。高台は断面形が方形で、体部と

異なり長方形状に巡る。底部内面には草花文が描かれているが、染付・釉薬ともに発色不良である。

鉢類 (4■9～4124)

鉢類には筒形香炉・深鉢 。大鉢がある。

4119～4121は筒形香炉である。いずれも体部外面から口縁部内面にかけて釉薬が施される。4119は

体部がわずかに内彎しながら立ち上が り、口縁部は内側に折り返されて端部は水平に整えられる。

4120,4121は いずれも体部が直立するタイプの鉢である。4120は 口縁部が内側に折り返されて玉縁状

になる。4121は底部内面が削り込まれて蛇ノロ凹型高台となっている。なお、4119は体部外面に丸文

を描いたのちに透明釉、4120。 4121に 1ま青磁メ由が施される。

4122は倒卵形の香炉と考えられる製品である。体部外面に蔓草が描かれ、底部外面周辺を除いて透

明釉が施される。

4123は折縁深鉢である。体部は直線的に斜め上方へ開き、日縁部直下で段を形成して口縁部は受口

状となる。体部外面に蔓草、内面に唐草文が描かれる。4124は大鉢である。体部は丸味をもって立ち

上がり、口縁部は外折して水平気味に開く。口縁部内面に葡萄唐草文が描かれる。

瓶類 (4125～4136)

瓶類には徳利と水注がある。形態から、 I類 (御神酒徳利)・ 工類 (すず徳利)・ Ⅲ類 (爛徳利)イこ分

類することができる。

4125。 4126は徳利 I類である。体部下半に最大径をもつ倒卵形状で、顎部は細く直立する。高台は

-282-



X 出土遺物

端部が九い方形で、砂 目の付着 もみ られる。4125は、顎部成形の際の絞 り痕が明瞭で、口縁部はハの字

状 に開いて端部は水平に整えられる。4126の体部及び頚部内面は無釉で、全面 にエ ゴテによる成形痕

が明瞭に認め られる。

4127～4131は 徳利 Ⅱ類である。今回は大型で体部が球胴形 (4127・ 4128・ 4131)あ るいは倒卵形

(4129。 4130)の ものをこの類型にしている。いずれも体部破片のため、顎部及び口縁部の形状につい

ては不明である。徳利 I類 と同様、体部内面は無釉でエゴテによる成形痕が明瞭に認められる。な

お、4132は球胴形の体部に厚手の高台が取 り付けられる徳利で、いわゆる「すず徳利」の一般的な特徴

を有 している個体である。

4132～4135は徳利Ⅲ類である。無高台で体部が直立するものをこの類型にしている。 I。 工類に比

べて器壁が薄 く、内面の成形痕 も明瞭である。底部はいずれも平底で、釉薬は施されていない。なお、

Ⅱ類同様顎部及び口縁部の形状については不明である。

4136は水注の吊り手部分の破片である。本来は半円状のものと考えられ、断面形は逆台形である。

外縁部にのみ蛸唐草文が描かれる。

蓋類 (4137～ 4142)

4137～ 4139・ 4142は碗類の蓋と考えられる。笠部は4137のみ直線的に開くが、その他は ドーム状で

ある。口縁端部は尖 り、いずれも内面には縁帯が描かれる。つまみ部は若千外方に開きながら立ち上

がる。笠部外面には鶴と雲 (4137)・ 草花文 (4138。 4139'4142)が描かれ、全面に透明釉が施される。

なお、4138・ 4139に は内面中央に変形 した帆架舟が描かれる。

4140・ 4141は 土瓶や急須の蓋 と考えられる。4140は笠部が扁平で、外面には松竹文が描かれる。

4141は宝珠状のつまみ部のみの破片である。色絵製品で、青 。緑・責色の顔料が掛け分けられている。

いずれもかえし部は欠損のため不明である。

その他 (4143～4147)

4143は小壼である。口縁部は短 く直立 し、体部は扁平な球状になると思われる。体部外面から口縁

部内面にかけて透明釉が施される。

4144は餌鉢である。体部はほぼ直立 し、口縁郡は受け口状 となる。口縁部の一端に紐通 し用の耳が

取 り付けられる。底部外面を除いて透明釉が施される。

4145・ 4146は蓋付の碗形合子で、一対になるものである。4145は笠部が ドーム状で、口縁部にはか

えしが形成される。つまみには細い板状のものが取 り付けられている。笠部外面には草花文と雷文、

内面には水仙が描かれ、笠部外面には瑠璃釉、かえし部を除いて透明釉が施される。4146は体部下半

は九味をもつが、上半は直立して口縁部へ と至る。全体 として器壁は薄 く、口縁端部は尖る。高台は

蛇ノロ凹型高台であるが、釉剥 ぎは行われていない。体部外面には4145と 対応する配置で草花文と雷

文が描かれ、高台内には「渦福」の銘款が施される。体部外面には昭璃釉、内面及び高台内には透明釉

が施される。なお、4147の体部外面には金泥などで上絵付けとして草花文が描かれていた痕跡が残さ

れている。

4147は獅子面形の根付である。内部中空の型造 り成形で、側面には接合部の痕跡が認められる。顔

面部には鉄釉が施され、さらに全面に透明釉が施される。背面には紐通 し用の孔が 2孔開けられてい

(村 田 )る 。
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産地 年代 備考
器 高 口 径 底径 口径 底 径 釉薬 絵付 文様

九碗 ε区Ⅲ E81 1層 0 0 透明rll 海浜風景文 一副 大橋Ⅳ期 「□□年制」銘、高台欠損

九碗 lSD4 埋土中～下位 0 5 透明釉 不 明 一則 大橋Ⅳ期 「大明成化年製」銘

九 碗 D区 第1検出面攪乱 透明釉 雪輪草花文 肥前 大橋 V期 くらわんか手

九 碗 DttSD 6 埋土 0 透明釉 紅葉 一削 大橋V期 くらわんか手

九碗 B区 Ⅱ D65 攪舌し ●7) 0 透明釉 一重網目文 一削 大橋 V期 くらわんか手

丸碗 3区 ⅣE01 4層 0 透明釉 海浜風景文 単副 大橋V期 くらわんか手

丸碗 3区 Ⅲ E57 1層 透明釉 雪輪草花文 lB前 大橋V期 くらわんか手

4008 九碗 】SXl 埋土中位 5 透明釉 圏線 肥前 大橋V期 くらわんか手

丸碗 D ttP■ 7 埋土 5 透明釉 草花文か 一削 大橋V期 くらわんか手

広東碗 P7 埋土 (01年 ) 5 透明釉 草花文 肥前

4011 広東碗 Ett I A27 攪乱 5 透明釉 草花文 一削

広東碗 C区ⅢE73 1～ 2層 (31) 5 透明釉 草花文 肥 前

九碗 D区ⅣF95 1層 (22) 5 0 透明釉 雪輪草花文 肥 前 大橋V期 くらわんか手

広東碗 B区墓地 表採 5 0 透明釉 草花文 ユ副

丸碗 EttP20埋土 (SBl) 5 0 透明釉 草花文か 肥前

端反碗 EttSK21 埋土 5 0 透明釉 不 明 肥前

瑞反碗 DttP103 埋土 5 0 透明釉 草花文 一副

宛 〕lSX3 埋土上位 0 0 透明TIB 海浜風景文か 肥前 大橋V期 くらわんか手

宛 EttSK14 埋土 0 0 透明釉 草花文か 工副
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第179図 近世の磁器①(4001～ 4019)



X 出土遺物
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hlo 器種 出土地点 層位
法量(cm) 残存率(%) 装飾

産 地 年代 備考

器高 口 径 底径 口径 底径 釉薬 絵付・文様

4020 宛 Ett I A70 表採 (15) 0 0 透明釉 革花文 肥前

碗 D区墓地 表採 0 0 透明釉 草花文 一削

4022 碗 DttSZ89 0 0 透明釉 月巴前

4023 碗 ε区ⅢD36 1層下 0 透明釉 圏線 ユ削 くらわんか手、高台欠損

4024 広東碗 E区西側 斜面中 5 透明釉 花 瀬 戸 連房10小期

4025 端反碗 E区西側 斜面中 0 透明釉 藁麦手 瀬戸 連房10 1月 期ヽ 見込 :波、高台欠損

4026 端反碗 E区道路 粗掘時 透明メ由 草花文 瀬戸 連房10 1小期 見込 :帆架舟か

4027 端反碗 Ett I Z29検 出面 108 透明釉 草花文 頼戸 連房10 1小期

4028 鵜反碗 C区ⅢE日佐藤家 表採 歴明釉 楼閣山水文 頼戸 連房10 1小期 見込 :波

4029 瑞反碗 D区墓地 表採 0 透明釉 草花文 瀬 戸 連房 2/1ヽ舛

41130 端 反碗 C区 ⅡB十日佐藤家 表採 0 透明釉 海浜風景文 瀬 戸 連房1 ・12/1ヽ舞

端反碗 E区道路 粗掘時 0 透明釉 海浜風景文 瀬 戸 連房ユ ,12/1ヽ狩

4032 端反碗 E区西側 斜面中 透明釉 海浜風景文 瀬戸 趣房 l別 真ヽ

4033 端反碗 D区Ⅳ F95 1層 透明釉 木葉文 瀬 戸 連房10小期

端反碗 D区ⅣE78 1層 5 透明釉 木葉文 瀬 戸 連房10小期

九 碗 B区墓地 表採 5 mЭ 5 透明メ由 草花文 東北地方 19世紀代

第180図 近世の磁器②(4020～ 4035)
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5 近世磁器
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h 器種 出土地点・層位
法量 (cm) 残存率 (%) 装 飾

産地 年代 備考
器高 口径 底径 口径 底径 釉 薬 絵付・文様

4036 九碗 Ett I A69,I B33 検出面 102 透明釉 性丹草花文 平清水系 19世紀代 見込 :舟

鴨反碗 D区南側 2層上面 透明釉 虫篭文 平清水系 19世紀代

丸椀 E区西側 斜面中 (44) 透明釉 劉線 平清水系 19世紀代 見込 :水仙

4039 九碗 E区西側 斜面中 (23) 透明釉 麦藁文 平清水系 19世紀代 見込 :舟か

4040 加 P10 坦土 (01年 ) 5 映罪由 不 明 19世紀代

丸碗 EttSK23 埋土 透明釉 藁束文 東北地方 近代か 見込不明

4042 碗 E区西側 斜面中 0 5 祠緑釉 不 明 19世紀代

4043 碗 〕lSD4 埋 土 0 透明釉 下明 19世紀代

4044 碗 E区西側 斜面中 0 透明釉 不 明 19世紀代

4045 碗 BttIC96 2層 0 透明釉 吹篭文 東北地方 19世紀代 rII薬、発色不良

4046 碗 DttP33 埋土 0 透明釉 麦藁文か 平清水系 19世紀代

碗 C区ⅢE98 第1検出面 0 0 透明釉 草花文 東北地方 19世紀代

碗 E区西 側  斜 面 中 0 0 透明釉 草花文 平清水系 19世紀代

筒形湯呑 E区西側 斜面中 透明釉 草花文 瀬戸 違房■小期 口縁部輪花状

4050 蕎麦猪口 C区ⅡEI日佐藤家 表土 透明釉 蛸唐草文 東北地方 19世紀代 口縁部輪花状
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第181図 近世の磁器③(4036～ 4050)
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No 器種 出土地点・層位
法量(cm) 残存率(%) 装飾

産地 年代 備考
器高 口 径 底径 口径 底径 釉薬 絵付 文様

405ユ 小杯 BttSZ43 透明釉 肥前 大橋Ⅳ期

4052 小杯 BttSZ 6 透明釉 波 +舟 肥前 大橋Ⅳ期

4053 /1ヽ 杯 01SD4 埋土 透明釉 羽根文 一削 大橋Ⅳ期

4054 小杯 DttSZ31 透明釉 単副 大橋Ⅳ期

卜碗 E区 I A23西 側斜面 (45) 透明釉 羽根文か 東北地方

Jヽ碗 EttP22 埋土 (24) 透明釉 華花文 ]巴言τか

4057 4ヽ碗 BttSZ78 透明釉 陛絵 一削 大橋Ⅳ期

4C158 /1ヽ碗 D ttSZ38 透明釉 産絵 一削 大橋Ⅳ期 赤色顔料付着

延皿 BttSZ 2 3 100 透明釉 肥前 大橋V期

4060 紅 皿 BttSZ 2 5 透明釉 肥 前 大橋V期

紅皿 BttSZ81 透明釉 工則 大橋V期

4062 紅皿 BttSZ84 100 透明/11
一削 た橋V期

4063 紅皿 BttSZ15 透明釉 肥前 大橋V期

4064 紅 皿 DttSZ 2 透明釉 肥前 大橋V期

紅 皿 DttSZ 7 透明釉 肥前 大橋V期

4066 紅皿 DttSZ55 透切釉 一副 大橋V期

4067 紅皿 DttSZ92 透明釉 月巴前 大橋V期
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第182図 近世の磁器④(4051～ 4067)



5 近世磁器
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No 器 種 出土地点・層位
法量(cm) 残存率(%) 装飾

産地 年代 備考
器高 口径 底径 口径 底径 釉薬 絵付・文様

4068 皿 )lSXl 検出面 透明釉 戻文十草花文 lB前 大橋 I期

4069 皿 AttP102 埋土 120 透明釉 色絵草花文 lE前

4070 皿 P22 坦土 (01年 ) 0 透明釉 色絵草花文 ユ削

4071 皿 BttSZ14 0 透明/11 海浜風景文 一則

4072 皿 DttSD 6 埋土 49 0 透明釉 車花文 H巴前 大橋V期 くらわんか手

4073 皿 E区道路 粗掘時 0 透明釉 肥前 内 :蛇ノロ釉剥ぎ

4074 皿 E区道路 粗掘時 0 透明釉 染付あり ユ副 内 :蛇ノロ釉剥ぎ

皿 EttSK 6 1層 0 透明釉 一削 内 :蛇ノロ釉剥ぎ

皿 EttSK21 埋土 (14) 0 透明釉 肥前 内 :蛇ノロ釉剥ぎ

4077 皿 Ett I A28 攪乱 透明釉 二重網目文 肥前

4078 端反皿 E区西側 斜面中 5 5 透明釉 草花文+蔓草 肥前 大橋V期

4079 皿 E区道路 粗掘時 128 透明釉 肥前
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第183図 近世の磁器⑤(4068～4079)
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No 器種 出土地点 層位
法量 (cm) 残存率 (O/O) 装飾

産 地 年代 備 考
器 高 口径 底径 口径 底径 釉薬 絵付・文様

4080 皿 E区西狽1 斜面中 透明釉 革花文十蔓草 一副 夫橋Ⅳ期 「筒江」銘

llll EttI A 表土 144 5 透明釉 草花文十莫草 ユ削 大橋Ⅳ期 「筒江」銘

4082 小 皿 EttSK15 埋土 5 5 透明釉 花鳥文十草花文 工削

4083 阻 3区岩淵家前 表採 透明釉 草花文十蔓草 一削

4084 皿 Ett I A03'04 粗掘時 (40) 5 0 透明釉 草花文十蔓草 一削

4085 皿 C区ⅢE73 1～ 2層 0 透明釉 型紙摺絵

4086 皿 P25 埋土 (01年 ) 0 透明釉 型紙摺絵

/1ヽ 皿 C区Ⅲ D36 1層 下 5 0 透明釉 型紙摺絵

小 皿 C区Ⅲ E66 1層 0 0 透明釉 色絵草花文 一削 体部破片

4089 端反皿 EttSK14 埋土 0 0 透明THI 型紙7H7絵か 体部破片

小 皿 Ett I A28 攪乱 0 0 透明釉 花鳥文か 一削 体部破片

皿 C区ⅢE65 1～ 2層 0 0 透明釉 型紙摺絵 底部破片

4092 /1ヽ 皿 EttSK15 埋土 0 0 透明釉 草花文か 一副 底部破片

4093 小 皿 CttIE73 1～ 2層 0 5 透明TH 草花文 肥前

4094 端反皿 C区 Ⅲ E82 1層 0 5 透明釉 圏線 肥前

第184図 近世の磁器⑥(4080～4094)
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5 近世磁器
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No 器 種 出土地点・層位
法量 (cm) 残存率(%) 装飾

産地 年代 備 考
器高 口径 底径 口径 底径 釉薬 絵付・文様

4095 寿文皿 E区西側 斜面中 透明釉 不明 19世紀代 A類

寿文皿 E区OZ100 第1検出面 (09) 透明釉 不 明 19世紀代 A類か

4097 寿文皿 C区ⅡE9i 第1検出面 透明釉 示明 19世紀代 B類
4098 寿文皿 D区  1層 122 透明釉 不 明 19世紀代 B類

寿文皿 D区ⅣE78 1層 透明釉 不 明 19世紀代 B類

寿文皿 D区南側 2層上面 5 透明釉 不 明 19世紀代 B類

寿文皿 D区ⅣE78 1層 0 0 透明釉 不 明 19世紀代 C類
4102 寿文皿 E区西側 斜面中 (20) 5 0 透明/HI 不 明 19世紀代 C類

寿文皿 3区ⅢEη  l層下 5 透明釉 不 明 19世紀代 C類
4104 寿文皿 EttSK■ 埋土 0 0 透明釉 不明 19世紀代

九皿 D区ⅣE55 P5 105 0 透明釉 不 明 19世紀代

端反皿 EttI A03西側斜面 (29) 0 透明釉 革花文十蔓草 平清水 19世紀代

4107 丸皿 E区西側 斜面中 (23) 0 透明釉 草花文+蔓草 平清水 19世紀代

4108 瑞反皿 E区西側 斜面中 0 透明釉 草花文+羹草 ]巴塙虚か 19世紀代
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第185図 近世の磁器⑦(4095～ 4109)
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法量(cm) 残存率 (%) 装飾

産地 年代 備 考
器高 回径 底径 口径 底径 釉薬 絵付・文様

4110 大皿 D区岩淵家前 表採 (16) 152 透明釉 海浜風員文+蔓草 一削 た橋Ⅳ～V期

4111 大皿 (盤 ) B区 Ⅱ D65 攪舌し 5 青磁釉 肥 前

4112 大皿 E区 表採 透明釉 海浜風景文か 肥前

4113 大 皿 E区西側 斜面中 (32) 133 透明釉 唐草文 月巴塙tか 内面に陽刻

尺皿 E区西側 斜面中 透明釉 草花文 平清水系

大皿 Ett I A54攪乱 透明釉 海浜風景文 単副 大橋Ⅳ期 「太□□□」銘

盤 ⅢE75 4層 透明釉 市松模様 不 明

17 型打皿 Ett I A05'06 表採 透明釉 唐車 +花 平清水系 方形

型打皿 BttSZ78 透明THI 染付あり ]巴言tか 扇形

第186図 近世の磁器③ (4110～4118)
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法量(cm) 残存率(%) 装飾

産地 年代 備考
器高 口径 底径 回径 底径 釉薬 絵付・文様

4119 火入 )lSD2ベル ト西側 0 透明釉 丸文 月巴前

火入 Ett I Al13 04粗 掘時 (28) 0 青磁釉 月巴前

4121 火 入 EttSK24 埋土 0 青磁釉 月巴前

4122 甕か E区西側 斜面中 0 5 透明釉 蔓草 東北地方 内面無釉

大鉢 P25 4二上(01年 ) 5 0 透明釉 草花文十蔓草 一削

4124 大鉢 )lSD4 埋土上～中位 (30) 5 0 透明釉 唐草文 一則

徳利 BttSD 6 48 透明釉 草花文 月]前 御神酒徳利(I)

4126 徳利 EttI A 表土 透明釉 草花文 肥前 御神酒徳利(I)

4127 徳 利 EttSK25 埋土 0 透明釉 東北地方

徳 利 3区岩淵家前 表採 0 透明釉 草花文 丹巴言iか

徳利 E区道路 粗掘時 0 透明釉 山水文 月巴甫iか

徳利 D区岩淵家前 表採 0 透明釉 圏線 東北地方 すず徳利(I)

4131 徳利 E区西側 斜面中 透明釉 蛸唐草文 東北地方 すず徳利(I)
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第187図 近世の磁器③(4119～ 4131)
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No 器種 出土地点 層位
法量(cm) 残存率(%) 装飾

産 地 年代 備考
器高 口径 底 径 口径 底径 釉薬 絵付 文様

4132 徳 利 D区ⅣF26 表土 (68) 0 透明釉 路子文 東北地方 爛徳利 (Ⅲ

徳利 B区墓地 表採 0 透明釉 除棄文 東北地方 爛徳利 (Ⅲ

徳 利 EttSK26 2層 0 0 透明釉 木賊文 平清水系 爛徳利 (Ⅲ )

徳利 )2SK38・ 39 0 透明釉 圏線 東北地方 爛徳利 (Ⅲ

水注 B区 Ⅱ D83 3層 0 0 透明釉 蛸唐草文 不 明 把手破片

4 蓋 εttШ E 表土 透明釉 鶴と雲 東北地方

4 蓋 C区ⅢE 攪舌し 透明釉 草花文 平清水系 見込 :舟

4 蓋 C区ⅢE 攪乱 透明fh 革花文 平清水系 見込 :舟

4 蓋 Ett I A69 第1検出面 0 透明釉 松竹文 東北地方 受部欠損

4 蓋 BttID85 2層 0 0 透明釉 色絵 東北地方 つまみ破片

4 蓋 Ett I A32 第1検出面 5 0 透明釉 草花文十四方樺 月巳前か

/1ヽ壼 Btt I D83 2層 0 透明釉 不 明

4 44 餌猪口 BttШ D04 2層 透明釉 不 明

4 合子蓋 BttSZ 6 透明釉 草花文十雷文 一削 大橋Ⅳ期 見込 :菖蒲

4 合子身 BttSZ 6 透明釉 草花文+雷文 一削 大橋Ⅳ期 「渦福」銘、上絵付草花文

4 根付 BttSZ 2 透明釉 色絵 東北地方 獅 子 面 形

第188図 近世の磁器⑩(4132～ 4147)
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5 近世磁器

叫

0

51

Y下了
―
イ

ル

4153
4156

0                  10cm

刃り

No 器種 出土地点 層位
法量(cm) 残存率 (%) 装 飾

産 地 年代 備考
器高 口径 底径 口径 底径 釉薬 絵付・文様

征皿 BttSZl10 透明釉 工副 大橋V期

4 皿 D4調査区 透明釉 草花文 一削

翁花皿 〕4調査区 透明釉

型打皿 D4調査区 透明釉 雷文十菊花

大皿 〕4調査区 l■7 透明釉 草花文十蔓草

4153 輪花大皿 D4調査区 266 透明釉 海浜風景文 波佐見 大橋Ⅲ～Ⅳ期 「大□□□」銘

型打皿 D4調査区 透明+青磁 唐草文

蓋物 BttSZl16 (44) 0 透明TEI 草花文

4156 徳利 BttSZ124 (105) 0 透明釉 楼閣山水文 大橋Ⅳ期併行 すず徳利(I)
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第189図 近世の磁器①(4刊 48～ 4156)



4157Ⅷ

X 出土遺物

4158

第190図 近世の磁器⑫(4157～ 4162)

0                        111cm

4162

No 維 出土地点・層位
法量 (cm) 残存率 (%) 装飾

産地 年代 備考
器高 口径 底径 口径 底 径 XEI薬 絵付 。文様

4157 蓋 甦年調査区 透明釉 階子文 肥前 見込 :格子文

4158 蓋 24 104 透明釉 ユ副

輪花鉢 230 0 透明+青磁 草花文+蔓草

4160 端反碗 40 透明釉 隣閣山水文 瀬 戸 達房第■小期

4161 端反碗 3■ 透明釉 海浜風景文 切込

4162 筒形湯呑 透明釉 海浜風景+兎
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6 金属製品 (鉄製品、六器、銭)

6 金  属  製  品 (鉄製品、六器、銭 )

(1)古代 。中世の鉄製品 (第 191,192図、写真図版194・ 195。 197～ 1り

いずれも錆化が著 しく、出土時点では器種を判別できるものが限られていた。しかし、整理作業中

にX線透過写真撮影を行ったところ、多 くのもので遺存状況が良好であることが確認された。今回図

示 したものは42点で、その内訳は武器類 (蕨手刀・鉄鏃)17点、武具類 (周サし)4点、農工具 (刀 子・

鎌・紡錘車・火打金)13点、その他 (釘 ・鉄鋼・不明製品)8点である。また、鉄製品ではないが鍛

冶関係遺物として輔の羽口 1点 と鉄淳 3点が出土している。以下では種別ごとにその特徴を述べるこ

とにする。

①武器類 (5001～ 5016・ 5031～5033)

5001は蕨手刀である。刃部先端を欠損 してお り、現存長は35,7cm、 刃部幅2 8cm、 棟側の厚さ0 7cm

である。共金造の製品で、ほぼ直線的に刃部から柄部に続いており柄反 りはほとんど認められない。

棟は平棟で柄部と刃部の幅はほとんど変化 しない。柄頭は巻きが強 く、中心部にφ5almの孔が確認で

きる。装具として鍔と鞘口金具が残存 している①鍔は長三角形状の喰出鍔で、最大長5,7cm、 厚さ065

cmであり刀本体より若干大きい程度である。5002は責金具で、5001に伴 う刀装具である。厚さ0 12cm

の薄い鉄板を用いており、倒卵形】犬である。金銅などの付着物は認められない。

5003～5016は鉄鏃で、鏃身部と頸部の形状によって分類が可能である。5003は長頸三角形式鉄鏃で

ある。鏃身部断面形は菱形で、鏃身関部は直角関である。頸部は厚手で、断面形はほぼ正方形である。

茎部関も直角関で、茎部には木製の矢柄 と結束するための紐が残存 している。なお、紐についてはX

線写真に明瞭に写ることから、金属製であると考えられるが、材質については不明である。5004・

5005は長頸式鉄鏃の顎部で、いずれも鏃身部を欠損 している。5003に 比べて扁平な造 りで茎部関は無

関である。5006は鏃身部が三股に分かれる雁又式鉄鏃であるが、鏃身部の大半を欠損 している。

5007・ 5008は短顎の腸快長三角形式鉄鏃である。5007の鏃身部は両九造であり、腸快は浅い。茎部関

は直角関である。茎部は中央 と先端を欠損 しているが、細まりながら茎尻へと至るものと考えられ

る。5008は鏃身部先端を欠損 しているが、両丸造の長三角形式鉄鏃で、5007に 比べて腸決は深い。頸部

以下は欠損 しているため全形を知ることはできない。5009は無茎三角形鏃である①極めて薄手であ

り、刃部も不明瞭である。5010・ 5011は基箭式鉄鏃である。50101ま鏃身長3.2cmと いう小型の製品で、

鏃身関部は台形関である。茎部は直線的で、関部付近には木質が残存 している。50■ は鏃身部のみの

破片であるが、5010よ りやや大型である。この他にも長顎式鉄鏃の頸部破片 (5012～ 5015)、 茎部破片

(5016・ 5032・ 5033)な どが出土 している。なお、5031は不明鉄製品としているが、長さ。厚さとも長

顎式鉄鏃の顎部に類似 していることから、長顎式鉄鏃が変形 したものとも考えられる。

②武具類 (5017～ 5020)

小札およびそれに類するものが 4点確認されている。5017は 幅広長条形の小札で、札頭と札足は円

形である。絨孔一列で、誠孔は第三絨孔まで、綴孔は第一綴孔で 3孔、第二綴孔で 2了し、覆輪孔は 2

孔確認できる。なお、第二綴孔には革紐が残存 している。5018は長条形の小札で、札頭は斜めに切 り

落とされるが札足は水平である。絨孔・綴孔については錆によって塞がれてお り、X線写真観察に

よっても綴孔が 3孔確認できるのみである。5019は長条形の小札で、片側面に狭 りが入っている。X
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X 出土遺物

線写真観察では第一絨TLと 綴子しが各 1孔ずつ確認できる。5020は小札状鉄製品としたものである。小

型で第一械子しらしき孔が 1ケ所確認できるが、小札であるか否かは断定しがたく、穂積み具である可

能′
陛もある。

③農工具類 (5021～ 5030。 5034・ 5038)

5021～5030は刀子である。5021は細身平造の刃部で、関部は両関である。茎部には木質が残存 して

いる。5022は幅広平造の刃部で、関部は棟側の直角片関である。茎部は短 く、刃部側は先端より8.6cm

の部分で斜関状に角度を変えて茎部先端へと至る。5023は刃部先端 と頭部先端を欠損 しているが比較

的大型の刀子である。5024は刃部が両丸造、撫角関の刀子である。茎部は細身で、断面形は扁平な長

方形である。5025は刃部先端が使い減 りしている。平造の刃部で刃部狽Iが角関、棟側が斜関である。

その他にも刃部・茎部の破片が出土 しており、確認できるものでは刃部側斜関 (5027)、 棟側直角片関

(5028)、 茎部が長いもの (5029・ 5030)な どがある。

5034は鎌である。刃部先端に向かって緩やかに湾曲するが、刃部側は研 ぎ減 りのためか若干直線的

になっている。折 り返 し部は、柄に着装 した状態で刃の方をみて左側に折 り返 している。なお、折 り

返し部の形状から、刃は柄に対 して鈍角に取 り付 くものと考えられる。

5038は紡錘車である。軸部先端を欠損 しているが、遺存状態は良好である。車輪部は扁平な円盤状

で、中央にφO.5cmの穿孔があり、軸部が貫通 している。軸部はφ04～0 5cmの棒状であるが、車輪部

付近はやや隅丸方形状 となる。

④その他 (5039～ 5042)

5039～5041は釘である。5039。 5040は断面形がほぼ正方形の角釘である。5041は やや厚手で扁平な

角釘で、釘頭が折 り返されている。

5042は鉄鍋の体部片である。耳部付近のみの破片であるが、体部の彎曲状況を勘柔するとおそらく

外耳式の鉄鋼になると思われる。縦耳式の鋳造品で、体部の器壁は比較的厚い。

5035は長条形の不明鉄製品である。錆化が激 しく、X写真観察によつても断面形や刃部の有無など

を確認することはできなかった。5036は農工具あるいは利器と考えられる鉄製品であるが、先端部が

欠損 しているため全形を知ることができない。幅1.2cm程の円筒状の鉄棒に厚 さ0.1～0 2cmの鉄板 を

巻いたもので、先端付近は断面が扁平な長方形となる。

⑤鍛冶関係遺物 (5043)

5043は輔の羽口で、先端部付近のみの破片である。やや粗い土を用いて成形されており、先端には

熔着津が付着 している。なお、現存部からは調整痕などは確認できなかった。また、図示 していない

が、製鉄に関係する遺物 として流動津がEttS11と 、 EttIA32グ リッドから各 1点 (計255.97g)、 D区

ⅣE446層 から碗形津 1点 (111.67g)が出上している。

徘寸田)
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6 金属製品 (鉄製品、六器、銭 )
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第193図 古代～中世の鉄製品③(5021～5036)
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6 金属製品 (鉄製品、六器、銭 )

No 器種 出土地点 層位
計測値

備 考
全長(cm) 中属(cm) 厚 さ (cm) 重量 (g)

5001 蕨手刀 EttS1 4 床面 糸9500 切先欠損

5002 責金具 EttS1 4 床面 ほぼ完形

長顎三角形式鉄鏃 EttS1 4 床面 (173) 茎部先端欠損

長顎式鉄鏃 EttS1 4 床面 顕部のみ残存

5005 長顕式鉄鏃 9区S14 床面 065 顎部のみ残存

5006 雁又式鉄鏃 B区沢跡  1層
長三角形式鉄鏃 EttSX l 焼± 3 (122) 3452 顎部一部、茎部先端欠損

長三角形式鉄鏃 B区沢跡 坦土 刃部先端、頸部以下欠損

映鏃 D ttSIユ 370

軽箭式鉄鏃 B区沢跡 埋土

盤箭式鉄鏃 B区沢跡  1層下位 鏃身部のみ残存

長顎鏃 EttS1 4 床面 顎部のみ残存

鉄 鏃 D区 Ⅲ F65 第 2面 頸部のみ残存

鉄 鏃 B区沢跡  la層 065 頸部のみ残存

5015 鉄鏃 B区沢跡  2層 顕部のみ残存

5016 鉄鏃 B区沢跡 1層上位 055 顎部のみ残存

5017 EttS1 3 床面 2626 孔径015～ 02cm(11孔 )

CttS1 3 床面直上 3孔確認

C区 Ⅲ D75 P2 2504

5020 小札状鉄製品 B区沢跡 埋土 766 径03cmの穿孔 (1孔 )

502ユ 刀 子 CttS1 3 壁面 2166 木質残存

5022 刀子 CttS1 5 床面 045 2857 完形

5023 刀子 B区 Ⅲ D33 第 3面 035 刃都・茎部先端欠損

5024 刀 子 CttS1 5 床面 l ≧部先端欠損

5025 刀 子 B区沢跡  1層 3 完形

5026 刀 子 DttS1 1 2層 下位 2 826 刃部のみ残存

5027 刀 子 C区ⅣE07 4暗 刃都先端、茎部先端欠損

5028 刀子 C区ⅣE07 焼土 l (45) 1 1226 刃部先瑞、茎部先端欠損

5029 刀 子 B区 ⅢC17 1c層 2 茎部のみ残存

5030 刀 子 D区Ⅲ F64 2層 茎部のみ残存

不明鉄製品 EttS1 4 床面 1674 鉄鏃の頸部か

5032 鉄 鏃 EttS1 4カ マ ド3層 025 084 ≧部先端のみ

鉄鏃 B区沢跡 埋土 (22) 366 峯部先端のみ

5034 鎌 EttS1 4 埋土 ほぼ完形

5035 不明鉄製品 B区沢跡 埋土 (79) 17 2813 刀子の刃部か

5036 不明鉄製品 CttS1 4 床面 6851

5037 不明鉄製品 B区沢跡  2層
紡錘車 DttSI l 軸部先端欠損

釘 B区沢跡  la層

釘 B区沢跡 1層 中～下位 035

釘 B区沢跡 1層
5042 鉄鋼 B区沢跡 2層 02～04 3898 タト耳式、耳部残存

羽 口 E区西側 斜面中 (28) 10561
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X 出土遺物

(2)六 器虫第193図 、写真図版196・ 199)

密教法具の「六器」が出上 している。六器は密教修法の壇上に配して使用される密教法具で、6個 を

一具として使用することから「六器」の名称を持つ。六器は高台がついた鈎と、それを置 く高台付 きの

台皿からなる。出土したのは鋭が一個と台皿が 2個である。鋭と台皿 1個 (5032・ 5033)はⅣF55グ リッ

ド3層上面 (平成15年度D区)か ら出土 した。この地点は調査時には「DttSX l」 とした窪んだ地形で、

銃と台皿は約10cm離れて出土 した。この出土状況からは意図的に置かれた、埋納 したという様子は読

み取れなかった。「DttSX l」 は調査の結果、人為的な遺構 と判断されず、遺構として登録 していない。

もう 1個の台皿5034はⅣE26グ リッド3層検出のP157(平成15年度C区)か ら出上 している。P157は 近

年の木根の攪乱 と想定されている。台皿と共に美濃産陶器志野菊皿が出上 している。銃 と台皿 1個

(5032・ 5033)と 、もう 1個 の台皿 (5034)の 出土地点は約57m離れた距離になる。

銃 (5032)は素文のものである。口径7.2cm、 底径3 7cm、 全体の高さ2 6cm、 高台高0.3cmを計る。高

台部の器厚は0 9mm、 鋭本体部分の器厚は1.5mm、 重量は6722gで ある。現状の色調は全体が緑青色を

呈 している。高台内には同心円状の削 りの痕跡がついている。この削 り痕は銃部分の内面、外面にも

認められる。器表面には埋没していた上に由来すると思われる砂粒が付着している。器形は、高台部

がほぼ垂直に立ち上が り、銃部分の口縁部は緩 く外反する。

台皿 (5033)は 素文のものである。口径7.lcm、 底径4.3cm、 全体の高さ0.9cm、 高台高0 5cmを 計る。

高台部の器厚は1.8mm、 皿部分の器厚は1.Omm、 重量は4698gで ある。皿部分の見込み部分に圏線状の

盛 り上が りがある。高さは1.lmmで断面形は三角形を呈する。全体の径は3 6cmで ある。現状の色調は

緑青色～深緑色を呈している。器面全体にロクロ使用の削 り痕跡が認められる。口唇部の一部分が腐

食のため、摩耗 したようになっている。銃と同様に器表面には埋没 していた上に由来すると思われる

砂粒が付着 している。

台皿 (5034)は 素文のものである。回径6 8cm、 底径4.3cm、 全体の高さ0 8cm、 高台高0.4cmを 計る。

高台部の器厚は1.4mm、 皿部分の器厚は1 8mm、 重量は40,97gで ある。皿見込み部分に圏線状の盛 り上

が りがある。高さは0 9mmで断面形は四角形を呈する。全体の径は3 6cmで ある。現状の色調は大部分

が緑青色を呈 し、緑青の皮膜が剥がれた部分が赤灰色を呈している。緑青の皮膜は口唇部全体と見込

み圏線状盛 り上が りの裾付近で顕著に剥がれている。器面全体にロクロ使用の削 り痕跡が認められ

る。皿部口唇部は全周が腐食のため、摩耗 したようになっている。5033と 比較すると器表面の砂粒の

付着は少ない。

この六器について京都国立博物館、久保智康氏に実見 していただき、年代等についてご教示を賜つ

た。製作年代については薄手の造りであること、器高、高台高が低いことから、「12世紀代」の年代を示

していただいた。11世紀代のものである可能性も否定できないが、比較する11世紀以前の六器の遺品は

ほとんど無いということである。少なくとも13世紀以降に下る可能性は、器形から判断してほぼ無いと

いうことである。また、製品の完成度は同時代の畿内出上のものと比較しても何ら遜色がないというこ

とである。製作手順は鋳型で大まかな形を鋳出し、それを削って整形したものとのご教示を受けた。

六器の材質分析については東北芸術工科大学、松井敏也氏に蛍光X線分析 をおこなっていただい

た。分析方法、分析結果は第�章に記載 している。銃 (5033)、 台皿 (5034・ 5035)の いずれも、銅の

含有量が多 く、鉛、錫の含有量が非常に少ないことから青銅製品ではなく、「銅製品」とすべきという

ことである。またヒ素の含有量が非常に多いのが特異であるとご教示をたまわった。なお、この材質

(羽柴 )
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分析では鍍金の痕跡はみあたらなかったとのことである。



6 金属製品 (鉄製品、六器、銭 )

5046

0                                                   10cm

第195図  銅製品 (密教法具)(5044～ 5046)

G)銭   貨 (第 194～ 197図 、写真図版190

ここでは墓墳、墓域から出上 した以外の銭貨を掲載 している。48点 を図示 している。この内訳は和

同開弥 2点、中国銭 (銀銭、輪銭を含む)23点、寛永通賓15点、近代以降の貨幣 8点である。

5047・ 5048は和同開赤の銅銭である。5047はDttS1 1の貼床中から出土した。欠損 してお り、腐食の

ため遺存状態がやや悪い。5048は EttS1 3の 埋土中から出土 した。一部欠損するが、腐食の度合いが

少なく5047よ り遺存状態は良好である。

5049は唐銭の開元通賓である。重量 もあ り遺存状態は良好である。5050～5057は 北宋銭である。

5050は欠損 しているが、残った文字から「祥符元賓」と判断した。いずれも厚さ、重さがしっかりして

おり、模鋳銭ではなく本銭と推測される。5057は元銭の至大通賓である。径がやや本銭より小さい。

5059～5064は明銭の永楽通賓である。5059～5063は本銭と思われるが、5064は模鋳銭 と推測される。

5065は 中国銭の模鋳銭と推測されるが、銭種の判読ができなかった。5066は残存部に「景」「賓」の文

字がみられ、「景祐元賓 (北宋1034年 )」 か「景定通賓 (南宋1260年 )」 のいずれかと思われる。5067は北

宋銭の祥符通賓である。銭の周囲が削られたのか径が小さくなっている。5068は明銭の洪武通賓であ

る。本銭と推測される①5069・ 5070は 模鋳銭と推測される。どちらも銭種を判読できない。5071はいわ

ゆる「輪銭」、 リング銭の類 と思われる。非常に脆弱な遺存状態である。

-304-

No 器種 出上位置 金属の種類 その他 重さ (g)

5032 六器 (飽 ) ⅣF55 3層 上面 (D区 ) 銅 6722

5033 六器 (台皿) ⅣF55 3層 上面(D区 ) 〕032と は約孔Ocm離 れて出土 4698

5034 六器 (台皿 ) P157埋 土 (Ⅳ E17 C区 ) P157は CttSB 4の P158と 重複する穴

(羽柴)



X 出土遺物

|

掲載No 出土地点 銭貨名 備考 初鋳年 (鋳造年) 材 質 た て よ こ 厚 さ 穿 径 重量 (g)

5047 DttS1 1北西貼床 和同開弥 708 236

EttS1 3埋土 和同開弥 250 015 199

5049 )lSD l西端 開元通賓 621 ・娼写 銅

〕lSD 2埋 土 祥符元賓 1009・ 封ヒ多に 銅 (238)

D区南側表土 台平元賓 察書 1064・ Jヒ ラヽ 244 015

5052 EttP45埋 土(SB 2) 元豊通費 行書 1078・ Jし ラヽ 230

5053 D区Ⅲ F66盛土 元豊通賓 象書 1078  】ヒラk (068)

5054 C区ⅣE18検出面 元祐通費 察書 1086  封ヒ多k 銅 067 335

5055 DttSK121埋土 聖朱元賓 察書 1101・ 封ヒ宋 銅 244 066

5056 DttP206坦 上 大観通費 1107・ 引ヒラミ 銅 (240) 020

5057 D区旧村道盛土 大観通賓 1107・ Jヒ ラヽ 銅 (242) 061

5058 EttP94礎 盤上(SB6) 至大通賓 1310  ラL 057 2銘
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第196図 銭貨①(5047～ 5058)



6 金属製品 (鉄製品、六器、銭 )

縛
   5066   

竜g営ミ息息懲l苫

0                             5cm

掲載No 出土地点 錢貨名 備考 初鋳年 (鋳造年) 材 質 た て よ こ 厚 さ 穿径 重量 (g)

5059 9区南側 永架通賓 1408 明 鋼 250 252 059 327

5060 C区南側 永架通費 1408  '] 245

区ⅢE98表採 永築通賓 1408・ 明 (236) 0 3

5062 EttSK 2埋土(SB l) 永築通費 1408・ リロ 237 0 1 216

5063 EttSK 3埋土(SB l) 永築通賓 1408・ り町 銅 248 250 0 l 059

5064 01SX l埋 上下位 永築通費 1408・ ワロ 銅 235 234 0 3

5065 EttP 3埋土(SBl) 不 明 銅 (191) 007 062 080

5066 01C区ⅣE45 3層 不 明 銅

CttSD104南側埋土 祥符通貨 1009・ 北宋 230

5068 CttSD104南側埋土 洪武通費 1368' 5日 371

5069 EttP65礎石上(SBl) 不 明 (166) 055

5070 EttSK 3埋土(SBl) 不 明 (182) (175) 045

5071 EttP79底面 不 明 輸銭 P 銅 017
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第197図 銭貨②(5059～ 5069)



0                                                     5cln

X 出土遺物

掲載No 出土地点 銭貨名 備考 初鋳年 (鋳造年) 材 質 た て よ こ 厚 さ 穿径 重量 (g)

5072 3区Ⅳ E26表採 寛永通宝 古寛永 237 234 0孔2 054 227

EttP 6埋土(SB l) 寛永通宝 古寛永 245 246 053

Ett I A22検 出面 寛永通宝 古寛永 249 252

Ett I B62検出面 寛永通宝 古寛永 249

5076 E区排土 寛永通宝 古寛永 242 058 333

5077 不明 寛永通宝 古寛永 248 247 056

5078 〕lSX l埋 土下位 寛永通宝 古寛永 253 061 190

5079 )lSX 2底面 寛永通宝 古寛永 1636 247 223

5080 )lSX 3埋土 寛永通宝 古寛永 243 242

5081 〕lP 3埋土 寛永通宝 古寛永 1636

5082 )lP103埋 上 寛永通宝 新寛永 背文 252 252 059 343

5083 DttP130埋 土 寛永通宝 新寛永・無背 239 066 213

第198図 銭貨③(5070～ 5081)
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6 金属製品 (鉄製品、六器、銭 )

o                                                5cm

掲載No 出土地点 銭貨名 備考 1 初鋳年 (鋳造年) 材質 た て よ こ 厚 さ 穿 径 重量 (g)

EttSK15埋 土 寛永通宝 新寛永・無背 1697 232 220

5085 Ett I A23検 出面 寛永通宝 新寛永・無背

5086 )lSX l付 近 3層 寛永通宝 新寛永・無背 228 224

掲載血 出土地点 銭貨名 備 考 初鋳年 (鋳造年) 材質 た て よ こ 厚 さ 穿径 重量 (g)

5087 E区表土 半銭 明治19 銅 218 218

5088 3区Ⅲ E13攪 乱 一 銭 大正 7 銅

5089 ε区Ⅲ E22検 出面 一銭 大正 8 銅 348

D区南側攪乱 一銭 大正 9 銅 230 0 2 360

E区調査区西側表採 一銭 大正10 銅 230 231 0 4 362

5092 E区表採 一銭 大正 12 飼 230 230 0 4 373

5093 区攪乱 一銭 昭和 8 銅 231 0 3 356

5094 BttSK26埋 土 五十餞 日召不日23 ? 黄銅 0 4 237
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第199図 銭貨④(5082～5092)



X 出土遺物

7 その他の遺物 (後北式上器、土製品、石製品)

その他の遺物として、後北式上器、土製品 (人形、瓦質小皿)、 石製品 (硯、人形、石錘、挽臼、石

鉢 )、 をとりあげる。

(1)後北式土器 (第 198図 、写真図版196)

古代の竪穴住居、EttS1 3の 貼床の有無を確かめるため、床面を掘 り下げ中、後北式上器の破片が出

土 した。周辺 を掘 り広げたところ、合計 5片 の後北土器片が出土 した。この内図示 したのは 2片

(6001・ 6002)で 、他の 3片は微細片のため図示 していない。これらの上器片は胎上、施文が類似 し、

同一個体の深鉢 と推測 している。周辺をさらに広げ、遺構の検出に努めたが、遺構を見いだすことは

できなかった。出上 したグリッドは I Allグ リッド付近で、層位は平成15年度E区の 3～ 4層 に相当

する。

6001は体部破片である。出土 した中では最 も大 きい破片である。LR単節の帯縄文 と三角形連続刺

突文、沈線が施されている。微隆起線は施されていない。胎土は砂粒が多 く混 じり、海綿状骨針は肉

眼では観察できない。外面には全体に炭化物が付着 している。6002も 体部破片である。剥離した外面

の破片で、6001と 同様にLR単節の帯縄文と三角形連続刺突文、沈線が施されている。胎土 も6001と 同

様で、外面に炭化物が付着する。 (羽柴)

Ⅷ

′
V6002

o                        10cm

hlo 種類 出上位置 その他

後北式土器 IA32 3～ 4層 L単節帯縄文 三角形連続刺突文

6001と 同一個体  Ett S13の 床下から出土

第200図  後北式土器 (6001～ 6002)
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7 その他の遺物 (後北式土器、土製品、石製品)

(2)±1募建人 湯k第 199図 、写真図版200)

6003～6005'6007は 人形である。両面とも型抜き成形で、内部は中空である。6003は俵担ぎ、60041よ

鶏抱き、6005は魚 (鯛 )抱 きと呼ばれる人形である。6007は 子守りをする女性を象ったものである。な

お、女性の頭部が欠損しているが、これが意図的なものであるか否かは不明である。6005'6007は 底

面が作り出されておらず、内面が見えるようになっている。いずれも両側面には接合痕あるいはそれ

を撫で消した痕跡が認められる。6004は 内部に玉が入れられており、振ると音が鳴るようになってい

る。今回出上した土製人形にはいずれも彩色は確認できないが、製作段階から無彩色であったか土中

で剥落したかは不明である。

6006は神社の社殿を象った型抜き成形の製品である。鰹木をもつ本殿をモチーフとしたもので、小

型品であるが屋根には垂木や軒丸瓦などが子細に表現されている。

6008は瓦質小皿である。底部は平底で、体部はほぼ直線的に立ち上がる。口縁部内外面にはナデ調

整が施される。底部はヘラによる切 り離 し技法を用いてお り、反時計回りに切 り離 しの痕跡が認めら

れる。内外面ともに黒色処理されており、内面には赤色顔料 (酸化鉄か)が付着 している。

(村 田 )

&禽緻

6005

60086006 6007

杵 ―
十

一 一 引 十 一 一 一 一 響

Crn

6003

∨
洋 →

(

No 器種 出土地点 層位
法量 (cm)

残存率 (%)
装 飾

産地 年代 備 考
器高 口径 | 底径 釉薬 絵付・文様

6003 土製人形 BttSZ 9 最大幅55 無釉 彩色なし 近世～近代 俵担ぎ

土製人形 BttSZ78 無 釉 彩色なし 近世～近代 鶏抱き

6005 土製人形 BttSZ99 無釉 彩色なし 近世～近代 魚抱き

土製人形 BttIC100 2層 無釉 杉色なし 近世～近代 神社

6007 土製人形 BttSZ99 無釉 杉色なし 近世～近代 子守の女性

6008 瓦質小皿 BttSZ59 68 1 57 100 1 100 付外面黒色処理
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第201図 土製品 (6003～6008)



X 出土遺物

(3)石 製 口
叩 (第 200～203図、写真図版196・ 201・ 202)

6009は頁岩製の硯である。平面形は隅丸の長方形である。墨の付着は認められないが、内外面とも

磨滅が著 しいことから使用品であったことは明白である。底面には線刻で「賀蔵」の銘が入れられてい

る。6010は赤色頁岩製の硯で、海側の三角と陸側の上面を欠損 している。内面は鉄が付着 しているた

め明瞭ではないが、底面の磨減が著 しいことから使用品であることは明白である。6011は頁岩製の硯

である。 2次的に利用されたものと考えられ、陸側を打ち掻いて海を形成 している。 (村田)

平成13年度調査の01SD lの埋土 (Ⅳ D07グ リッド)か ら石製の人形 (6012)が 出土 している。凝灰岩

製で橙色を呈している。一見、土製品と見まがう色調、質感を呈するが、詳細に観察すると土製品の

ような胎上の混入物が全 く無 く、石製品と判断できる。重量は9,08gで ある。線刻により人面が表現

されている。目は吊り上が り、半開きの口から牙が突き出している。国の下にはあご髭 ?が表現され

ている。髭の下には円形の刺突 ?があるが、意図的なものか否か判断が難 しい。鼻は「V」 字形で表現

されている。底面は平坦に成形されている。底面ほぼ中央に、開田部径 6～ 8 mm、 深さ約1.lcmの円錐

形の掘 り込みがあり、棒を装着 したと推測される。側面、背面には石を削った際の、縦位の成形痕が

全体にある。後頭部は欠損 したように決れているが、その面にも成形痕があ り、製作時からの狭れと

判断できる。頭頂部には径 4～ 6 mmの 楕円形の欠損痕 Pがあり、角、あるいは鳥帽子が表現されてお

り、それが欠損 した可能性がある。 しかし、確実にこれが欠損痕か否か、半」別は難しく、はつきり断

定できない。

この石製品の出土した01SD lか らは11世紀中～後半のかわらけと、13世紀後半～14世紀前半のかわ

らけが出土 している。かわらけの年代観から、この人面石製品は11世紀中～後半かまたは13世紀後半

～14世紀前半のどちらかに属すると推測される。

この人面の表情が目を吊り上げ、日から牙をむき出しにしていることから「疫病神」を表 したものと

推測される。用途は、「疫」や「機れ」を払う「形代」と推測される。

6013は石製の錘と考えられる。6012と 全 く同じ石材で一見上製品と思える色調、色感を呈する。紐

Cm

０

同
――ｌ
ｍ
ｌｌ‐
―――
呪

10

6009

No 器種 出土地点・層位
法量 (cm) 残存率(%) 装飾

産 地 年代 備考
器 高 口径 底径 口径 | 底径 釉薬 絵付 文様

石製硯 BttSZ78 頁岩 裏面に所有者 ?の 銘

石製硯 BttSZ31 132 赤色頁岩

石製硯 C区Ⅲ E82 2層 頁岩 底面磨滅、転用

第202図 石製品①(6009～ 6011)

-311-



7 その他の遺物 (後北式上器、土製品、石製品)

を巻く刻みが体部と上下両端面に施されている。出土は平成16年度調査のB区沢跡 1層 (Ш D08)か ら

の出土である。出土遺構の年代観から11世紀～14世紀に属する可能性が高い。石材が全 く同一なこと

から、石製人形6012と 同時期と推測される。

6014は石製の貨幣模造品である。石質は凝灰岩で暗赤掲色の色調である。形状から貨幣の模造品と

判断した。表面 (図の左側)の 上部に線刻が施され文字の様にも見えるが判読できず、文字を意図した

ものではない可能性 もある。CttSB lの P15の埋土から出土 し、建築の際の祭祀行為に使用 された可

能性がある。時期については建物の年代が不明瞭なことから特定できないが、中世～近世初頭の可能

性が考えられる。

6015は石製挽臼の上臼である。 2つ に割れて出上した。半分がEttSB lの柱穴P7の柱痕に入り込

んだ状態で、もう半分がEttSK21の 1層 中から出土した。接合すると完形になる。石質はデイサイト

(石英安山岩)である。卸目は放射状のパターンである。穀物供給高は上面では台形を呈 している。

把手を差し込む穴は四角形を呈している。把手を差し込む穴の対面には長方形の浅い穴がある。下面

(日 のある面)は斜めに磨り減っている。所属年代は出土遺構から近世の可能性が高い。

6016は石製挽臼の下臼である。大グリッドIA区 (平成15年度E区 )の表採品である。約1/4の残存で

ある。全体に被熱を受けているようであり、全面がボロボロになっている。摩耗と被熱のため、卸目

はほとんど確認できない。拓本を観察すると放射状の目のパターンが読み取れそうである力S、 はっき

り断定できない。底面には成形時の藝跡が観察できる。石質はデイサイト(石英安山岩)である。所属

時期は不詳である。

6014は石鉢である。 I A22グ リッドの現代の盛土中 (平成15年度E区)か ら出土した。石質はデイサ

イト(石英安山岩)である。外底面は平底で、外面には成形時の藝跡が残る。内面はあまり摩耗してお

らず、悟る作業には使用されていないと思われる。所属時期は近世～近代と推測される。  (羽柴)

④
論
剛
‐⑨
爵D

聰
耐
鯉
け
ｏ

6012 6013

0                              5cm

番号 器 種 出上位置 石質 その他 重さ (g)

人形 )lSD l坦土 (Ⅳ D07) 凝灰岩 線刻により人面を表現 908

6013 錘 B区沢跡 1層 (Ш D08) 凝灰岩 2004年 度出± 6003と 全く同じ石材 920

銭形 3区SB l P15埋土 凝灰岩 銭を模 したものか
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X 出土遺物

Cm

番号 器種 出上位置 石質 その他 重 さ (g;

6015 石 臼 EttSB l P 7柱 痕 デイサイト 2つに割れている。EttSK21 1層 からも出土 12,000

第204図  石製品③(6015)
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/_十
~~~~― ―⌒ 、

(

＼
＼ノ

)6016

Cm

第205図  石製品⑥(6016～ 6017)

8近 代 遺 物

(1)近代磁 器 (第204・ 205図、写真図版203・ 204)

近代 (こ こでは明治時代以降としておく)に 属する遺物は調査区全域から大コンテナで 4箱分程度出

土している。なかでも型紙摺絵や銅板転写を用いた磁器製品が最も多いが、出土量が多いにもかかわ

らず近世陶磁器に比べてバリエーシヨンが少ない。したがつて、今回は型紙摺絵・銅板転写製品のな

かでも代表的な器形・文様をもつものを中心に掲載してその特徴を述べることにする。

7001～7007は型紙摺絵、7008・ 7009は鋼板転写の製品である。平碗形 (7001'7002)・ 丸碗形 (7003

～7006・ 7008'7009)。 端反碗形 (7007)があるが、九碗形が多い。体部下半の器壁が厚いものがほと

んどで、口縁部は端部が九く収まるもの (7001な ど)と 尖るもの (7002な ど)がある。高台はいずれも

厚手の付高台で、高台内が削り込まれるものが多い。いずれも全面に透明釉が施され、7001～ 70071こ

は人エコバル ト、7008・ 7009は赤や緑などの顔料を用いて文様が描かれる。

番号 器種 出上位置 石質 その他 重さ (g)

挽 臼 IA区 (E区 ) デイサイ ト 下臼、被熟している。 卸し目不明

石鉢 I A22盛土中(E区 ) デイサイ ト 内面はあまり摩耗していない。 900
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X 出土遺物

7010は型紙招絵の鉢である。高台脇がやや張ってお り、体部は大 きく外反 して口縁部へ と至る。高

台は蛇ノロ凹形高台で、高台内は中央 を除いて釉剥 ぎが行われる。文様は体部タト面 と口縁部内面に施

される。

7011～7016は 中皿 (口径15.Ocm前後)である。いずれも底部から体部下半の器壁が厚く、体部は九味

をもって立ち上がる。7011～ 7015は 口縁部が輪花状になる。輪花の成型方法としてはヘラ状工具で内

面を削ぐ方法 (7011'7012)と 指押さえを多用することによって内面を凹ませる方法 (7014・ 7015)が

ある。高台はいずれも蛇ノロ凹形高台である。文様は体部内面全体に施され、体部外面に唐草文など

の摺絵が施されるものも多い。なお、7016の体部外面の唐草文は筆描きである。

7017～7020は大皿 (口径20.Ocm以上)である。7017～ 70191よ底部及び体部下半の器壁が厚く、体部は

杵 ― 一 一
十

一 十 一 ― 一 一 一 響

Cm

No 器種 出土地点・層位
法量 (cm) 残存率 (%) 装 飾

年代 備考
器 高 口径 底径 口径 底径 メ由夢駕 絵付方法 裏文様・銘

7001 碗 Ett I Z29 第1検出面 透明和 型紙摺絵

猾902 碗 Ett I A32 第1検出面 5 40 透明TH 型紙摺絵

碗 D区 ⅣF葛西笈北側 表土 透明釉 型紙摺絵

Ю04 碗 D区ⅢE日佐藤家 表土 透明釉 型紙摺絵

7005 碗 Btt I D74 5 透明釉 型紙摺絵

碗 3区 ⅢE十 日佐藤家 0 透明釉 型紙摺絵

7007 碗 E区西側 斜面中 透明XEI 型紙招絵 製造番号

碗 DttSD 2 埋土 透明釉 銅版転写 銘有 り

7009 碗 E区西側 斜面中 0 透明釉 銅版転写

鉢 ,区ⅡE十日佐藤家 表土 透明釉 型紙摺絵 蛇ノロ凹形高台

第206図 近代陶磁器①(7001～ 7010)
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8 近代遺物

直線的に外方に開きなが ら立ち上がる。高台は蛇ノロ凹形高台である。体部外面には鳳凰 (7017)や草

花文 (7018)な どの摺絵が施 される。7020は 、体部が直線的に外方に開 く。口縁部は非常に細かい輪花

状 に成形 されてお り、輪花の部分 には柿釉が施 されるいわゆる「いげ皿」である。高台は厚手の付高台

で、高台内は若千削 り込まれる。 (村田 )

(2)ガラス瓶 (第206・ 207図 )

調査区内からは近～現代のガラス瓶が多量に出土している。ここではその代表的なものを幾つか図

示する。なお、各遺物のデータは表中に示している。                  (村 田)

1

0                                  10cm

|

No 器種 出土地点・層位
法量(cm) 残存率(%) 装飾

年代 備考
器高 口径 底径 口径 底径 釉 薬 絵付方法 裏文様・銘

輪花中皿 E区西側 斜面中 透明釉 型紙摺絵 曹草文 蛇ノロ四形高台

7012 輪花中皿 E区西側 斜面中 10 透明釉 型紙招絵 草花文 蛇ノロ凹形高台

輪花中皿 C区 ⅢE 表土 透明釉 型紙摺絵 屹ノロ凹形高台

猾Э14 輪花中皿 D区ⅢF葛西家北側 表土 透明釉 型紙招絵 草花文 蛇ノロ凹形高台

輸花中皿 D区墓地 第1検出面 77 透明釉 型紙摺絵 唐草文 蛇ノロ四形高台

中 皿 D区ⅣF葛西家北側 表土 5 透明釉 型紙摺絵 唐草文 蛇ノロ凹形高台

大皿 E区西側 斜面中 226 100 透明釉 型紙摺絵 鳳 凰 蛇ノロ凹形高台

7018 大皿 ε区ⅢE旧佐藤家 表土 透明釉 型紙摺絵 蛇ノロ凹形高台

7019 大皿 EttI A 表採 透明飛 型紙摺絵 草花文 蛇ノロ凹形高台

7020 輪花大皿 B区墓地 表土 272 透明TH 型紙摺絵
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No 用途・内容物
法量(cm) 残存率(%)

色調 備考
器高 口径 底径 口径 底径

7021 カルピス (260) 0 無色透明

7022 ソース 6 うすい緑色 〕60M、 ブルドックソース

7023 しょっゆ 240 うすい緑色 360mP

7Э24 化粧品 1011 濃い緑色

化粧品 100 無色透明

クリーム ピンク E区西側出土

7027 インク 48 録色 底面に「SLN」、ⅢE区出土

7028 インク 緑色 底面に「SSS」 、ⅢE区出土

7029 薬 茶色 ⅢE区出土

7030 目薬 緑色 ⅢE区出土

7031 調味料 無色透明 「AJINOMOTO」、ⅢE区出土

7032 の り 緑 色 ヤマトのり

クリーム 白色 ]区西側出土

7034 クリーム 白色
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8 近代遺物

7037 7038 7039

7040 7041

7042 7043

No 用途・内容物
法量(cm) 残存率 (%)

色調 備考
器高 口径 底径 口径 底径

7035 ビール 100 無色透明 キリンビール

紹Э36 ビール 茶色 キリンビール

7037 ビール (265) 茶色 キリンビール、ⅢE区出土

ワイン 100 茶色 赤玉ヮイン

ビール (265) 茶色 大日本ビール、E区西側出土

7040 ビール 茶色 製造番号8312-56 輸入ピール米ダグラス社製

ビール 茶色 製造番号68-109 輸入ビール米ダグラス社製

7042 ビール (220) 茶色 ユニオンピール、E区西側出土

7043 サイダー 濃い緑色 金線サイダー、D区東側出土
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編付XI

1 土壊分析・放射性炭素年代測定

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

本報告では、古代～中世の遺構である溝跡 (CttSD101)と 、はたけ状遺構 とされる畝跡 (D区西壁、

DttSX21)を 対象に、自然科学的手法を用いて、 1)溝跡の年代推定、 2)は たけ状遺構の栽培植物の

検証、という2点の課題について検討する。

(1)はたけ状遺構の栽培植物の検証

1)試料

試料は、本遺跡発掘調査区内 2箇所 (D区西壁、DttSX21、 CttSD101)か ら採取された土壌 9′点 (試

料番号 1～ 9)である (表 1)。 以下に各地点と試料の概要を示す。

・D区西壁            表1 土壊分析試料一覧

当地点は、発掘調査区土層

断面に畝跡が検出される地点

である。土層は、I～ Ⅵb層の

6層 に分層されている。この

うち、V層上面から畝間が認

められることから、発掘調査

料
号

試
番

採取地点 層位 畝 ・畝 間 土  色 土  質 P PO

l

D区西壁

Ⅲ層 灰責褐色 シルト質細粒砂 ● ●

2 Ⅳ層 灰黄褐色 ンル ト質細粒砂 ● ●

3 V層 苗κb にぶい責褐色 シルト質細泣砂 ● ●

4 畝 聞 灰責褐色 シルト質細粒砂 ● ●

5 Ⅵa層 灰責褐色 シルト質細粒砂 ● ●

6

SX21

畝 オ リーブ褐色 ンルト質細粒砂 ● ●

7 畝 灰黄褐色 シル ト質細粒砂 ● ●

8 畝 間 覆± 1層 オリーブ褐色 シルト質細粒砂 ● ●

9 畝間 覆± 3層 オ リーブ褐色 ンルト質細粒砂 ● ●

所 見 に よ れ ば 当 土 層 を 作 土 と  凡例)P:花粉分析 PO:植物珪酸体分析

して耕作を行っていた可能性が考えられている。試料は、当地点の上層のⅢ・Ⅳ・Ⅵa(試料番号 1・

2・ 5)と V層 に含まれる畝間覆土 (試料番号 4)と 畝間に挟まれる作土 と考えられる土層 (畝b:試料

呑号 3)か ら採取された土壌 5点である。

・DttSX21

D区のほぼ中央部、CttSD101西 側から検出された畝間状遺構に相当する。当地点の畝間状遺構は、

発掘調査時の所見では、To― aの下位から検出されている。このことから、少なくとも10世紀頃には

これらの火山灰に覆われ、使用されなくなったと考えられる。試料は、畝間及び畝間に挟まれる土層

(試料呑号 6,試料番号 7)か ら採取されている。さらに、検出された畝間の幾つかは 2～ 4層 に分

層され、特に4層 に分層された畝間の覆土 (畝間 1層 :試料番号 8,畝間 3層 :試料番号 9)よ り採取

が行われている。

これら試料について、全点を対象に花粉分析・植物珪酸体分析を行う。なお、これら土壌は、試料

によって灰黄褐色、にぶい黄褐色、オリーブ掲色と土色が異なるが、いずれもシル ト質細粒砂からな

る。

2)分析方法

(1)花粉分析

試料約10gに ついて、水酸化カリウムによる泥化、舗別、重液 (臭化亜鉛 :比重23)よ る有機物の

分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス (無水酢酸 9:濃硫酸 1の混合液)処理による
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1 土壌分析・放射性炭素年代測定

植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理的、化学的処理を施 して花粉を濃集する。残澄をグリセ

リンで封入してプレパラー トを作成 し、400倍の光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を走査 し、出現する

全ての種類について同定・計数する。

結果は同定・計数結果の一覧表として表示する。なお、表中で複数の種類をハイフォンで結んだも

のは、種類間の区別が困難なものを示す。

(2)植物珪酸体分析

湿重 5g前後の試料について過酸化水素水、塩酸処理、沈定法、重旗分離法 (ポ リタングステン酸ナ

トリウム,比重2.5)の 順に物理的、化学処理を行い、植物珪酸体を分離、濃集する。検鏡 しやすい濃

度に希釈 し、カバーガラス上に滴下、乾燥 させる。乾燥後、プリュウラックスで封入 してプレパラー

トを作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査 し、その間に出現するイネ科葉部 (葉身と葉鞘)の業部短細胞に

由来した植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体 と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 (以下、機

動細胞珪酸体と呼ぶ)、 およびこれらを含む珪化組織片を近藤・佐瀬 (1986)の分類に基づいて同定 し、

計数する。結果は、検出された種類 とその個数の一覧表で示す。

3)結果

(1)花粉分析

結果を表 2に示す。花粉化石は、

各試料ともほとんど検出されない。

検出された種類は、木本花粉 6種類

(ツ ガ属、 トウヒ属、マツ属、ハン

ノキ属、コナラ属コナラ亜属、ニレ

属―ケヤキ属)、 草本花粉 3種類 (イ

ネ科、サナエタデ節 ―ウナギツカミ

節、キク亜科 )、 シダ類胞子 3種類

(ヒ カゲノカズラ属、イノモ トソウ

属、他のシダ類)である。これら僅

かに検出される花粉化石、胞子化石

は保存状態が極めて悪い。

(2)植物珪酸体分析

結果 を表 3に示す。各試料か ら

は植物珪酸体が検出されるが、保存

状態は不良で、表面に多数の小孔

(溶食痕)が認められる。以下に、

各地点の植物珪酸体の産状 を述べ

る。

・D区西壁 (試料番号 1～ 5)

当地′点の分析試料のうち、試料番

号 2・ 4か ら栽培植物であるイネ属

の籾殻に形成されるイネ属穎珪酸

体がわずかに認められる。また、栽

タケ亜科ネザサ節
タケ亜科
ヨシ属
ウシクサ族ススキ科
イチゴツナギ亜科オオムギ族
イチゴツナギ亜科
不明キビ型
不明ヒゲシバ型
不明ダンチク型

イネ科葉身機動細胞珪酸体
タケ亜科ネザサ節
タケ亜科
ヨシ属
ウシクサ族

イネ科葉部短細胞珪酸体
イネ科棄身機動細胞珪酸体

本花粉

ツガ属

トウヒ属

マ ツ属
ハ ンノキ属

木本花粉
草本花粉
シダ類胞子

１

２

一

一

・

・

１

一

二

　

１

３

３

一

‐０３

１

一

一

・

・

２

・

１

一
　

‐６３

３

３

一

４

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一　

一
　

二

　

２２

　

一
　

一
　

一
　

・

-320-



XI 付編

培種を含む分類群であるオオムギ族 もわずかに検出される。 しかし、検出された植物珪酸体の形態か

らは栽培種か否かの判別が難 しい。試料番号 3な ど他の試料からは、栽培植物に由来する植物珪酸体

が全 く認められない。この他に、各試料からはネザサ節が認められ、ヨン属やススキ属、イテゴツナ

ギ亜科などがわずかに認められる。

・SX21(試料番号 6～ 9)

4試料 とも栽培植物に由来する植物珪酸体は全 く認められない。各試料からは、ネザサ節を含むタ

ケ亜科が認められ、ヨシ属やススキ属、イテゴツナギ亜科などがわずかに認められる。

4)考  察

花粉化石は、地積物中からほとんど検出されなかった。僅かに検出された花粉化石 も、外膜が溶け

るなど保存状態は悪い。これは、好気的な環境条件下にあったため、化学的な酸化や土壊微生物の影

響によって分解、消失したことが推測される。一方、植物珪酸体 も検出個数の少ない試料が多い。植

物珪酸体が比較的多 く検出されたD区西壁のⅥa層 とSX21畝成では、タケ亜科ネザサ節が多産する。

ネザサ節は、林床や開けた場所に生育する種類を含むことから、おそらくこれらの種類は、自然堤防

上などに生育していたものを反映していると考えられる。ただし、ネザサ節が含まれるタケ亜科の植

物珪酸体は、他のイネ科起源の植物珪酸体 と比較 して風化に強く、また生産量の多いことが、これま

での研究から指摘されている (近藤,1982;杉 山・藤原,1986)。 したがって、他の植物珪酸体よりも

残留 しやすいと考えられ、ネザサ節の出現率が過大に評価されている可能性 もある。この他に、僅か

に検出されるヨシ属、ススキ属、イチゴツナギ亜科なども、河道沿いや自然堤防上に生育 していた母

植物に由来している可能性がある。

一方、D区西壁のⅣ層や畝間口では、栽培植物であるイネ属の籾殻に由来する植物珪酸体が検出さ

れた。同試料では、栽培種を含む分類群であるオオムギ族の植物珪酸体 も僅かであるが認められた。

ただし、畝bやSX21の畝、畝間覆土からは、上記 したような栽培種に由来する植物珪酸体が全 く検出

されなかった。これらの栽培植物あるいは栽培植物を含む植物珪酸Ttkの検出が少ないことや、土層毎

の産状の変化が不明瞭であること、平面的な調査においてイネ属やオオムギ族の際だつた産出が認め

られないことから、このはたけ状遺構における稲作 (陸稲)やムギ栽培の可能性は支持できない。ま

た、敷き真や堆肥として、稲藁や麦真等を利用 した点についても、本分析結果からは言及することは

できない。

岩手県内では、これまでの発掘調査で当該期のはたけ状遺構 と考えられる畝跡が多数確認され、本

報告と同様な目的で分析調査が行われている。その結果、室角子久保Ⅳ遺跡 (軽米町)・ 上鬼柳Ⅳ遺跡

(北上市)等では、植物珪酸体や種実遺体等の産状から、イネやムギ類の栽培の可能性が示唆されてい

る (株式会社古環境研究所,1988:パ リノ・サーヴェイ株式会社,1988・ 1992)。 一方、大向Ⅱ遺跡 (二

戸市)の ように、イネ科作物に由来する植物珪酸体が全 く検出されない調査事例 もあり、この他の作物

(例 えば、根莱類、豆類、野菜類など)が栽培されていた可能性 も指摘 されている (パ リノ・サーヴェ

イ株式会社,未公表)。 本遺跡では、本分析結果を見る限り、イネ科以タトの作物が栽培された可能性 も

考慮する必要がある。なお、はたけ状遺構における栽培植物の検証については、竪穴住居跡内などで

認められる植物利用の痕跡や、畝跡等の上壌中に含まれる微細な植物片から、情報が得 られることが

ある。今後は、これらの視点も含めて総合的な調査を行い、当時の栽培植物について検証 していきた

いと考えている。
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1 土壌分析・放射性炭素年代測定

似)遺構の年代推定

1)試料

試料は、上記 したD区西壁 V層から採取された土壌 1′点 (試料呑号 3)、 DttSX21畝から採取された

上壌 1,点 (試料番号 6)、 CttSD101覆 土から採取された炭化物 1′点 (試料番号10)と 土壌 2点 (試料番

号11・ 12)の計 5点である。

これら試料のうち、試料番号 3・ 6・ 11・ 12については、土壌中から分析試料となりうる試料 (炭化

物片など)の抽出を行った。その結果、試料番号 3では炭化物片が01g以下、試料番号 6では炭化物片

などが全 く検出されなかった。そのため、調査担当者と協議・検討を行い、 2試料の代替試料 として、

試料番号10に認められた 2′点の炭化物 (形状から大・小と仮称する)を分析試料とした。また、 3点の

土壌試料 (試料番号13～ 15)を追加 し、このうち試料番号 6と 同一地点から採取された試料番号13よ り

分析試料として足 りる量の炭化物が抽出されたことから、分析試料とした。

したがって、放射性炭素年代測定試料は、試料番号10炭化物大、試料番号10炭化物小、試料番号11・

12、 試料呑号13の計 5点 を対象に行う。なお、 5試料のうち試料番号10～ 12の 4点については、炭化

材であり、当分析及び樹種同定を同時に行える量であったことから、樹種同定を合せて行っている。

2)分析方法

測定は株式会社加速器分析研究所の協力を得て、AMS法 により行った。なお、放射性炭素の半減期

はLIBBYの 半減期5,568年 を使用する。また、測定年代は1950年 を基点とした年代 (BP)で あり、誤

差は標準偏差 (One Sigma)に 相当する年代である。なお、暦年較正は、RADIOCARBON CALIBRA―

TION PROGRAM CALIB REV4.4(Copyright 1986-2002 M Stuiver and P」 Reimer)を 用い、いずれ

の試料 も北半球の大気圏における暦年校正曲線を用いる条件を与え計算を行っている。

3)結果および考察

結果を表 4・ 5に示す。DttSX21の 畝から採取された炭化物の年代 (補正年代)は、1,190BPを 示 し

た。この年代値は、約 8世紀頃に相当する。一方、CttSD101覆 土から採取 した炭化物のうち、埋土中

位に相当する試料番号 10。 11は、630BP～810BPを 示 し、約12～ 14世紀頃の年代に相当する。CttSD101

底面の炭化物の年代は、1130BPを 示 し、約 9世紀頃の年代に相当する。また、合せて行った炭化材同

定の結果、試料番号13を 除く、 4試料は広葉樹に同定された。

4

資料番号 採取地点 厳二年代 (BP) δ13C 測定年代 (BP) Code No
SD101 理土中位N01大 炭化材 (広葉樹 -2682■ 092 660と 40 IAAA‐ 31892

SD101 埋土 中位 hlolガ 炭化材 (広 葉樹 ) 720■ 40 800± 30 IAAA 31893
ll SD101 北ベル ト中位 炭化材 (広 葉樹 ) 810■ 40 -2911■ 094 IAAA 31894
12 SD101 底 面 炭化材 (広 葉樹 ) 1130■ 40 -2852± 095 1190± 30 IAAA 31895

SX21 1190■ 40 -3107■ 063 1290■ 30 IAAA 31940
1)年代値の算出には、Libbyの 半滅値5568年 を使用。
2)BP年代値は、1,950年 を基点として何年前であるかを示す。
3)付記した誤差は、測定誤差∂似J定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

表5 暦年較正結果

1)計算に1ま 、 RADIOCARB00N CALIBRATION PROGRAM CALIB REV44(COpyright 1986 2002 M Stuivar and P」 Reimer)を 使用
2)付記した誤差は、測定誤差ε (測定値の68%が入る範囲)を 年代値に換算した値。

資料 補正年代 (BP) 暦年較正年代 (c』 ) 相対
'ヒ

Code No

630± 40

cal AD l,301-cal AD l,327

cal AD l,347-cal AD l,372

cal AD l,379-cal AD l,392

cal BP  649-  623
cal BP  603-  578
cal BP  571-  558

0548

IAAA 31892

cal AD l,268-cal AD l,298 cral BP  682-  652 0548 IAAA 31893
810■ 40 c』 AD 1212-cal AD 4 26R cal BP  738-  682 0548 IAAA 318銘

1,130■ 40
cal AD 891-cal AD 904
cal AD 911-cal AD 976

calBP l,059- 1,046
calBP l,039-  974

IAAA 31895

3 1,190■ 40
calAD 78ユ ーcaI AD 793

cal AD 804-cal AD 885
calBP l,169- 1,157
calBP l146- 1065

0708
IAAA 31940

0276
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XI 付編

DttSX21は 、発掘調査所見によれば、To― a下位から検出されたことから、はたけ状遺構の使用期

間は10世紀には終えたと想定されている。本分析結果は、約 8世紀頃の年代を示すことから、これら

の所見と整合する。一方、CttSD101は、TO― aに 由来するテフラ層を掘込み構築されていることや、

11世紀後半～12世紀前半の所産と考えられる陶磁器が出上していることから、10世紀以降に構築され

たことが推定されている。この所見によれば、試料10。 11の年代はそれぞれ異なるが、調査所見を支

持する結果と言える。これに対 して、溝底面の炭化物は、10世紀以前の年代を示 し、調査所見と異な

る。このような結果を示した要因としては、古い時期のえ化材が考えられる。今後、試料の由来、溝

跡構築時の状況や溝跡の埋積過程、溝跡覆土中におけるテフラの産状を含めて、改めて検討すること

が望まれる。
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1 土壌分析・放射性炭素年代測定

図版司 花粉分析プレパラー ト内の状況写真・植物産酸体
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XI 付編

2 密教法具の材質分析

東北芸術工科大学 (現筑波大学)松 井 敏也

【蛍光X線分析】

六器 (報告書掲載番号5044～5046)材質分析を蛍光X線分析によりおこなった。使用した分析装置は

波長分散型蛍光X線分析装置である。分析条件は管電圧50KV、 管電流50mA、 X線管球の対陰極はCr

である。測定雰囲気は大気状態でおこなった。分析範囲は直径20mmの 円である。測定結果を表 1に示

す。数値は検出された元素をもとにフアンダメンタルパラメータ法(FP法 )に て100wt%に 規格化され

た値である。

表 1 六器の蛍光X線分析結果 (wt°/o)

銅 錫 鉛 ヒ素 銀 鉄 ア ンチモ ン

鋭 (5044)-01

鋭 (5044)-02

銃 (5044)-03

台IllL(5045)-01

台皿 (5045)-02

台皿 (5046)-01

台皿 (5046)-02

0.6   2.1

1.1    1.1

0.8   0。 9

0.4   11

0.4    1,9

0。 9   2,7

0.6   2.1

79

87

91

90

87

82

87

18.0

9.20

6.10

8 00

10.0

13.0

8.50

0。 31

0.42

0.34

0.35

0.23

0.59

0.60

0,22

0.21

0.21

0.48

0,11

0.33

0.18

0.14

0.12

0.10

0.13

0.20

0.14

平均 0,7 1.7 10.4 0.41 0.25 0.14

青銅の主成分である錫や鉛をほとんど含まないことから、本製品は銅製品であることがわかる。ヒ

素の含有量が多 くヒ素銅の可能性がある。ヒ素の含有率は 5 wt%以上であり、山形県、福島県、宮城

県などから出土する青鋼製の仏具関係資料のヒ素含有率 (l°/。 以上)と 類似 していることがわかった。

すべてさびの上からの分析であるためにその腐食状態によって分析値の誤差が考えられるが、今後の

岩手県における中世青銅器の材料技術を考える上での一つのデーターになろう。
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XⅡ

1 河崎の柵擬定地の遺構変遷

本遺跡の名称は「1可崎の柵擬定地」であるが、11世紀の前九年合戦の時代以外 |こ も人々の生活が営ま

れていた。以下、時代 ごとの変遷の概略を示す。縄文時代については第 3分冊で示すことになるの

で、ここでは後北土器の時代 (3～ 4世紀)以降のものを扱う。

3～ 4世紀

同一個体 と推測される後北上器片が 2片 (6001・ 6002)出 上 している。この上器に伴う遺構は検出さ

れなかったが、何 らかの生活が営まれた空間であつたと推測できる。

8世紀後半～ 9世紀初頭

第 2検出面の検出遺構が相当する。竪穴住居 (0内はカマ ド方位)ではBttS1 1(北東)、 CttS1 1

(東 )、 CttS1 3(東 )、 CttS1 4(北 西)、 CttS1 5(東 )、 CttS1 6(東 )、 DttS1 1(北 西)、 DttS1 2

(東 )、 EttS1 2(北東)、 EttS1 3(北東)、 EttS1 4(北東)がある。他の遺構では畝間状遺構DttSX20、

21、 くぼみ状遺構EttSX l、 焼土遺構C区焼± 1がある。

第 2検出面の出土土器を観察すると、 8世紀後半のものと8世紀末～ 9世紀初頭のものに2分でき

る。出土土器の年代観から竪穴住居を分類すると、 8世紀後半に属するのはCttS1 4、 DttS1 1、 E区

S13、 EttS1 4である。 8世紀末～ 9世紀初頭に属するのはCttS1 1、 CttS1 3、 CttS1 5、 CttS1 6、

DttS1 2である。

カマド方位をみると8世紀後半のグループは北西と北東にまとまる。 8世紀末～ 9世紀初頭のカマ

ド方位は、BttS1 1の北東以外は東であり、カマド方位にまとまりが認められる。このように土器の

年代観による分類とカマ ド方位のまとまりは概ね合致しており、分類の妥当性を示している。EttSI

2は 出土遺物が皆無であるが、カマ ド方位からは8世紀後半のグループに属する可能性が高い。畠状

遺構DttSX20と SX21は重複しており、古いSX21が 8世紀後半、新しいSX20が 8世紀末～ 9世紀初頭

に属すると考えることができる。くぼみ状遺構EttSX lは 出土遺物から8世紀末～ 9世紀初頭のグ

ループに属するものである。

このように第 2検出面の遺構は8世紀後半と8世紀末～ 9世紀初頭に2分類できるが、これは集落

が各段階で途絶しているのではなく、切れ間なく連続的に営まれた集落と解釈した方が妥当であろ

う。この集落は和同開赤を所有し、蕨手刀、鉄鏃、小札などで武装した人々が暮らしていた。和同開

弥の所有は律令政府とのつながりを示し、武具武器が充実しているのは胆沢方面への征夷の時代相を

表している。この時期の集落の調査は本遺跡以外には、磐井郡内では皆無に近い状態である。当地方

における征夷の具体的な様相を明らかにするために良好な資料になり得る集落である。

10世紀初頭

第 1検出面において十和田a火山灰が埋土内に堆積する遺構が相当する。竪穴住居CttS1 7、 EttSI

l、 畝間状遺構CttSX l、 CttSX 2、 CttSX 3、 焼土遺構E区焼± 1がある。竪穴住居CttS1 7、 E区

S11は埋土中の床面近 くから十和田a火山灰が堆積しており、火山灰の降下直前に廃絶された住居と

めとま
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�  まとめ

判断できる。畝間状遺構はその上層断面から十和田a火山灰の降下後に耕作されたことを読み取れ、

住居の時期と飢婦がある。 しかし、耕作されたのは十和田a火山灰の降下後とはいっても、火山灰降下

と大きな時間的隔たりは想定できないものである。この畝間状遺構の上層断面は火山灰以前から耕作

されていたものを、火山灰以後に再び復旧した状況と読み取るべ きと考える。竪穴住居CttS1 7は 畝

間状遺構CttSX 2と 近接するが両者は重複 していない。これも住居 と畠が同時存在であった可能性を

示 していると判断される。今回の調査は 2万ポ以上に及ぶ広大な調査区であつたが、当時期の竪穴住

居跡はCttS1 7と EttS1 1の 2棟のみであった。この2棟の住居はおよそ220mも 離れ、それぞれが単独

に存在 している。この住居 どうしが単独で離れて存在する状況はこの時期の集落の一形態を示 してい

る可能性がある。

11世紀中～後葉

前九年合戦の時期の遺構である。調査区を南北に横断する堀CttSD101が この時期に属する。本報

告書に掲載ではないが、平成12年度調査で検出された堀「RG01」 もこの時期の遺構 と判断される。C区

SD101と RG01は 同じ軸方向でおよそ70m離れて平行に構築されている。この 2本の堀は北上川と北側

の高地に挟まれた低地の狭除部を遮断する形に掘られてお り、北上川上流部への進出を妨害する「交

通遮断施設」と推測される。「交通返断施設」は城郭史、合戦史の視点からみて、前九年合戦の時代の

ものとして妥当な時代相を持った施設である。このCttSD101と RG01の 2条の堀こそ「1可崎柵」を構成

する遺構 と判断される。

12世紀

調査区域内で12世紀の遺物が散布 した状態で出土している。それらは、かわらけ、白磁四耳重、青

白磁小重蓋、須恵器系陶器波状文四耳壺、渥美産壺、銅製六器などであり、日常生活に用いられた器

物というより、何 らかの儀礼、儀式に用いられたものと推測される。具体的に言えば経塚の埋納物に

多 くみられるものばか りである。これに対する12世紀の遺構は方形周溝BttSD lがある。BttSD lは

埋土から手づ くねかわらけ、渥美産山茶碗が出土 し12世紀に属する遺構 と考えられる。この方形周溝

が経塚のマウンドの周囲を巡る溝と考えたいのである。経塚の盛 り上が崩壊 し埋納された遺物が周辺

の散乱 したのが上記の12世紀遺物の出土状況と解釈 したい。また12世紀の遺物が全て経塚の埋納物で

はなく、かわらけなどは経塚を造営する際の法要や修法の際に用いられたとも解釈できる。BttSD l

の東側にあるL字形の溝BttSD 4も BttSD l同 様に経塚を巡る溝の残欠の可能性があるが、埋土中か

ら中世の遺物も出土 してお り、年代決定の決め手に欠ける。

13～ 15世紀

出土遺物では18世紀～14世紀のかわらけ、13世紀～15世紀の国産陶器、中国産青磁がまとまった量

出土 している。その他に文保二 (1318)年銘の板碑、応永年間 (1394～ 1434年)銘の板碑があり、13世

紀～15世紀初めにかけての痕跡が濃厚に存在する。検出遺構では溝01SD lと 溝CttSD104が この時期

に属する可能性が高い。また流水痕であるB区沢跡もこの時期に生成されたものと解釈される。掘立

柱建物はその時期特定が難 しいが、柱穴から1078年初鋳の元豊通賓が出土 したEttSB 2、 1310年初鋳

の至大通賓が出上 したEttSB 6が 当時期の建物である可能性が高い。また出土遺物がないが、EttSB

6と それに重複するEttSB 5も この時期に属する可能性がある。このように中世の河崎の柵擬定地内

にはかわらけや、中国磁器を使用する階層の者が居住 していたと推測される。
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また今回の調査区内には出土 したものを合わせて三十数基の板碑が所在 している。記年銘のあるも

のは上記の 2基のみであるが、記年銘の無い板碑 も概ね14～ 15世紀に造立されたと推測される。これ

らの板碑のほとんどは西屋敷の近世墓地周辺で見出されたものである。西屋敷墓地付近では12世紀の

経塚の痕跡 と推測 される方形周溝BttSD lがある。中世にはこの経塚は崩壊 しておらずマウン ドが

残ってお り、この琢に結縁を求めて板碑を造立 した想像される。中世の河崎の柵擬定地内には、居館

とともに、「霊場」的な板碑が造立される空間が存在 していたのである。

16世紀

16世紀代の中国産青花 (染付 )、 大窯期の瀬戸・美濃産陶器が一定量出土しており、この時期の遺構

の存在が想定される。溝01SD 3と 01SD 2が出土遺物からこの時期の遺構 と推波1さ れる。01SD 3は L

字形の溝で、CttSB lと 重複するCttSB 2を取 り囲んでお り、建物に伴 う溝と判断される。よって掘

立柱建物CttSB lと CttSB 2も 当時期の建物 と判断できる。この建物の存在から中国産染付や大窯期

陶器を所有する階層の者の居館が存在 したことがわかる。大窯期陶器に中には天目茶碗 も含まれてお

り、居住者の階層の高さを示 している。この居住者が近世初頭から屋敷を確認できる葛西家の祖先 と

連続性があるか否か判断は難 しい。

17～ 19世紀

河崎の柵擬定地内に近世初頭から葛西家の先祖が屋敷を構えたとされている。本家が「西屋敷」で近

世の早い段階で「東屋敷」と「中峯屋敷」が分家したといわれている。「西屋敷」は本報告書のE区付近

に屋敷を構え、「中峯屋敷」は平成12年度調査区付近、「東屋敷」は平成12年度調査区の東側の発掘調査

区外に屋敷があつたという。そして近世後半に「隠居屋敷」が中峯屋敷から分家したとされる。「隠居

屋敷」は本報告書のD区に屋敷を構えていた。このように本報告書の対象範囲内にあった近世屋敷は

「西屋敷」と「隠居屋敷」である。西屋敷に関連する遺構は掘立柱建物EttSB lがある。これは17世紀

の建物で大きさから主屋と考えられる。E区ではその他に主屋級の掘立柱建物は検出されておらず、

EttSB l以 降は礎石建物の主屋に建て変えられたと推測される。掘立柱建物EttSB 4はEttSB lに 付

随する付属建物と推測される。

隠居屋敷に関連する遺構はD区で検出された掘立柱建物群 (DttSB l～ SB 8)がオロ当すると思われ

る。これらは主屋級の規模ではなく付属屋である可能性が高い。また棟数が多いことから隠居屋敷に

関係のない中世の建物も含まれている可能性もある。隠居屋敷の主屋は当初から礎石建物であり、礎

石が動かされたため、建物が検出されなかったと推沢1さ れる。このように近世屋敷は調査区内とその

近辺に存在していたが、それに伴う墓域も存在している。「B区墓域」は西屋敷の墓所で「D区墓域」は

東屋敷、中峯屋敷、隠居屋敷の墓所であつたという。

20世紀

近代以降にも河崎の柵擬定地内において人々の生活は営まれ続けている。もちろん多くの遺構が存

在したがそれらは「攪乱」として扱い、報告書では遺構として扱っていない。ただし、B・ E区の土坑

のほとんどは「芋穴」と称される長芋などを保存するための貯蔵穴で20世紀以降のものである。これら

は調査時に時期判断をできずに遺構番号を付したため報告をおこなったものである。
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2河 崎柵 研 究 史

「1可崎柵」は前九年合戦に登場する安倍氏方の「柵」である。当遺跡はこの「1可崎柵」の擬定地である。

ここでは河崎柵について言及した文献を示 し、若子の解説を加え、枡究史を概観 したい。

陸奥話記 (11世紀後半成立 )

貞任等率精兵四千余人 以金為行之河崎柵為営拒戦責海

陸奥話記は前九年合戦の顛末を記 した物語である。前九年合戦終虐、後、それほど年数を経ずにまと

められたと推測されている。河崎柵についての記述は上記の文章のみで、その具体的な場所、構造に

ついての記述は皆無である。、だが、この記述から「1可崎柵」と「黄海」は近接 した位置関係と推測 さ

れ、河崎柵の場所を特定する手がか りになる。

天明六 (1786)年「未完菅江真澄遊覧記」 白帝社 白山友正編 1966130頁

葛西城の址を、ゆん手に見つつ、小川ひとつこえて川崎といふ処に行て、清悦の墳たづぬれば、

「斉藤なにがしといふ人の軒ちかく白檀の生ひしけりし下也」とおしへたり。かくて、其ところに

至れば、ある人、あないして、「この清悦坊は、義経につきそひ奉 りてよりあやしのいろくすをくひ

て、いのちながらへて、寛永七年の夏まで世にありて、ここにいたりて身まかりて侍るよしを伝ヘ

聞て侍る。又こと処にも清悦の塚あれど、いつはりにてやはんべらん」といひて別たり。門崎とい

ふ処にいでて、松サ||の うまや、相川の村を・・・・

近世の地誌類で河崎柵の擬定をおこなっているものは管見に及ぶかぎりでは存在しない。門崎村安

永風土記にも河崎柵に関する記述は全くない。また天明～寛政年間に東北地方を遊覧した菅江真澄は

河崎の柵擬定地内にある「清悦社」を天明6年 8月 6日 に訪ねているが、その記述に河崎柵についての

話題は登場していない。真澄は黒沢尻を訪れた際には「あるしにいさなわれて阿部のふる館のあと見

にとて行ぬ。」と川岸の黒沢尻柵擬定地をわざわざ訪ねている。このように安倍氏についても知識、興

味を持っていた真澄が、河崎の柵について記していないのは、18世紀当時、門崎村の川崎が、河崎柵

の擬定地として、あまり流布していなかったことを示しているのではないだろうか。

吉田東伍「大日本地名辞書 第七巻 奥羽」557頁 明治二十九 (1906)年

「今、門崎村内に擬せらる、猶考ふべし。O大槻氏云、陸奥話記に見ゆる河崎柵の旧地は、薄衣駅

の北に砂鉄ナ||あ りて、東北より流れ来て、北上川に会す、此河回なる旧門崎村の川崎の地、是れな

るべし、黄海より北二里許なり。」

管見に及んだ中で、門崎村川崎を河崎Ith擬定地にあげている最 も古い文献は大日本地名辞書 (吉田

東伍)である。文中の「大槻氏」とは大槻文彦博士のことであろう。これが大槻文彦の著書からの引用

か、談話の取材によるものか明らかにできない。一関市立博物館の小岩弘明氏によれば、大槻文彦の

著作中で、河崎柵について言及したものは今のところ見出せないという。いずれにせよ、確認できる

範囲では大槻文彦が、当遺跡 (ナ |1山討寸F]崎字川崎)を河崎柵に擬定 した最初の人物ということになる。
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青木武助 「大日本歴史集成上巻二」866頁 大正三 (1913)年

されど頼時子多く、長子貞等任父に代はりて衆を領して勢あり。九月、頼義、官符を賜はり、諸

國の兵士を徴発し、糧食を輸納せんと謂ひて許さる。十一月頼義、兵一千人百人餘を以て貞任を河

碕柵 陸前囲柴田郡川崎ならんといふ に襲へ り。貞任、精兵四千を率ゐて出てて戦ふ。・・・

大日本歴史集成には河崎柵が柴田郡川崎 (現宮城県川崎町)と 記されるが、その根拠については全く

触れられていない。言うでもなく、柴田郡川崎では国府との位置関係から、「河崎柵」であることは全

く茎てはまらない。「大日本歴史集成」は日本歴史を通史的に見た書物であり、各々の事象については

深い考証がなされていないと思われる。短絡的に陸奥国の「ナH崎」の地名を拾い出し、記したものにす

ぎないのだろう。

藤原相之助 「日本先住民族史」310頁 大正五 (1916)年

黄海は今東盤井郡にて北上川の東岸にある小駅なれども、古へは北上川西岸日形田澤の邊も責海

と稀へしならんか。

本営を構へたる河崎柵は疑問なれども、青木氏の歴史集成に柴田郡川崎なりといえるは、妄断も

甚だし。接ずるに今東盤井郡に門崎村 (カ ンザキと訓む)と いふがありて、布佐、川崎の両区匡あり、

古墨も二ヶ所にあり、其の一即ち川崎の柵にて金為行が居りし所ならん、地形を接ずるに黄海より

北に去る今道の二里餘、共に北上川の東岸にして、衣川の開を出づること五六里なり貞任は官軍の

為すなきに乗じ勢威大いに振ひ、追かに南方に進出して兵要の地を占めたるなり。尚思ふに気仙郡

司金為時が、頼時の弟良昭等と戦ひしも北上川以東にて官軍は

'可

東に迫り、良昭が兵は川を越えて

戦ひ、遂に大敗したれば、貞任之に鑑み勢力を河東にも張りしならんか。

この著書では上記の大日本歴史集成の、河崎柵 =柴田郡川崎説を「妄断も甚だし」と断じ、東磐井郡

門崎村をその擬定地としている。門崎村の古墨二ヶ所というのは門崎城と布佐館を指すのであろう

か、どちらも城館跡も字川崎には存在せず、筆者が具体的にどの古墨を河崎柵としているのか判断は

難しい。

岡部精―「奥羽沿草史論」185頁 大正五 (1916)年

河崎柵と責海の地離について申します。河崎柵は金為行といふものの居所で貞任が四千餘人の精

兵を以てこれに抜つたのを頼義が千人百人を以て攻めた所で、黄海は其時に戦場となった地であ

る。此の戦は大風雪の裡に行はれ八幡太郎義家が武勇を示したのを以て有名であります。さて此二

地賂はいづれも今日の門碕薄衣等の諸村の在る地と云はれて居る。此地は束稲山の南端が出張つて

砂鉄ナ||と 千厩川といぶ二つの川が北上川に合流する所で南北に河流を控へ最も形勝の地である。責

海は其の南に営つて今日なほ同名の村名が残つて居る。此等の地は凡て要害で守るに易 く攻むるに

は最も難いから大戦聞を演出し官軍も遂に敗北したのであります。

奥羽沿革史論は東北地方の歴史に関する講演録である。上記は岡部精一氏の「前九年役と後三年役」

の講演録である。講演では前九年役の経過の説明をおこない、「前九年の役に現はれたる地理の説明」
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として、前九年合戦の登場する各地名、施設の考証を述べている。河崎柵については門崎～薄衣付近

とし、地点の限定を避けているが、河崎/1W=門崎村川崎を否定しているわけではない。

岩手縣教育會東磐井郡部會「東磐井郡誌」171頁  大正十四 (1925)年

河崎の柵址

門崎村の南隅砂鉄川口北上河に會する川日の地なり天喜の音源将軍が貞任を征討せし時の柵l■ に

擬すと大槻博士の説なり

「川国の地なり」は「サH崎の地なり」の誤植と思われる。全体の文章から、大日本地名辞書を参照して

の引用と推測される。

熊田葦城「日本史蹟大系第二巻」1365頁 昭和十 (1935)年

河崎柵址 源頼義夫敗の地
か
腎i奉紀主は、陸中國東磐井郡門崎村に在り、砂鐵川、東北より、流れ来りて、北上川に含す、此

河口なる門崎村の川崎の地、此れなるべしと云う。

河崎柵は、安部貞任の母方の叔父金為行の居城なり、貞任此柵に捩り、兵を黄海に出だして、頼義

の軍を防ぐ。黄海村は東磐井郡に属し河崎柵址の南一里ばかりの地に在り、東山の南麓にして、陸

前國登米郡嵯峨立村と、境を接し、北上川の畔に在り、黄海川は北上山の山脈より、源を発 し、西

流して、此所に来り北上川に注ぐ。

河崎柵を門崎村川崎に特定している。文の構成から大日本地名辞書を引用したことがわかる。門崎

のルビに「とどさき」とあるのは、大日本地名辞書の「F]崎村」のルビ「カドサキ」の誤植であろうか。

門崎村史編纂委員会編 「F弓崎村史」 369頁 昭和三十一 (1956)年

河崎の柵

前九年の役で有名な川崎のIIM趾 は現在小名の西屋敷から東屋敷までの間であろうと謂われてい

る。人皇第七十代後冷泉天皇天喜年間と云えば今から九百年も前の昔の事であるから、今では当時

の面影を偲ぶものは一つも見当たらないが当時の名称であろうと思われる東門口、西屋敷があるが

西屋敷名は西門口であり、その地域内には舘ヶ崎「フナ トカド」 (船渡門は渡舟場)針山 (張山で陣

張山と云伝わる)九万とか五粉寺跡 (今の五分―はこれより)東木山安入寺、蔓生寺跡等があ り或は

東屋敷前から砂鉄川落合までの間の北上川に大石に築かれたワ枢ク跡があり、 (現在 も一枢 と呼ば

れている)こ の辺一帯相当大規模な柵が築かれてあったであろうことがうかがわれるのである。

門崎村史編纂は昭和27年 2月 に開始され、昭和31年 5月 に刊行されている。門崎村史は頁数391頁

に及ぶ大冊であるが、河崎柵についての記述は上記の文章と見取 り図 1頁のみで存外に乏 しい分量で

ある。 (他に「古戦場川崎の柵史」と題 して、陸奥話記からの引用が 1頁弱ある。)

この文章では門崎村川崎が河崎柵跡として記され、それに関連させた地名伝承、地名起源説が記さ

れている。この地名起源説とほぼ同じ内容のものは下記の小岩末治の未発表稿 (昭和29年 4月 )に も記

されており、この当時地元では広く流布されていた話なのであろう。この河崎柵に関する地名起源説

の発生がどの程度さかのぼるものか (起源説の真偽は別として)半J断は難しいが、「東門」、「西門」に
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ついては近世屋敷「西屋敷」、「東屋敷」からの連想であるのは明らかであり

伝承もで含まれている。うがった見方をすれば、村史編纂の熱気の中で、

された地名伝承の可能性もあるのではないか。

岩手県「岩手県史第一巻」554頁 昭和三十六 (1961)年

、近世以降に造られた地名

新たに意味付け、解釈がな

柵名 擬定地諸説 文献

1可山器

1蒻霊堤睾チ1君[サ |1山千本寸F]山書
『日本地名辞書』『日本先住民族史』『東磐井郡誌』
『門崎村誌』『日本史蹟体系』第三巻 『世界歴史事典』

2東磐井郡川崎村門崎と薄衣 『奥羽沿草史論』

3宮城県柴田郡川崎村 『大日本歴史集成』

岩手県史では陸奥話記に登場する安倍氏の12柵 について、それぞれの擬定地諸説と文献を表にまと

めている。河崎柵については上記の 3擬定地にまとめられている。擬定地の諸説についての論評はな

されておらず、擬定地の表示に留まっている。

岩手県立博物館所蔵小岩末冶コレクション「

'|1崎

の柵址」

本稿は岩手県立博物館所蔵の小岩末冶コレクションに収められている論文「サ|1崎の柵址」の原稿であ

る。この論文は雑誌「開発クラブ」に掲載の予定であったが、雑誌の廃刊のため未発表稿になったもの

である。奇 しくも本報告書作成中に本稿の所在を知 り、河崎柵の研究史を語る上で重要な資料 と考

え、ここに全文を掲載する。本原稿は岩手県立博物館所蔵小岩末治コレクションの「登録番号86035

整理配原94」 である。本稿の閲覧、掲載に関して岩手県立博物館考古部門高木晃氏、小原祐子氏に便宜

を図っていただいた。

小岩末治氏は大正12年生まれ、平成12年 に76歳で逝去されている。小岩氏は昭和25年 より県史編纂

係所属の県職員として岩手県史の執筆にあたっている。「河崎柵」の現地踏査 もこの県史編纂にかかわ

る資料収集の一環としておこなわれ、そこで得られた知見によりまとめらた論文と推測される。

小岩氏の経歴、調査研究活動、そして小岩コレクションの内容については「岩手県立博物館収蔵資料

目録題18集 考古Ⅶ 小岩末治コレクションその 1(岩手県立博物館2005)」 に詳細がまとめられてい

る

昭和29年 小岩末治 「サ|1崎 の柵址」『開発クラブ』掲載予定未刊行

川崎の柵l■

小岩末治

陸奥話記によれば

「同年十一月 (註天喜五年)、 将軍 (源義義)兵千人百余人を率いて、貞任等を討たんと欲す。貞任

等精兵四千余人を率いて、金為行之河崎柵を以て皆と為 し、黄海に拒 き戦う。時に風雪甚だ励 しく

道路銀難、官軍食無 く人馬共に疲る。賊類新揺之馬を馳て渡足之軍に敵す。唯客主之勢異なるに非

ず、又寡衆之力の別有 り。官軍大いに敗れ、死する者数百人云々」 (原漢文)。

と見えている。

私は先日東磐井郡門崎村公民館長千葉高次郎氏、同村′島畑隆治氏、小野寺惣清氏、葛西喜代平氏の

案内を得て、同村川崎に所在する所謂川崎柵l■擬定地を踏査 した。川崎柵址擬定地については、二十
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年以前故菅野義之助が踏査された由である。

そもそも「陸奥話記」の冒頭に

「六箇郡之司安倍頼良なる者有 り。是れ同じく忠良が子也。父祖忠頼は東夷の酋長にして、威名

大いに振るい、部落皆服す。六郡に横行 し人民を却碁す。子孫尤 も滋蔓なり。漸や く衣川の外に出

て賦貢を輸さず、終役を勤むる無 し。代々騎奢にして、誰人も敢て之を制すること能はず」(原漢文)

と見えるが如 く、安倍氏は忠頼の時代から勢力があらわれ、忠良は陸奥大嫁 (国府の官人)と なり、頼

良に至って奥羽二州の横領使となり、遂に実力は国司を凌ぐ有様 となった。

安倍氏の先祖は長能彦の兄安日王と伝えるが、忠頼に至る迄の系は不詳である。平安時代前期に於

て、安倍安仁 (陸奥出羽按祭使)、 安倍比高 (出羽権介・陸奥守)、 安倍貞行 (陸奥守)、 安倍三寅 (鎮守

府将軍)、 安倍清行 (陸奥守)等の名前を認めるが、いま直ちにこれらと忠頼 との継が りを求めること

も一寸無理である。

○

日本史を経済史的な眼でみれば、平安時代後期の開幕は、日分田の公収なく荘園乱立するというあ

わただしさに始まり、十世紀後半には国司の逢任が盛んとなり、地方各地が荘園化するに至 り、十一

世紀前半には国司に命 じて新立荘園を三度 も禁 じたが、効果はさつぱりあがらなかった。

安倍氏が勢力を得たのは、正 しく上述の百年間のことであり、かかる傾向は全国的一般的なもので

あったことを知らねばならぬ。

而 して前九年、後三年の役があったのは、十一世紀後半のことであつた。

○

西暦一〇五一年 (永承六年)、 源頼義は、陸奥守兼鎮守府将軍に任命され赴任 したが、一寸 した行き

違いから、天喜二年に至って安倍氏と曳矛を交えることとなり、以来康平五年に至るまでの九年間、

両者攻防持久戦を展開したわけである。

さて胆沢城を中心とする平安時代前期の交通 (陸路及び海路)は 、律令や廷喜式によつて窺い知られ

るが、安倍氏の時代には北上川舟逗が殊にも明瞭となってくる。

安倍氏の持っていた主要な諸柵は、いずれも北上川と支流の交叉点に位置してお り、その悉 くが水

陸交通、産業交易の拠′点であったことは、盛岡市史 (第 2分冊)中世篇の中で田中喜多美が既に述べて

おられるが、陸路の駄載に比して河川における舟積のそれが、到底問題にならぬほど荷量の大である

ことを思うとき、その見解は正鵠を得たものと評 し得るであろう。

川崎柵址擬定地は北上川本流と砂鉄川の交叉点に位置しており、如上の諸柵 と共通点を持っている

のであり、安倍氏勢力領地の南端に位置して、玉造、栗原方面に勢力を伸張するその門戸をなしてい

たと思われる。

○

ところでもう少し詳しくこの地方の古代文化を究明するならば、私が調査した近隣の奥玉や折壁村

からは、早期縄文式文化に属する貝殻腹縁刺突文土器の破片が出ているし、それの尖底部分も三個発

見されている (註 1)。 このような尖底部は従来宮古付近の貝塚でのみ出上していたので、内陸部でも

丹念に探せば当然認められるということで我々を大いに勇気づけてくれたのであるが、門崎付近にも

これらは当然発見されると思われる。

門崎村布佐付近には、後期から晩期の縄文土器が出土しており、大部分は鳥畑隆治氏の所蔵にかか

る。晩期の縄文土器は所謂大洞A式に属し、この型式から弥生式土器まではわずかの進歩に過ぎない

し、是より北の水沢で弥生式土器が確認されたから理の当然として (註 2)こ の地方でも、千人百年位
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前には稲作農耕が行われたものと考えられ、それを証明する遺物 も発見されることと信ずる。殊に日

形、油島方面に期待される (註 3)。

また古墳時代に相当する古式上師器 も、まだこの付近からは出ていないが (註 4)それらの分布 も広

範囲なようであるから、将来胆沢城などに先立つ文化相 も、次第に判明してい くと思われ、新古の土

師器やこれに付随する文化の違いも、今後研究されねばならぬ分野である (註 5)。

○

門崎村布佐最明寺は、その縁起や風土記をみると奈良時代の開創で慈覚大師との関係を述べてい

る。同じく布佐の千手堂は最明寺 と密接な関係を有する如 くで、今 日なおこの千手堂には焼身ではあ

るが一本彫 りの古佛像が五然祭 られてある。このような佛像は平泉等に見る寄木造 りの佛像より古い

こと必定であるから、やはり川崎柵址などと同じく安倍氏の文化に関聯 して考えられる。ここに注意

しなければならぬのは、風上記を見ると徳川時代に布佐最明寺境内から布 目瓦が出土 したことであ

る。また前村長佐藤武氏や小野寺惣清氏のお話によれば、所謂川崎柵址からも以前布 目瓦が出土 した

由であるが、残念なことにいまそれを示すことができない。石田茂作氏によれば、布 目瓦 と申すのは

徳川時代には使用されなかったので、布 目瓦の出土する地帯はすべて慶長以前の古建築があった証拠

となるが、岩手県内の出土事例 としては、

平泉地方 (嘉祥寺址、花館蔵王権現堂址、経蔵址、柳御所址、伽羅御所l■ )

一ノ関地方 (山 ノロ、中条廃寺址 )

古城村明後沢。胆沢城址内外⑤伯済寺址。

立花村黒石丈六堂址。稲瀬村三照竃址。

田原村小田代澤田前。盛岡城址等。 (F]崎村二地′点)。

など十数箇所を挙げることができる。

盛岡城は慶長四年に築城を終わったので (盛 岡市史中世篇)こ こから布 目瓦の出るのは当然だが、最

近私が田原村小田代沢田前小山勝徳氏の所で確認 した布目瓦は、図に示 した如 くわずか一片に過ぎな

いが、その布目の状態から盛岡城より古いことが知られたのである。この付近にもやはり慈覚大師の

伝説を持つ所があり、今後調査を進める計画であるが、門崎村の二地点も確実な証人や証拠があるの

で、やはり県内古瓦の出土地に算入 して差支えないと思われる。

○

元禄十一年中、仙台落士生江助内は東山地方の大絵図を作成 しているが、各村肝入に於ては、其の

際資料となるべき村絵図を提出している。門崎村分の控えは鳥畑隆治氏の手許にあるが、これらの絵

図は寛永の末年幕府に差出するため作成 した所謂寛永古絵図と大差ないものである。

いま現在の門崎村地図 (一万分の一)|こ 、元禄古絵図から転記 して示せば図の如 くなるが、それにつ

いて少し説明すれば、川崎柵jILと して最 も肯かれる範囲は現在の字川崎であ り、ここにはおそらく当

時の遺構 と思われる石塁が一ノ枢 という地名のもとに現存 しており、かかる石塁は北上川に沿って全

面的にあったものらしく、昭和十二年の大洪水の際にも、清悦坊付近にその一部が櫛形に露出した由

であ り、その後護岸工事の際その石塁を崩 してしまったことは惜 しまれる。柵址の東西には夫々東

門、西門の地名があり、中央に船場があ り西磐井との主要な交通路線であったことは、そのかみ安倍

氏時代の柵址にも条件が道い、凡ゆる点で藩政時代の商港たる隣接の薄衣船場に先行するのである。

舘崎はまた舘先 (前 )で もあり、東門から伸びて九百間を越える針山堤は、張山 (築 山)の意と思わ

れて、元禄絵図に記 しあり、その塁堤の内側には針田 (張田)、 木戸ワキ (城戸 (柵戸)脇 )等の地名や

水門があり、銚子館を含めた川崎一帯の、恰 も外濠であるかの観を呈 している。
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かかる景観は、ちようど志和城址の擬定地に紡彿しており、彼の城山を是の銚子館に比することも

できよう。

本国の読売紙には、胆沢城当時の柱脚が出上したことを伝えている。此の地点は私どもが年来予知

していたもので、川崎の場合も今後手掛 りとなるものが出ることは期待され、幸に理解深い橋本門崎

村長、高橋助役、教委佐藤要一氏に対しても、その際いち早く連絡下さるようくれぐれもお願いした

ことである。

(294.l。 31.1.22註 )

(註)参考引用文献

田中喜多美氏「岩手科学史序説」「佛教伝来と岩手の遺蹟」其一、二。昭和27年。「月刊いわて」

司東員雄氏「平安時代の岩手県南寺院考」。昭和29年。ただし時代区分観などは必ずしも賛成できない

が

註 1 小岩末治「岩手内陸における早期の縄文土器」岩手史学研究19。

註 2 伊東信雄氏「岩手県佐倉河村発見の弥生式遺跡」古代学三の二。

註 3 ′鳥畑壽夫君「岩手県西磐井郡谷起島遺跡出土土器について」上代文化25。 昭30.4。

鳥畑隆次氏所蔵の破片には、縄文式末期の大洞A「 (エーダッシユ)式土器破片があり、鳥畑壽

夫君は谷起島の例を弥生土器と発表したが、これは現在ではむしろ縄文式上器最後の型式と見

るのが妥当であろう。

註4 もっともちょっと離れた永井村杉山古墳群からは、ワラビ手刀や土器が出ており1/1ヽ 岩末治「岩

手県内古墳等出土品の一考察」岩手史学研究18)。 昨年伊東信雄氏が発掘調査された節にも、須

恵器や鉄刀が出、古墳の構造も判明した。

註 5 門崎村役場を建てる際、同敷地内から、糸切底の皿形土師器 (ハ ジキ)が出ており、その特徴か

らみて、奈良、平安初期、即ち胆沢城頃のものと思われる。参照 1/Jヽ岩末治「岩手県における土

師器文化考」上岩手史学研究21)

◎ なお註 1と 註 2の間に、布佐洞窟を調査された加藤孝氏の研究発表を引用させていただくべきだ

が、割愛した。ただここから古い陶器の破片が出た由であり、県内の古陶については嘗て私も

ふれたことがある。(岩手史学18)。

以下、未発表稿に添えられていた佐藤要一 (F弓崎村教育委員)あての手紙 (下書きと思われる)を示

す。

佐藤要一様 幸便にて                              小岩末治

私が病に倒れたのが去る二十九年四月、五月十四日入院したわけでしたが、同封の稿はその直前、

金子定一氏にわたしてあつたもの・・家内に出させた。・ 。それが五月三日の消印になっております。

(他にも二編ばかりありますが)・ ・。

貴村でお世話になったお礼の意味をこめて、紹介を試みたのでしたが、とうとう印刷にならず残念

です。田中主任は「サ|1崎 IFU」 について言質をとられたくなかったようですので、朱線で消しました。本

当は「柵l■」とするには調査発掘が必要なわけですから・・・・

私のようなチンピラが「史談」として「開発クラブ」にのせるのならば許していただけると思ったか

らでした。・・・
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この間、佐藤様おいでの節は川崎柵について田中主任は言質をとられたくなかったとみえて、口を

濁しておられました。私 も確信を持っている訳ではありませんが、擬定地の第一候補 とするには現在

のところ差支えないと思いますので、原稿の通 りです。

何か村史の御参考ともなれば幸いです。なお先週おいでかとお待ちしましたが、実は二月五日から

十二日まで、東京、仙台へ出張 しますので、その間は私が実測図や写真原版など整理 している関係上、

御用に立ちかねるかとも存 じます。それで、なるべ くなら二月三日 (金)ま でにおいで下さるか、ある

いは二月十三～十八 日間においでの程、その次の過は田中主任の出張です。おいで下さらなかった

ら、お手紙でも田中主任あて下されば、原稿などだったらお送りできると存じます。 早々不備
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XII まとめ

3「河崎の柵擬定地」は「マ可崎柵」であるのか

「河崎の柵擬定地」はその名の通り前九年合戦に登場する「河崎柵」の擬定地である。今回の調査で得

られた知見から、当遺跡が河崎柵であるのか見解を示す必要があろう。

発掘調査でみつかった11世紀の遺構、遺物

平成15。 16年度の調査では幅約4.5m、 深さ約1.7mの堀が長さ約65mに わたつてみつかつている (C

区SD101)。 この堀はまだ調査区外である北側にまだ続いている。堀の埋め土からは11世紀に属する

中国産白磁碗の破片が出上し、堀の年代は11世紀に属する可能性が高い。この堀と平行に走る別な堀

(既報告、RG01)がすでに平成12年 度の調査でみつかつている。幅は約 4m、 深さは約 lmでc区

SD101よ りやや小規模である。

これらの堀の用途を考えてみる。堀が造られた位置は、高地 (通称陣張山)と 北上川に爽まれて平地

が狭くなる地点で、平地の狭膠部の入口を塞ぐ形に堀が造られている。安倍氏の本拠地である鳥海柵

や厨川柵を攻めるには北上川に沿って北上していく必要がある。よってこの平地の狭除部は必ず侵入

軍が通る地点とすることができる。その地点を述断する形に堀が 2条掘られているのである。この堀

の造られた目的は敵軍の進撃を遮断する交通遮断施設と判断される。

11世紀に属する遺物は前述の白磁碗片とかわらけがある。しかしながらこの出土遺物量は多いもの

ではない。河崎の柵擬定地の発掘調査面積は20,000�以上に及ぶが、11世紀のかわらけは全部で約

100片 しか出土していない。この量は鳥海柵のかわらけの出土量に比べると非常に少ない量である。

「河崎の柵擬定地」の性格

河崎の柵擬定地の調査では11世紀の堀跡が検出され、かわらけも出上している。しかしながら11世

紀に属する建物跡は存在せず、上述のように遺物の量は非常に少ない。このように河崎の柵擬定地で

は日常的な生活が営まれた気配が非常に希薄なのである。このことから、安倍氏の時代に河崎の柵擬

定地は日常的に生活を営んだ場所ではなく、合戦に際して、敵の進撃を阻止するために築かれた交通

遮断施設と位置付けるのが妥当と考えられる。このように安倍氏の「柵」の中には「交通遮断施設」と

しての機能を持ったものがあることが指摘できるのである。これまでの安倍氏の「柵」は日常的な居

館、地域支配の拠点といった解釈が主流であつた。もちろんそのような機能をもった「柵」も存在する

と思われるが、新たに「交通遮断施設」の視点から「柵」の研究を進めれば明らかになってくることも

多いのではないか。

「河崎の柵擬定地」は「河崎柵」か

河崎の柵擬定地は交通遮断施設の機能をもった安倍氏時代の施設である可能性が高いと考えられる

が、ここではその根拠となる事象を列挙したいと思う。

①地元の伝承

古くからこの場所が「河崎柵」跡という伝承が地元にはあり、周辺の地名を河崎柵と結びつけた地名

起源伝承が存在している。また明治以降、多くの研究者がここを河崎柵擬定地の第一候補にあげてい

る。

②地名が「ナH崎」であること、

-337-



3「河崎の柵擬定地」は「1可崎柵」であるのか

遺跡が位置する場所 は川崎村門崎字川崎である。村名の川崎は昭和 31年の合併以降につけられた もの

であるが、字名の「ナH崎」は寛永検地帳にも登場 している。

③■世紀中頃のかわらけが出上していること

■世紀中頃のかわらけの全国的に見ても出土事例は非常に少なく、岩手県内では5箇所あまりでし

か見つかっていない。その事例の少ない遺物が出上していることは無視できない。

④ 二重の掘跡がみつかっていること

「交通遮断施設」として有効な位置から堀がみつかっている。この堀の年代は出土遺物、検出面から

解釈して11世紀のもので矛盾ないものである。擬定地から軍事的、防御的色彩の強い遺構がみつかっ

ているのである。交通遮断施設は城郭史、合戦史の観点からみても、11世紀に存在する施設として妥

当なものである。

⑤ 陸奥話記の記述との位置関係

陸奥話記には「河崎柵をもって営となし責海に防ぎ戦う」と記されている。これは「ナキ1崎柵」と「黄海」

が距離的に近い位置関係にあることを示している。河崎の擬定地から北上川沿いに下流約 8 kmに は黄

海 (藤沢町黄海)と いう地名があり、陸奥話記の記述と矛盾なく解釈できる位置関係である。

以上の点から「ヱ可崎の柵擬定地」が陸奥話記に登場するの「1可崎柵」である可能性は非常に高いと示

すことができる。                                 (羽 柴)
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4 土 師 器
。
須 恵 器 に つ い て

河崎の柵擬定地の発掘調査では第 1検出面 と第 2検出面でそれぞれ土師器、須恵器が出土 してい

る。これらの土師器、須恵器の年代観について示 したい。

第 1検出面の上師器 。須恵器

第 1検出面では 2棟の竪穴住居 (EttS1 1、 CttS1 7)が検出されている。どちらの住居も埋土中に

十和田 a降下火山灰がレンズ状に堆積 しており、十和田 a火山灰の降下直前に廃絶された住居と判断

できる。遺構外の第 1検出面出上の上師器 。須恵器も住居 と同時期のものと推測される。十和田 a火

山灰の降下年代は西暦915年 とされてお り、第 1検出面の上師器・須恵器はその直前の10世紀初頭に属

すると推測される。

土師器杯は内外面無調整のいわゆる赤焼土器の杯 (97)と 内黒で外面に再調整のない杯 (98。 218)が

ある。また貼 り付けの低い高台を持つ内黒イ (208)、 足高の貼 り付け高台を持つ内外面ヘラミガキ黒

色処理の杯 (209'210)がある。

土師器長胴甕はロクロ長月同甕 (103～ 107・ 221な ど)と 非ロクロ長胴甕 (102・ 220な ど)がある。ロク

ロ長胴甕はいずれもロクロの下地にタタキが施されないものである。口縁部形態は口縁が「く」の字に

折れ曲がるものと口縁端部が立ち上がるものがある。非ロクロ長胴甕は体部外面がヘラナデ、内面が

ハケメの調整で口縁部が「 く」の字に折れ曲がる形態のもである。小型の上師器長胴甕もロクロ (99～

101)と 非ロクロ (219)の ものがある。ロクロは底辺部までロクロ調整で回転糸切 りのものである。ま

たCttS1 7で は内外面にヘラミガキが施され内面黒色処理の上師器鉢 (222)が出土 している。ヘラミ

ガキの下地がロクロ調整か否か不明である。

須恵器は壼、長頸壼、甕、大甕がある。壷 (108)は短顎壼に分類すべ きかもしれない。長頸壼 (109)

は口縁部が欠損している。底部には低い貼 り付け高台が付いている。大甕 (110)は 外面平行タタキロ、内

面は青海波に似るアテ具痕である。甕 (223)は 体部上半のロクロロの下地にタタキロは施されていない。

第 2検出面の上師器・須恵器

第 2検出面の出土土師器を概観すると、ロクロ不使用の郭、顎部に段のある非ロクロ長胴甕、ロク

ロ杯、ロクロ使用長胴甕が混在 してお り、 8世紀後半～ 9世紀初頭頃の上師器群と推測される。これ

らを整理作業開始時は時間幅の狭い単一の時期に属するものとして解釈 しようとしたが、やはりある

程度の時間幅をもった、時期差のあるものが混在すると判断した方が妥当であると判断した。住居ご

とに出土土師器・須恵器を観察すると大きく2つの時期に分けるのが妥当と思われる。先行するのが

DttS1 1に代表される8世紀後半頃のグループ、後続するのがCttS1 5に代表される 8世紀末～ 9世紀

初頭のグループである。

① 8世紀後半のグループ

DttS1 1の 出土遺物にはロクロ使用の上師器、須恵器が含まれていない。土師器杯は小型で完全な

平底ではないが、座 りのよい丸底である。長胴甕は筒型に近い器形が多 く、いずれも頸部に段がある。

時期は 8世紀後半と推測される。この住居からは和同開珠(5047)が出土 してお り土師器の年代観と矛

盾 しない。

その他にこのグループ属するのはEttS1 3、 EttS1 4、 CttS1 4がある。EttS1 3で はロクロ須恵器郭
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4 土師器・須恵器について

片 (112)が出上 しているが、九底の上師器杯 (111)と ロクロ不使用の上師器甕が出上 している。この

住居からは和同開弥 (5048)力 S出上 してお り土師器の年代観 と矛盾 しない。

EttS1 4では体部外面に段のある土師器杯 (115)と 顎部に段のある土師器長胴甕 (117)が 出土 して

いる。この住居跡からは蕨手刀 (5001)が出上 している。

CttS1 4で は九底 と推測されるロクロ不使用の土師器郭 (39'40)と 顎部に段のある土師器長胴甕

(41)、 土師器球胴甕 (42)が出土 している。

② 8世紀末～ 9世紀初頭のグループ

CttS1 5では多様な土師器、須恵器の杯が出上している。土師器杯は小型の平底のロクロ不使用の

もの (44～46)と ロクロ杯で静止糸切りのもの (47)と 回転糸切 りのもの (48)がある。須恵器杯は回転

ヘラ切りのもの (50～ 53)、 回転糸切りのもの (54・ 55)がある。土師器長胴甕はロクロ不使用で頸部

に段のあるもの (57～ 59)、 ロクロ使用のもの (61)が ある。まさにロクロ不使用からロクロ使用の過

渡期の様相を呈する土器群である。時期は8世紀末～ 9世紀初頭と推測される。

その他にCttS1 1、 CttS1 3、 BttS1 1、 CttS1 6、 DttS1 2の 上師器・須恵器がこのグループに属す

ると推測される。ほとんどの住居で非ロクロ土師器杯とロクロ土師器不、須恵器杯が共存し、土師器

長胴甕もロクロ長胴甕と頚部に段のある非ロクロ長胴甕が共存している。ロクロ長胴甕のロクロの下

地にはタタキロが確認されるものが多い。イ以外の須恵器の器種も一定量みられ、須恵器奏 (27・ 62

など)、 大奏 (63・ 96な ど)が存在する。

墨書・刻書土器について (第208図 )

第 1検出面出上の墨書・刻書土器 。・。10世紀初頭のものである。207・ 275。 276の 上師器杯には

「万」の墨書が書かれている。字体が類似し、出上位置も近接しており関連が推測される。218の上師

器杯は内底面に「×」の刻書が施されている。

第 2検出面出上の墨書・刻書土器・・・土師器、須恵器に墨書、刻書がみられる。これらの年代は

8世紀末～ 9世紀初頭のグループに属すると思われる。岩手県内の墨書土器では最も古い段階に属す

るものと思われる。

「浄」と推測される墨書が施される須恵器杯がある。22・ 23・ 171・ 172の 4点である。いずれも外面

底辺部に横位に「浮」の字が記されている。これらの須恵器は底辺部に手持ちヘラケズリの施される回

転糸切りのイで均質なものである。いずれも黄橙色の色調で、質感も共通しており同一の窯の製品と

判断できる。また文字の種類は不明であるが、126・ 173も「滲」が書かれたものと均質な須恵器杯であ

る。これらも「浴」と同様に外面の底辺部に横位に文字が書かれている。

94の上師器杯には「栄」の墨書と刻書が刻まれている。「栄」の字は旧字体で、外面口縁部近くに正

位に書かれている。刻書は墨書の背面に刻まれている。墨書と刻書は一対の可能性が考えられる。ま

た17・ 144の上師器杯は体部にそれぞれ「井」、「×」の刻書が刻まれている。この刻書の背面は久損 し

ており、その部分の墨書の有無は不明である。

66の 須恵器杯口縁部には秀が「甲」の字が書かれるが、偏が不明で文字を判読できない。18・ 147・ 284

の上師器杯には底面に墨書が書かれているが文字を特定することができない。130の須恵器杯の底面

には「木」の墨書がある。174の須恵器杯の体部外面に墨書があるが文字の種類を判断できない。284の

須恵器杯の底面には「中」の墨書がある。48の上師器杯の底面には「×」の刻書がある。161の須恵器郭

の底面には「奉」の字に形状が似る刻書がある。13の須恵器甕の口縁部には「×」の刻書が 2つ刻まれ

ている。
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5 緑釉陶器小壼について

5 緑 釉 陶器小 壼 につ い て

B区の遺構外から緑釉陶器の小壺 (報告書掲載番号202)が 1′点出土している (以下、本資料とする)。

淡緑色の釉が施される黄橙色で軟質の焼き上がりの製品で、京都洛北窯産と推定される。

本資料は肩部が張る扁平球状の小壼である。これまで発見されている緑釉陶器小壼は、体部形状は

肩部の張るものや体部中央に最大径をもつものなどがあり、有高台または擬高台風の底部をもつもの

が多い。体部下半以下を欠損しているためあくまで推定であるが、本資料も体部形状についてはこれ

まで発見されている事例と同様の特徴をもつと考えられる。ただし、これまで確認されている事例の

ほとんどは顎部がわずかに直立するタイプであり、本資料のような無頸のものというのは全国的にも

類例が少なく、極めて希少な事例といえる。

次に年代的位置付けについて考えていきたい。緑釉陶器の小壼は、椀・皿類に比べて出土例が多く

ないためそれ自体についての編年は現在のところ確立されていない。したがって、本資料についても

型式学的に年代を比定することは困難である。ただし、緑釉陶器の小壷は体部形状をみても彩釉陶器

からの系譜を引くものが多いこと、淡緑色の釉が施される軟陶で洛北窯産であることを積極的に評価

すると、本資料は9世紀前半に位置づけられる可能性がある。

続いて岩手県内における緑釉陶器出上の意味についてみていくことにしたい。まず、岩手県内で現

在緑釉陶器の出上が確認されている遺跡はおよそ20遺跡である。その多くが集落遺跡であり、竪穴住

居跡から1～数点の破片状態で出土することが多い。器種は椀・皿類にほぼ限定され、最も多く施釉

陶器が出土している水沢市胆沢城跡でも、緑釉陶器に限ると小壺などの小型器種はほとんど出上して

いない。岩手県内では使用状況が明確にわかる事例は確認されていないが、緑釉陶器は堀立柱建物跡

や白磁・灰釉陶器・石帯など一般的な遺跡では出土しない遺構・遺物を有する遺跡からの出上が多い

ことから、特定の階層に伴う遺物であると考えられる徘寸田2004)。 年代については、いずれも猿投窯

編年黒笹14号窯式～黒笹90号窯式期 (9世紀前半～後半)に位置づけられる。ただし、ほとんどの遺跡

で出土するのは黒笹90号窯式期 (9世紀後半)の製品であり、黒笹14号窯式期の製品は胆沢城跡のみで

確認されている。本資料が 9世紀前半の製品であるとすると、胆沢城に定量的に搬入される猿投窯黒

笹14号窯式期 (9世紀前半)と 併行する時期の製品であり、県内における緑釉陶器の最古段階の事例と

みなすことができる (註 )。

本資料は遺構外から出土したため、当時の使用状況やその性格を特定することは困難である。しか

し、器種として県内で初出例であること、加えて胆沢城跡以外の遺跡で 9世紀前半に位置づけられる

可能性のある資料が出土したという点は注視しておく必要がある。いずれにせよ、今後は他地域の出

土事例および彩釉陶熙尽壼との比較を通じて本資料の位置付けについて検討していく必要があろう。

(村田)

註 ただし、彩釉陶器の最古例としては北上市上鬼柳Ⅲ遺跡出土の二彩長顎瓶 (8世紀後半)がある。
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6 11世紀 の か わ らけ につ い て

河崎の柵擬定地では11世紀に属すると推測されるかわらけが出上している。11世紀に属すると思わ

れるかわらけは100点 (1001～ 1100)が 出土した。これは図化不能な微細片を除いた数量で、出上した

ほとんどを図示している。図化したかわらけの総重量は1,6475gで、図化できない微細片の総重量は

27.Ogである。

出土片は小片が多く、口縁部から底部までの揃った全体の器形を把握できるものは非常に少ない。

特に大型かわらけは全体の器形を把握できる資料は1点 も存在しない。よって総合的な器種、器形分類

は難しい状態であるが、得られた資料から11世紀に属すると推測されるかわらけの特徴を示したい。

出土した資料は特定の遺構、層位から出土したものをピックアップして11世紀のかわらけと推測し

ているわけではなく、土器の器形、色調、質感から総合的に判断して11世紀のかわらけと推測したも

のである。それらの基準は11世紀中～後葉の編年位置を与えられている岩手県金ヶ崎町鳥海A・ 西根

遺跡、滝沢村大釜館遺跡、岩手町沼崎遺跡出土資料の特徴との比較によっている。よって本報告書の

資料の中に11世紀以外のかわらけが含まれている可能性もあり得るが、資料のピックアップはかなり

吟味しておこなったつもりである。

かわらけの分類 (第209図 )

資料は小型かわらけ、大型かわらけ、高台付かわらけ、柱状高台かわらけに分類される。いずれの

器種も製作にロクロを使用しており、切り離しは回転糸切り、底面にすのこ痕を有するものが多い。

そして、いずれの器種も色調は橙色がかり、焼成は良好であり砂粒を含んだ胎土は共通している。各器

種の割合は (破片のため推測も含む)、 ガヽ型かわらけが31点 で310/O、 大型かわらけが51点で510/O、 高台

付き(その可能性のあるものも含める)かわらけは17点で170/O、 柱状高台かわらけが 1点で l°/。 である。

(1)小型かわらけ 小型かわらけは大きく2分類ができる。底部がやや突き出し、体部が内湾ぎみ

に緩やかに立ち上がる浅い皿型のもの・・① (1001。 1058)と 底部の突き出しが顕著ではなく、体部が

直線的に立ち上がり身が深いもの・・② (1005)がある。

(2)大型かわらけ 底部から口縁部まで揃っている資料がなく分類は困難を極めるが、推測も交え

て分類をおこなう。日縁部の形態から3分類する。口縁端部まで内湾したままた立ち上がるもの 。・

① (1026・ 1027・ 1073な ど)。 口縁部が内湾ぎみに立ち上がるが、口縁端部がやや外反するもの・・②

(1028・ 1074な ど)。 口縁部が直線的に斜めに立ち上がるもの・ 。③ (1038・ 1041な ど)がある。底部

から底辺部の破片はいずれも底部がやや突き出し、内湾ぎみに体部が立ち上がりはじめる器形であ

り、①～③のいずれの下半部も共通した形態の可能性が高い。しかし①～③の実測図の下半に高台付

きかわらけの下半部の実測図を継ぎ足しても違和感はなく、①～③が高台付きかわらけである可能性

も否定はできない。

(3)高台付かわらけ 高台部を有する個体は 9′点あるが全体の器形を揃っているものはない。この

内、内面にヘラミガキが施されない個体は3点、内面にヘラミガキが施される個体が 3点、剥離した

高台部のみの破片が 3点である。高台を有しない小型、大型かわらけの底部破片で内面にヘラミガキ

が施されたものは皆無なので、ヘラミガキを有する口縁～体部破片 (1049～ 1051・ 1092～ 1096)は、高

台付かわらけの破片である可能性が高いと判断できる。高台部の形状は断面が三角形で、貼 り付け高

台のもの (1044・ 1046～ 1048'1097・ 1099。 1100)が ほとんどであるが、1098のみは断面が幅の狭い四
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6 11世紀のかわらけについて

角形のケズリ出し?高台である。高台付かわらけの口縁部 と推測されるヘラミガキを有する口縁部破

片を観察すると口縁端部がやや外反するもの (1049・ 1050)、 口縁部が直線的に立ち上がるもの (1051・

1092・ 1096)がある。またヘラミガキは内面全面と外面の回縁部上半に施されるもの、内面にのみ施

されるもの、外面の回縁上半にのみ施されるものなど様々でそのパターンを整理 しきれない。またヘ

ラミガキの上に黒色処理を施 したものと施 していないものの両方が存在する。しかし黒色処理が施 さ

れる破片は胎土、色調、出土遺構から考えて■世紀のかわらけと判断するのが妥当と判断され、11世紀

のかわらけにも黒色処理の技法が存在 していることを示す資料である。

このように高台付かわらけ (と 思われる破片)の特徴は多様であるが、大きく3つ に分類をしてお

く。断面が三角形の貼 り付け高台を持ち、体部にヘラミガキを施さないもの (1044～ 1046)・ ・①、断

面が三角形の貼 り付け高台を持ち、体部にヘラミガキを施されるもの (1048。 1097な ど)。 ・②、高台

が幅の狭い四角形の削り出し高台で体部内面にヘラミガキが施されるもの (1098)・ ・③。

(4)柱状高台かわらけ 1点 (1052)の 出上であり、口縁部を欠損した破片であるため全体の器形は

不明である。高台径は5.8cmで あるのに対し、高台高は1.5cmと 低いものである。器部分は口縁部が久

損するが身が深く、皿型というよりも碗型に近い器形と推測される。

編年的位置

河崎の/1■擬定地出土資料は大釜館遺跡、鳥海A・ 西根遺跡、沼崎遺跡のかわらけと非常に類似点が

多い。厚手の器壁、橙色の色調、碗・小皿のセットなどがその類似点として挙げられる。これらの点

から河崎の柵擬定地出土資料は、大釜館遺跡、鳥海A・ 西根遺跡、沼崎遺跡のかわらけとほぼ同じ編

年的位置と判断できる。岩手県内におけるかわらけ編年 (及川 司2003「陸奥のかわらけ(3)岩手県」

『中世奥羽の上器・陶磁器』高志書院)において、11世紀のかわらけは大釜館遺跡資料を11世紀中葉、

鳥海A・ 西根遺跡、沼崎遺跡資料をそれよりやや後続する11世紀中棄～後葉 (1062年 頃)と している。

及川は、この時期差を大釜館遺跡の大型かわらけの口径、器高が他の遺跡の大型かわらけより大きい

ことから設定している。しかしながら、河崎の柵擬定地の場合、大型かわらけは器高が明らかなもの

はなく、日径も12 5cm～ 15 8cmと 様々で、大釜館資料と同等のものから鳥海A資料よりも小さいもの

もあり、この点から大釜館遺跡に相当するか、鳥海Aに相当するか明らかにはできない。よって大 き

く現在の編年観に照らして河崎の柵擬定地のかわらけは11世紀中葉～後葉とするのが妥当と考える。

この時期はまさしく前九年合戦の時代と重なり、河崎の柵擬定地が「河崎柵」である大きな証左の一つ

になる事象である。また逆に河崎の柵擬定地が「河崎柵」であるならば、出上したかわらけの年代の一

端を「黄海の戦い」が勃発した、西暦1056年 に求めることも可能になってくる。

また河崎の柵のかわらけには「柱状高台かわらけ」が含まれている。大釜館遺跡、鳥海A遺跡等では

柱状高台かわらけは見出されておらず、このグループに柱状高台かわらけの器種は存在しないとされ

ていた。今回の柱状高台かわらけはすでに11世紀中葉～後葉に柱状高台かわらけが器種組成として存

在することを示している。そしてヘラミガキ、黒色処理が施される高台付かわらけの出土も、11世紀

中葉～後葉のかわらけの器種組成の多様さを示す資料である。

11世紀のかわらけに上師器長胴甕が伴う可能性

確実な供伴関係は証明できないが、11世紀中葉～後葉のかわらけと同時代の可能性が推沢1さ れる「土

師器長胴甕」がある。掲載番号215～217の 土師器長胴甕である。これらは器壁が非常に厚く、粗い感

じのヘラケズリが施されるものである。日縁部の屈曲はほとんどなく、口縁部のヨコナデの施される
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6 11世糸己のかわらけについて

幅が非常に狭い。胎土はかわらけとは異なるものである。これらの上師器の特徴、質感は出土した他

の土師器とは非常に違和感を覚えるもので、他の土師器と同時代のものとは考え難い。本遺跡で確認

されている新 しい時代の土師器のまとまりは十和田 a降下火山灰前後のもので、これより新 しい10世

紀後半の上師器の出土は確認されていない。以上の点からこれらの「土師器長胴甕」が11世紀中葉～後

葉のかわらけと供伴する時期のものである可能性を指摘 したい。この上師器長胴甕の用途は煮沸用具

と推測される。大釜館遺跡の報告書においても、11世紀のかわらけに供伴する可能性がある土師器長

胴甕が示されている。本資料はこの大釜館遺跡の長胴奏に器形、調整が類似 しており、「土師器長胴

甕」が11世紀中葉～後葉のかわらけと供伴する可能性を高めている。

7 12世紀の遺物について

(羽柴)

河崎の柵擬定地の発掘調査では12世紀の遺物が出上 している。12世紀の遺物は言うまでも無 く平泉

を拠点とした奥州藤原氏の時代と同時代のものである。岩手県内において平泉以外で発掘調査をおこ

なっても12世紀の遺物はなかなか出土 しない。現在のところ東磐井郡内で12世紀の遺物が出土してい

るのは河崎の柵擬定地のみである。河崎の柵擬定地は平泉 (柳之御所遺跡)か ら直線で約16kmの距離

である。

出土遺物の内容 (第210図 )

出上 した12世紀の遺物には、手づ くねかわらけ、ロクロかわらけ、渥美産陶器、須恵器系陶器、中

国産白磁、青白磁、銅製六器がある。

①かわらけ 12世紀のかわらけの出土総量は、ロクロかわらけが140.Og、 手づくねかわらけは2,603.3g

出上している。圧倒的に手づくねかわらけの数が多い。手づくねかわらけの大小の比率は、大小どち

らであるか判断できない微細片が多く、正確な数値を出すことができないが、大型かわらけの個体数

が小型かわらけより多いと推測される。また内折れかわらけも2片が出上している。

これらのかわらけは平泉で出土するものと胎土、器形が全く同じものである。出土した大型手づく

ねかわらけは殆どが 2段ナデであり、時期的なまとまりを有する可能性が高い。大まかな時期しか示

せないが12世紀第 3四半期である可能性が高い①かわらけには油煙が付着するものが存在し、灯明皿

として使用された個体があることを示している。

②国産陶器 渥美産陶器は広口壷 (2026)、 重 (2027・ 2093)、 山茶碗 (2090)がある。壼2027と 2093は

同一個体の可能性がある。卵倒型の体部を持つ壺と推測される。須恵器系陶器は波状文四耳壼の体部

片である。外面に櫛描きの波状文が施されている。珠洲産の可能性が高いと思われる。出上した常滑

産陶器の中に12世紀に属する可能性のものもあるが、体部破片の場合その詳細な時期を特定すること

は困難で、明確に12世紀に属する常滑産陶器は提示することができない。

③中国産磁器 白磁碗 (2037・ 2038)、 白磁四耳壷 (2041・ 2042・ 2043)、 白磁小壷 (2044)、 青白磁小

壼蓋 (2048)がある。大学府分類Ⅱ類の白磁碗 (2034～ 2036)は 12世紀前半に属する可能性もあるが、

11世紀段階に属するものと考え、ここで述べる12世紀の遺物には入れない。白磁碗2037、 2038は内面

に劃花文が施されている。大学府分類のⅥ類に相当すると思われる。2038は青白磁碗に分類するべき

かもしれないが一応白磁碗とした。白磁四耳壼は2041、 2042が胎土、色調から同一個体の可能性が考

えられる。2043は別個体と推測される。2043は外面に垂線が施されている。いずれも大学府分類Ⅲ系

と推測される。白磁小壼 (2044)は体部破片で薄手の作りである。2048は青白磁小壺の蓋である。釉の
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発色が悪 く青灰色 を呈する。

④銅製六器 密教法具の六器である。鉤 (5044)が 1個体と台皿 (5045・ 5046)が 2個体ある。器形、

器厚から12世紀に属すると判断される。

出土遺物の特徴

出土 した遺物はいずれも日常生活に使用するというよりも、儀式、宗教儀礼に関与する色彩の強い

ものである。特に銅製六器は密教の修法に用いる純粋な宗教用具である。六器は密教の修法の際に祭

壇の上に香炉、華瓶などと並べて用いられるものである。六器が存在することはその場所で密教の修

法が行なわれたことを示 している。六器は経塚関連の遺跡からの出土する事例がある。経塚を構築す

る過程の法要、修法に使用されたもの、または修法後、経塚に埋納されたものと解釈される。

また、白磁四耳重は経塚から出土することが多い。これは、経筒を入れる外容器、または経文その

ものを入れる容器として使用されたと推測される。

須恵器系陶器波状文四耳壷、渥美産壷 も白磁四耳壷と同様に経塚から出土することが多い。これら

も外容器、あるいは経文を入れる容器と推沢1さ れる。

青白磁小壺、白磁小壼は国内においてはほとんどが経塚からの出上である。お香やガラス小玉を納

めて経塚に埋納する事例がみられる。

白磁碗、涯美産山茶碗は生活遺跡から出土する場合 もあるが、経塚に埋納されている事例も存在す

る。また埋納品でなくとも、経琢造営の際の法要、修法に用いられることもあり得るものである。

かわらけも日常生活に用いられる器ではなく、儀式、儀礼の際に使用される器である。経塚造営の

際の法要、4笏法に用いられる可能性を想定できる。

このように河崎の柵擬定地から出上 した12世紀の遺物の性格はいずれも経塚、またはその関連遺跡

から出土する事例が多いものばかりである。これは河崎の柵擬定地内に12世紀の経塚が存在 した可能

性を善第とさせるものである。これは、遺跡内に存在 した経塚の盛 り上が崩れ、埋納 したものが散乱

した状況とすると理解 しやすい。

経塚存在の可能性

発掘調査では12世紀の方形周溝 (BttSD l)が みつかっている。 (径 12m、 溝の幅 lm、 深さ0.5m)

溝の埋土中からは12世紀の手づ くねかわらけ、渥美産陶器山茶碗が出土 している。これは盛 り上を

失った塚の周 りを巡る周溝 と推浪1さ れる。この方形周溝が河崎の柵擬定地に存在 した経塚の痕跡と考

えられるのである。しかし白磁四耳壺、渥美産壺、須恵器系陶器波状文四耳壷の個体数を考えると、

経塚の基数が 1基 とは考え難 く、全 く痕跡が失われた経塚の存在 も想定される。

何故、12世紀に河崎の柵擬定地に経塚が築かれたのであろうか。奥州藤原氏は安倍氏の子孫である

(清衡の母は安倍氏の娘)。 その奥州藤原氏が悲劇的な減亡をした安倍氏の追善供養を、前九年合戦

の舞台でおこない、経琢を造営 した可能性が考えられるのではないか。鳥海柵跡でも12世紀の渥美産

袈裟欅文壼、常滑三筋文壷の破片が出土 している。経塚が確認されているわけではないが、これらの

陶器は日常生活に用いられることは少なく、経塚に埋納されることが多い器種である。河崎柵のみで

はなく、安倍氏ゆかりの′鳥海柵でも12世紀の経塚存在の痕跡が存在するのである。

河崎の柵擬定地の調査区内に所在 した西屋敷葛西家の南面には「清悦社」が祭られていた。清悦は源

義経の家臣で、泰衡が義経を討った戦いを自ら外験 した人物 とされる。不老長寿になり寛永 7年

(1630)に 四百六十歳余で、葛西宮内の家で没 したという。その清悦を葬ったのが「清悦塚」で、清悦
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を祭った社が「清悦社」であるという。安永風土記には「清悦塚」の記述があ り、また菅江真澄遊覧記

には「清悦の墳」の記述がある。

「門崎村書出 (安永 4年 )」

清悦塚 高三尺 廻リー間

右塚営村西屋敷九左衛門地形之内二御座候 右九左衛門先祖宮内儀清悦と申す浪人者久敷養置寛永

七年之頃死去仕此所二葬候由申俸候 右清悦と申者往古源義経候御家臣之由申偉候事

「菅江真澄未干J南部仙台遊覧記 (天明 6年 8月 6日 )」

小川ひとつこえて川崎といふ処に行て、清悦の墳たづぬれば、「斉藤なにがしという人の軒ちかく白

壇の生ひしけり下也」とおしへたり。かくて、其ところに至れば、ある人、あないして、「この清悦坊

は、義経につきそひ奉りてより、あやしのいろくすをくひて、いのちながらへて、寛永七年の夏まで

世にありて、ここにいたりて身まかりて待るよしを伝え聞て侍る。又こと処にも、清悦の塚あれど、

いつはりにてやはべらん」といひて別たり。

これらから、なんらかの墳丘が実際に存在していたことが窺い知れる。清悦社と検出された方形周

溝は約50m離れた位置関係である。12世紀の経塚の存在が「清悦塚」の伝承形成のきつかけなった可能

性が推測される。 (羽柴)
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堀立柱建物や墓など多 くの近世遺構が確認されている本遺跡では、総破片数約2000点以上、個体数

にして500点 を超える近世陶磁器が出土 した。本節では遺跡内出土の近世陶磁器について、主に器種・

産地組成を中心に検討を加える。

器種 と産地組成

詳細は事実記載の項に記 してあるので、ここでは大まかな器種組成と産地構成についてみていく。

まず材質別にみると、総掲載点数400点 のうち陶器が238点、磁器が162点 である。破片数計算に基づい

た′点数ではないため誤差を含む可能性はあるが、おおよそ 6:4の割合で陶器が多い。全体的な器種

構成をみると、大別器種 として碗類 (茶碗・湯呑など)、 皿類 (大皿 。中皿・小皿・型打皿など)、 鉢類

(香炉・火鉢 。大鉢・福鉢など)、 壼・奏類、瓶類 (徳利・土瓶・急須など)、 その他 (紅皿・蓋・向

付・花生・刀ヽ重・合子・根付・汽車茶瓶・ひょうそくなど)に分類することができ、多い順に皿類290/O

(115点 )、 碗類28%(106点 )、 鉢類24%(96点 )、 三・甕類 6%(25点 )、 瓶類 6%(24点 )、 その他 8%

(36点)と なっている (グ ラフ参照)。

次に材質ごとの器種組成をみていく。まず陶器は238点のうち、碗類 (茶碗・湯呑)210/0(49点 )、 皿

類 (大皿 。中皿・小皿)240/O(58′ 点)、 鉢類 (香炉・火鉢類 。大鉢・黄瀬戸鉢・悟鉢など)370/O(89′ 点)、

重・甕類 80/O(18点 )、 鋼類 (行平鍋・焙烙)2%(4点 )、 瓶類 (徳利・土瓶)5%(11点 )、 その他 (蓋・

向付・花生・汽車茶瓶・乗燭)4%(9点 )と なっている。鉢類が最 も多 く、ついで皿類、碗類となっ

ており、細別器種でみると鉢類では悟鉢や大鉢 (鉄絵鉢・黄瀬戸鉢など)と いった調理用具、皿類では

志野丸皿や灰釉輪花皿などの小皿が多い。産地については、肥前、瀬戸・美濃、常滑、相馬 (大半が

大堀相馬)、 その他不明のもの (東北地方諸窯あるいは在地産か)がある。

磁器は162点 のうち、碗類 (茶碗・湯呑)350/O(57点 )、 皿類 (大皿・中皿・小皿・型打皿)350/O(57点 )、

鉢類 (火鉢類)40/O(7点 )、 甕類 1%(1点 )、 瓶類 (徳利)80/O(13点 )、 その他 (紅皿・蓋・月ヽ重・合

子・根付)170/O(27点 )と なっており、碗類と皿類が大半を占め鉢・甕類などの大型器種は全体の 1割

に満たない。細別器種をみると、碗類では肥前産丸碗 と瀬戸産端反碗が多 く、その他の器種 として紅

皿も多 く出土 している。産地については、肥前、頑戸、東北地方諸窯 (平清水系・切込含む)がある。
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18世紀以降の肥前産製品が圧倒的多数であり、瀬戸窯産製品は19世紀前半代、東北地方産と思われる

ものについてはおおむね19世紀前半代以降と考えられる製品が確認できる。

年代について

本項では、各生産地における編年をもとに本遺跡出土陶磁器の年代について検討を加える。

① 肥前産製品

肥前産製品については大橋康二による編年をもとに年代を考えていく(大橋1989)。 陶器は碗・皿・香

炉 。鉢の 4器種31点が確認できる。このうち刷毛目碗 (3004)は 大橋編年Ⅲ～Ⅳ期 (17世紀後葉～18世

紀前葉、以下大橋□期とする)、 京焼風の皿 (3047～ 3050)は大橋Ⅲ期 (17世紀後半)、 陶器染付香炉

(3097)が大橋Ⅳ期 (18世紀前半)に位置づけることができる。また、呉器手碗 (3005～ 3008)・刷毛目

鉢 (3129。 3132な ど)。 三島手鉢 (3125'3139な ど)は多くが体部破片であるため根拠に乏しいが、お

おむね大橋Ⅲ～Ⅳ期に位置づけられるものと考えられる。

磁器は碗・湯呑・皿・鉢・瓶など89点が確認でき、ほとんどが単色染付製品である。このうち4068

の皿は大橋Ⅱ期 (17世紀前葉)、 4153の青磁輪花大皿は波佐見産で大橋Ⅲ～Ⅳ期と考えられるが、その

他の多くが大橋Ⅳ期 (18世紀前葉～中葉、4001,4002。 4051～ 58な ど)、 または「くらわんか手」と呼ば

れる大橋V期 (18世紀後葉～19世紀前葉、4003～4009な ど)の製品である。

② 瀬戸・美濃窯製品

瀬戸・美濃窯産製品は、器種のバリエーシヨンが全産地の中で最も多く、年代幅も大窯期後半から

連房式登窯第 3段階(16世紀末～19世紀中葉)ま でと広い。ここでは藤澤良祐による大窯および瀬戸窯

編年をもとに考えていく (藤澤1998。 2002)。 まず最古例として大窯 4期の製品があり、灰釉九皿

(3051)、 内禿皿 (3057)、 志野九碗 (3019)、 志野反り皿 (3069な ど)、 志野菊皿 (3074～ 3076)な どが

まとまって出土している。続く連房式登窯期に入ると、連房第 1段階(17世紀初頭～後半、以下連房を

省略)に は美濃窯産製品が多く確認できる。第 1'2小期には鉄絵皿 (3056な ど)、 志野製品 (3077な

ど)、 鉄絵鉢 (3126な ど)、 第 3・ 4小期には灰釉小皿 (2059～ 2066)、 黄瀬戸菊皿 (3080～ 3082)、 鉄絵

鉢 (3127な ど)があり、大窯期から継続してまとまった量が搬入されている。しかし、続く第2段階前

半 (17世紀末～18世紀前葉)になると出土量は減少し、3016の腰錆 (第 5・ 6小期)を 除いて明確にこ

の時期に比定できるものはほとんど確認できない。

第 2段階後半から第 3段階初頭 (18世紀中葉～後葉)に比定できる製品には橋鉢 (3148・ 3149)。 灰

落し (3103・ 3104)・ 陶器染付の皿 (3087)な どがあるが、大窯4期から連房第 1段階までに比べて出

土量は多くない。続く第3段階後半 (19世紀前葉)になると出土量はさらに減少し、瓶掛 (3111)や 片

口 (3119。 3120)の ほかにこの時期以降に位置づけられる製品は確認できない。

磁器は、広東碗・端反碗・筒形湯呑 。皿の4器種14′点が確認できる。いずれも単色染付製品で、連

房10～ 12小期 (19世紀前半～後半)に位置づけられるものである。

③ 相馬産製品

相馬産製品については生産地資料を用いた編年が確立していないため、関根達人による消費地資料

を用いた編年を参考に年代を考える (関根1998)。 全て陶器で、器種は碗・皿・鉢がある。まず、最古

例に位置づけられるのは尾呂茶碗写しの碗 (3022)で、仙台城二の九第 3号土坑出土例と類似している

ことから18世紀前葉頃のものと考えられる。ただし、この他にはこの時期に位置づけられるものは確

認できない。

体部下半の張りが強く緑色の釉調をした小杯 (3041・ 3042)は 18世紀後葉～末、鉄絵が施される九碗
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(3021)や体部の開 きが強 く口径が大 きいタイプの腰錆 (3026)な どは18世紀末～19世紀初頭 に位置づ

けられる (関根 1998)。 その他にも3091～3093の輪花小皿 など、同様の釉調の ものを同時期の もの とす

れば、18世紀前葉頃 と比べて出土量は大幅に増加 しているといえる。

釉薬の変遷については検討を要するが、一般的に失透性の藁灰釉系陶器は19世紀に入ってから出現

するといわれている。この見解に従うと、3023・ 3024な どは19世紀以降の製品と推定され、それに類

するものも本遺跡では一定量確認できる。ただし、19世紀以降の相馬産製品の変遷については不明な

点が多いため、詳細な年代については今後の検討課題としておきたい。

④ その他

本遺跡では、その他の産地と考えられる製品も数多く出上している。まず量的にもっとも日立つの

が磁器である。このなかで切込窯産と思われるものは4161の碗1点のみであり、その他はいわゆる平

清水系または東北地方諸窯産と推定されるものである。その他にも陶器では常滑産の大甕 (3231)が 1

点確認できるが、海鼠釉が施される鉢類 (3184・ 3186な ど)や器高が高く胴部が深い形状の指鉢 (3145

～3147な ど)が量的には多い。これらについても東北地方諸窯産と推定されるが、東北地方の窯業生

産地については開窯年代を含めて不明な点が多く、編年についても確立されていない。そのためこれ

らについては年代比定の根拠が乏しく、現状では東北地方に窯業生産技術が定着した19世紀前葉以降

の製品であると考えておきたい。

最後に各産地を総合した出土量の傾向についてまとめておきたい (消長図参照)。 まず、本遺跡で最

も古く位置づけられる近世陶磁器は美濃窯産大窯 4期 (16世紀末)の志野製品である。これ以降17世紀

前半には瀬戸・美濃窯連房式登窯第 1段階の製品が一定量搬入されており、この段階では瀬戸・美濃

窯産陶器が組成のほとんどを構成している。しかし、17世紀後半以降には瀬戸・美濃窯産陶器の搬入量

は徐々に減少していき、18世紀前半にはいったん途絶える。一方で、肥前産製品は17世紀前葉 (大橋Ⅱ

期)の磁器皿以降、刷毛目・三島手などの陶器が確認される17世紀後葉 (大橋Ⅲ期)に かけて徐々に増

加しており、18世紀 (大橋Ⅳ期)に は磁器も加わって19世紀以降の東北地方諸窯産製品の増加時期まで

陶磁器組成の主体となっていく。また、この頃から少量ながら相馬産陶器も確認されるようになる。

1590

1600
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続 く18世紀後半には、再び瀬戸 。美濃産製品では悟鉢や鉢などの大型器種が確認 されるようになる

が、17世紀代 よりも出土数は少 な く、代わって相馬産陶器が大幅に増加する。そ して、19世紀以降にな

ると相馬産陶器 と瀬戸窯産磁器の出土量 も増加 しているものの、この頃には東北地方諸窯産 と考えら

れる製品が量的に圧倒し、陶磁器組成のなかで大きな比率を占めるようになる。これ以後は肥前、相

馬、瀬戸・美濃の3者で構成されていた組成が東北地方諸窯産主体となる組成へと変化し、以後型紙

摺絵・銅板転写など近代磁器に主体が移つていくことになる。

県南部出土事例との比較

本節では県南部北上川流域及び沿岸部で近世陶磁器がまとまって出土し、100点以上実測図が掲載さ

れている遺跡との比較を行い、本遺跡出上の近世陶磁器の傾向についてみていくことにする。今回取

りあげるのは、北上川流域では胆沢町板子沢遺跡、前沢町川岸場Ⅱ遺跡、平泉町志羅山遺跡 (第 46次 )、

同町下構遺跡の4遺跡、沿岸部では大船渡市猪川館跡である。ここでは大まかな器種・産地 。年代の

比較に焦点を絞って検討を加える (355頁 グラフ)。

①器種組成

各遺跡とも陶器が全体の 5～ 6害」を占め、そのうち碗・皿類が器種全体の 6割近くである。また、

グラフには表れていないが碗・皿類は陶器と磁器がほぼ同数、鉢・甕類はほとんどが陶器類であると

いう点も共通する。ただし、下構遺跡と志羅山遺跡では磁器の碗・皿類が卓越する。

②産地構成

各遺跡とも肥前産磁器の出土量が最も多く、次いで相馬産陶器、瀬戸・美濃窯製品の順となってい

る。常滑、京 。信楽、丹波系などの製品も確認できるが、それらはごく少量であり客体的な存在であ

る。ただし、今回比較した遺跡のなかでは川岸場Ⅱ遺跡と河崎の柵擬定地では相馬産陶器よりも瀬

戸・美濃窯製品の出土量が多い。これには18～ 19世紀代に環濠屋敷と御蔵場が造営され最盛期を迎え

る川岸場Ⅱ遺跡と、大型堀立柱建物などが構築され17世紀代に一つのピークを迎える1可崎の柵擬定地

という形成年代の差はあるが、いずれも瀬戸・美濃窯製品の流通量が多くなる時期の遺跡であること

を反映しているといえる。

③県内における近世陶磁器の出土状況

消費地遺跡における出土状況については、先学による研究があるため (羽柴1996。 藤澤1998・ 大橋

1999な ど)、 これらを参考に岩手県内における近世陶磁器の搬入状況について検討を加えることにす

る。なお、遺跡の形成年代および調査面積が異なるため、遺跡内の全体量からみた年代を比較しても

データとして有効とはいえないことから、年代別の搬入量についてみていくことにする。

まず、県内における近世陶磁器の最古例としては猪川館跡出上の大窯 1・ 2期 (16世紀前半)の灰釉

皿と天目茶碗を挙げることができる。この他にこの時期の製品が出上している遺跡は今回例示したな

かにはないが、大窯 1・ 2期の瀬戸・美濃窯製品あるいは青花皿などの舶載製品は主に城館跡で少量

出土するようである。東日本太平洋側ではこの時期には未だ肥前産磁器より舶載製品の出土量が勝る

ということであり (大橋1999a・ b)、 岩手県内の出土状況もそれを追認するものといえる。

16世紀後半～17世紀前半には瀬戸・美濃大窯 4期～連房第 1段階および肥前産大橋工期の製品が各

地で確認されるようになる。瀬戸・美濃窯製品については岩手県を含む東北地方北部太平洋側では比

較的多くの遺跡で出土が確認されているが (藤沢1998)、 肥前産製品については衣川村瀬原 I遺跡や西

館遺跡などで磁器皿が出土しているにすぎない。また、どの遺跡も総じて出土量は少なく、河崎の柵

擬定地を除いて今回例示した近世陶磁器の出土量が多い遺跡でも傾向はほぼ同じである。
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17世紀後半～18世紀代になると、東北地方北部全域で大橋Ⅳ期に属する肥前産製品の出土量が増加

する。羽柴直人の集成によると、県北部 (盛 岡南部落領域)の北上川流域では 9割の肥前産陶磁器と

1割の相馬産陶器で構成され、県南部 (伊達藩領域)ではやや相馬産陶器の比率が高くなるということ

である (羽柴1994)。 河崎の柵擬定地でもこの時期に限定すると肥前産磁器が 8割、残 り2割 を相馬

産、瀬戸・美濃窯産陶器で分け合うような組成となっている。

19世紀前半になると、肥前産製品では「 くらわんか手」と呼ばれる大橋 V期の製品が大量に流通 して

お り、前段階に引き続いて肥前産製品優位の産地構成 となっている。県南部 (伊達藩領域)においては

相馬産製品の比率が急激に増加する一方、瀬戸・美濃窯産陶器は鉢類などの大型製品が若干確認され

るのみとなる。また、碗 ・皿類など供膳具に限ると、1可崎の柵擬定地・板子沢遺跡・川岸場 Ⅱ遺跡の

ように18世紀後葉～19世紀には相馬産陶器が瀬戸・美濃窯産陶器を凌駕する遺跡 も出現する。

まとめ

以上、冗長ではあつたが他遺跡との比較も含め河崎の柵擬定地出土の近世陶磁器について検討を加

えてきた。最後に本遺跡出土資料の位置付けについて述べてまとめとしたい。

年代別の出土傾向については県南部をはじめとして県内全域との状況と大枠ではほぼ同様の状況と

いえる。ただし、瀬戸・美濃窯製品に限ると連房第 1段階に比べて第 2・ 3段階の陶器製品が大幅に

減少するというように、子細な点では仙台城二の九のような東北地方南部に近似する時期 も見受けら

れる。18世紀以降の器種構成については県南部 (伊達藩領域)の状況とかわるものではないが、掘立柱

建物および200基以上に及ぶ近世墓群が検出されている本遺跡では、出土個体数では川岸場Ⅱ遺跡 (御

蔵場跡)な ど特定の性格をもつ遺跡を除いては卓越 している。16世紀末～17世紀前半における瀬戸・美

濃窯製品の出土量が卓越する点と、それ以降の陶磁器の出土量および遺構群の多さは、古 くは近世初

頭に志野製品を嗜好 し入手可能であったこと、それ以降も近代まで一定量の搬入品を入手可能な立場

にあった家系の存在を裏付けるものといえる。
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9 EttS14出上の蕨手刀について

ここではEttS104出 上の蕨手刀 (5001)に ついて、再度その特徴にふれつつ年代的な位置づけを中心

に若千の検討を試みたい。

観察

本遺跡出土蕨手刀 (報告書掲載香号5001:以下では河崎刀と略称する)は先端部を欠損するものの把

頭、把など刀身部が比較的良好に遺存 している。現存長357alm、 棟幅 7 mm、 刀身幅最大で38mm、 把幅は

最大で42mmである。把木をもたない共鉄造 りの構造をもつ。装着される装具には懸け通し金具、鐸、

縁金具があるが、それ以外の足金具などは出上しない。以下各部位ごとにその特徴を述べよう。

蕨手刀は把頭が早蕨の形状に類似することから名付けられたように、把頭の形態に特徴がある。本

例の把頭は把の先端から下側 (刃側)に 向けてやや角度を変えて鈍角に屈曲している。刃側のラインを

みるとこの屈曲部には角をもたない。把頭端は弧線状を呈するが、円形というより隅九方形状を呈す

る。把頭の幅は30mm、 長さは屈曲部から先端部まで29mmである。把頭中央部には懸け通し孔が穿たれ

ており、鉄製座金具が両側から装着される。この金具は直径28mm、 高さ 6 mmで あり、中央に懸け通し

子しである 8 mmの孔が穿たれる。表面に菊弁状の溝の有無は銹に覆われているため不明である。

把 (把間)1ま銹に覆われているものの、ほぼ全容が遺存する。鋼元から把頭端の屈曲までの長さ83Hlln、

幅は最大で42mm、 最小で24Hlmで あり、厚さは 7 mmで ある。

いわゆる把反 りは刀身の背側の線を基準にすると7 mm上方に出ているにすぎず、あまり反 りが発達

しない。絞 りとなる鋼元と把頭の下端との差は20Hlmで あり、絞 りの強い部類に属するであろう。把間

には有機質が一部に残存 しており、把巻きの痕跡かもしれない。把 と刀身とは関によって区画されて

おり、把側には鐸に接 して縁金具が装着されている。

関は現状では鋼や把縁金具のため観察できないが、刀身幅と把幅の差から両関であると推定でき

る。鋼元での幅は刀身部の方が小さい。鋼は鉄製の喰出鐸であり、平面形は上位に最大径 もつ広義の

倒卵形である。長さ60mm、 最大幅27mm、 厚さ 7 mmで あり、両側縁は刃側に向かって直線的にすぼまっ

ていく。鋼は刀身の構造から鋒側から挿入されており、先述の縁金具によって固定されている。

刀身は鋒部分が欠損 しており、現状では長さが235mmである。元幅は39Hlmと 最大であり、最小は中央

部で29mmで ある。厚さ(棟幅)は 7 mmで ある。この現存する法量から推定するとあまり刀身の長 くない

部類に属すると考えられる。鏑の痕跡が無 く平造 りである。刀身はまた、反りが無 く直線的にのびて

いるが中央部がやや湾曲している。

装着されている装具には、先述のように懸け通し金具、縁金具、鐸の 3′点があるが、足金具は発見

されていない。また、出土地付近には縁金具が 1点出上 しており、長径3111m、 短径が18almであり、一

部欠損する。この大きさから蕨手刀に装着される金具ではなく、小刀のようなより小型のものに装着

されると思われる。

以上のように観察すると、河崎刀の最大の特徴は、把頭の形態と欠損しているもののその全長にあ

るといえる。

類例の紹介

本例は先端部 (鋒)が欠損しているため全体の形状・法量が不明である点は先にふれた通りであるが、
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その平面形態はある程度復元できる。蕨手刀はおもに把頭の形状で大別できることから、これを基準

に本例と類似する例をいくつかあげてみたい。把頭の分類は人木 (1996)に 詳しく、ここではこの分類

にしたがっておく。

本例は前項の観察のように、把頭が鈍角に屈曲することから、人木分類のF類に相当する。『蕨手刀

集成 (第 3版 )』 (八木・藤村2003)に よると267例中F類の把頭を有するものは32例確認できる。この

うち岩手県内の出土例をあげると以下のとおりである。

出土遺跡 所 在 地 全長 (m附)刃 長 (mm)把反り(mm)絞 り (mm)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

長根 6号墳

五条丸古墳群

菖蒲田古墳群

五条丸20号墳

長谷堂

上平

日高西小石森塚

外川目

若柳

摺沢八幡社

岩手県

岩手県

岩手県

岩手県

岩手県

岩手県

岩手県

岩手県

岩手県

岩手県

宮古市

北上市

北上市

北上市

大船渡市

宮守村

水沢市

軽米町

胆沢町

大東町

３８７

　

・
　

・　

３８。

朗
　
・　
・　
５。２

．

３４４

４５５

３５。

一

一

470

596

492

5

8

8

6

20

6

28

18

刊6

15

24

38

27

27

37

20

50

31

43

31

多くはその出土状況が不明のものが多いが、いわゆる「末期古墳」からの出上が多い傾向にある。ま

た、県外においても北海道～東北地方を中心にして少数ではあるが関東地方も加えてその出土がみら

れる。とくに東北地方の日本海側には分布が集中する傾向がある。また、本例のように住居跡からの

出土はF類についてはあまり例がない。

このようなF類の把頭をもつ蕨手刀の特徴をみると、まず装具については足金具が装着される、あ

るいは遺存する例はほとんど確認できない。その他の装具については懸け通し金具と縁金具・鐸のみ

であり、このうち縁金具は省略される場合がある。実測図で判断する限りにおいて鞘も明確に伴うも

のも少ない。共通して装着される装具は鐸のみとなる。

把頭の形態はF類に大別できるものの、細部形態をみると違いも見いだせる。本例 (1可崎刀)の よう

にわずかに屈曲するものから、五条丸古墳群や摺沢人幡社出土刀のようにゆるやかに屈曲するものの

把頭の長いものも存在する。これらは別に分類されるかもしれないが、例数が少ないため現状では判

断できない。把反りの数値では、大きく反るものやあまり反らないものの2者に分けられそうであ

る。これらは黒済のいう2つの系列にそれぞれ対応するものと考えられる(黒済2004)。 本例はこのう

ち把反りの発達しない系列に属するであろう。

関部の構造は、本例のように把が刀身より幅が広くなるものはあまり確認できないが、実物をすべ

て観察できていないため明確に判断することができない。関部の構造については2者がある可能性を

指摘しておく。

把の長さについては、山形県小田島野田刀、岩手県招沢入幡社刀、岩手県長沼 6号墳刀などのよう

に110mm前後になるものがある一方で、北海道常昌刀、北海道坊主山刀などのように160mmを 超える長

さのものがあるが、把の長短の区別は明確にしがたい。

全長あるいは刃長には数値的にいくつかのまとまりがみつけられる。把頭F類のうちでは大きく3

つのまとまりがある。全長500剛前後あるいはそれ以下のものと600mm以下のもの、600mm以上のもの
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1.河崎の柵擬定地出土 (ナ |1崎村)

4.葛 蒲田古墳群出土 (北上市)

2.長根6号墳出土 (宮古市)

5.摺沢八幡社所蔵 (大東町)

3.外ナキ1目 出土 (軽米町)

6.五条九古墳群出土 (北上市)
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の 3者である。 この全長の特徴についてはあとでふれる。

このように各種の特徴をみると、多くは共通点する内容を持ちながらも相違点が少なからず確認で

きる。同じ型式の把頭をもつ蕨手刀においても相違する属性が存在するということである。

また、この同一型式という点から年代的にほぼ同時期に位置づけられることが予想される。次にこの

点について考えてみよう。

年代的位置づけ

蕨手刀の編年は古くより研究が重ねられており、とくに入木による研究によりそのおおよその方向

性は明らかになりつつある (人木1996な ど)。 これらの成果に導かれながら、本例の年代的な位置づけ

を行う。

人本論ではおもに足金具と把反り、絞りの数値を基準にして、その前後関係を求めている。F類の

把頭をもつ蕨手刀については、おおよそ8世紀前葉から9世紀にかけての年代が考えられている。F

類のなかでも絞りや把反りの数値が低いものが古く、数値が大きくなるものが新しいとされる。河崎

刀は入木の基準に照らすと把反りが12alm以下で、絞りが31mm以上であることから把頭 2に 内包され

る。この「把頭 2」 の年代はやや幅が認められるが 8世紀中葉～後葉に位置づけられている。

また、人木論では把頭D・ E・ F類をもつ蕨手刀は、絞りや把反りの数値が漸次大きくなることを基

本とし、数値が大きいものを新しい時期のものと判断している。しかし、黒済の指摘のように把反り

が顕著な一群と絞りの顕著な一群に2大別できるなら、単純に数値が大きいものが新しい時期のもの

とは断定できないであろう。また、絶対年代については装着される足金具の年代観を援用しているこ

ともあり、足金具が装着される例の少ないF類の把頭をもつ蕨手刀の年代を決定するには困難が伴っ

ている。

このように明確に遺構にともなって出土する例の少ない蕨手刀の年代は、現段階では問題点も残る

ものの、F類の把頭をもつものは8世紀前葉を上限として、8世紀後葉を下限と想定できることにな

る。

今回の出土状況を積極的に評価するならば、明確に8世紀後葉の土器を伴って蕨手刀が出土したこ

とになる。河崎刀のようなF類の把頭をもつ蕨手刀は、共伴する土器の年代からみても、下限の時期

である8世紀後葉という年代に限定できるのである。

このほか、さらなる問題としては、長さ (全長もしくは刃長)の 問題がある。従来、蕨手刀は時期が

新しくなるにつれ長寸イとしていくことが想定されてきた。にもかかわらず本例は鋒が欠損しているも

のの、どちらかといえば短寸の部類に属すると予想される。このように比較的後出な把頭型式である

F類において、短寸刀も存在すれば、秋田県脇坂飯町出土刀のように全長が665mmを 超えるような長寸

刀も存在するのである。把反り。絞りの数値の大小が長寸と短寸に対応する可能性もあるが、先にふ

れたように把反りと絞りは別系列に分けられる可能性もあるため、この点はひとまず置くことにす

る。

長さの検討

前項で指摘 したように、本来短寸であった蕨手刀が時期を降るにつれ長寸化 していくことがこれま

での研究で指摘されている。型式別の平均値を取 り出してみると確かに長寸化の傾向は見いだせる。

しかし、同一型式においては短寸のものから長寸のものまでその長さが多様であり、 1つ の型式とし

てはまとまりがないようにも見受けられる。ここでは、河崎刀と同様の把頭型式であるF類のみの蕨
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手刀の全長について若子の検討を加える。

まずF類の把頭をもつ全長の平均をみると562mmと なる。最小が480mm、 最大が680mmであり、その差

が200mmに もなる。10mm程度は誤差の範囲として仮に捉えて、どの数値にまとまりがあるかを検討した

のが、次のグラフである。

イ固 25
数

2

■5

1

05

例数が少ないため、今後数値は多少変わる可能性があり、またF類に限定した結果であるため他の

型式を含めればさらに数値やまとまりが増える可能性はある。

グラフをみると560mm以下と600mm前後以上、670mm前後以上の3つの範囲に全長が集中するという傾

向が認められる。

したがって、F類の把頭をもつ蕨手刀には3つの異なる長さのものが存在することになる。

これらが絞りや把反りの数値の違いによっては年代の前後関係を示している可能性があるものの、

ここでは把頭が同一型式である点を強調し、同時期に存在していたと考えたい。

従来蕨手刀は入木論のように徐々に長寸化の傾向にあるとされてきた。相対的、平均値的にみると

この考えは首肯できるものの、細部をみると必ずしもそういう傾向は認められない。つまり、徐々に

長くなるということではなく、短寸の型式が減少し、長い刀身 (長寸)の型式が増加する傾向にあると

いうことである。

蕨手刀は刃部が存在する以上、実用的であれ儀礼的であれ武器である刀としての性格を最上位にも

つ。そして、その性格上長さが最も重要な属性となる。古代においては長さによって刀の呼称や階級

差も見いだされることになるから、「長さ」という点が重要属性となってくるのである。したがって、

この問題はさらに検討していく必要があるが、ここでは、「長さ」の重要性を指摘するにとどめ、稿を

あらためて述べたい。

以上のように、前後関係がある可能性を含みつつ、同一把頭型式には3種類の全長の蕨手刀が含ま

れることを指摘した。その点は、黒済のいう把形態違いの指摘と同様に蕨手刀は決して単系的な変化

をたどるのではなく、いくつかの系列に分かれて変化していったと考えられる。

これらの検討を通してみると、蕨手刀の編年に際しては、型式の変化が一定している把頭の有効性

が指摘できる。

まとめ

以上、年代的位置づけを中心に若干の検討を行った。その結果、河崎刀は短寸であるものの、おも

に把頭の型式や共伴遺物によりその時期を8世紀後葉と捉えることができた。また、本刀を検討する
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にあたっては様々な問題点を指摘するにいた り、とくに長 さ (全長)は重要な属性の一つなる可能性 を

指摘できた。

蕨手刀における編年作業はこれまでに全体的な傾向は見いだされるようになっているが、まだ細分さ

れる可能性や系列に分化できる可能性も認められた。こういった点をさらに深化させることができるな

らば、今後蕨手刀研究のみならず出土する遺構、とくにいわゆる「末期古墳」に関連してあらたな見解

力泊J出 される可能性もうまれる。これらの点は今後あらためて再検討を行っていきたいと思う。 (西澤)

<引用参考文献>
石井昌国 1966『蕨手刀』雄山閣

高橋信雄 1984「岩手の古代鉄器に関する検討 (2)」 F岩手県立博物館研究報告』第 2号

八木光則 1996「蕨手刀の変遷と性格」『考古学の諸相』坂詰秀一先生還暦記念会

八木光則・藤村茂克 2003『蕨手刀集成 (第 3版 )』 盛岡市文化財研究会

黒済和彦 2004「群馬県出土蕨手刀の分類と編年」F群馬考古学手帳』第14号

黒済和彦 2005「群馬県出土蕨手刀の分布とその性格」『群馬考古学手帳』第15号

出典

1本書

2(財 )岩手埋文1990『長根 I遺跡発掘調査報告書』より

3石井 (1966)よ り転載

4和賀町教育委員会1991『和賀町内遺跡分布調査報告書Ⅲ』より

5八木・藤村 (2003)よ り転載

6八木・藤村 (2003)よ り転載
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本節では河崎の柵擬定地から出上 した鉄鏃について検討を加える。今回の検討においては古墳時代

鉄鏃の研究を参考に河崎の柵擬定地出土資料の位置付けとともに県内における出土遺跡の把握と分類

基準の設定を目的とする。ただし、古代～中世の鉄鏃についての研究は、古墳時代 と比べてその数が

少ないこと、加えて岩手県内では鉄鏃の出土′点数自体がそれ程多 くないことからその内容が判然とし

ていないのが現状であることから、あくまで予察であることを先に述べてお く。

鉄鏃の分類基準について

最初に鉄鏃の分類基準について記 しておきたい。第214～216図 は、水野敏則による古墳時代鉄鏃の

分類 (水野2003)を 参考として、岩手県内出土鉄鏃の形態を分類・模式化 したものである。この水野に

よる分類は、古墳時代中期における日本列島と朝鮮半島との鉄鏃型式の大要をつかむために考柔され

たものであり、簡便で汎用性がある。本稿は岩手県内出上の古代～中世の鉄鏃を対象としているが、

県内出土資料の傾向をつかむことが最大の目的であり、その意味では水野の分類視点は多 くの示唆を

与えてくれるものであることから、今回はその分類に依拠 して論を進めていくことにする。

まず大分類 としては矢柄への着装形態をもとに分類を行う。県内出土鉄鏃を概観 したとき、それら

は茎部 (なかご)の有無を基準として無茎 (短茎)鏃 と有茎鏃のいずれかに分類される(第 215図 )。 また、

有茎鏃についてはさらに頸部 (けいぶ)の有無によって無頸有茎鏃と有顎有茎鏃 とに分類 される。

その下位の分類 (中分類)と して鏃身部形態による分類を行う (第216図 )。 さらにその下位 1/」 分ヽ類 )

として各部の細部形態による分類がある。本稿では基本的にはこの 3段階の分類によって検討を加え

ていくことにする。なお、各形式の呼称については頚部・茎部の有無と鏃身外形の組み合わせにより

決定する (例 えば顎部を有する鏃身外形が三角形のものについては有頸三角形式とする)。 また、有頸

鏃の中で頸部長が長い (一般的には 5 cm以 上)も のについては長頚式と付けることにする。

なお、今回対象とした資料は錆化が激 しく断面形などが判別困難な個然が多いため、比較的判別が

容易な鏃身外形及び頸部関の形態を分類の中心に据えることとする。以下にその分類について簡単に

／
／
／
鏃
身
関
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無
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記 してお く。

① 鏃身外形

A.三角形 鏃身長と鏃身幅がほぼ1:1に なるもの

B 長三角形 鏃身長が鏃身幅より2倍程度あるもの

C.柳葉形 鏃身長が鏃身幅より2倍前後あり、さらに切先から関部にかけてほぼ直線的に垂下、あ

るいは鏃身中位で内側にくびれるもの

D.五角形 ふくらが強く稜をなす形状のもので、鏃身長と鏃身幅の比率により細分が可能

E.方頭形 切先が直線ないしは弧状で、平面形が逆台形となるもの

F 撃根形 鏃身部断面形が長方形で、刃部が切刃造あるいは片切刃造のもの

G.盤箭形 鏃身部と顎部の境が不明瞭なもので、鏑の有無によって細分が可能

H.片刃形 鏃身部の片偵1に のみ刃部が形成されるもの

I.雁又形 鏃身部がY字状に開くもの

② 顕部関

a 角関 関部まで顎部が直線的に至るもので、断面形には正方形と長方形がある

b.台形関 茎部との境界付近で頸部が台形状に広がるもの

c.円形関 関部がリング状になるもので、環状関と呼称されることもある

d 棘状関 頸部との境界に方形の突起がつくもの

e.無関 茎部との境界が無く直線的に茎部へと至るもの

河崎の柵擬定地出土資料の検討

①形態的特徴

前項で記した分類基準をもとに河崎の柵擬定地出土資料の分類を行う。まず大分類では、有顎有茎

鏃 (5003～ 5008)と 無顎有茎鏃 (5010・ 5011)、 無茎鏃 (5009)が確認できる。中分類とした鏃身外形を

みると、三角形・長三角形・攀根形・雁又形の4種類が確認できる。また、有茎鏃のなかでも棒状顕

部をもつ長顎式の鉄鏃が量的に最も多い。すなわち、本遺跡出土資料は、長顕式の長三角形式鉄鏃が

主体となるという傾向が看取できる。

②年代的位置付け

古代～中世における鉄鏃については研究事例が少なくその内容が判然としていない。その中にあっ

て津野仁は東国を中心として当該期資料の分類と変遷を、飯塚武司は多摩川丘陵を対象として古墳時

代後期～古代末期までの変遷を検討している (津野1990、 飯塚1991)。 鉄鏃の年代決定にあたっては古

墳時代から継続する形式の有無、顎部関の造作、長顕式鉄鏃においては頸部の長短が指標となる。以

下では、津野らの論考を参照しながら検討を加える。

5003は長頸三角形式に属するもので、顎部長は 8 cm、 顎部関は角関である。顕部関の変遷について

津野は、棘状関から角関へという変遷を考えており、棘状関の消滅を8世紀初頭頃 (津野編年 I期初

頭、以下単に□期とする)と している (津野1990)。 また、 I期の長頸鏃は次第に短頸化する傾向にあ

り、顎部長は10cm程度のものから7～ 8 cmの ものへと変化するということである。これらを根拠にす

ると、5003は I期 (8世紀初頭～ 9世紀前半)の なかでも棘状関消滅後から短頚化していく段階 (8世

紀中葉以降)に属するものと判断される。

5004・ 5005については無関であることから根拠に乏しい。無関であるため顎部と茎部の境界が不明

瞭であるが、いずれも頸部は5003よ りも長く10cm程度になると考えられる。先述の通り、長頸鏃は I
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第216図  岩手県内出土鉄鏃分類模式図
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期のうちに頭部が短くなり、また片刃式などでは I期後半から無関のものが出現するということであ

る (津野1990)。 鏃身部を欠損しているため推定の域をでないが、残存部の状況を考慮するとI期後半

(8世紀後半～ 9世紀前半)に位置づけられる可能性がある。

5006は雁又式である。関部は台形関で、茎部は完存長で 8 cmで ある。鏃身外形は残存部の観察から

二股部の決 りはやや深 く、刃部下半がほとんど膨らみをもたないタイプと推定される。津野による

と、二股部の袂りが深く刃部下半が膨らまないものはI期前半に出現し、Ⅱ期末頃までに刃部下半の

膨らみが増していくということである。また関部をみると台形関はⅢ期に激減し、以後円形関が主流

となるということである (津野1990)。 以上を根拠にすると、5006は I～ Ⅱ期 (8世紀初頭～11世紀後

半)に属すると考えられる。ただし、 8世紀代の事例は扶り部が鋭角的であること、津野・飯塚両氏

が11世紀代としている事例はいずれも刃部下半が膨らんでおり、茎部長が10cm以上であることを考慮

すると、 I期後半～Ⅱ期前半 (8世紀後半～10世紀)に限定できる可能性がある。

次に5007・ 5008についてみていく。5007は津野分類による長三角形Ⅲ式に分類される形式であり、

広根式といわれる形式の代表的事例といえる。腸狭は深く、頸部関は角関である。5008も 長三角形式

であり、刃部先端を欠損しているが5007と 同じく腸狭の深いタイプである。津野・飯塚両氏の論考で

例示されたものを見る限り、腸扶が深く顎部関が角関のものはいずれも9世紀に比定されていること

から、これらもI期後半～Ⅱ期前半 (9世紀代)に属するものと考えておきたい。

最後に撃根式 (5010・ 5011)に ついてみていく。5010は鏃身部が3.5cmと 短く、関部は台形関である。

鏃身部が極端に短いことから、平面形態のみをみると盤根Ⅱ式 (V期 =15～ 16世紀前後)|こ該当する可

能性がある。しかし、5010の鏃身断面形をみると、先端は三角形であるがそれ以下は関部まで長方形

であり、関部までの鏃身部断面形が三角形である基根正式とは異なる。したがって5010に ついては極

端に小型化した聾根 I式 と考えておきたい。ただし、頸部関がⅢ期に主流となる台形関であること

と、小型であることから撃根 I式のV期に位置づけられる可能性はある。5011については、関部以下

を久損しているため判断根拠に欠ける。ただし、5010と 異なり鏃身部は残存長で 5 cmあ ることから、

撃根式の中でも5010よ りは古いと考えられる。

県内出土事例との比較

本項では県内出土事例との比較を通じて本遺跡出土鉄鏃の位置付けについて考えていく。岩手県内

において古代～中世に属する遺跡のうち、鉄鏃が出上している遺跡は管見では集落 。古墳・城柵・城

館・生産遺跡など約80遺跡にのぼる。最も多いのは集落で、全遺跡の約 8割を占める。遺構としては

竪穴住居が最も多いが、一遺構あたりの出土点数が多いのは古墳である。次に具体的事例を挙げなが

ら本遺跡との比較を行うこととする。

まず 7世紀代の代表的事例として、矢巾町藤沢秋森 5。 14号墳出土例がある (第 217図 )。 14号墳主体

部からは有頸三角形式。有頸盤箭式・無茎長三角形式が出上している。有顎鏃はいずれも頸部が短く、

関部は角関と思われる。基箭式は両錦造である。無茎長三角形式は鏃身幅が狭 く腸快が外方に開くタ

イプである。有頸鏃は7世紀中葉～後葉と考えられるが、無茎長三角形式は7世紀前葉に比定できる

可能性がある。

5号墳主体部からは有頸三角形式と有頸聾箭式が出土している。いずれも14号墳出土例に比べて頸

部が長く10cmを超えるものが多い。関部は角関と考えられる。関部の造作および顎部長から7世紀中

葉～後葉と考えられる。

同じく7世紀代のものとして遠野市高瀬 I遺跡 2号墳周溝出土例がある (第 218図上)。 有顎三角形
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式・有顎片刃式 。有顎彗箭式の 3種類が出上 している。有顎三角形式は、幅広で腸快があるものと鏃

身部が小型で鏃身関部が角関または斜関のものがあるが、前者は 1点のみ しか確認されていない。有

頸片刃式は鏃身関部が撫関または斜関である。いずれも顎部長は 8 cm前後で、顎部関は角関または無

関と考えられる。年代は藤沢次森 5号墳 とほぼ同時期か、若千顕部が短いことを考慮するとやや新 し

くなるものと思われる。

山田町房の沢古墳群では 7世紀～ 8世紀前半の古墳が確認されている。このうちRT04古墳からは

7点の鉄鏃が出土 しており、有顎長三角形式・有頚五角形式・無基五角形式が確認できる (第 218図下)。

有頸長三角形式は腸決が深 く、頸部関は棘状関である。五角形式の鏃身関部は腸快があるものと角関

のものがある。年代については五角形式が主要組成に入っていることと棘状関のものがあることか

ら、 I期の直前段階 (7世紀末頃)の ものと考えられる。

盛岡市志波城跡では、城柵存続時期より新 しい時期の竪穴住居を中心に鉄鏃が出上している。とく

にS1389では有頸三角形式 。有顎長三角形式・有顎選根式が一括状態で出土 しており、この時期の鉄鏃

組成を考えるうえで良好な資料である (第 219図上)。 ほとんどが長顎式の鉄鏃であり、聾根式が主体

となる。有顎三角形式には鏃身部が小型のもの (津野分類三角形 I式)と 大型で腸決が深いもの (三角

形Ⅲ式)があるが、後者は 1点のみしか確認できない。顕部長は10cm以下で、顎部関は角関または撫関

である。年代は、8世紀初頭に消滅する棘状関とⅡ期後半 (10世紀以降)に 出現する台形関が確認でき

ないこと、8世紀代とされる事例よりも短頸であることから、9世紀代と考えられる。

宮古市島田I遺跡は鉄器生産拠点と考えられる遺跡で、調査区全体で30点以上の鉄鏃が出上してい

る (第219図下)。 本遺跡では有顎長三角形式 。有頸片刃箭式・方頭式・雁又式が確認されており、長

顎式の鉄鏃が主体となるということである。また、関部の造作をみると角関か台形関に限られてお

り、棘状関や円形関は確認されていない。年代としては、9世紀後半～10世紀代と考えられている。

以上、県内における代表的な出土事例を概観してきたが、ここで河崎の柵擬定地出土資料との比較

を行っていくことにする。まず 7～ 8世紀の事例と比較してみると、この時期の主体形式となる片刃

式・五角形式 。磐箭式は本遺跡では出土していない。頸部長は各遺跡ともそれ程大差ないが、顎部関

をみると本遺跡では棘状関のものは確認できない。棘状関が皆無であるという点を考慮すると、本遺

跡の鉄鏃は藤沢狭森 5。 14号墳、高瀬 I遺跡 2号墳、房の沢RT04古墳よりも後出の特徴を備えている

といえる。

続いて 9～ 10世紀の事例と比較してみる。まず志波城跡S1389と 比較してみると、若千比率の差は

あるが、長顎式鉄鏃主体に広根系鉄鏃が加わるという構成は同じである。細部形状をみても顎部長が

8～ 10cm前後、顎部関に棘状関がなく角関主体であるという点で類似点は多い。次に島田正遺跡と比

較してみると、鏃身外形の形式はほぼ同じだが、島田I遺跡では無茎式が多く大型のものが多い。ま

た、長顎式のものについては台形関のものが存在するという点が本遺跡とは異なる。

以上のようにみていくと、本遺跡出土資料は志波城跡S1389と ほぼ同時期と考えるのが妥当といえ

る。とくに長顎式鉄鏃については顎部長が10cm以上のものから8 cm前後へと短くなり、それに伴って

関部も棘状関・角関 (藤沢次森・房の沢)→角関 (志波城)→角関・台形関 (島 田Ⅱ)と 変遷しており、

その変遷のなかに位置づける限り、本遺跡の鉄鏃は志波城跡S1389出土資料と近接した時期に位置づ

けることができる。

ただし、本遺跡の資料は遺構一括資料ではないことと、雁又式など一部のものについては島田Ⅱ遺

跡出土例と同時期とも考えられるものが存在することから、個別事例では年代が前後するものもあ

る。この点については今後形式ごとの変遷をたどっていくなかで検討すべき課題といえる。
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�  まとめ

まとめ

本節では河崎の柵擬定地出上の鉄鏃について比較資料をまじえて検討を加えてきた。最後にその特

徴を列記 してまとめとしたい。

組成…鏃身外形には三角形・長三角形 。基根形・雁又形があり、長顎式鉄鏃を主体として若子の短茎・

無顕式が加わる。

年代…おおむね津野編年 I～ Ⅱ期前半 (8世紀～10世紀)の もので構成される。なかでも8世紀後半

～ 9世紀代に位置づけられるものが多わ。

以上のような結果となった。ただし、先述の通り岩手県における古代～中世の鉄鏃については不明

な′点が多く、今回の検討でも判断恨拠に乏しい点が数多くあった。今後は各遺跡出土資料の集成およ

び他地域との比較を通じてその内容を再検討していく必要があろう。           (村 田)

参考文献

飯塚武司 1991「鉄鏃 ―その時代性と地域性―」『研究論集X ―創立10周年記念論文集‐』

東京都埋蔵文化財センター

小山内透 2004『島田Ⅱ遺跡第2～ 4次発掘調査報告書』(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第450集

津野 仁 1990「古代・中世の鉄鏃」「物質文化』第54号 物質文化研究会

西野 修 1986『徳田遺跡群詳細分布調査報告書 ―藤沢秋森古墳群の発掘調査 ―』矢中町文化財報告書第8集

水野敏則 2003「古墳時代中期における日韓鉄鏃の一様相」『帝京大学山梨文化財研究所研究報告』第11集

室野秀文他 1982『志波城跡 昭和56年度発掘調査概報』盛岡市教育委員会

佐々木清文他 1998『房の沢Ⅳ遺跡発掘調査報告書』 (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第287集

佐藤浩彦 1992『高瀬 I・ Ⅱ遺跡』岩手県遠野市埋蔵文化財調査報告書第5集
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10 鉄鏃に関する検討 一分類基準の設定と県内出土資料との比較一
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XII まとめ

11 小 札 に関す る若 千 の検 討

河崎の柵擬定地では、可能性のあるものを含めて4点の小札が出土している。本節では、このなか

で5017と 5018に ついて、他遺跡出土例と比較しながら検討を加えることにする。

ここで再度両者の形態について記載しておきたい。5017は 幅広長条形の小札で、札頭・札足は円形で

ある。絨了し一列で、絨子とは第三繊孔まで確認できる。綴子しは第一綴孔で 3孔、第二綴孔で 2孔、覆輪

孔は2孔確認できる。なお、第二綴孔には草紐が残存している。5018は長条形の小札で、札頭は斜め

に切り落とされ、札足は水平である。綴孔は3孔確認できたが、その他綴孔および絨孔については錆

により塞がれており不明である①なお、いずれも長さが10cm前後あることから腰札と考えられる。

東北地方北部では中世を含めても小札の出土遺跡は20遺跡にも満たない。その変遷については不明

確な部分も多いが、今回は岩手県一戸町御所野21号墳出土例と青森県百石町根岸 (2)遺跡出土例とい

う、東北地方北部でも代表的な2例を比較資料としてとりあげたい。まず、御所野21号墳では開口部

から43点の小札が出土している (高田他2004)。 いずれも長条形の小札であり、長さは約75～ 10 0cm、

札幅は約1.Ocmで ある。絨孔は一列で第三孔まで、綴孔は第一綴孔で4孔、第二綴孔で 4孔確認でき、

下揚了しも2子し確認できる。21号墳の造営は8世紀代とされているが、後述する札幅の検討をもとにす

ると8世紀でも後半段階のものと考えられる。次に根岸 (2)遺跡出土例であるが、本遺跡では使用時

の状況で出上した塊を含めて約140枚の小札が出上しており、報文中で津野仁が詳細な形態分類 と札

幅の時期的変化についての考察を行っている (津野1995)。 形状についての詳細は報告書に譲るが、津

野は各地の出土例を挙げながら、札幅が 7世紀後半から漸移的に狭くなっていくという傾向を指摘 し

ている。それによると、札幅が1.0～ 1,5cmである根岸 (2)遺跡出土例は8世紀後半 (第 3四半期)に

位置づけられるという。

ここで札幅をもとに河崎の柵擬定地出土例の年代的位置づけについて考えていきたい。津野仁の検

討によると、 7世紀前葉～中葉の小札では札幅は2.2cmあ り、その後 8世紀後半のものでは1 0cm前 後

にまで狭まるということである (津野1995・ 1998)。 これをもとに本遺跡出土例について年代を考えて

いくと、5017は札幅が3.Ocmと 広く、札幅だけを根拠にするならば7世紀前葉より古いものと考えられ

る。これについては他の類例を探したうえで検討する必要があるが、7世紀以前 (古墳時代後期)の も

のであるとすれば岩手県内出上の最古例として位置づけることができる。5018は札幅が1.6cmであり、

8世紀第 3四半期と推定される根岸 (2)遺跡出土例、8世紀後半と推定される御所野21号墳出土例より

も札幅は広い。札幅だけをみれば8世紀第2四半期とされる事例とほぼ同じ札幅であることから (津野

1998)、 5018については8世紀前半に位置づけることができよう。

以上、簡単ではあるが本遺跡出上の小札について検討を加えてきた。いずれの資料についても岩手県内

では最古段階に位置づけられるものであり、県内における鉄製武具の初現を考えるうえで貴重な蚤料 とい

える。とくに5017については、東北地方北部では希少な古墳時代後期に属すると推定されるものであり、こ

れについては類例を探すなどをしてさらに言淋|な検討を加えていく必要があろう。 徘す田)

参考文献

高田和徳他 2004『御所野遺跡Ⅱ』一戸町文化財調査報告書第48集

津野 仁 1995「根岸(2)遺跡出上の刀子および桂甲小札についてJ『根岸 (2)遺跡発掘調査報告書』

津野 仁 1998「古代小札甲の特徴」『兵の時代 ―古代末期の東国社会―』横浜市歴史博物館。(財)横浜市ふるさと

歴史財団埋蔵文化財センター
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調査区遠景 (平成15年3月 1日 )

調査区全景 (平成呵5年8月 1日 )

写真図版 1 調査区違景、調査区全景
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写真図版 2 CttSD101



0        5 cm
中

蕨手刀 (5001)

古代の鉄製品

写真図版 3 蕨手刀、古代の鉄製品
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11世紀のかわらけ

写真図版 4 和同開弥、11世紀のかわ らけ
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12世紀、中世の国産陶器

写真図版 5 11～ 12世紀・中世の陶磁器
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六器 (5044～5046)
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12世紀のかわらけ

写真図版 6 六器、12世紀のかわらけ
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平成13年度調査終了時 (垂直)

平成13年度調査終了時 (垂直)

写真図版 7 航空写真平成13年度
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平成15年 8月 1日 (南東から)

平成15年 8月 1日 (垂直)
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写真図版 8 航空写真平成15年度



平成16年調査終了時 (南東から)
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平成16年調査終了時 (垂直)

写真図版 9 航空写真平成16年度
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カマ ド付近遺物出土状況

カマ ド袖 N― S カマド袖 E― W

カマ ド燃焼部 N― S カマ ド燃焼部 E― W

Pl平面

写真図版1l CttS1l②
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01SKl平面 01SKl断面

01 SK2平面 01SK2断面

01SK3平面 01SK3断 面

01 SK4平面 01SK4断面

写真図版13 01SKl～ 4
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01 SK10平面

写真図版14 01SK5～ 10
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01 SK刊 1平面 01 SKll断面

01 SK12平面

01 SK13平面

01 SK12断面

01SK13断 面

01SK14平 面 01SK14断 面

写真図版15 01SKll～ 14
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01SK15平 面 01 SK15断面

01 SK16断面01 SK16平面

01 SK17平面 01SK17断 面

01 SK18平面 01 SK18断面
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01SK19平 面 01SK19断面

01SK20平面 01SK20断 面

01SK21。 22・ 23平面 01 SK21。 22・ 23断面

01 SK24平面 01SK24断 面

馬::尋図1‖阪17 01SK19～24
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01 SK25平面 01 SK25四而団

01 SK26平面 01SK26四面団

01 SK27平面 01 SK27断面

01 SK28平面 01 SK28凶F:面
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01 SK29。 33平面 01 SK29・ 33断面

01 SK31平面 01 SK31 凹†[団

01 SK32平面 01 SK32断面

現地説明会風景 (平成13年度 ) 現地説明会風景 (平成13年度 )

将註:轟 区llln19 ol sK29・ 31～33
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01SD2西ベルト

-396-

01SD2(W―Ⅲ
)

巧こξ尋屋l‖辰22 01SDl。 2



01SD3東ベルト
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写真図版23 01SD3。 4
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CttS12埋土断面 S―N

CttS12カマド
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写真図版24 Ctt S12①
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カマド覆土断面
A― B
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写真図版25 Ctt S12②
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Ctt Si3埋土断面A― B

Ctt Si3埋土断面C― D

Ctt S13完掘①
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写真図版26 Ctt Si3①



CttS13
カマド完掘

CttS13
カマ ド断面
E― F①

CttS12
カマ ド断面
E― F②

写真図版27 Ctt Si3②
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CttSi3(旧 住居)完掘①

CttS13 Pl完 tFH CttSi3 Pl断面

調査区違景 (北より) 調査前D区

写真図版29 Ctt Si3④
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02SK34四 iF面 02SK35:君掘

02SK36完 掘
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02SK37:を JΞ

02SK38・ 39完掘

写真図版31  02SK34～39

02SK38。 39四而国
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02SK40完 掘 02SK40断 面

02SK41完 掘 02SK41 四千[函

02SK42完 掘

02SK43:君〕己

02SK42四 iE団

02SK43出皐F面
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02SK44閣而団

02SK45:寇 tFH

02SK46:記〕己
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02SK47 itFH

写真図版33 02SK44～ 47
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02SK54四 iF蜀

写真図版34 02SK51～ 54
-408-



02SK55:落 J巳 02SK55四皐[団

02SK56:君 J冨 02SK56凹♀[団

02SK57'58完 掘 02SK57・ 58凹正面

02SK59完 掘 02SK59四千F罰

写真図版35 02SK55～ 59
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写真図版36 02SD5、  SD 6

-410-



02SD6(A― B)断面

ゃ 一 ユ )

02SD6(C― D)断面

写真図lln37 02SD 5、  SD 6、  SD 8

02SD8(A― B)断面
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Btt SH平面

Btt S11カマド煙道部断面
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Btt S11カ マド煙出部断面 Btt S,1完掘
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Btt SH
カマ ド燃焼部

断面 C― D

Btt S11

カマ ド燃焼吉[

断面 E一 F

Btt S11カ マ ド燃焼部断面 C― D

Btt S11カ マ ド燃焼部断面 E― F

写真図版39 BttS1l ②
-413-



B区 焼±1平面

B区 焼±2平面 B区 焼上2断面

Btt SKl完 掘 Btt SKl断 面
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Btt SK2完 掘 Btt SK2断 面
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写真図版40 B区焼± 1・ 2、 BttSK l・ 2



Btt SK3完 掘 B区⊆SK3四i[団

B匪⊆SK4:忍 J冨

BttE SK5:君 J己 B区∈SK5四千[面

Btt SK4断 面

Btt SK6完 掘

写真図版41 BttSK 3～ 6

BttE SK6凹 皐[団
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BttE SK7:君 tFH Btt SK7断 面

BttE SK9凶 F:団B匝⊆SK9:寇 JΞ

B優∈SK10:寇 J冨 Btt SK10断 面
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写真図版42 BttSK7～ 10



Btt SKll完 掘

Btt SK12完 掘
「
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Btt SK13断 面Btt SK13完 掘

Btt SK14:宅掘 Btt SK14断 面

写真図版43 BttSKll～ 14
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Btt SK15完 掘

B匝⊆SK16:寇〕己

Btt SK15断 面

Btt SK16断 面

Btt SK18完 掘 Btt SK18断 面

|

Btt SK19断 面
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Btt SK19完 掘

写真図月反44 BttSK15～ 19
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Btt SK24完掘

写真図版45 BttSK20～ 22・ 24

BttE SK24四千[団
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BttE SK25:花 J巳 B区こSK25凶iF団

BttE SK26:宅 り〓

BEXI SK27:落 〕Ξ

B区豆SK28:忍 tFH

Btt SK26断 面

Btt SK27断 面
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写真図版46 BttSK25～ 28
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Btt SK29:君掘 Btt SK29断 面

Btt SK30完 掘 Btt SK30断面

Btt SK31完 掘 B区豆SK31 凶FF国

BttE SK32:君 J己

写真図版47 BttSK29～ 32

BttE SK32四両面
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卜緯

BttE SK40;君 〕己 BttE SK40四 iF団

Btt SK41完 掘

Btt SK42完 掘

Btt SK41 断面

Btt SK42断 面
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BttE SK43:落 J風 B区豆SK43四〒[団

Btt SK44完 掘 BttE SK44凶荷面

BttE SK45:君 V己 B区豆SK45凶町面

B区 清悦社近景 (西から)B区 清悦社違景 (西から)

写真図版49 BttSK43～ 45
-423-



i下・´手i子■II I  ●▼

i iⅢ Ⅲ
=叢 ・，．

・

韓
．ド

一轡

機

二
夢

緯
〉綸

欝

イ■14

■督|す|

■豫|―
ツI″  ―

1隠!虚Ⅲ

,iF i

域 ■

:輩覇

検出(平成 16年度分)

遺物出土状況 (平成16年度分)

-424-
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完掘 (平成15年分)
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完掘 (平成16年分)

写真図版51 BttSDl ②
-425-



断面(A～ B) 断面(C～ D)
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断面 (E～F)

断面 (1～ J) 遺物出土状況 (平成16年 )

遺物出土状況 (平成16年 ) 遺物出上状況 (平成16年 )
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写真図版53 BttSD2、  SD 3
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完掘 (SE→ )

完掘 (NE→手前はB区沢跡 )

-428-

写真図版54 BttSD4①
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遺物出土状況 断面 (A～ B)

断面 (C～D) 断面 (B～ F)
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断面(G～日)

断面 (K～ L)

断面 (1～ J)

断面 (M～ N)

写真図版55 BttSD4②
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全景 (平成15年分 )

全景 (平成16年分)
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写真図版56 B区沢跡①



断面 (A～ B)

断面(A～B) 断面(C～ D)

断面(C～ D) 断面(C～ D)

断面(E～F)

写真図版57 B区沢跡②
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断面(G～ H)

須恵器出土状況 須恵器出土状況

渥美産陶器出土状況 骨。歯出土状況

作業風景
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骨歯 出土状況
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CttSi4完掘(E→ )

遺物出土状況(E→ ) 土師器 No.41出土状況(E→ )

カマド(E→ ) カマド断面(S→ )
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西側断ち害」り(1)(S→ ) 西狽1断ち割り(2)(S→ )

写真図版61 CttS15①
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東西ベルト断面 (N→ ) 南北ベルト断面 (W→ )

カマド内遺物出土状況 (W→ )

カマド前庭部横断面 (W→ )

カマド完掘 (W→ )

カマド横断面 (W→ )

カマド縦断面(S→ ) 煙道縦断面(S→ )
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カマド北壁 (S→ ) カマド南壁 (N→ )

焼±1(N→ )

SKl断面 (W→ ) SKl完掘 (W→ )

SD105完掘(E→ ) SD105凶千:面 (E―))

写真図版63 CttS15③ 、 CttSD1 05
-437-



CttS16完掘 (W→ )

検出状況(S→ )
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西側断ち害」り(1)(S→ ) 西側断ち割り(2)(S→ )
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東西ベル ト断面 (S→ )

t i     ―. |■「

南北ベル ト断面 (E→ )

カマ ド完掘 (W→ ) カマ ド横断面 (W→ )

煙道横断面 (W→ )ド縦断面 (S→ )

煙道縦断面 (S→ ) 煙出 し完掘 (S→ )

写真図版65 CttS16②
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断面 (A～ B)
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断面(C～ D)

写真図版66 CttS17①

断面中の十和国a火 山灰



遺物出土状況(S→ ) 遺物出土状況 (W→ )

遺物、焼土状況 完掘 (遺物取り上げ後 )

C区 焼±1検出 C区 焼±1断面
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写真図版67 CttS17② 、C区焼± 1、 CttSB 4

CttE SB4(P409)
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完掘 (S→ ) 完掘(S→ )

完掘(S→ ) 完掘 (N→ )

写真図版69 CttSD101②
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断面(A～Aり 断面(B～ Bり

断面(C～ Cり 断面(D～ Dり

完掘 (平成16年度 )

堀内部 (N→ ) 堀内部(S→ )
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Ctt SD101白磁出土状況 Ctt SD101白磁出土状況

Ctt SD104完 掘 (平成16年 ) Ctt SD104完 掘 (平成16年 )

Ctt SD104完 掘 (平成15年 )

Ctt SD104完 掘 (平成14年 )

Ctt SD104完 掘 (平成 15年 )

Ctt SD104遺 物出土状況 (平成16年 )

写真図版71 CttSD101④、CttSD104①
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南端音[完掘 (平成15年 )

北部完掘 (平成16年 )
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写真図版73 CttSD104③
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P132四千[団 (S― >)
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全景(E→ )

検出状況 (W→ ) 鉄製品検出状況 (N→ )

写真図版77 DttS1l ①
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遺物出土状況(S→ ) 遺物出土状況(E→ )

カマド断面(E→ ) カマド断面(S→ )

焼土平面 (E→ ) 焼土平面(E→ )

カマド完掘 (S→ )
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写真図版83 DttSB5～ 8
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Dtt SK122完掘(E→ ) Dtt SK122断面 (S→ )
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作業風景 作業風景

写真図版85 DttSK122、 D区土層断面
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写真図版86 DttSX20
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遺物出土状況(103) 遺物出土状況(100)

写真図版89 EttS1l ②
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写真図版90 EttS12①
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写真図版91 EttS12②
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埋土 断面 (南北)

写真図版92 EttS13①

完掘 (カ マ ド取りはずし後)
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写真図版93 EttS13②
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写真図版95 EttSi4②
-469-



Ett S14カ マ ド完掘 Ett S14カ マ ド火焼面

鉄製品 (2)出土状況 鉄製品 (3)出土状況

鉄製品 (4)、 (5)出土状況 鉄製品 (7)出土状況

骨1出土状況 骨5出土状況

-470-
写真図版96 EttS14③



藝 ヽ

進i灘

ズ

差

，

一垂

埋土断面 (東西 ) 埋土断面 (南北 )

||―耳 議 こ
:'|

写真図版97 EttSXl
-471-



E区 焼±1全景

E区 焼±1南側 E区 焼±1北側

作業風景

-472-
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写真図版110 EttSB4完 掘、柱穴
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写真図版117 EttSK8～ 11

-491-



Ett SK12:君掘

鵞 1魏罐 擁 !

Ett SK14完 掘

Ett SK15完 掘 Ett SK15断 面

-492-
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写真図JIn122 EttSK28～ 31
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調査風景 (平成15年 )

調査風景 (平成15年 )

現地説明会 (平成15年 )

写真図版123 調査風景、現地説明会など (平成15年 )
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作業風景 (平成16年 )

門崎小学校体験発掘 (平成16年 7月 21日 )

現地説明会 (平成16年 7月 24日 )

平成16年度 調査終了時
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写真図版124 調査風景、現地説明会など (平成16年度)
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写真図版125 CttS11の上師器、須恵器①(1～ 8)



写真図版126 CttS11の 上師器、
CttS12の 上師器、

須恵器②(9～ 11)

須恵器②(12～ 13)-500-



写真図版127 CttS13の土師器、須恵器①(14～ 23)
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写真図版128 CttSi3の 上師器、
BttS11の土師器、

須恵器②(24～ 29)
須恵器①(30。 31)-502-



写真図版129 BttS11の上師器、須恵器②(32～ 37)
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CttS14の 土師器、

須恵器③(38)

須恵器①(39～ 43)
写真図版130
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写真図版1 31 CttS1 5の上師器、須恵器①(44～ 56)



写真図版132 CttSi5の 上師器、
CttS16の 上師器、

須恵器②(57～ 64)
須恵器①(65～ 67)-506-



写真図版133 CttS16の 上師器、
DttS11の 上師器、

須恵器② (68～ 71)
須恵器①(72～ 77) -507-



写真図版134 DttS11の 土師器、須恵器②(78～ 87)
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写真図版135 DttS11の上師器、須恵器③ (88～ 91)
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写真図版136 DttS11の 上師器、
DttS12の 土師器、

須恵器④(92～ 93)
須恵器①(94～ 96)-510-
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写真図版137 EttS11の上師器、須恵器①(97～ 105)
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写真図版138 EttS11の上師器、須恵器②(106～ 110)



写真図版139 EttSi3の上師器、
EttS1 4の 上師器、
EttSX lの土師器、

須恵器 (111～ 114)
須恵器 (115～ 117)
須恵器 (118～ 122) -513-
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写真図版140 E区焼± 1の土師器、須恵器 (123～ 124)
01～03年度遺構内出土土師器、須恵器 (125～ 132)
第2検出面出土土師器、須恵器①(133～ 141)-514-
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写真図版141 第2検出面出土上師器、須恵器②(142～ 156)
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写真図版142 第2検出面出土土師器、須恵器③(157～ 174)
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写真図版143 第2検出面出土土師器、須恵器④(175～ 183)
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写真図版144 第2検出面出土土師器、須恵器⑤(184～ 196)



写真図版145 第2検出面出土土師器、須恵器⑥(197～ 200)
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写真図版146 第2検出面出土土師器、須恵器⑦(201～ 204)
第 1検出面出土土師器、須恵器(205～ 217)-520-



写真図版147 CttS17の上師器、須恵器①(218～ 223)
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写真図版148 CttS17の 上錘穂②(224～ 272)
平成16年第 1検出面出土土師器、須恵器(273～ 278)
平成16年第2検出面出土土師器、須恵器①(279～ 281)



写真図版149 平成16年第2検出面出土土師器、須恵器②(282～ 290)
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写真図版150 平成16年第2検出面出土上師器、須恵器③ (291・ 292)
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写真図版153 11世紀のかわらけ③ (1058～ 1100)
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写真図版157 中世の国産陶器①(2001・ 2002・ 2026・ 2029・ 2031・ 2033)
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写真図版158 中世の国産陶器② (2003～2018)
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写真図版159 中世の国産陶器③(2019～2025。 2027・ 2028。 2030～2032)
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写真図版161 中世の中国産陶磁器② (2049～2066)
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写真図版164 近世の陶器①
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写真図版166 近世の陶器③
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写真図版167 近世の陶器④(3001～3016)
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写真図版168 近世の陶器⑥(3017～3020・ 3024～ 3036)
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写真図版169 近世の陶器⑥(3037～3040。 3046～ 3058)
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写真図版170 近世の陶器⑦(3059。 3060。 3064～ 3073・ 3076～3079)
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写真図版171 近世の陶器③(3081～3094)
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写真図版172 近世の陶器③(3096～3102・ 3105～ 3110。 3112・ 3113)
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写真図版175 近世の陶器⑫(3142・ 3146・ 3147)
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写真図版176 近世の陶器○(3148～3153)
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写真図版177 近世の陶器⑭(3154～3166)
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写真図版183 近世の磁器③(4001～4019)
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写真図版186 近世の磁器⑥(4059～4067)
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写真図版187 近世の磁器⑦(4070～4079。 4082～4088)
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写真図版191 近世の磁器①(4138～4147)
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写真図版198 古代～中世の金属製品X線写真①
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写真図版199 古代～中世の金属製品X線写真②
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写真図版200 土製品 (6003～6007)
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写真図版202 石製品③(6015～6017)
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写真図版203 近代陶磁器①(7001～7013)



-578-
写真図版204 近代陶磁器②(7014～7020)
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